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　一度だけ、本物の流れ星を見たことがある。

　旅行先ではなく、自分の部屋の窓からだ。空気がきれいで、夜がちゃんと暗い町に住んでいる人にはさして珍しくもないのだろうが、俺おれが十四年間暮らした埼さい玉たま県川かわ越ごえ市は残念ながらそのどちらでもない。晴れた夜でも、肉眼で見えるのはせいぜい二等星までだ。

　でも、とある真冬の真夜中、何気なく眼めを向けた窓の外に、俺は確かに見た。星などほとんどない、深夜でもどこか白っぽい天てん蓋がいを垂直に切り裂いた、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうを。小学四年か五年生だった俺は、何か願い事をしなきゃと子供らしいことを考えた……まではいいが、真っ先に浮かんだのは『次のモンスターがレアアイテムを落としますように』という情緒の欠片かけらもないお願いだった。何せ、当時ハマっていたＭＭＯＲＰＧのレベリング中だったのだ。

　あの日と同じ色、同じスピードの流星を、俺は三年（あるいは四年）ぶりに見た。

　しかし今回は肉眼によってではないし、背景もダークグレーの夜空ではない。

《ナーヴギア》──世界初の全感覚投入型ＶＲインタフェース・マシンの作り出す、薄うす暗ぐらい迷宮ダンジヨンの奥底で、だ。




　鬼き気き迫る、とでも形容したくなるような戦いぶりだった。

　レベル６亜人型モンスター、《ルインコボルド・トルーパー》の振りかざす無骨な手て斧おのを、見ている俺の背中すら冷たくなるほどギリギリの間合いで躱かわす。三回連続で回かい避ひに成功するとコボルドが大きく体勢を崩すので、その隙すきを逃さず、全力のソードスキルを叩たたき込む。

　技は、細剣レイピアカテゴリで最初に習得できる単発突き攻こう撃げき《リニアー》だ。剣を体の中心に構え、そこから捻ひねりを入れつつ真まっ直すぐ突くだけのシンプルな基本技だが、スピードが凄すさまじい。明らかに、システムのモーション・アシスト任せではなく、プレイヤー自身の運動命令によって速度をブーストしている。

　かつて、ベータテスト期間中に、パーティーメンバーや敵モンスターが同じ技を使うのを何度となく見ているはずの俺の眼でも、レイピアの刀身そのものではなく、ソードスキル特有のライトエフェクトが描く軌跡しか捉とらえられなかった。灯あかりの乏とぼしいダンジョンの薄うす闇やみを貫つらぬく純白の光こう芒ぼうが、俺にあの日の流れ星を思い起こさせたのだ。

　レイピア使いは、コボルドの斧を三連続で避よける→反撃の《リニアー》を撃うち込む、というパターン化された攻防を三回繰くり返し、このダンジョンでもかなりの強敵である武装獣じゆう人じんを無傷で屠ほふってみせた。とは言え、決して余裕の一戦というわけでもなかったらしい。とどめのソードスキルに胸当ての真ん中をぶち抜かれ、モンスターが仰のけ反ぞりつつ四散すると、実体なきポリゴンの欠片に押されたかのようによろめき、通路の壁かべに背中をぶつける。そのままずるずると座り込み、荒い呼吸を繰くり返しているようだ。

　向こうは、十五メートルほど離れた四つ辻つじの角に立つ俺おれに気付いていない。

　このまま無言で遠ざかり、自分自身の獲え物ものを探すのが、普段の俺の行動規き範はんだ。一ヶ月前のあの日、利己的なソロプレイヤーとして生きると決めた時以来、少なくとも自分から他人に近づいたことは一度たりともない。唯一の例外が、戦せん闘とう中、明らかな危機に陥おちいっているプレイヤーを見つけた場合だが、あのレイピア使いのＨＰゲージはほぼフル状態を保っている。少なくとも、おせっかいな誰だれかの助けを必要としているようにはまったく見えない。

　それでも──。

　俺はきっちり五秒間悩んでから、十字路の陰から出て、座り込んだままのレイピア使いのほうへと歩を進めた。

　瘦やせ型、やや小柄か。装備は暗赤色のレザー・チュニックの上に軽量な銅のブレストプレート、下半身はぴったりしたレザーパンツに膝ひざまでのブーツ。頭から腰近くまでを覆おおうフードつきケープを羽は織おっているため、顔は見えない。そのケープ以外はいかにも刺フ突エ剣ン使サいーらしい装備だが、片ソ手ー剣ド使マいンである俺も身なりは似たり寄ったりだ。高難なん度どクエストの報酬である現在の愛剣《アニールブレード》がかなり重いので、技のキレを確保するために金属防具は極力省はぶき、ダークグレーのレザーコートに小さなチェストガードを重ねている程度だ。

　近づく俺の足音に気付き、レイピア使いはぴくりと肩を震わせたが、それ以上動こうとはしなかった。こちらがモンスターでないことはもう、あちらの視界に表示されたカラーカーソルの緑色が教えているはずだ。立てた膝の上に深く顔を伏せたままの姿勢は、そのまま通り過ぎてどこかに行け、という意思を強く表していたが──俺はレイピア使いから二メートルほどの位置で立ち止まり、口を開いた。

「……さっきのは、オーバーキルすぎるよ」

　厚手の布製ケープに覆われた細い肩が、もう一度小さく動いた。フードがじわりと、ほんの五センチほど持ち上げられ、暗がりの奥から二つの瞳ひとみが鋭するどく俺を射る。こちらから視認できるのは虹こう彩さいのライトブラウンだけで、顔立ちはまるで見えない。

　レイピア使いは、先刻の突き攻こう撃げきを彷ほう彿ふつとさせる鋭えい利りな視線を数秒間向け続けていたが、やがてごくわずかに頭を右に傾けた。言葉の意味が解わからない、というゼスチャーだろう。

　それを見た俺は、内心で『やっぱり』と思った。

　ソロプレイを貫つらぬくと決めたはずの俺を素通りさせなかったのは、ひとつの巨大な違和感だ。

　レイピア使いが放った《リニアー》は、戦せん慄りつせずにはいられない完成度だった。準備動作プレモーシヨンと技後硬直ポストモーシヨンの短さ、そして何より視認も許さぬほどのスピード。俺は、あれほど恐ろしく、また美しいソードスキルをいままで見たことはない。

　ゆえに最初は、同じベータテスト出身者だろうと思った。デスゲームと化す前のこの世界で、長時間の戦闘経験を積んでいるからこそのスピードだろうと。

　しかし二度目の《リニアー》を見る頃ころ、俺おれは自分の推測に疑問符をつけた。技の見事さに対して、戦せん闘とうの運び方が余りにも危ういのだ。確かに、《最小限の動作によるステップ防御》は、パリィやブロックと比べて反はん撃げきの開始速度を上げられるし、武器防具の耐久度も減らない。その代わりに、防御に失敗した時のリスクは最大だ。下へ手たをするとカウンターダメージを適用され、一時行動不能化スタンしてしまいかねない。ソロ戦闘でのスタンは、文字どおり致命的。

　剣技の見事さと、戦術の危うさのアンバランス。その理由を、なぜか俺はどうしても知りたくなった。ゆえに近づき、声を掛けたのだ。幾らなんでもオーバーキルではないか、と。

　しかし相手に、その至し極ごくポピュラーなネットゲーム用語は理解されなかった。つまり、眼前のレイピア使いは、元ベータテスターではない。それどころか、ここに来るまではＭＭＯプレイヤーですらなかったのかもしれない。

　俺は小さく息を吸うと、改めて説明した。

「オーバーキルっていうのは……モンスターの残りＨＰ量に対して、与えるダメージが過剰だって意味だ。さっきのコボルドは、二発目の《リニアー》でもうほとんどニアデス……じゃない、瀕ひん死しだった。ＨＰゲージはあと二、三ドットだったよ。とどめはソードスキルじゃなくても、軽い通常技で充分だったはずだ」

　この世界で、こんなに長く喋しやべったのは何日……何週間ぶりだろう、と思いながら俺は口を閉じた。

　国語が苦手な俺がかなり頑張って作文した解説を聞いても、レイピア使いはたっぷり十秒以上も無反応だった。さすがに居たたまれなくなってきた頃、ようやく小さな声が、目深に下ろしたフードの下からこぼれた。

「…………過剰で、何か、問題があるの？」

　その瞬しゆん間かん、俺は余りにも遅まきながら、目の前にうずくまるレイピア使いが、この世界では──ことにダンジョンの奥深くでは──途と轍てつもなくレアな《女性プレイヤー》であることを悟った。




　世界初のＶＲＭＭＯＲＰＧ、《ソードアート・オンライン》が正式サービスを開始してからすでに一ヶ月が経過しようとしていた。

　平均的規模のＭＭＯであれば、そろそろ初期レベル上限キヤツプに到達するプレイヤーが現れ、ワールドマップも端はしから端まで探検され尽くそうかという頃合いだ。しかしこのＳＡＯでは、現在のトップクラス集団でも、レベルはせいぜい10──キャップが幾つなのかは知らないが──になるやならず。ゲームの舞ぶ台たいとなっている浮遊城アインクラッドも、踏とう破はされたのは全面積のわずか数パーセント程度だろう。

　なぜなら、今やＳＡＯは、ゲームであってゲームではない、ある種の《牢ろう獄ごく》と化してしまったのだから。自発的ログアウトは不可能、アバターの死亡はすなわち生身のプレイヤーたる自分自身の死を意味する。そんな状況で、危険極きわまるモンスターやトラップがひしめくダンジョンに潜もぐろうという人間がそうそういるはずがない。

　そしてまた、ゲームマスターの手によってプレイヤーとアバターの性別が強制的に同一化されてしまったこの世界では、女性の数が圧倒的に少ない。そのほぼ全員が、一ヶ月が経たつ現在でも《はじまりの街》に留とどまっているのだろうと俺おれは思っていたし、事実この巨大なダンジョン──《第一層迷宮区》で女性プレイヤーを見かけたのはほんの二、三度で、しかも例外なく大パーティーのメンバーだった。

　だから俺は、ダンジョンの未マッピングエリア近辺で遭そう遇ぐうした単独行のレイピア使いが、よもや女性であろうとは端はなから考えもしなかったのだ。




　一いつ瞬しゆん、もごもご謝あやまってこの場を離れてしまおうか、と俺は考えた。女性プレイヤーを見つければ必ず声を掛ける主義の男プレイヤーにとやかく言うつもりはないが、自分がそう思われるのは真まっ平びら御免だったからだ。

　仮に、相手が「私の勝手でしょ」とか「ほっといて」とかその手の台詞せりふを口にしていれば、俺は「そうですね」とだけ言って即刻離脱していただろう。しかし、レイピア使いが発した短い言葉は疑問系だった。ゆえに、俺はぎりぎりのところで踏ふみとどまり、再度懸けん命めいに国語能力を働かせてから答えた。

「…………オーバーキルしても、システム的なデメリットやペナルティはないけど……効率が悪いよ。ソードスキルは集中力を要求されるから、連発しすぎると精神的な消耗が早くなる。帰り道だってあるんだし、なるべく疲れない戦い方をしたほうがいい」

「…………帰り道？」

　再び、深く被かぶったフードの奥から疑問符付きの声が響ひびいた。疲労を映してかひどく掠かすれ、抑揚も薄うすかったが、それでも俺はとてもきれいな声だと思った。もちろん口に出しては何も言わないが。

　代わりに、更なる解説を連ねる。

「ああ。このあたりからはダンジョンを出るだけでも一時間近くかかるし、そこから最寄りの町までは急いでも三十分だろ？　疲れ切ってるとミスも増える。見たとこ君はソロみたいだし、一人だとどんな小さなミスも命取りになりかねない」

　口を動かしながらも、俺は内心で、なんでこんなに一生懸命喋しやべってるんだろうと自問自答していた。相手が女性であるがゆえ──ではないはずだ、そうと解わかる前から長台詞をまくし立てているのだから。

　これが逆の立場なら、上級者ぶってつらつらとレクチャーじみたことを言うヤツに、俺こそ「勝手だろほっとけよ」くらいのことを言いかねない。いいかげん、自分の性格と行動の不一致に脂汗が出そうになってきた時、ようやくレイピア使いが反応した。

「……それなら、問題ないわ。わたし、帰らないから」

「は？　……か、帰らないって、町に？　だって……ポーションの補給とか、装備の修理とか……睡眠とか……」

　啞あ然ぜんと問い返した俺おれに、レイピア使いはごく小さく肩を上下させてみせた。

「ダメージを受けなければ薬はいらないし、剣は同じのを五本買ってきた。……休きゆう憩けいは、近くの安全地帯で取ってるから」

　掠かすれ切ったその呟つぶやきに、しばし絶句してしまう。

　安全地帯というのは、ダンジョン内部に点在する、モンスターが出現しない部屋のことだ。壁かべの四よ隅すみに飾られた、特徴的な色合いの松たい明まつでそれと解わかる。狩りやマッピングの足場となる非常に有あり難がたい場所だが、とは言えせいぜい一時間程度の小休止くらいにしか使えない。床は冷たい石いし敷じきでベッドなどあるはずもないし、すぐ近くの通路から頻ひん繁ぱんにモンスターの足音やら唸うなり声が聞こえてくるのだ。どんなに剛胆なプレイヤーでも、熟じゆく睡すいは絶対に不可能だろう。

　だが、先の台詞せりふを額面どおりに取れば、このレイピア使いは安全地帯を町の宿屋代わりにしてダンジョンにこもりっぱなし……ということ、なのだろうか？

「…………何時間、続けてるんだ？」

　おそるおそる訊きいた俺に──。

　レイピア使いは、長い呼気に乗せて答えた。

「三日……か、四日。……もう、いい？　そろそろこのへんの怪物が復活してるから、わたし、行くわ」

　薄うす手でのレザーグローブに包まれた華きや奢しやな左手を壁にあて、よろよろと立ち上がる。

　抜いたままの細剣を、まるで両手剣ツーハンデツドソードを片手持ちしているかのように重そうにぶら下げながら、レイピア使いは俺に背中を向けた。

　一歩、二歩と遠ざかるケープは、耐久力の損耗を示して各所がぼろぼろに解ほつれていた。いや、脆ぜい弱じやくな布装備が四日間のキャンプ狩りでもまだ形を保っていることがすでに奇跡だ。先の「ダメージを受けなければ」という台詞は、決して大おお袈げ裟さではないのだ……。

　そうと認識しつつも、俺は、細い背中に向かって自分でも思いもよらなかった言葉を絞り出していた。

「…………そんな戦い方してたら、死ぬぞ」

　ぴたりと歩みを止めたレイピア使いは、右の壁に肩を預け、ゆっくり振り向いた。フードの奥で、さっきはヘイゼルと見えた瞳ひとみが、薄赤く底光りしながら俺を射い貫ぬいた。

「…………どうせ、みんな死ぬのよ」

　嗄しやがれ、ひび割れた声が肌寒い迷宮の空気をいっそう冷やす。

「たった一ヶ月で、二千人も死んだわ。でもまだ、最初のフロアすら突破されてない。このゲームはクリア不可能なのよ。どこでどんなふうに死のうと、早いか……遅いかだけの、違い…………」

　いままでで最も長く、最も感情のこもった言葉が途中で揺らぎ、途切れた。

　反射的に一歩踏ふみ出した俺おれの眼前で、レイピア使いは、不可視の麻ま痺ひ攻こう撃げきを受けたかの如ごとく緩ゆるやかに地面へとくずおれた。
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　ダンジョンの床に倒れる瞬しゆん間かんの思考は、「仮想空間で気を失うのはどういう仕組みなんだろう」という、いたって散文的なものだった。

　失神とは、脳の血流が瞬間的に滞とどこおり、機能が一時停止する現象だ。虚血の原因は、心臓や血管の機能異常、貧血や低血圧、過換気など色々あるが、ＶＲ世界にフルダイブしているあいだは、現実の肉体はベッドやリクライニング・チェアで完全に静止している。ましてや、このデスゲーム《ＳＡＯ》に囚とらわれているプレイヤーの体は現在各所の病院に収容されていると予想され、当然健康状態のチェックや継続モニタリング、必要に応じて投薬すら行われているはずだ。肉体的な異常が原因で失神するとは考えにくい──。

　薄うすれゆく意識の中でそこまで考えてから、最後に、そんなことどうでもいいや、と思った。

　そう、最も早はや何もかもがどうでもいい。

　だって、自分はここで死ぬのだ。凶暴な怪物どもがうろつく迷宮の中で気絶して、無事でいられるはずがない。すぐ近くに他ほかのプレイヤーがいることはいたが、自身の生命を危険に晒さらしてまで、倒れた他人を助けようとするとは思えない。

　そもそも、どうやって助けるというのか。この世界では、ひとりのプレイヤーが運べる総重量は、システムによって厳げん密みつに規定されている。迷宮ダンジヨンの奥底では、誰だれもが重量限界まで薬や予備の装備、そして戦せん闘とうでドロップした金やアイテムを抱えているはずで、そのうえ他ほかのプレイヤーを丸ごと持ち上げるような真ま似ねは不可能だ、絶対に。

　──思考がそんなところにまで至った時点で、ようやく気付く。

　強烈なめまいに襲おそわれ、地面に倒れ込む刹せつ那なの思考にしては、やたらと長くノンビリしている。だいたい、体の下にあるのは迷宮の固い石畳であるべきなのに、背中を押し返す感触が妙にふわふわと柔らかい。体もぽかぽかと温かく、穏おだやかな微風が頰ほおを撫なでさえする……。

　ばちっ、と音がしそうな勢いで両の瞼まぶたを開いた。

　そこはもう、分厚い石いし壁かべによって隔離された迷宮区ではなかった。金色の苔こけをまとう古木と、小さな花をつけたイバラの茂みに囲まれた、森の中の空き地だった。差し渡し七、八メートルほどの丸い空間の中央、絨じゆう毯たんのように柔らかい下生えの上で気を失って……いや、寝ていたようだ。

　だが──どうして？　なぜ迷宮区の奥底で倒れたはずの自分が、遥はるか離れたフィールドに移動しているのか？

　その答えは、右方向に九十度回転させた視線の先に存在した。

　空き地の端はし、ひときわ立派な樹きの根本にうずくまる灰色の影かげ。やや大ぶりな片手剣を両腕で抱え、その鞘さやに頭を預けるようにして俯うつむいている。長めの黒い髪に隠れて顔は見えないが、装備や体格からして、ダンジョンで気絶する直前に声を掛けてきた男性プレイヤーに違いない。

　恐らく、あの男が、倒れた自分を何らかの手段で迷宮外のこの森まで移動させたのだ。素早く木こ立だちの遠景を見渡すと、左側に百メートルほど離れた場所に、天てん蓋がいまで届く巨大な塔──アインクラッド第一層迷宮区が黒々とそびえ立っている。

　再び右方向に視線を戻した。その動きを感じたのか、男がダークグレーの革コートに包まれた肩をぴくりと震わせ、わずかに顔を持ち上げた。明るい真昼の森の中でも、男の両眼めは、星のない夜空のように黒かった。

　闇やみ色の瞳ひとみと視線がぶつかった瞬しゆん間かん、頭の奥で小さな火花が弾はじけた気がした。

　食い縛しばった歯の間から、アスナ──結ゆう城き明あ日す奈なは、低く掠かすれた声を押し出した。

「余計な……ことを」




　この世界に囚とらわれて以来、アスナは、何百回何千回と自問してきた。

　なぜあの時、自分のものですらない新品のゲーム機に手を伸ばしてしまったのか？　なぜ頭に装着し、ハイバックのメッシュチェアーに体を預けて、起動コマンドを口にしてしまったのか？

　夢のＶＲインタフェースにして呪のろわれた殺人マシン《ナーヴギア》と、広大無辺なる魂たましいの牢ろう獄ごく《ソードアート・オンライン》のゲームカードを購こう入にゆうしたのは、アスナではなく歳としの離れた兄・浩こう一いち郎ろうだった。しかし彼とて、ＭＭＯＲＰＧどころか、幼い頃ころからゲームと名のつくものには無む縁えんの人生を送ってきたはずだ。一大電子機器メーカーたる《レクト》の代表取とり締しまり役やく社長の長男として生まれ、父の後継者となるために必要なありとあらゆる教育を施ほどこされると同時に全すべての不必要なものを排除されて育った兄が、どうしてナーヴギア……いやＳＡＯに興味を抱いたのか、その理由はいまでも解わからない。

　しかし皮肉にも、浩一郎は生まれて初めて自分で買ったゲームをプレイすることができなかった。正式サービスが開始されるまさにその日から、海外へ出張することになってしまったからだ。出発の前日、夕食の席で顔を合わせた時、兄は冗談めかした口調で文句を言いながらも、その実本気で残念そうだったのを覚えている。

　浩一郎ほどではないが、アスナも中学三年生になる今まで、ゲームはせいぜい携けい帯たい端たん末まつで無料プレイできるものに時折触れてみる程度だった。ネットゲームというものの存在は知識として知ってはいたが、高校受験がいよいよ間近に迫っていたこともあり、興味を持つ理由や動機は皆無だった──はずだ。

　だから、なぜ一ヶ月前のあの日、二〇二二年十一月六日の昼過ぎに、無人の兄の部屋を訪れ、机の上で準備万端セットアップしてあったナーヴギアを頭に被かぶり、《リンク・スタート》のひと言を口にしてしまったのか、自分でも説明できない。

　ただひとつ言えることは、あの日全てが変わった……いや、終わったということだ。

　はじまりの街の宿屋の一室に閉じこもり、ひたすら事件の終息を待ったアスナは、二週間経たっても現実世界からのメッセージひとつ届かなかった時点で、外部からの救出を諦あきらめた。そしてまた、同時期にプレイヤーの死亡者が一千人を超え、にもかかわらず最初の迷宮ダンジヨンすらろくに踏とう破はされていないと知って、内部からのゲームクリアを待っても無駄だと悟った。

　残る選択肢は、《どのように死ぬか》の一点のみだ。

　このまま何ヶ月、いや何年経とうとも、ひたすら安全な街に閉じこもり続ける道もあるにはあった。しかし、《モンスターは街に入ってこない》というルールが永続するとは誰だれも保証していない。

　未来に怯おびえながら狭く暗い部屋で膝ひざを抱え続けるよりは、いっそ街を出よう。己おのれの能力全てを振り絞り、学び、鍛きたえ、戦う。その果てに力尽きて倒れるのならば、少なくとも、過去の気まぐれを悔やんだり失われた未来を惜しんだりはしなくてすむはずだ。

　走れ。突き進め。そして消えろ。大気に焼かれて燃え尽きる一いつ瞬しゆんの流星のように。

　その一念を抱き、アスナは宿屋を出ると、用語ひとつとっても聞き覚えのないＭＭＯＲＰＧ世界の荒野に踏ふみ出した。自分の武器を選び、習得した技ひとつだけを頼りに、誰も訪れた形跡のない迷宮の奥底にまで達した。

　そして今日、十二月二日金曜日の午前四時過ぎ。恐らく無茶な連戦による疲労から神経反射性の失神を引き起こし、アスナの道は途切れたはずだった。はじまりの街の《黒鉄宮》に鎮ちん座ざする《生命の碑ひ》の左端はし近く、Ａｓｕｎａの名前に滑なめらかな横線が刻まれ、それで全すべてが終わった──はずだった。それなのに。




「余計な…………」

　アスナがそのひと言を再度絞り出すと、四メートルほど離れた場所にうずくまる黒髪の片ソ手ー剣ド使マいンは、夜色の瞳ひとみをそっと伏せた。年齢は少し上の印象だったが、思いがけずナイーブなその仕草に、軽く眉まゆを寄せる。

　しかし数秒後、男の口くち許もとに、先の印象を上書きするシニカルな笑みが滲にじんだ。

「あんたを助けたわけじゃない」

　低く静かな声。響ひびきは少年のそれだが、含まれた何かが今度も年齢に迷彩をかける。

「…………なら、なんで置いていかなかったの」

「助けたかったのは、あんたが持ってるマップデータさ。最前線近くに四日もこもってたなら未踏とう破はエリアをかなりマッピングしたはずだ。あんたと一緒に消えるのがちょっともったいなくてね」

　論理と効率を真正面に押し出したその言いように、ぐっと空気を吞のむ。ここで、命の大事さがどうこうとか、プレイヤー全員が力を合わせればとか、今まで声を掛けてきた連中と似たようなことを言おうものなら即座に切り捨てて──もちろん言葉でだが──やろうと思ったが、合理性で応じられると何も言えない。

「…………なら、持って行けば」

　低く呟つぶやき、メインウインドウを開く。最近ようやく慣れてきた動きでタブを切り替え、マップデータにアクセスすると、全てをまとめて羊皮紙アイテムにコピー。オブジェクト化された小さなスクロールを取り上げると、男の足許に放り投げる。

「それで、あなたの目的は達したでしょう。じゃあ、わたしは行くわ」

　下草に手を突き、立ち上がるとわずかに足がふらついた。ウインドウの時刻表示からすると、倒れてからたっぷり七時間近くも寝ていた計算だが、消耗は完全には回復していないようだ。しかし、予備のレイピアはまだ三本もある。最後の一本の耐久度が半分になるまで塔から出ないと決めているのだ。

　幾つか、解消されない疑問があるにはあった。灰色コートの片手剣士は、いかなる手段で自分を迷宮ダンジヨンの奥底からこの森の空き地まで運んだのか？　運ぶにしても、なぜ迷宮内の安全地帯ではなく、わざわざ苦労してダンジョンを出たのか？

　とはいえ、振り向いて訊たずねるほどのことでもないと思えた。ゆえにアスナは、左の木こ立だちの上から黒々と伸びる迷宮区に戻るため、一歩踏ふみ出そうとした。──が、その寸前。

「待てよ、フェンサーさん」

「…………」

　無視して数歩進んだが、追いかけてきた台詞せりふが、アスナの足を止めさせた。

「あんたも、基本的にはゲームをクリアするために頑張ってるんだろ？　迷宮ダンジヨンで死ぬためじゃなく。なら、《会議》には顔を出してみてもいいんじゃないか？」

「…………会議？」

　背中を向けたまま呟つぶやくと、語調を改めた片ソ手ー剣ド使マいンの声が、森の微風に乗って届いた。

「今日の夕方、迷宮区最寄りの《トールバーナ》の町で、一回目の《第一層フロアボス攻略会議》が開かれるらしい」










　　　３




　浮遊城アインクラッドは先細りの構造を持つため、当然ながら最下部の第一層がいちばん広い。ほぼ真円を描くフロアの直径は十キロメートル、面積は約八十平方キロメートルに及ぶ。参考までに付け加えれば、三十万人以上が暮らす埼さい玉たま県川かわ越ごえ市の面積は約百十平方キロだ。

　その広大さゆえ、第一層の地形は、実にバラエティに富んでいる。

　最南端に、直径一キロの半円を描く城じよう壁へきに囲まれた《はじまりの街》。街の周囲は、イノシシやオオカミといった動物型と、ワームやビートル、ワスプ系の虫型モンスターが主に出現する草原フィールドとなっている。

　草原を北西に抜けると深い森が広がり、北東に行くと湖こ沼しよう地帯となる。それらを抜けた先にも山やら谷やら遺い跡せきやらが、それぞれに相応ふさわしいモンスター群を棲すまわせつつプレイヤーを待ち受け、そして遥はるかフロアの最北端に、直径三百メートル高さ百メートルのずんぐりした塔──第一層迷宮区がそびえ立つ。

　フロアの各所には、はじまりの街以外にも中小規模の町や村が点在しているが、中でも最大の──と言っても端はしから端まで二百メートル程度だが──ものが、迷宮区から程近い谷あいの町《トールバーナ》だ。

　巨大な風車塔が立ち並ぶ、のどかなこの町に最初のプレイヤーが到達したのは、ＳＡＯ正式サービス開始から三週間後。

　その時点で、死亡者の総数は、実に千八百人にものぼっていた。




　俺おれと謎なぞの女性フェンサーは、連れ立って──とまでは言えない微妙な間隔を保ったまま森を抜け、トールバーナの北門をくぐった。

　視界に【ＩＮＮＥＲ　ＡＲＥＡ】という紫色の文字が浮かび、安全な街区圏内に入ったことを教える。途と端たん、両肩にずしりとした疲労を感じ、無意識のため息が口から漏もれる。

　今日の早朝にこの町を出たばかりの俺にしてこの消耗ぶりなのだ、背後を歩くレイピア使いはさぞかし、と振り向いたが、膝ひざ上うえまであるロングブーツの足取りに緩ゆるみはなかった。数時間の睡眠で、三日を超える連続狩りの疲れが全すべて抜けるとは到底思えないので、相変わらず気を張り詰めさせているのだろう。町に戻った時くらい体も精神も（仮想世界ではその二つはほぼ同義だが）緩めるべきだ、と思うが無駄口を交わす雰囲気ではまったくない。

　代わりに俺は、レイピア使いに向かって、至し極ごく事務的な言葉を掛けた。

「会議は町の中央広場で、午後四時からだそうだ」

「…………」

　織おり物もののフードに隠れた顔が、かすかに上下する。しかし足は止まることなく、俺の前を細い体が通り過ぎていく。

　谷間の町を抜ける微風が、遠ざかるケープの裾すそを揺らした。俺は小さく口を開きかけたが、それ以上言うべき言葉を見つけられず、空むなしく閉じた。考えてみれば、この一ヶ月かたくなにソロプレイを貫つらぬいてきたはぐれ者の俺に、他人との交流を求める資格などあろうはずもない。いまだ、自分の命ひとつを守るために日々汲きゆう々きゆうとしているのだから……。

「妙な女だよナ」

　いきなり背後からそんな呟つぶやきが聞こえ、俺はレイピア使いの背中から視線を外すと再び振り向いた。

「……すぐにでも死にそうなのに、死なナイ。どう見てもネトゲ素人しろうとなのに、技は恐ろしく切れル。何者なのかネ」

　語尾に特徴的な鼻音が被かぶさる甲かん高だかい声でそう続けるのは、決して大柄ではない俺よりも更に頭一つ以上低い、いかにもすばしっこそうなプレイヤーだった。防具は、俺と同じく全身布と革。武器は左腰に小型のクローと右腰の投げ針。とうていこんな最前線まで辿たどり着けなさそうな装備だが、この人物の最大の武器は他ほかにある。

「知ってるのか、あのフェンサーのこと」

　俺は無意識的にそう訊たずねてしまってから、相手の返事を先読みし、顔をしかめた。俺の予想を裏切ることなく、クロー使いは指を五本立てながら言った。

「安くしとくヨ。五百コル」

　にんまりと笑うその顔には、ひとつ大きな特徴がある。両のほっぺたに、メーキャップアイテムで、動物のヒゲを模した三本線がくっきりと描き込んであるのだ。短めな金褐色の巻き毛と相まって、その風ふう貌ぼうはどうしてもある種の齧げつ歯し類るいを思い起こさずにいられない。

　以前、なんでそんなマーキングをしているのか訊たずねたことがあるにはある。しかし、「女の子に化粧の理由なんか訊きくもんじゃないヨ」と怒られた直後に「十万コル払えば教えるヨ」と言われ、すごすご引き下がらざるを得なかった。

　いつか、激げきレアアイテムのひとつも拾った暁あかつきには本当に十万コル払ってやる──という秘ひそかな誓ちかいを嚙かみ締しめつつ、俺おれは仏ぶつ頂ちよう面づらで応じた。

「女の子の情報を売り買いするのは気が引けるんで、遠慮しとく」

「にひひ、いい心がけだナ」

　ふてぶてしいにも程がある台詞せりふを吐き、恐らくはアインクラッド初の情報屋、通称《鼠ねずみのアルゴ》はけたけたと笑った。




　──《鼠》と五分雑談すると、知らないうちに百コルぶんのネタを抜かれてるぞ。気をつけろ。

　と、かつて誰だれかに忠告されたことがある。しかし当のアルゴに言わせると、真偽の怪しい情報を有料で売ったことは一度もないらしい。価値がある、と判断した話のネタ元には必ずそれなりの情報料を払い、しかも極力裏を取ってから《商品》にしているのだそうだ。考えてみれば、一度でもガセネタを売ってしまえば情報屋としての信用は地に墜おちるわけで、商売としては、ダンジョンで素材アイテムを集めて街でＮＰＣに売るのとはまた別種の危険や気苦労があるはずだ。

　性差別的な疑問ではあるが、女性プレイヤーがなぜ敢あえてそんなシゴトを……と、アルゴの顔を見るたびにどうしても考えてしまう。しかしそれを訊ねても、また「十万コル」と言われるのが関の山なので、俺は咳せき払ばらいしてから別の質問を口にした。

「で？　今日もまた、本業の取引じゃなくて、いつもの代理交渉か？」

　すると今度はアルゴが渋面になり、ちらりと通りの左右を見回すと、俺の背中を指先で押して近くの路地へと移動させた。《ボス攻略会議》まではまだ二時間あるのでプレイヤーの姿は少ないが、万が一にも他人に聞かれたくない話らしい。理由は──情報屋のコケンにかかわるから、だろうか。

　細い路地の奥で立ち止まったアルゴは、背中を民家（もちろん住んでいるのはＮＰＣだが）の壁かべに預け、改めて頷うなずいた。

「まあナ。二万九千八百コルまで引き上げるそーダ」

「ニーキュッパときたか」

　俺おれは苦笑し、次いで肩をすくめる。

「……悪いけど、何コル積まれても答えは同じだ。売る気はないよ」

「オレっちも、依頼人にそう言ったんだけどナー」

　アルゴの本業は情報屋だが、敏Ａ捷Ｇ力Ｉ極振りの機動性を活いかして《メッセンジャー》の副業も営んでいる。本来は口頭による伝言、あるいはスクロールに書かれた短文を届けるだけの仕事のはずだが、ここ一週間ほど彼女経由で俺に接触してきている何者かは、少々複雑……というか面倒な依頼人らしい。

　彼（または彼女）は、俺の持つ片手用直剣、

《アニールブレード＋６（３Ｓ３Ｄ）》を買い取りたいというのだ。




　ＳＡＯに於おける武器強化システムは、昨今のＭＭＯＲＰＧの中では比較的単純なほうだ。強化パラメータとして《鋭さSharpness》《速さQuickness》《正確さAccuracy》《重さHeaviness》《丈夫さDurability》の五種類があり、ＮＰＣやプレイヤーの鍛か冶じ職人に依頼することで任意の性能強化を試こころみることができる。その際、上げたいパラメータによって専用の強化素材アイテムを要求され、また一定確率で失敗することは他ほかのタイトルと同じだ。

　どれかのパラメータの強化に成功するたび、装備フィギュア上のアイテム名に＋１、＋２という数字が付与されていくが、その数字の《内訳》は武器を直接タップしてプロパティを開かないと解わからない。プレイヤー間で武器を取り引きする際など、いちいち「正確さが＋１で重さが＋２で……」などと言うのもまだるっこしいので、たとえば＋４の内訳が正確さ１重さ２丈夫さ１の場合は、《１Ａ２Ｈ１Ｄ》と略する慣例となっている。

　つまり、俺の《アニールブレード＋６（３Ｓ３Ｄ）》は、鋭さを３、丈夫さを３ずつ強化しているというわけだ。第一層でここまで持ってくるには、正直かなりの根気とかなりの幸運が必要だった。何せこの状況で、生存率に直接寄与しない鍛冶スキルを上げるプレイヤーなどそうそういるはずもないし、ＮＰＣの鍛冶屋はいかにもドワーフっぽい外見だったりするくせに熟じゆく練れん度どが甚はなはだ心こころ許もとないのだ。

　強化前の武器そのものも、クリアにえらく苦労するクエストの報酬ということもあって、現状この剣のスペックは第一層で望み得るほぼ最大値であると言えよう。──言えようが、しかし、それでも所しよ詮せんは《序じよ盤ばんの装備》だ。強化できるのもせいぜいあと数回なので、第三層か四層あたりでは次の剣に更新し、それをまたイチから鍛きたえ直さねばならない。

　以上の理由で、俺は、現時点では間違いなく大金であるニーキュッパコルを支払ってまでこの剣を欲しがるアルゴの依頼人の動機を推おし量はかりかねていた。これが普通の対面取引なら直接理由を訊きくこともできようが、相手の名前も解らないのでは致し方ない。

「…………そいつが払った口止め料、千コルだっけ？」

　俺の質問に、アルゴは平然と頷うなずき、言った。

「そーだナ。上積みする気になったカ？」

「うーん……１ｋか……う────ん！」

　口止め料とはつまり、俺おれの剣を欲しがっているＸ氏が、自分の名前を伏せさせるために前払いしているコルのことだ。仮に俺が千百コルを提示すれば、アルゴは先方にインスタント・メッセージでその旨むねを伝え、千二百コルまで引き上げるか確認する。イエスと返事が来れば、今度は俺が千三百コル払うかどうかの選択を迫られる。この上乗せ合戦に最終的に勝てば相手の名前を知ることができるが、その結果、恐ろしいことに俺はこの《剣の取引》で実質的にオカネを減らすはめになる。それはどう考えてもアホらしさの極致ではないか。

「…………ったく、情報を売るだけじゃなく、売らないほうでも商売してんだからなあ……見上げた商人魂だましいだよほんとに…………」

　俺がブツクサ言うと、アルゴはオヒゲの描かれた頰ほおを緩ゆるめてシシシと笑った。

「それがこの商売の醍だい醐ご味みだナ！　誰だれかに情報を売ると、その瞬しゆん間かんに《誰それが何々の情報を買った》っていうネタが生まれるわけだからナー」

　顧こ客きやくの名前を明かすことは、現実世界の弁べん護ご士しあたりには絶対のタブーなのだろうが、《売れる情報は全すべて売る》がモットーの鼠ねずみにそんな規則は存在しない。彼女の客になる者は自分の名を売られることを最初から覚悟せねばならないが、情報屋としての能力は超一流なので文句も言えないというわけだ。

「……どっかの女性プレイヤーが俺のパーソナル情報をお求めになった時は知らせてくれ、相手の情報を買うから」

　ため息混じりに俺がそう言うと、アルゴはもう一度愉快そうな笑い声を上げてから、表情を改めた。

「んじゃ、依頼人には今度も断られたって伝えとくサ。この交渉は無ム理リ筋スジだ、ともナ。ほんじゃまたナ、キー坊」

　ひらっと手を振り、身を翻ひるがえすと、《鼠》はその渾あだ名なに相応ふさわしい敏びん捷しようさで表通りへと去った。一瞬で人波に紛まぎれた金褐色の巻き毛を見送ってから、俺は、あいつはきっと死なないだろうな、とぼんやり考えた。

　デスゲームＳＡＯに囚とらわれてからの一ヶ月で、俺はそれなりに幾つかのことを学んだ。

　プレイヤーの生死を分けるものは、いったい何なのか。細かい要素は無限に存在するが──ポーションのストック数だのダンジョン探索の引き際ぎわだの──、それら細部の中心に存在するのは恐らく、無条件に信じられる《自分の芯しん》を持っているかどうか、ということだと思う。言い換えれば、生き残るために頼るべき《最大の武器》だ。

　アルゴの場合、それは《情報》だろう。危険なモンスターが湧わく場所、逆に効率のいい狩場、あいつは何でも知っている。知っているという自信が冷静さを生み、生存率を高める。

　そして俺ことキリトの《芯》は、とりもなおさず背中に吊つった一本の剣だ。正確には、剣と自分が完全に一体化した時に現れるある種の境地。完全にそのゾーンに入れたことは何度とないが、あの世界をいつか我が物としたい、それまでは死んでる場合じゃない、という一念が俺おれを今日まで生かし続けた。アニールブレードの強化を鋭さSharpnessと丈夫さDurabilityに３ずつ振り、速さQuicknessや正確さAccuracyを無視しているのは、前者が単純な数値的スペックアップなのに対して後者はシステムアシストの強化で、剣を振る感覚が変わってしまうからだ。

　──しかし、だとすると。

　今日、迷宮区の最前線で出会った、あのレイピア使い。彼女の《芯しん》は何なのだろう。

　俺は気絶した彼女を迷宮の外まで運んだ（その手段は当人にはちょっと言えない）が、仮に俺があの場にいなくとも、彼女は次のコボルドが近づいてきた瞬しゆん間かん、無意識のままに立ち上がり、流星にも似た超高速の《リニアー》を放って敵を屠ほふったのではないか……、そう思えてならない。

　いったい何が彼女をあれほど鬼気迫る戦いに駆り立て、そして何が彼女を今日まで生き延びさせてきたのか。それは恐らく、俺の知らない《強さ》に違いない。

「…………アルゴに五百コル払うんだったかな……」

　呟つぶやき、小さく首を振ると、俺は空を振り仰あおいだ。

　トールバーナの町のシンボルである風車塔は、白塗りの外がい壁へきをほんの少しオレンジ色に染めていた。時刻は三時を少し回ったところ。そろそろ、長くなるであろうボス攻略会議に備えて、どこかで腹ごしらえをしておかねばならない。

　四時からの会議は間違いなく荒れる。

　なぜなら、今日初めて、ＳＡＯ世界に潜せん在ざいしていた一つの隔絶が多くのプレイヤーの前に晒さらされるだろうから。そう──《新規プレイヤー》と《ベータテスト経験者》の、埋めがたい溝が……。

　売れるネタなら何でも売る《鼠ねずみのアルゴ》が、決して商売にしようとしない種類の情報がたった一つだけある。それは、誰だれが元ベータテスターか、ということだ。いや、アルゴだけではない。元ベータテスター同士は、顔こそ違えど名前や口調でぴんとくることもあるが、決して互いに触れようとしない。事実、さっきもそうだった。アルゴも俺も、互いに相手がベータ出身だということを確信しているのに、その話題だけは何光年も大きく迂う回かいした。

　理由は単純だ。ベータテスターだと確定されたら、命にかかわるから。

　ダンジョンでモンスターに殺されるのではない。圏外をひとりで歩いている時、新規プレイヤーたちに《処刑》されかねないのだ。なぜなら、彼らは信じている。この一ヶ月で二千人もの死者が出た責任は、全すべてベータテスターたちにある、と。

　そして俺は、その糾きゆう弾だんを、完全には否定できない。
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　アスナが三日、あるいは四日ぶりの食事に選んだのは、ＮＰＣベーカリーの売り場で最も安い黒パンひとつと、町のあちこちにある泉で好きなだけ汲くめる水ひと瓶びんだった。

　現実世界でも食事を楽しいと感じたことはあまりないが、この世界での飲食の空むなしさたるや筆舌に尽くしがたい。どれほど豪華絢けん爛らんなご馳ち走そうを飽食しようとも、本物の肉体には砂糖一粒たりとも届かないのだ。いっそ食事というシステムも空腹感・満腹感も存在しなければいいのにと思うものの、三度三度お腹なかは空すくし、その感覚は仮想の食べ物を摂取するまで解消されない。

　それでもこの頃ごろは、ダンジョンに入っている時だけは意志力によって偽にせ物ものの空腹感を遮しや断だんできるようになってきたが、町に戻るとどうしても食べずにはいられない。せめてもの抵抗として最廉れん価かなメニューを選んでいるが、ぼそぼそと粗あらい黒パンでさえ、少しずつちぎっては嚙かんでいるとそれなりに美お味いしいと思ってしまうのが妙に悔しい。

　トールバーナの町の中心部、噴ふん水すい広場の片かた隅すみに置かれた素そ朴ぼくな木製ベンチに座ったアスナは、フードを目ま深ぶかに下ろしたまま口を動かし続けた。一コルという値段のわりに大きなパンが、ようやく半分がた消滅した、その時──。

「けっこう美う味まいよな、それ」

　右側からそんな声が聞こえた。パンをちぎろうとしていた手を止め、鋭するどく一いち瞥べつする。

　立っていたのは、数十分前に町の入り口で別れたばかりのあの男だった。黒髪、灰色コートの片ソ手ー剣ド使マいン。ダンジョンの奥底で気絶したアスナをいかなる手段によってか外まで運び出し、途切れるはずだった道を無む理り矢や理りに繫つないだ迷惑者。

　そうと認識した途と端たん、両の頰ほおがかあっと熱くなった。死んで本望くらいのことを言っておきながら、生せい還かんするやいなや図ずう々ずうしく食事をしている所を見られてしまったのだ。強烈な羞しゆう恥ちが全身を駆け巡り、咄とつ嗟さにどうしていいか解わからない。

　半月型になった黒パンを両手に保持したまま無様に固まっていると、男は小さく咳せき払ばらいしてから、ぼそりと言った。

「隣となり、座ってもいいか？」

　普段なら、無言でベンチを離れ、振り向きもせずに立ち去っているシチュエーションだ。しかし今だけは、この世界ではあまり経験のない種類の動転に襲おそわれ、反応できなかった。アスナの硬直を是認と解釈したか、男はベンチの右端はしに最大限距離を取って腰を下ろし、コートのポケットを探った。出てきたのは、黒褐色の丸形オブジェクト──売価一コルの黒パンだ。

　途端、アスナは羞恥と混乱を一時的に忘れ、代わりに啞あ然ぜんと男を見やった。

　迷宮区のあんな奥まで行ける実力や、全身の装備のグレードからして、この片手剣使いはレストランでまともなコースメニューを頼んでもびくともしないくらいの金額を稼かせいでいるはずだ。となると、超のつく倹約家か、それとも──

「……本気で、美お味いしいと思ってるの、それ？」

　無意識のうちに小声でそう訊たずねていた。すると男は心外そうに眉まゆを動かしてから、深く頷うなずいた。

「もちろん。この町に来てから、一日一回は食べてるよ。……まあ、ちょっと工夫はするけど」

「工夫……？」

　意味が解わからず、フードの下で首を傾かしげる。片ソ手ー剣ド使マいンは言葉では答えず、代わりにさっきとは反対側のポケットに手を入れ、小さな素焼きのツボを取り出した。ことん、とベンチの真ん中に置き、言う。

「そのパンに使ってみろよ」

　パンに使う、という言葉の意味を一いつ瞬しゆんはかりかねてから、アスナはそれがネットゲーム独特の言い回しであることに気付いた。《鍵かぎを扉に使う》《瓶びんを泉に使う》などと同じだ。おそるおそる右手を伸ばし、指先でツボの蓋ふたをタップ。浮き上がったポップアップ・メニューから《使用》を選ぶと、指先が仄ほのかな紫色に光る。《対象指定モード》と呼ばれるその状態で、左手に持った食べかけの黒パンを触れる。

　すると、かすかな効果音とともに、パンの片面が白く染まった。たっぷり、というかゴッテリと盛られたそれは、どう見ても──

「……クリーム？　こんなもの、どこで……？」

「いっこ前の村で受けられる、《逆ぎやく襲しゆうの雌め牛うし》ってクエストの報酬。クリアに時間かかるから、やる奴やつはあんまいないんだけどな」

　真顔でそう答えると、片手剣使いは慣れた仕草で自分も《ツボをパンに使用》した。それで内容量が使い尽くされたのか、ツボは小さな音と光を放ちながら消散する。同じくクリームが山盛りに塗られた黒パンに、片手剣使いは物もの凄すごい大口を開けてかぶりついた。もぎゅもぎゅ、と効果音が聞こえてきそうな咀そ嚼しやくっぷりに、アスナは自分の胃も、物凄く久しぶりに不快な痛みではなく健全な空腹感に襲おそわれるのを感じた。

　左手に持ったままだったクリームのせ黒パンを、おそるおそる囓かじる。

　途と端たん、いつもはぼそぼそと粗あらいだけのパンが、どっしりとした質感のある田舎いなか風ケーキに変身してしまったかのような味が口中に広がった。クリームは甘く滑なめらかで、しかもヨーグルトに似た爽さわやかな酸味がある。頰ほおの内側までがきゅうっと痺しびれるような充足感に打ちのめされ、アスナは二口、三口と夢中でパンを頰張った。

　ふと気付くと、両手の中にあった食料アイテムは、文字どおり欠片かけらひとつ残さずに消滅していた。はっと隣となりを見れば、片手剣使いより二秒ほど早く食べ終わってしまったらしい。再び羞しゆう恥ち感が強烈に立ち上がり、この場から逃げ出したくなるが、ご馳ち走そうになっておいてそれはあまりにも礼れい儀ぎ知らずな行いだ。

　何度も呼吸を繰くり返し、どうにか精神を鎮しずめてから、アスナは消え入るような声で言った。

「…………ご馳ち走そう様」

「どういたしまして」

　自身も食事を終えた片手剣士は、指ゆび貫ぬきの革手袋を嵌はめた両手をぱんぱんと払い、続けた。

「さっき言った牛クエスト、やるならコツを教えるよ。効率よくこなせば二時間で終わる」

「………………」

　正直、心が動かなくもなかった。あのヨーグルトクリームがあれば、一コルの黒パンも立派なご馳走だ。味覚再生エンジンが作る偽にせの満足感ではあるが、もう一度……いや、できれば一日一回食べたいと思わずにいられない。

　だが──。

　アスナは俯うつむくと、フードの下でそっとかぶりを振った。

「……いい。わたしは、美お味いしいものを食べるために、この町まで来たわけじゃないもの」

「ふうん。じゃあ、何のためなんだ？」

　片手剣士の声は、ことさら美声というわけではないものの、耳みみ障ざわりな部分の一いつ切さいない、どこか少年のような響ひびきを持っていた。それゆえか、アスナはこの世界に来て誰だれにも話したことのない心の裡うちを、そうと意識もせずにぽろり、ぽろりと吐と露ろした。

「わたしが……わたしでいるため。最初の街の宿屋に閉じこもって、ゆっくり腐っていくくらいなら、最後の瞬しゆん間かんまで自分のままでいたい。たとえ怪物に負けて死んでも、このゲーム……この世界には負けたくない。どうしても」

　アスナ──結ゆう城き明あ日す奈なの十五年の人生は、戦いの連続だった。幼稚園の入園試験を幕開けに、次から次へと大小無数の試練が課せられ、それら全すべてに勝ち抜いてきた。一度でも敗れれば自分は無価値な人間になると思い定めたうえで、その重圧を撥はね除のけ続けてきたのだ。

　十五年の戦いの果てに訪れた、この《ソードアート・オンライン》という名の試練には、しかし恐らく勝てない。余りにも未知、余りにも異質なルールと文化もさることながら、個人の力ではどうにもならない種類の戦いなのだ。

　課せられた勝利条件は、百層に及ぶ浮遊城の天てつ辺ぺんに辿たどり着き、最後の敵を倒すこと。しかしゲーム開始から一ヶ月も経たつのに、既すでにプレイヤーの五分の一が退場し、しかも彼らのほとんどが腕に覚えのある経験者たちだったのだ。残された戦力は余りに少なく、立ちはだかる道のりは余りに遠い……。

　そんなことを、アスナは心の蛇口が緩ゆるんでしまったかの如ごとく、ぽつりぽつりと喋しやべった。切れ切れの、首尾一貫すらしていないであろう独白に、黒髪の片手剣士は無言で聞き入っていたが──やがてアスナの声が夕風にさらわれるように途切れると、小さく、ほんのひと言だけ呟つぶやいた。

「…………すまない」

　数秒経たってから、なぜそんな言葉が出たのかと、アスナは訝いぶかしんだ。

　この片手剣士と会ったのは今日が初めてだし、彼が謝あやまるべき理由は存在しないはずだ。フードの下からちらりと隣となりを見ると、ベンチに浅く腰掛けた灰色コートの男は、両肘ひじを膝ひざに乗せて項うな垂だれていた。唇がかすかに動き、再び声が聞こえる。

「すまない……。──今のこの状況を生み出したのは……言い換えれば、君をそこまで追い込んだのは、ある意味では俺おれの…………」
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　しかし、その先を聞くことはできなかった。街の中央にそびえる、一ひと際きわ巨大な風車塔が、風力で動く時じ鐘しようを高らかに打ち鳴らしたからだ。

　午後四時。《会議》の始まる時間。見れば、少し離れた噴ふん水すい広場には、いつの間にか多くのプレイヤーが集まってきている。

「……行きましょう。あなたが誘った会議なんだから」

　アスナがそう言って立つと、片手剣士も頷うなずき、ゆっくりと体を起こした。彼が何を言おうとしたのか──。どうせもう二度と話すこともない相手だからどうでもいい、という気持ちの片かた隅すみに、小さく引っかかる棘とげのような感情が存在した。

　知りたい。知りたくない。そのどちらが上回っているのか、アスナは自分でもよく解わからなかった。
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　四十四人。

　それが、トールバーナの噴ふん水すい広場に集つどったプレイヤーの総数だった。

　俺おれの予想──あるいは期待よりずいぶんと少ない、そう言わざるを得ない。このＳＡＯでは一パーティーが最大六人、それを八つまで束たばねて、計四十八人の連結レイドパーティーを作ることができる。ベータテスト時代の経験からすると、フロアボスを死者ゼロで倒そうとするならレイドを二つ組んで交代制を敷しくのがベストなのだが、この人数ではレイド一つの上限すら満たせない。

　ため息をつくために吸い込んだ空気を、しかし俺は吐き出すタイミングを失った。

「……こんなに、たくさん……」

　左後ろで、フーデッドケープ姿のレイピア使いがそう呟つぶやいたからだ。思わず振り向き、問い返す。

「たくさん……？　この人数が？」

「ええ。だって……初めてこの層のボスモンスターに挑戦するために集まったんでしょう？　全滅する可能性もあるはずなのに……」

「…………なるほど」

　頷うなずき、改めて広場に三三五五たむろする剣士たちの顔を確かめていく。

　互いに名前を知っているプレイヤーが、五、六人。更に、前線付近の街やダンジョンで見かけたことのある者が十五人くらい。残る二十人以上はほぼ初めて見る顔だ。当然ながら、男女比は甚はなはだしく偏かたよっている。女性プレイヤーは、ざっと見たところではレイピア使い一人だけだが、目ま深ぶかに被かぶったフードのせいで見た目ではそうと解わからないので、俺以外の人間はこの場の全員が男だと思っているはずだ。広場の反対側には、高い塀へいに腰掛けている《鼠ねずみのアルゴ》の姿があるが、彼女はボス攻略には参加するまい。

　レイピア使いの言うとおり、誰だれも見たことのない──あくまで今回のアインクラッドでは、だが──第一層フロアボスに挑もうというのだ。ＨＰゲージがゼロになる、すなわち死亡するリスクは、今までこの層で行われた大規模戦せん闘とうの中でも最大だろう。つまり、広場に集った全員は己おのれの死を覚悟し、後続プレイヤーの踏ふみ台になることを受け入れたうえでここにいる……ということになるのだが……。

「……いや、どうかな……」

　我知らず、俺はそう呟いていた。レイピア使いが、フードの奥から怪け訝げんそうな瞳ひとみを向けてくる。それに対し、言葉を選びながら答える。

「全員がそうだとは言わないけど、《自己犠ぎ牲せい精神の発はつ露ろ》って言うより《遅れるのが不安だから》来てるって人もけっこういると思うよ。俺おれもどっちかというと後のほうだからさ……」

「……遅れる？　何から？」

「最前線から、さ。全滅するのは怖いけど、自分の知らないところでボスが倒されるのもやっぱり怖いんだ」

　生き成なりのフードが小さく傾かたむく。彼女がまったくのネットゲームビギナーなら、俺の言うことはなかなか理解できないだろう──と、思ったのだが。

「……それって、学年十位から落ちたくないとか、偏差値七十キープしたいとか、そういうのと同じモチベーション？」

「………………」

　今度は俺が絶句する番だった。しばし考え、微妙な角度で頷うなずく。

「うん……まあ、たぶん……そうなのかも……」

　すると──。

　フードの下に覗のぞく、形のいい唇がほんの少し綻ほころんだ。ふ、ふ、というかすかな声まで聞こえる。笑っている……のだろうか？　迷宮区から運び出した俺に『余計なことを』と言い放った、超絶完成度の《リニアー》使いが？

　思わず、無ぶ遠えん慮りよにフードの奥を覗き込みかけたが、幸いその前に状況が動いた。パン、パンと手を叩たたく音とともに、よく通る叫び声が広場に流れたのだ。

「はーい！　それじゃ、五分遅れだけどそろそろ始めさせてもらいます！　みんな、もうちょっと前に……そこ、あと三歩こっち来ようか！」

　実に堂々たる喋しやべりの主は、長身の各所に金属防具を煌きらめかせた片ソ手ー剣ド使マいンだった。広場中央にある噴ふん水すいの縁ふちに、助走なしでひらりと飛び乗る。あの高さをあの装備でワンジャンプとは、筋力・敏びん捷しよう力ともにかなり高い。

　振り向いた片手剣使いを見て、四十数人の一部が小さくざわめいた。気持ちは解わかる。なぜなら、噴水の縁に立つ男は、なぜこんな奴やつがＶＲＭＭＯをと思わずにいられないレベルのイケメンだったからだ。おまけに、顔の両側にウェーブしながら流れる長髪は鮮あざやかな青に染められている。一層では髪染めアイテムは店売りしていないので、モンスターからのレアドロップを狙ねらうか買うかするしかない。

　もしこの舞ぶ台たいのために苦労して髪型髪色をカスタマイズしてきたのなら、女性プレイヤーがわずか一人（しかもフーデッドケープで外見からはそうと解らない）という状況は不本意ではあるまいかとつい考えてしまうが、男はそんな邪推など全反射する爽さわやかな笑顔を浮かべると言った。

「今日は、オレの呼びかけに応じてくれてありがとう！　知ってる人もいると思うけど、改めて自己紹介しとくな！　オレは《ディアベル》、職業は気持ち的に《ナイト》やってます！」

　すると、噴水近くの一団がどっと沸き、口笛や拍手に混じって「ほんとは《勇者》って言いてーんだろ！」などという声が飛んだ。

　ＳＡＯには、システム的な《職クラス》は存在しない。各プレイヤーは、与えられた複数の《スキルスロット》に、自由な選択で各種スキルを設定し修練できる。例外として、生産系や交易系スキルをメインにしている者は、《鍛か冶じ屋や》や《お針子》《料理人》などの職名で呼ばれる場合もある──のだが、《騎士ナイト》や《勇者》という職は寡か聞ぶんにして聞いたことがない。

　だが、もちろんどんな職名を名乗ろうと、それは個人の自由というものだ。見れば、ディアベルと名乗る男は胸と肩、腕とすねをブロンズ系防具で覆おおい、左腰には大振りの直剣、背中にカイトシールドを背負っている。いわゆるナイト系装備と言って言えなくもない。

　その堂々たる姿を、人垣の最後方からじっと見詰めながら、俺おれは脳裏のインデックスを素早く繰くった。装備や髪型が違うから解わかりづらいが、あの顔は確か何度か前線の村や町で見かけた気がする。そして、それ以前──ここではない《もう一つのアインクラッド》ではどうだったか。少なくとも、名前に聞き覚えはない……。

「さて、こうして最前線で活動してる、言わばトッププレイヤーのみんなに集まってもらった理由は、もう言わずもがなだと思うけど……」

　ディアベルが演説を再開し、俺は物思いを止やめてそちらに集中した。青髪の騎士は、さっと右手を振り上げ、街並みの彼方かなたにうっすらとそびえる巨塔──第一層迷宮区を指し示しながら続けた。

「……今日、オレたちのパーティーが、あの塔の最上階へ続く階段を発見した。つまり、明日か、遅くとも明後日あさつてには、ついに辿たどり着くってことだ。第一層の……ボス部屋に！」

　どよどよ、とプレイヤーがざわめく。俺も少々驚おどろいた。第一層迷宮区は二十階建てで、俺（と隣となりのレイピア使い）が今日潜もぐっていたのが十八階から十九階に上がったあたりだったので、もう十九階がそこまでマッピングされているとは知らなかったのだ。

「一ヶ月。ここまで、一ヶ月もかかったけど……それでも、オレたちは、示さなきゃならない。ボスを倒し、第二層に到達して、このデスゲームそのものもいつかきっとクリアできるんだってことを、はじまりの街で待ってるみんなに伝えなきゃならない。それが、今この場所にいるオレたちトッププレイヤーの義務なんだ！　そうだろ、みんな！」

　再びの喝かつ采さい。今度は、ディアベルの仲間たち以外にも手を叩たたいている者がいるようだ。確かに言っていることは立派というか非の打ち所もない。いや、非を打とうなどと考えるほうがそもそもおかしいのだろうか。ここは俺も、今までバラバラだった最前線の住人たちのまとめ役を買ってでてくれたナイト様に拍手のひとつも送っておくべきか────

「ちょお待ってんか、ナイトはん」

　そんな声が低く流れたのは、その時だった。

　歓かん声せいがぴたりと止まり、前方の人垣がふたつに割れる。空くう隙げきの中央に立っているのは、小柄ながらがっちりした体格の男だった。俺の位置からは、背負っているやや大型の片手剣と、ある種のサボテンのように尖とがったスタイルの茶色の髪しか見えない。

　一歩踏ふみ出し、サボテン頭は、ディアベルの美声とは正反対の濁だみ声ごえで唸うなった。

「そん前に、こいつだけは言わしてもらわんと、仲間ごっこはでけへんな」

　唐突な乱入に、しかしディアベルはほとんど表情を変えなかった。余裕溢あふれる笑顔のまま、手招きしながら言う。

「こいつっていうのは何かな？　まあ何にせよ、意見は大歓迎さ。でも、発言するならいちおう名乗ってもらいたいな」

「………………フン」

　サボテン頭は盛大に鼻を鳴らすと、一歩、二歩と進み出て、噴ふん水すいの前まで達したところでこちらに振り向いた。

「わいは《キバオウ》ってもんや」
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　なかなかに勇猛なキャラネームを名乗ったサボテン頭の片手剣士は、小さめながら鋭するどく光る両眼めで広場の全プレイヤーを睥へい睨げいした。

　横よこ薙なぎに移動する視線が、俺おれの顔の上でほんの一いつ瞬しゆん停止した──と思ったのは気のせいだろう。俺は彼の名前を知らなかったし、どこかですれ違った記憶もない。たっぷり時間を掛けて一同を見回し終えると、キバオウはいっそうドスの利きいた声で言った。

「こん中に、五人か十人、ワビぃ入れなあかん奴やつらがおるはずや」

「詫わび？　誰だれにだい？」

　背後で噴水の縁ふちに立ったままの《騎士ナイト》ディアベルが、様になった仕草で両手を持ち上げる。そちらを見ることなく、キバオウは憎々しげに吐き捨てる。

「はっ、決まっとるやろ。今までに死んでった二千人に、や。奴らが何もかんも独り占めしたから、一ヶ月で二千人も死んでしもたんや！　せやろが!!」

　途と端たん、低くざわめいていた約四十人の聴衆が、ぴたりと押し黙だまった。キバオウが何を言わんとしているのか、やっと全員が理解したのだ。もちろん、この俺も。

　重苦しい沈ちん黙もくのなか、ＮＰＣ楽団の奏かなでる夕方のＢＧＭだけが静かに流れる。誰も、何も言おうとしない。何か言えば、その途端に自分が《奴ら》の一員にされてしまう──と怖おそれているかのようだ。いや、よう、ではない。少なくとも、俺は明らかにその恐怖に捕らわれている……。

「──キバオウさん。君の言う《奴ら》とはつまり……元ベータテスターの人たちのこと、かな？」

　腕組みをしたディアベルが、今までで最も厳きびしい表情を浮かべて確認した。

「決まっとるやろ」

　革の上に分厚い金属片を縫ぬい付けたスケイルメイルをじゃらりと鳴らし、キバオウは背後の騎士を一いち瞥べつしてから続けた。

「ベータ上がりどもは、こんクソゲームが始まったその日にダッシュではじまりの街から消えよった。右も左も判わからん九千何百人のビギナーを見捨てて、な。奴やつらはウマい狩場やらボロいクエストを独り占めして、ジブンらだけぽんぽん強うなって、その後もずーっと知らんぷりや。……こん中にもちょっとはおるはずやで、ベータ上がりっちゅうことを隠して、ボス攻略の仲間に入れてもらお考えてる小こ狡ずるい奴らが。そいつらに土下座さして、貯ため込んだ金やアイテムをこん作戦のために軒のき並なみ吐き出してもらわな、パーティーメンバーとして命は預けられんし預かれんと、わいはそう言うとるんや！」

　名前のとおり、牙きばの一ひと咬かみにも似た糾きゆう弾だんが途切れても、やはり声を上げようとする者はいなかった。まさしく元ベータテスターの一員である俺おれもまた、奥歯を嚙かみ締しめ、息を殺し、沈ちん黙もくを保ち続けた。

　叫び返したいという衝しよう動どうがないわけではなかった。元ベータテスターが、一人も死んでいないとでも思っているのか、と。

　俺は一週間ほど前、アルゴからとある情報を買った──正確には、彼女にある調査を依頼した。元ベータテスターの死亡者数を推計する、という。

　今年の夏休みに行われたＳＡＯクローズド・ベータテストは、募集枠わずか千人だった。その全員に正規版パッケージの優先購こう入にゆう権けんが与えられたのだが、テスト末期のログイン状況を見るに、千人がこぞって正式サービスに移行したわけではないと俺は推測している。恐らく、七百人から八百人──。それが、デスゲーム開始時点での元ベータテスターの総数だろう。

　しかし、《誰だれが元テスターか》を調べるのはそう簡単なことではない。カラー・カーソルに【β】マークでもあれば話は早かったがもちろん──と言うか幸いと言うかそんなものは存在しないし、アバターの外見は、ＧＭたる茅かや場ば晶あき彦ひこの配はい慮りよによって現実の容姿そのままに戻されてしまっている。唯一の手がかりとなり得るのが名前なのだが、テストと本番で変更している場合も少なくあるまい。ちなみに、俺おれとアルゴが互いを元テスターだと確信している理由は、最初に出会った時の状況が関係しているのだが、それはまた別の話だ。

　ともかく、そんなわけで、アルゴの調査は難なん航こうしたはずだ。しかし彼女はわずか三日で俺にひとつの数字を示した。

　およそ三百人。それが、アルゴの推計した、元ベータテスターの死亡者数だ。

　その数字が正しいとすると、現在までの死者二千人のうち、新規参加者は千七百人ということになる。割合に直すと、新規プレイヤーの死亡率は約十八パーセント。対して、元テスターの死亡率は──四十パーセント近くにもなるのだ。

　知識と経験が、常に安全を生むわけではない。逆に、陥かん穽せいとなることもある。俺自身、デスゲーム初日に真っ先に受けたクエストで、危うく命を落としかけた。そしてまた、外的な要因もある。このＳＡＯ正式サービスは、ベータテスト時と地形もアイテムもモンスターもほぼ同一だが、時折ほんの、ほんのわずかな差異が、小さな猛毒の針のように…………

「発言、いいか」

　その時、豊かな張りのあるバリトンが、夕暮れの広場に響ひびき渡った。物思いから我に返り、顔を上げると、人垣の左端はしあたりからぬうっと進み出るシルエットがあった。

　大きい。身長は百九十ほどもあるだろう。アバターのサイズはステータスに影えい響きようしないと言われているが、背中に吊つっている無骨な両手用戦斧ツーハンド・バトルアクスが実に軽そうに見える。

　風ふう貌ぼうもまた、武器に負けず劣らず魁かい偉いだった。頭を完全なスキンヘッドにし、肌はチョコレート色。しかし、彫りの深い顔立ちに、その思い切ったカスタマイズが実に似合っている。日本人離れした……と言うよりも、本当に人種から違うのかもしれない。

　噴ふん水すいの傍そばまで進み出た筋骨隆々たる巨漢は、四十数人のプレイヤーに軽く頭を下げると、猛烈な身長差のあるキバオウに向き直った。

「オレの名前はエギルだ。キバオウさん、あんたの言いたいことはつまり、元ベータテスターが面倒を見なかったからビギナーがたくさん死んだ、その責任を取って謝しや罪ざい・賠ばい償しようしろ、ということだな？」

「そ……そうや」

　一いつ瞬しゆん気け圧おされたように片足を引きかけたキバオウだが、すぐに前傾姿勢を取り戻すと、爛らん々らんと光る小さな眼めでエギルと名乗る斧おの使いを睨ねめ付け、叫んだ。

「あいつらが見捨てへんかったら、死なずに済んだ二千人や！　しかもただの二千ちゃうで、ほとんど全部が、他ほかのＭＭＯじゃトップ張ってたベテランやったんやぞ！　アホテスター連中が、ちゃんと情報やらアイテムやら金やら分け合おうとったら、今いま頃ごろここにはこの十倍の人数が……ちゃう、今頃は二層やら三層まで突破できとったに違いないんや!!」

　──その二千人のうち三百人は、あんたの言うアホテスターなんだぞ！

　と、叫びたい衝しよう動どうを俺おれは必死に堪こらえた。三百という数字に今は根拠を示せないし、吊つるし上げられるのが怖いという矮わい小しような理由ももちろんある。しかしそれ以前に、ここで元テスターを名乗って反論することが、状況にプラスになるとはどうしても思えなかったのだ。

　現状、四～五百人が残っていると思われる元テスターは、新規参加者たちの中に危ういながらも溶け込んでいる。レベルや装備的には、もう目立つ差はないと言っていいだろう。そんな状況で、俺が元テスターだと名乗り出ても、融ゆう和わが進むどころか逆に魔ま女じよ狩りのようなことが起きないかという危き惧ぐがある。最悪なのは、前線に出ているプレイヤーが、新規とテスターに分かれて争うような展開だ。それだけは何が何でも避さけねばならない。なぜなら、このＳＡＯでは、フィールドやダンジョンのいわゆる《圏外》に於おけるプレイヤーアタックが許可されているのだ……。

「あんたはそう言うが、キバオウさん。金やアイテムはともかく、情報はあったと思うぞ」

　俺が情けなく俯うつむいていると、再びエギルという斧おの戦士が見事なバリトンで応じた。はち切れんばかりの筋肉を覆おおうレザーアーマーの腰につけた大型ポーチから、羊皮紙を綴とじた簡易な本アイテムを取り出す。表紙には、丸い耳と左右三本ずつのヒゲを図案化した《鼠ねずみマーク》。

「このガイドブック、あんただって貰もらっただろう。ホルンカやメダイの道具屋で無料配布してるんだからな」

「……む、無料配布だと？」

　俺は思わず小さな声を漏もらす。あれは、表紙のマークが示すとおり、情報屋・鼠のアルゴが販売している《エリア別攻略本》だ。詳細な地形から出現モンスター、ドロップアイテム、クエスト解説まで網もう羅らされていて、表紙下部にでかでかと書いてある【大丈夫。アルゴの攻略本だよ。】という惹じやつ句くもあながち大おお袈げ裟さではない。恥ずかしながら俺自身、記憶を補完するために全巻購こう入にゆう済み──であるが、俺の記憶では、あれは一冊五百コルというなかなか立派なお値段だったはずなのだが……。

「……わたしも貰った」

　隣となりで、今までひっそり沈ちん黙もくを守っていたレイピア使いが囁ささやいた。俺が「タダで？」と訊たずねると、こくりと頷うなずく。

「道具屋さんに委託してたけど、値段が０コルだったから、みんな貰ってたわ。すごく役に立った」

「ど……どうなってんだ……」

　あの《鼠》が──金さえ積めば自分のステータスさえ売りかねないあの商売の鬼が、情報を無料配布？　有り得へんやろ！　と視線を振るが、数分前までアルゴがちょこんと座っていたはずの石いし塀べいはいつの間にかカラになっている。今度会ったら理由を聞きたい、のはやまやまなれど「その情報は千コルだナー」と言われるのは目に見えている。

「────貰もろたで。それが何や」

　キバオウの刺とげ々とげしい声に、俺おれはやむなく思考を中断した。エギルは攻略本をポーチに戻すと、腕組みして言った。

「このガイドは、オレが新しい村や町に着くと、必ず道具屋に置いてあった。あんたもそうだったろ。情報が早すぎる、とは思わなかったのかい」

「せやから、早かったら何やっちゅうんや！」

「こいつに載のってるモンスターやマップのデータを情報屋に提供したのは、元ベータテスターたち以外には有り得ないってことだ」

　プレイヤーたちが、一いつ斉せいにざわめいた。キバオウがぐっと口を閉じ、その背後で騎士ナイトディアベルがなるほどとばかりに頷うなずく。

　エギルは視線を集団に向けると、よく通るバリトンを張り上げた。

「いいか、情報はあったんだ。なのに、たくさんのプレイヤーが死んだ。その理由は、彼らがベテランのＭＭＯプレイヤーだったからだとオレは考えている。このＳＡＯを、他ほかのタイトルと同じ物差しで計り、引くべきポイントを見誤った。だが今は、その責任を追及してる場合じゃないだろ。オレたち自身がそうなるかどうか、それがこの会議で左右されると、オレは思っているんだがな」

　エギルと名乗る両手斧おの使いの態度は至し極ごく堂々としており、論旨もこの上なく真っ当で、それゆえにキバオウも嚙かみ付く隙すきを見いだせなかったようだった。エギル以外の誰だれかが同じことを主張すれば、キバオウは恐らく「そんなことを言うお前こそ元ベータテスターだろう」と反はん撃げきしたと思われるが、今は憎々しげに巨漢を睨ねめ付けるだけだ。

　無言で対たい峙じする二人の後ろで、噴ふん水すいの縁ふちに立ったままのディアベルが、夕ゆう陽ひを受けて紫色に染まりつつある長髪を揺らしてもう一度頷いた。

「キバオウさん、君の言うことも理解はできるよ。オレだって右も左も解わからないフィールドを、何度も死にそうになりながらここまで辿たどり着いたわけだからさ。でも、そこのエギルさんの言うとおり、今は前を見るべき時だろ？　元ベータテスターだって……いや、元テスターだからこそ、その戦力はボス攻略のために必要なものなんだ。彼らを排除して、結果攻略が失敗したら、何の意味もないじゃないか」

　さすがナイトを自称するだけのことはあると思わせる、こちらも実に爽さわやかな弁舌だった。聴衆の中にも深く頷いている者が何人もいる。元テスター断罪すべし、という場の雰囲気が変わるのを感じて、俺は思わず安あん堵どの息を吐きそうになった。そんな自分に忸じく怩じたるものを覚えつつ、続くディアベルの発言に耳を傾かたむける。

「みんな、それぞれに思うところはあるだろうけど、今だけはこの第一層を突破するために力を合わせて欲しい。どうしても元テスターとは一緒に戦えない、って人は、残念だけど抜けてくれて構わないよ。ボス戦では、チームワークが何より大事だからさ」

　ぐるりと一同を見渡した騎士ナイトは、最後にキバオウを真顔でじっと見詰めた。サボテン頭の片ソ手ー剣ド使マいンは、しばしその視線を受け止めていたが、ふんと盛大に鼻を鳴らすと押し殺すような声で言った。

「…………ええわ、ここはあんさんに従したごうといたる。でもな、ボス戦が終わったら、キッチリ白黒つけさしてもらうで」

　振り向き、スケイルメイルをじゃらじゃら鳴らしながら集団の前列まで引っ込む。斧おの使いエギルもまた、それ以上言うことはないというように両手を広げると、元居た場所へと下がった。

　結局のところ、その一幕が会議のハイライトとなった。何せ、詳細な対ボス戦略を練ろうにも、まだ迷宮区の最上階にようやく達したという段階なのだ。ボスの顔すら誰だれも見たことのない状況で、作戦など立てられるはずが…………

　──いや、それは事実と少々異なる。なぜならこの俺おれは、アインクラッド第一層のボスが超大型のコボルドであること、奴やつの武器が巨大な湾刀タルワールであること、取り巻きに重武装のコボルド親しん衛えい隊たいが計十二匹湧わくことを知っているからだ。

　仮に俺が、この場で元テスターであることを明かし、ボスの情報を提供すれば攻略の成功率がある程度上がるのかもしれない。しかしそれをすれば「なぜ今まで黙だまっていた」と言われるだろうし、流れで元テスター吊つるし上げの雰囲気が再燃してしまう懸け念ねんもある。

　そしてまた、俺の知識はあくまで旧アインクラッドで得たものであり、正式サービス開始にあたってボスが丸ごと、乃ない至しは細部が変更されているという可能性も残る。ベータ時の情報を基に作戦を立て、いざ突入したらボスの外見も攻こう撃げきパターンもまるで違っていた……などということになれば、混乱のあまりレイドが壊かい滅めつしかねない。結局のところ、一度はボス部屋の扉を開け、そこの主を湧出ポツプさせてみなければ何も始まらないのだ。

　半なかば言い訳のように自分にそう言い聞かせ、俺は口をつぐみ続けた。

　会議は最終的に、騎士ディアベルのこの上なく前向きなかけ声と、それに応じる参加者の盛大な雄お叫たけびで締しめくくられた。俺も形ばかり右手を上に突き上げたが、隣となりのレイピア使いは叫ぶことはもちろん、片手をケープの下から出そうとすらしなかった。「解散」の声が響ひびく前に音もなく身を翻ひるがえした彼女は、去り際ぎわに、俺にだけ聞こえるボリュームで囁ささやいた。

「会議の前に、あなたが言いかけたこと……もしボス戦で二人とも生き残ったら、教えて」

　薄うす暗ぐらい路地の奥へと遠ざかる背中に向かって、俺は声に出さずに答えた。

　──ああ、その時は、教えるよ。俺が自分ひとりを生かすために、他ほかの全すべてを切り捨ててきたことを。
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　実務的な議論は一いつ切さい行われない会議だったが、それでもプレイヤーたちの士気を上げる効果だけはあったらしく、第一層迷宮区二十階はかつてないスピードでマッピングされた。会議の翌日、十二月三日土曜日の午後にはついに最初のパーティー（今回もディアベル以下の六人だった）がフロア最奥の巨大な二枚扉を発見し、彼らの歓かん声せいはすぐ近くでソロ戦せん闘とうをしていた俺おれの耳にも届いた。

　ディアベルらは、大胆なことにその場でボス部屋の扉を開け、住人の顔を拝おがんできたということだった。その日の夕方に再び、トールバーナの噴ふん水すい広場で開かれた会議で、青髪の騎士ナイトは誇らしげに報告した。

　ボスは、身の丈二メートルに達する巨大なコボルド。名前は《イルファング・ザ・コボルドロード》、武器は曲刀カテゴリ。取り巻きに、金属鎧よろいを着込み斧槍ハルバードをたずさえた《ルインコボルド・センチネル》が三匹──。

　そこまでの情報は、ひとまずベータの時とまったく同じだ。俺の記憶が確かなら《センチネル》はボスの四段ＨＰゲージが一本減るたびに再ポップし合計十二匹を倒さねばならないが、それを会議の席上で言う度胸は相変わらずなかった。どうせいきなり本番とはならず、何度か偵察戦を行うはずなのですぐに明らかになる情報なのだ──などと俺は自分に言い訳したが、その葛かつ藤とうを丸ごと無駄にするモノが、会議のさなかに発見された。

　なんと、同じ広場の隅すみで店を広げていたＮＰＣ露ろ天てん商しように、《例のアレ》がいつの間にか委託販売されていたのだ。羊皮紙三枚を綴とじた、本というよりパンフレット。アルゴの攻略本・第一層ボス編──である。値段は最初から０コル。

　もちろん会議は一時中断され、参加者全員がＮＰＣから攻略本を買って（というか貰もらって）中身を熟じゆく読どくした。

　いつものことながら、見事な情報量だった。判明したばかりのボスの名前から推定ＨＰ量、主武装のタルワールの間合いと剣速、ダメージ量、使用ソードスキルまでが三ページにわたってびっちり書き込んである。四ページ目が取り巻きの《センチネル》の解説で、そこにはしっかりと湧わきが四回、計十二匹であることも書いてあった。

　そして、本を閉じた裏表紙には、これまでの《アルゴの攻略本》には存在しなかった一文が、真っ赤なフォントで並んでいた。曰いわく──

【情報はＳＡＯベータテスト時のものです。現行版では変更されている可能性があります】

　それを見た時、俺は反射的に顔を上げ、広場にアルゴの姿を探した。しかし地味なレザーアーマーを着込んだ《鼠ねずみ》は、今日は見当たらない。再び顔を下ろし、小声で呟つぶやく。

「……攻め込んだな……」

　この赤い注意書きの一文は、これまでのアルゴのスタンス──《誰だれとも知れない元ベータテスターから情報を買っているだけの情報屋》という立ち位置を崩くずしかねないものだ。これを読んだほぼ全員が、鼠ねずみ自身が元テスターなのではという疑いを抱きかねない。もちろん何の証拠もないのだが、今後、新規プレイヤーと元テスターの確かく執しつがこれまで以上に広がった時、彼女が真っ先に吊つるし上げの対象にされる危険性が上昇したのは間違いない。

　だが一方で、この攻略本が、面倒かつ危険な偵察戦を省はぶかせてくれるのも確かなことだ。読み終えた四十数人は、どう反応すべきかをリーダーに預けるかのように、昨日と同じく噴ふん水すいの縁ふちに立った青髪の騎士ナイトを見やった。

　ディアベルは、尚なおも数十秒、何かを考えるように顔を伏せていたが、やがてさっと姿勢を正すと張りのある声で叫んだ。

「──みんな、今は、この情報に感かん謝しやしよう！」

　聴衆がさわさわと揺れる。その発言は、元ベータテスターとの対立ではなく融ゆう和わを選ぶとも取れるからだ。またキバオウあたりが飛び出して嚙かみ付くか、と思ったが、人垣の前方に見え隠れする褐色のサボテン頭は今のところ踏ふみとどまっている。

「出所はともかく、このガイドのお陰で、二、三日はかかるはずだった偵察戦を省略できるんだ。正直、すっげー有あり難がたいってオレは思ってる。だって、いちばん死人が出る可能性があるのが偵察戦だったからさ」

　広場のそこかしこで、色とりどりの頭がうんうんと頷うなずく。

「……こいつが正しければ、ボスの数値的なステータスは、そこまでヤバイ感じじゃない。もしＳＡＯが普通のＭＭＯなら、みんなの平均レベルが三……いや五低くても充分倒せたと思う。だから、きっちり戦タ術クを練って、回ポ復ツ薬トいっぱい持って挑めば、死人なしで倒すのも不可能じゃない。や、悪い、違うな。絶対に死人ゼロにする。それは、オレが騎士の誇りに賭かけて約束する！」

　よっ、ナイト様！　というような掛け声が飛び、盛大な拍手が続いた。ディアベルがなかなかのリーダーシップの持ち主であることは、ひねくれソロの俺おれも認めざるを得ない。ギルドは三層まで行かないと作れないが、その暁あかつきにはさだめしでかい攻略ギルドを立ち上げることだろう……。

　などと感心していた俺は、続いた騎士様の発言に、軽く喉のどを詰まらせた。

「──それじゃ、早さつ速そくだけど、これから実際の攻略作戦会議を始めたいと思う！　何はともあれ、レイドの形を作らないと役割分担もできないからね。みんな、まずは仲間や近くにいる人と、パーティーを組んでみてくれ！」

　………………なんだと。

　小学校の体育の時間を思い出しそうになるそのフレーズに、慌てて脳裏で計算する。ＳＡＯではワンパーティー六人、この場にいるのが確か四十四人だから……七パーティー作って二人余り。もっと均きん衡こうを目指すなら六人パーティーを四個、五人パーティーを四個がベストか？　でもそういうのって、リーダーが指定してくれないとなかなか…………

　立ち尽くしたまま巡らせた俺おれの高速思考は、結局のところ無駄だった。なんと、ディアベルの指示からわずか一分足らずで、七個の六人パーティーがアッサリ完成してしまったのだ。騎士ナイト様は最初から六人組だったから解わかるとして、どう見ても一いつ匹ぴき狼おおかみくさかったキバオウや、孤高の巨人という感じだったエギルまでが瞬しゆん時じに五人の仲間を見つけている。これはもしかしたら、「一緒にやろうぜ」と言われなかったのはマジで俺一人────

　では、なかった。

　周囲を伏し目がちに見回した俺は、少し離れたところにひっそりと立つフーデッドケープのレイピア使いを発見し、すすすとそちらに接近した。

「…………あんたもアブレたのか」

　小声で訊きくと、フードの奥から烈火の如ごとき視線が放たれ、同時に押し殺した声が答えた。

「…………アブレてないわよ。周りがみんなお仲間同士みたいだったから遠えん慮りよしただけ」

　それをアブレたってゆうんだよー。

　と突っ込むのを賢けん明めいにも自重し、俺はせいぜい真顔で頷うなずくと言った。

「なら、俺と組まないか。レイドは八パーティーまでだから、そうしないと入れなくなる」

　システム方面から攻めたのはやはり正解だったらしく、レイピア使いは一瞬の逡しゆん巡じゆんを見せたあと、ふんと鼻を鳴らして言った。

「そっちから申しん請せいするなら受けてあげないでもないわ」

　ここで「声は俺が掛けたんだから申請はあんたがしろ」などと張り合うようなお子様な真ま似ねは先月卒業したので、俺は頷き、視界に表示されている相手のカラー・カーソルに触れるとパーティー参加申請を出した。レイピア使いが素そっ気けない仕草でＯＫを押すと、視界左側に、やや小さい二つ目のＨＰゲージが出現した。

　その下に表示される短いアルファベットの羅ら列れつを、俺はじっと見詰めた。

【Ａｓｕｎａ】。それが、神速の《リニアー》を操あやつる、不思議なフェンサーの名前だった。




　騎士ナイトディアベルの指揮能力は、弁舌だけでなく実務面でもなかなかのものだった。

　彼は、出来上がった七つの六人パーティーを検分し、最小限の人数を入れ替えただけでその七つを目的別の部隊へと編成したのだ。重装甲の壁タンク部隊が二つ。高機動高火力の攻撃アタツカー部隊が三つ。そして、長モノ装備の支援サポート部隊が二つ。

　壁隊二つはボスのコボルドロードのタゲを交互に受け持つ。火力隊は二つがボス攻こう撃げき専門、一つが取り巻き殲せん滅めつ優先。支援隊は長柄武器に多く設定されている行デ動イ遅レ延イスキルをメインに使い、ボスや取り巻きの攻撃を可能な限り阻害する。

　シンプルだが、それゆえに破は綻たんへ至る穴も少ない、いい作戦だと俺も思った。感心していると、騎士ナイト様は最後にオミソの二人パーティー（無論、俺おれとレイピア使いのこと）の前にやってきて、しばし考え込む様子を見せてから、爽さわやかに言った。

「君たちは、取り巻きコボルドの潰つぶし残しが出ないように、Ｅ隊のサポートをお願いしていいかな」

　翻ほん訳やくすると、ボス戦の邪じや魔まにならないように後方で大人しくしてて、ということのような気がしなくもなかった。隣となりの、《アスナ》という名らしいレイピア使いが非友好的な反応をしかけたのを察した俺は片手で彼女を制し、にこやかに答えた。

「了解。重要な役目だな、任せておいてくれ」

「ああ、頼んだよ」

　きらっ、と白い前歯を光らせ、ナイト様は噴ふん水すいのほうに戻っていった。途と端たん、左耳のすぐ近くで剣けん吞のんな響ひびきを帯びた声が生じた。

「……どこが重要な役目よ。ボスに一回も攻こう撃げきできないまま終わっちゃうじゃない」

「し、仕方ないだろ、二人しかいないんだから。スイッチでＰＯＴローテするにも時間が全然足りない」

「……スイッチ？　ポット……？」

　訝いぶかしそうな呟つぶやきに、改めて思う。このレイピア使いは、本当に何の知識もない完全な初心者としてはじまりの街を出て、たった一人でここまで辿たどり着いたのだ。恐らくは強化もしていない店売りのレイピア五本と、ソードスキル《リニアー》だけを頼りに──。

「……あとで、全部詳しく説明する。この場で立ち話じゃとても終わらないから」

　必要ない、という反応が五割以上の確率で返ってくるだろうと予想したのだが、レイピア使いは数秒間沈ちん黙もくしたあと、ごくごく微細な動きで頷うなずいた。




　二回目のボス攻略会議は、ＡからＧまでナンバリングされた各部隊リーダーの短い挨あい拶さつと、ボス戦でドロップしたおコ金ルやアイテムの分配方針を確認して終了した。斧おの使いの巨漢エギルは壁タンク役であるＢ隊のリーダー、元ベータテスターに敵意を燃やすキバオウは攻撃役のＥ隊リーダーだ。Ｅ隊は取り巻きコボルド殲せん滅めつ役でもあるので、俺とレイピア使いのあぶれ者コンビはキバオウの手伝いということになる。正直あまり近づきたくない相手ではあるが、向こうも俺が元テスターだと知っているわけではない──はずだ。付け加えれば、レイドの中にやはり《鼠ねずみ》の顔はなかった。無論それを責めるつもりはまったくない。例の《攻略本》で彼女は彼女の任務を十全に果たしている。

　ドロップ分配のほうは、コルに関してはレイドを構成する四十四人で自動均等割り、アイテムはゲットした人のものという単純なルールが採択された。近年のＭＭＯでは、ドロップアイテムはそれを欲しい者のあいだでさいころ転がしダイスロールして取り合うシステムが一般的だが、ＳＡＯはそのへんがなぜか前時代的で、アイテムは誰だれかのストレージにいきなりドロップし、しかもそれを他人が知ることはできない。つまり《ボスの出したアイテムは改めてダイスロール》というルールを設定した場合、実際にアイテムを得た者は自己申告でそれを提出せねばならないわけだ。俺おれもベータの時に何度か経験があるが、これはなかなか意志力を試される。というか実際、ボス戦のあとに誰だれも名乗り出ずに（つまり誰かがドロップをネコババしたわけだ）たいへんギスギスした解散になったことも少なくない。

　恐らくディアベルは、そんな展開になることを防ぐために《ドロップした人のもの》ルールを採用したのだろう。本当に気のつくナイト様である。

　午後五時半、昨日と同じく「頑張ろうぜ！」「オー！」のシメで解散となり、集団は三三五五ばらけて酒場やレストランへと吞のみ込まれていった。やけに凝こった気がする肩をぐりぐり動かしながら、このカタコリは錯さつ覚かくなのか、それとも現実世界の肉体が実際に緊きん張ちようしているのかとどうでもいいことを考えていると──。

「…………で、説明って、どこでするの」

　……なんだっけ、と一いつ瞬しゆん悩んでしまってから、俺は慌ててレイピア使いに向き直った。

「あ、ああ……俺はどこでもいいけど。そのへんの酒場とかにするか？」

「…………嫌いや。誰かに見られたくない」

　その言葉に一瞬ぐさっと来そうになったが、省略されているのは《俺と一緒にいるのを》ではなく《男プレイヤー全般と一緒にいるのを》であろうと勝手に補完することで精神を立て直し、俺はどうにか平静に頷うなずいた。

「なら、どっかのＮＰＣハウスの部屋とか……でも、誰か入ってくるかもしれないしなあ。どっちかの宿屋の個室ならカギかかるけど、それもナシだよな」

「当たり前だわ」

　細剣レイピアの切っ先にも似たひと言に、今度こそ軽い刺ピ突ア属ー性スダメージを受ける。ここが仮想世界であるがゆえにどうにかこうして女性プレイヤーと会話もできているが、一ヶ月前までは妹とのコミュニケーションにすら難なん儀ぎする対人スキル激ゲキ低ヒクな中学二年生だったのだ。そもそもからして、なんでソロプレイヤー道一直線の俺がこんな状況に陥おちいっているのか。それは、ボス戦だけは集団に入れてもらわねば何の役にも立てないことは解わかってはいたが、よくよく考えれば他ほかの七パーティーは全員男だけの集団であって、そっちに入っていればこんな気き遣づかいなどせずに済んだのに……

　等などといじけた思考を展開していると、レイピア使いがため息混じりに続けた。

「……だいたい、この世界の宿屋の個室なんて、部屋とも呼べないようなのばっかりじゃない。六畳もない一間にベッドとテーブルがあるだけで、それで一晩五十コルも取るなんて。食事とかはどうでもいいけど、睡眠だけは本物なんだから、もう少しいい部屋で寝たいわ」

「え……そ、そう？」

　俺は思わず首を傾かしげた。

「探せばもっといい条件のとこもあるだろ？　そりゃ、多少値が張るかもだけど……」

「探すって言っても、この町に宿屋なんて三軒しかないじゃない。どこも部屋は似たようなものだったわ」

　その返事を聞き、ようやく得心。

「ああ……なるほど。あんた、【ＩＮＮ】の看板が出てる店しかチェックしてないのか」

「だって……ＩＮＮって宿屋って意味でしょう」

「そうだけど、この世界の低層フロアじゃ、最安値でとりあえず寝泊まりできる店って意味なんだよ。コルを払って借りられる部屋は、宿屋以外にもけっこうあるんだ」

　そう言った途と端たん、レイピア使いの唇がぽかんと丸くなった。

「な…………そ、それを早く言いなさいよ…………」

　ようやく反はん撃げきの糸口を見つけた気がして、俺おれはにやりと笑うと、さっそく現在確保している部屋の自慢を開始。

「俺がこの町で借りてるのは、農家の二階で一晩八十コルだけど、二部屋あってミルク飲み放題のおまけつき、ベッドもデカイし眺めもいいし、そのうえ風ふ呂ろまでついて……」

　調子に乗ってそこまで口にした、その瞬しゆん間かんだった。

　ダンジョンの奥底で見た《リニアー》もかくやという神速で伸びてきたレイピア使いの右手が、俺の灰色コートの襟えり元もとを、犯罪防止コード発動寸前の勢いでがっしと摑つかんだ。次いで、低く掠かすれた声が、迫力たっぷりに響ひびいた。

「………………なんですって？」










　　　７




　先刻自みずから口にもしたが、この世界に於おけるあらゆる行為のなかで、唯一本物と呼べるのは《睡眠》だけだとアスナは考えている。

　あとは何もかも仮想の偽にせ物ものだ。歩く、走る、話す、食べる、そして戦う。それらの動作とその結果は、ソードアート・オンラインを動かすサーバーが演算したデジタルコードに過ぎない。アバターが何をしようと、現実世界のどこかに横たわっているであろう生身の体は指一本動かないのだから。唯一の例外が、アバターがベッドで眠りにつく時、本物の脳も眠るのであろうということ。だから、町の宿屋で寝る時だけはせめてきちんと熟じゆく睡すいしてやりたい──のだが、それがなかなか難むずかしい。

　フィールドやダンジョンで戦っている時は無我夢中だから振り返る余裕もないのだが、町に戻り、個室のベッドに横たわると、どうしても一ヶ月前の自分の行動をリプレイしてしまうのだ。なぜあの日、妙な気まぐれを起こしたのか。なぜナーヴギアに触るだけで満足しておかなかったのか。なぜ厳いかついヘッドギアを頭に載のせ、《リンク・スタート》のひと言を呟つぶやいてしまったのか──と。

　そんな悔かい恨こんとともに浅い眠りに落ちると、決まって悪い夢を見る。中学三年の冬という大事な時期に、たかがゲームのせいで大きくつまずいたアスナを嘲あざ笑わらう同級生たち。この先何年も続くレースから脱落してしまったアスナを憐あわれむ親しん戚せきたち。そして──どこかの病院のベッドで昏こん睡すいするアスナをじっと見下ろす、表情の見えない両親──……。

　びくりと体を震わせながら飛び起き、視界左下の時刻表示を見ると、長くても寝入ってから三時間と経たっていない。その後はもう、いくら瞼まぶたを閉じても眼めは冴さえる一方。逆に言えば、毎晩ちゃんと眠れるようなら、三日とか四日連続の激はげしいダンジョン攻略に己おのれを駆り立ててなどいなかったかもしれない。

　ゆえにアスナは、貯たまっていくコルを、せめて上等な寝室とベッドに費やしたいと常々考えていた。この世界の宿屋ときたら、部屋は狭くて薄うす暗ぐらいしベッドは何を芯しん材ざいに使っているのかゴソゴソと硬い。あれがイタリア製の高反発性ハイテクウレタンフォーム……とまではいかずとも普通のラテックスなら、三時間の睡眠が四時間になるかもしれないのに。ついでに言えば、部屋に浴室か、せめてシャワーくらい付いていてほしい。それは、入浴だって仮想体験であり、現実世界の身体からだは病院でそれなりに洗浄してもらっているのだろうが、こればかりは気分の問題だ。ダンジョンの奥底で一人死ぬ覚悟はもうできているが、その前にもう一度、偽物でもいいから熱いお湯の中で思うさま手足を伸ばしたい…………

　────という切なる願いを直ちよく撃げきしたのが、黒髪片ソ手ー剣ド使マいンの台詞せりふであったのだ。




「………………なんですって？」

　無意識のうちに相手の襟えり首くびを締しめ上げながら、アスナは掠かすれ声で問い質ただした。大脳聴覚野の錯さつ覚かくでなければ、剣士はさっき確かに……

「み、ミルク飲み放題……？」

「そのあと」

「べ、ベッドがでかくていい眺め……？」

「そのあと」

「ふ、風ふ呂ろつき……？」

　──どうやら、聞き間違いではなかった。相手のハーフコートを解放してから、急せき込むように続ける。

「あなたの部屋、一泊八十コルって言ったわよね？」

「い……言った」

「その宿、あと何部屋空いてるの？　場所はどこ？　私も借りるから案内して」

　そこでようやく、片ソ手ー剣ド使マいンは状況を吞のみ込んだようだった。ウホンとひとつ咳せき払ばらいしてから、妙にしかつめらしい顔になり、言う。

「あー、俺おれさっき、農家の二階を借りてるって言ったよな」

「……言ったわ」

「それって、丸ごと借りてるって意味なんだ。ゆえに空き部屋はゼロ。ちなみに一階には貸し部屋はなかった」

「なっ………………」

　一いつ瞬しゆん膝ひざから崩くずれそうになってから、危うく踏ふん張る。

「…………そ、そのお部屋…………」

　そこまで言っただけで、相手は省略部分を察したようだった。黒い瞳ひとみを泳がせながら、申し訳なさそうに呟つぶやく。

「いやまあ、俺はもう一週間近く泊まって堪たん能のうしたし、代わってあげるに吝やぶさかじゃないんだけど……実は、借り部屋システムの最大日数……十日分宿賃を前払いしててさ。あれって、キャンセル不可なんだよな」

「なっ………………」

　再び体がよろけるが今度もどうにか持ち堪こたえ、アスナは巨大な葛かつ藤とうに見み舞まわれた。

　宿屋以外にも借りられる部屋が存在し、そういう所には豪華版もある、と眼前の剣士は言った。なら、探せばこのトールバーナにもまだお風呂つき物件があるかもしれない。だがこの町には、フロア攻略を目指すプレイヤーが数十人単位で詰めかけているのだ。当然いい部屋から先に埋まっていくはずだし、そういう状況だからこそ黒髪の剣士も可能な限りの日数いまの部屋を押さえたのだろう。

　ならば、ひとつ前の村まで戻るか？　しかしこのあたりのフィールドは、日が沈むと侮あなどれない強さの怪物が跋ばつ扈こするし、明日は朝十時に噴ふん水すい広場集合だ。もともとあまり乗り気でなかった集団でのボス攻略ではあるが、役目を振られてしまった以上──たとえミソッカス扱いでも──遅刻や無断欠席は性分ではない。

　となると。残る選択肢はたったひとつ。

　アスナは数秒間、全身全ぜん霊れいで葛かつ藤とうした。現実世界なら天地がひっくり返っても有り得ない行動だ。だが、ここは万物がデジタルデータで構成される仮想世界であり、そこには自分自身のアバターも含まれる。それに相手は、最も早はや行きずりの他人とは言えない。並んでクリームパンを囓かじり、ボス攻略では同じ単位に押し込められ、そうだ、だいたいこの男はさっき、どこかでなにかを説明すると言っていたはずだ。その説明とやらを受けるついでということならば、大義名分もどうにか立つ……であろう。きっと。恐らく。

　相変わらず視線を彷徨さまよわせている剣士に向けて、アスナはぐいっと頭を下げ──どうにか相手に届くかどうかくらいのボリュームで言った。

「…………あなたのとこで、お風ふ呂ろ、貸して」




　黒髪の剣士が借りているという農家は、トールバーナの町の東に広がる小さな牧草地沿いに存在した。予想していたよりずっと大きい。厩きゆう舎しやと母おも屋やを合わせれば、現実世界のアスナの家と同じくらいはあるかもしれない。

　敷しき地ちの脇わきをきれいな小川が流れ、設置された小さな水車がごとんごとんとのどかな音を立てている。二階建ての母屋は、一階にＮＰＣの農夫一家が暮らしていて、玄関をまたいだアスナに陽気そうなおかみさんが満面の笑顔を向けてきた。暖炉近くの揺り椅い子すでこっくりこっくり船をこぐお婆ばあさんの頭上に金色の【！】マーク──クエスト開始点の表示──が浮いているのが気になったが、今はスルーする。

　剣士を追ってどっしりした階段を上ると、短い廊下の突き当たりにドアがひとつだけあった。剣士がノブに触れると、自動でがちゃりと解かい錠じよう音おんが響ひびく。触ったのがアスナなら、このドアは決して開かない。プレイヤーの借りた部屋に対しては、鍵開けピツキングスキルも完全無効だ。

「……ま、まあ、どうぞ」

　ドアを押し開けた剣士は、ぎこちないジェスチャーで入るよう促うながした。

「……ありがと」

　小声で礼を言い、部屋に入った──その途と端たん、アスナは思わず叫んでいた。

「な、何これ、広っ…………こ、これで私の部屋とたった三十コル差!?　や、安すぎるでしょ…………」

「こういう部屋を速攻見つけるのが、けっこう重要なシステム外スキルってわけさ。……まあ、俺おれの場合は……」

　そこで剣士が不自然に言葉を切ったので眼めを向けたが、相手は小さく首を振っただけだった。アスナはもう一度室内を見回し、盛大なため息をついた。

　二人が今いる部屋が、最低でも二十畳はあろう。東の壁かべに見えるドアが寝室なら、そちらも似たようなサイズがあるはずだ。そして西の壁に、【Ｂａｔｈｒｏｏｍ】のプレートが下がったドア。風変わりな書体のアルファベットが、アスナには魔ま術じゆつ的誘引力を放っているように思える。調度も素そ朴ぼくながら雰囲気抜群で、剣士は素早く背中の片手剣と手足の防具を武装解除すると、柔らかそうなソファにどかっと体を沈めた。

　うーんと長く伸びをしてから、思い出したようにアスナを見て、咳せき払ばらいしながら言う。

「えー、その、見れば解わかると思うけど、風ふ呂ろ場ばそこだから……ご、ご自由にどうぞ」

「あ……う、うん」

　誰だれかの部屋を訪問して、いきなり浴室に突進というのもどうなのかと思わなくもないが、ここで遠えん慮りよするのも今更すぎる。「じゃあ」と呟つぶやき、ドアに向かおうとしたアスナを、剣士の声が追いかけてきた。

「そうだ、念のため言っとくけど、風呂って言っても現実世界まんまじゃないぞ。液体環かん境きようはナーヴギアも苦手らしくてさ……あんま、過剰な期待するなよ」

「……お湯がたくさんあれば、それ以上なにも望まないわ」

　本心からそう応じ、アスナはバスルームのドアを開けた。奥に滑すべり込み、即座にノブをしっかりと引く。

　……お湯の他ほかにもうひとつ、バスルームに鍵かぎを掛けられることも。

　閉めたばかりのドアを見詰め、内心でそう付け足したが、それは残念ながら叶かなえられそうもない。ノブの付近にはノッチやボタンの類たぐいは見当たらず、念のため指先でタップしても、この部屋本来の借り主ではないアスナでは操そう作さメニューを呼び出せないようだ。

　とは言え、もはやこの状況で鍵の有無など些さ事じに過ぎる。何せ、昨日出会ったばかりの男性の部屋に押しかけ、お風呂を借りようというのだから。黒髪の片手剣士は──考えてみればまだ名前も知らない──年齢も性格もどうにも捉とらえようがないが、少なくともいきなりバスルームに突入してくるような人間ではなかろう、恐らく。まあ、万が一突入してきたところで、《犯罪防止コード》とやらが働いている《街区圏内》では、何をできようはずもないのだが……。

　と、そこまで考えたところでようやくドアから視線を引き剝はがし、アスナは南側へと向き直った。

「…………すごい…………」

　そして思わず小さな声を発した。

　この部屋も相当に広い。北半分は脱衣所で、床には分厚いカーペットが敷しかれ、壁に無む垢く材の棚が作り付けてある。そして南半分の床は石を磨みがいたタイル敷じきで、面積の大部分を、船のような形の白いバスタブが占領していた。

　西側のレンガ壁かべの高いところに、怪物の顔を模した吐湯口が設もうけられ、そこからかなりの勢いで透明な液体が迸ほとばしり落ちている。それは真っ白い湯気を上げながらバスタブをなみなみと満たし、縁ふちから溢あふれて、タイル床の隅すみにある排水口へと流れ込んでいく。

　──常識的に考えれば、この建物のモデルとなっているのであろう中世ヨーロッパの荘園屋敷に、こんな大掛かりな給湯設備が存在するはずがない。しかしアスナの胸中に、仮想世界の考証的不備を責める気持ちはみじんもなかった。ふらりとした動きでメインメニュー・ウインドウを開き、画面右半分に表示されている《装備フィギュア》の武器防具全解除ボタンを押す。

　今までずっと被かぶっていたフードつきケープと、胸を覆おおう銅のよろい、両手の長手袋と両脚のブーツ、そして腰に吊つるした細長い剣が一気に消滅し、長い栗色のストレートヘアがばさりと背中に流れた。残ったのは七分袖そでのウールカットソーと、タイトな革製ロングパンツだけ。さっきのボタンが《衣服全解除》に変わっているので、それをもう一度押す。すると上着とパンツが消滅し、簡素な綿の下着二枚がわずかに残存する。

　アスナはもう一度ちらりとドアを見てから、更に変化した《下着全解除》ボタンを押した。たった三度の操そう作さでアバターは完全な無装備状態となり、仮想の冷感がひやりと素肌を撫なでる。アインクラッドという奇妙な名前のこの城は、四季をいちおうながら現実と同期させており、十二月初旬の今は室内温度もかなり低い。

　そそくさと部屋を横切り、陶製らしいバスタブの縁をまたいで、左足をお湯に沈めた途と端たん、発生した複合的な感覚信号が頭の天てつ辺ぺんを直ちよく撃げきした。そのまま全身ザブンと行きたいという衝しよう動どうを堪こらえ、まずは吐湯口から流れ出ている水流を頭で受ける。温感が全身の表面を覆い、大気との温度差が緩かん和わされたところで──

　どばしゃーん。

　と背中からお湯に落下した。

「…………うああ…………」
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　再び、堪えようもなく声が漏もれた。

　確かに、黒髪の剣士が言ったとおり、現実世界のお風ふ呂ろそのものを再現できてはいない。素肌とお湯が馴な染じむ感じ、体に掛かる水圧、顔の下で揺れる水面の反射光、それら全すべてが微妙に違和感を残す。

　だが、食事と同じである程度はプリセットされた《入浴している感覚》が送り込まれているらしく、眼めを閉じて手足を伸ばすと些さ末まつな違いなどもう気にならなかった。これはお風呂だ。しかもお湯を贅ぜい沢たくに掛け流した、バスタブの長さ約二メートルの豪華版だ。

　眼をつぶったまま口くち許もとまでをお湯に沈め、全身をこの上なく弛し緩かんさせながら、アスナは考えた。

　────これでもう、いつ死んでもいい。思い残すことは何もない。

　二週間前にはじまりの街を出てから、ずっと思い続けていたことだ。このデスゲームがクリア不可能な代しろ物ものである以上、囚とらわれた一万人はいずれ全員が死ぬ。それが早いか遅いかは、万物がニセモノの仮想世界ではいかなる意味も持たない。ならばいっそ、ただがむしゃらに前へ前へと進んで、動けなくなったら倒れて死ねばいい。

　昨日、今日と開催された《攻略会議》の様子を眺めながら、アスナは内心でどこか冷めていた。誰だれが元ベータテスター（その言葉の意味も正確には解わからなかったが）だとか、アイテムの分配だとか、どうでもいいではないか。明日の日曜に挑もうとしているのは、今まで二千人の命を吞のみ込んだアインクラッド第一層最大最後の関門なのだ。そんなもの、たかが四十数人で、しかも初回の挑戦でクリアできるはずがない。かなりの確率で全滅、そこまでいかなくても敗北・潰かい走そうは必至だ。

　アスナが日ひ頃ごろの行動規き範はんから大きく逸いつ脱だつしてまでお風ふ呂ろに入りたいと思ったのは、つまり、《死ぬ前に一度くらい》ということなのだ。それがこうして叶かなった今、明日の対ボス戦でこの世界から消えることに、もう何の未練も…………

　────あの、クリームのせ黒パン。

　────死ぬ前に、あれももう一度、食べたいな…………。

　不意に胸中に湧わき上がってきたそんな欲求に、アスナは途と惑まどった。眼めを開け、お湯の中で少し体を起こす。

　確かに味は悪くなかった。でも、あれは完かん膚ぷなきまでにニセモノだ。ポリゴンの見た眼めと、プリセットされた味覚信号。それを言うなら、このお風ふ呂ろだってそうだ。お湯に見えるものは、透過率と反射率をそれらしく設定された数学的な境界面に過ぎない。全身を包む温かさも、その実体はナーヴギアから発せられる電子信号の羅ら列れつなのだ。

　でも…………、でも。

　一ヶ月前まで暮らしていた現実世界で、これほど何かを食べたいと思ったことが、果たしてあっただろうか？　これほどまで強くお風呂に入りたいと思ったことがあっただろうか？

　食べたくもないのに、親に言われるがまま機械的に口に運んでいたオーガニック食材のコースメニューと、口に唾つばが湧わくほど体が求める仮想のクリームパン。そのどちらを、《本物》と呼ぶべきなのか…………？

　アスナは、自分が今、何かとても、とても大事なことを考えているという感覚に打たれ、そっと息を詰めた。
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　風呂場のドアへと視線が動きそうになるのを堪こらえるだけで、よもやこれほど高難なん度どの意志力セービングロールを強しいられようとは。

　居間のソファに深く体を沈めたまま、俺おれは全精神力を振り絞って、今日貰もらった《アルゴの攻略本・第一層ボス編》に視線を集中し続けた。しかし、読みやすさ優先のシンプルな日本語フォントをどれだけ追っても、内容が頭に入ってきやしない。

　──だがまあ、少なくとも、ここが現実世界でなくてまだしもだとは言える。

　もし、仮に、万が一、ここが埼さい玉たま県川かわ越ごえ市の俺の家で、母親も妹も留守で、そして同級生の女子がなぜか風呂場で入浴中だとしよう。その場合俺はどうするか？　決まっている。足音を殺して玄関から外に出て、愛車のＭＴＢにうちまたがり、県道51号を荒あら川かわ方面にまっしぐらだ。

　だが幸い、ここは浮遊城アインクラッド第一層トールバーナの町外れに建つでかい農家の二階であり、俺はネットゲームマニアの男子中学生ではなく片ソ手ー剣ド使マいンのキリトである。仮想世界内のアバターが我が身である以上、あのアスナという名の女性フェンサーが風呂から出てきた後も、何がどうなりようはずもない。いやまあ、これが全部手の込んだ罠わなで、俺が代わりに入浴している間に居間のチェストの中身ごと彼女も消えているという可能性もゼロではないが、ハコには雑ざ魚こモンスターから出た低ランクの素材アイテムが幾つか入っているくらいだ。というか別に俺おれが交代で風ふ呂ろに入る理由もない。彼女が出てきたら、『それじゃ、明日は頑張ろう』と部屋から送り出して終わり。ザッツオール。

　ぷるぷると頭を振り、ガイドブックをローテーブルに戻した、その時。

　ドア──風呂場ではなく、外廊下に繫つながるほうの──が、小刻みにコン、コココン、と鳴った。

　ノックの音だ。しかし叩たたいたのはこの宿のおかみさんではない。今のリズムは、とある人物との間で取り決めた合図である。

　びくーん、と全身をすくませ、俺はおそるおそる振り向いて、分厚い樫かし材のドア──の向こうに立っているはずの、鼠ねずみのアルゴのほうを見やった。

　──南の窓から屋や敷しきの前庭へと脱出し、厩きゆう舎しやに繫がれているロバにうちまたがって、森を抜ける小こ径みちを迷宮区方面にまっしぐら。

　という選択肢を一いつ瞬しゆん考えないでもなかった。しかしながら、ＳＡＯ内の各種騎マ乗ウ動ン物トは、乗りこなしが尋じん常じようでなく難むずかしい。騎き乗じようスキルを鍛きたえればだんだん言うことを聞くようになるらしいが、現状でそんな趣味スキルを取るスロットの余裕があるはずもない。

　ゆえに俺は、ソファから腰を浮かせつつ、まずバスルームの様子をうかがった。現在、あのドアの向こうでは、レイピア使いのアスナ嬢じようが絶賛入浴中である。それをアルゴに知られようものなら、彼女のネタノートに、《キリトは初対面の女性を部屋に引っ張り込む類たぐいの男》的な一文が追記されてしまうことは必至だ。そんな情報が流通してしまっては、とてもソロプレイヤーの看板など掲げていられない。

　だが幸い──と言うべきか、この世界のあらゆるドアは、条件つきながら完かん璧ぺきな遮しや音おん性能を持っている。俺が知るかぎり、閉じられたドアを透過する音は、①叫び声シヤウト、②ノック、③戦せん闘とうの効果音、の三つだけだ。平常な話し声や、風呂の水音などはたとえドアに耳を押し当てても聞こえない。

　ゆえに、この部屋に人を入れても、隣となりの風呂場を使用中のプレイヤーがいることは気付かれないはずだ。万が一、アルゴがいる間にレイピア使いが出てきてしまった時は──窓から飛び降りてロバに乗ろう。

　以上のことを戦闘中なみのスピードで判断し、俺は廊下側のドアに歩み寄ると、意を決して引き開けた。相手の顔を見るやいなや、

「珍しいな、あんたがわざわざ部屋まで来るなんて」

　脳裏で準備していた台詞せりふを口にする。情報屋《鼠のアルゴ》は、トレードマークのおヒゲが描かれた顔を一瞬怪け訝げんそうに傾かたむけたが、すぐに肩をすくめて応じた。

「まあナ。クライアントが、どうしても今日中に返事を聞いてこいっていうもんだからサ」

　そのまま、平然とした足取りで部屋に入り、さっきまで俺が座っていたソファにどすんと腰を下ろす。俺おれは元どおりドアを閉めると、風ふ呂ろ場ばのほうを見そうになるのを懸けん命めいに堪こらえつつ部屋の隅すみのワゴン前に移動し、大型のピッチャーから新鮮なミルクを二つのグラスに注いだ。ソファセットに戻り、ローテーブルにミルクを置くと、《鼠ねずみ》は片方の眉まゆを持ち上げてにやっと笑った。

「キー坊にしては気が利きくナ。ひょっとして、眠り毒入りカ？」

「……ありゃプレイヤーには原理的に無効だろう。だいたい、圏内で眠らせたところで何もできないし」

　俺の指摘に、アルゴは一拍置いてから「まあ、そうだナ」と頷うなずいた。グラスを持ち上げ、一息に飲み干す。

「ごちそうサマ。飲み放題のわりには上等な味設定だナ。瓶びん詰づめして売ったらどうダ？」

「残念ながら、宿から持ち出すと五分で耐久値全損なんだなぁ、これが。しかも消えるんじゃなくてゲキマズな液体になるという……」

「ほー、そりゃ知らなかっタ。タダより怖いものはないナー」

　……というやり取りの間も、俺の胸中は「早く本題に入ってくれ！」の一念で満たされていたが、それを見抜かれたらどうなるか解わからない。何食わぬ顔で、テーブルに置きっぱなしだった《アルゴの攻略本・第一層ボス編》を持ち上げ、ぽんと叩たたく。

「タダと言えば、これだよ、これ。毎度お世話になっといて何だけど、俺この本、いつも五百コル出して買ってたんだけど……昨日の会議で、あのエギルって斧おの使いが、タダで配布されてるって言ってたよな？」

　少々恨うらみがましい口調でそう言うと、鼠はニシシと笑った。

「そりゃ、キー坊や他ほかのフロントランナーが初版を買ってくれた売り上げで、無料の二版を増刷してるわけだからナ。安心シロ、初版は奥おく付づけにアルゴ様の直筆サイン入りダ」

「…………なるほどね、そりゃ今後も買わないとな」

　──つまり、無む償しよう配布版は、アルゴなりの元ベータテスターとしての責任の取り方というわけなのだろうか。そのあたりを突っ込んで訊ききたいと思うものの、俺と鼠のあいだでさえ、ベータのひと言を口にするのはタブーという空気がある。いや、それ以前に、元テスターとして何らの貢献もしていない俺には訊く資格のないことかもしれない。

　一いつ瞬しゆん重くなった空気を、アルゴが金褐色の巻き毛を一振りして切り替えた。

「そんジャ、そろそろ本題に入らせてもらっていいかナ」

　どうぞどうぞどうぞ！　と無音で叫びつつ、俺は軽く頷く。

「まあ、依頼人がいるって時点で察しはついてると思うけどナー。例の、キー坊の剣を買いたいって話……今日中なら、三万九千八百コル出すそーダ」

「…………さ…………」

　サンキュッパ!?　と絶叫しそうになるのを危うく回かい避ひ。大きく一度深呼吸してから、数秒考え、口を開く。

「…………あんたを侮ぶ辱じよくするつもりはないけど……それ、何かの詐さ欺ぎじゃないのか？　どう考えても、四万コルは間尺に合わないよ。だって、素体の《アニールブレード》の相場が、確かいま一万五千くらいだろ？　それに二万足せば、ほぼ安全に＋６まで強化できるだけの素材アイテムも買えるはずだ。ちょっと時間はかかるかもしれないけど、三万五千コルで俺おれのと同じ剣が作れる計算だぞ」

「オレっちも、依頼人に三回そう言ったんだけどナ！」

　両手を広げるアルゴの顔にも、珍しく《わけ解わからん！》という表情が浮かんでいた。

　俺は腕を組むと、背中をソファに預け、しばし風ふ呂ろ場ばにまつわるエトセトラのことも忘れて懊おう悩のうした。この件で、俺が自分の金を減らすのはまったくもって業ごう腹はらだ。だが、疑問を放置しておくほうがもっと気持ち悪い。意を決し、アインクラッド最初の情報屋に告げる。

「……アルゴ、あんたのクライアントの名前に千五百コル出す。それ以上積み返すか、先方に確認してくれ」

「……わかっタ」

　鼠ねずみは頷うなずき、ウインドウを開くと、さすがの高速タイピングでインスタント・メッセージを飛ばした。

　一分後、戻ってきた返事を見てぴくっと片方の眉まゆを動かし、次いで大きく肩をすくめる。

「教えて構わないそーダ」

「………………」

　もはや何がなにやら、という心境で俺もウインドウを開くと、千五百コルをオブジェクト化した。出現した六枚のコインを、アルゴの前に積み重ねる。

　それをひょいっと指先で摘つまみ、一枚ずつぴんぴん弾はじいて自分のストレージに格納した鼠は、「確かに」と頷いてから──言った。

「……キー坊はもう、ソイツの顔と名前を知ってるヨ。昨日の会議で大暴れしたからナ」

「………………まさか…………キバオウ、か？」

　俺の囁ささやきに、鼠ははっきりとした動作で頷いた。

　──キバオウ。元ベータテスターに対して強烈な敵意を燃やす男。あいつが、四万コルもの大金を出して、俺の剣を？

　確かに、あいつの背中に吊つられていた武器は俺と同じ片手用直剣ワンハンド・ロングソードだった。しかし、俺とあいつは昨日が初対面のはずだ。しかるに、アルゴが今回の買い取り話を最初に持ちかけてきたのは、一週間も前のことなのだ……。

　千五百コルを対価として得た情報は、俺に更なる混乱をもたらしただけだった。ソファの上であぐらをかき、懸けん命めいに考え込む俺に向かって、アルゴが念押しするように言った。

「……今回も、剣の取引は不成立ってことでいいんだナ？」

「ああ…………」

　無論、値段にかかわらず愛剣を売る気は毛頭ない。半なかば自動的に頷うなずくと、鼠ねずみが音もなく立ち上がる気配が届く。

「そんじゃ、オレっちはこれで失礼するヨ。その攻略本、役立ててくれよナ」

「ああ…………」

「っと、帰る前に、悪いけど隣となりの部屋借りるヨ。夜装備に着替えたいカラ」

「ああ…………」

　──よくよく思い返してみれば、昨日の会議で、皆の前に出たキバオウが一いつ瞬しゆん俺おれの顔に眼めを留めたような気はした。ではあの視線は、俺を元ベータテスターと疑ったのではなく、俺の剣を見ていた……のか？　いや、あるいはその両方……？

　────って、待った。アルゴの奴やつ、いま何て言った？

　思考の八割をキバオウに持っていかれたまま、俺はぼんやりと顔を上げた。

　視界の片かた隅すみでは、アルゴがまさにドアノブを回したところだった。外廊下に繫つながるメインのドアでも、東の壁かべにある寝室のドアでもなく──バスルームのプレートが下がるドアの。

　呆ぼう然ぜんと見守る俺の視線の先で、鼠の小柄な姿がするりと風ふ呂ろ場ばに消えた。

　三秒後──。

「わあア!?」

　という驚きよう声せいと、

「…………きゃあああああああ!!」

　という凄すさまじい悲ひ鳴めいが、屋や敷しき全体を震動させた。直後、ドアから飛び出してくる、アルゴではないプレイヤー。

　その後の記憶はない。
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　十二月四日、日曜日、午前十時。

　このデスゲームが開始されたのが十一月六日日曜日の午後一時なので、あと三時間でぴったり四週間が経過することになる。

　最初にログアウトボタンの消滅に気付いた時、俺おれはそれをシステム障害だと思い、長くても数十分で《外》に出られるだろうと考えた。その後、顔のないゲームマスターに扮ふんした茅かや場ば晶あき彦ひこにアインクラッド全百層の踏とう破はという解放条件を突きつけられ、漠然と百日間という幽閉期間を予想した。平均すれば一日で一層をクリアできるだろうという計算だ。

　それがよもや──四週間経たっても、第二層にすら辿たどり着けないとは。

　己おのれの甘すぎる目算を笑うしかないが、しかし今日のボス攻略戦の結果次第では、解放までの時間を云うん々ぬんするどころではない状況に叩たたき落とされる。今トールバーナの噴ふん水すい広場に集合しつつある四十四人のプレイヤーは、現時点で望み得る最高の戦力をかき集めた集団と言っていいだろう。このメンバーが万が一全滅、いや半はん壊かいでもすれば、その噂うわさはあっという間にはじまりの街にまで伝わり、《ＳＡＯはクリア不可能》という諦てい念ねんが第一層を覆おおい尽くすに違いない。二回目の攻略部隊を再編成するのにどれほどの時間がかかるか──あるいは、二度とボスに挑戦できないということすらあり得る。レベルを上げて再戦しようにも、第一層のモンスターではもう経験値効率が事実上の限界に達してしまっているのだ。

　全すべては、ボスモンスターたる《イルファング・ザ・コボルドロード》の強さがベータテスト時から変更されているかどうかにかかっている。俺が記憶しているコボルド王のままなら、一レイドでもこのレベル、この装備を以もつて当たれば死者ゼロで倒すことは決して不可能ではない。あとは、本物の命を賭とした戦いで、皆が最後まで冷静に連れん携けいを保てれば……。

　脳裏で過熱気味な思考を巡らせながら、ふと隣となりに立つプレイヤーを見た俺は、短く息を吸い込んでから、それを苦笑に変えて吐き出した。

　レイピア使い《アスナ》の、フードに半なかば隠された横顔は、一昨日おとといの朝に迷宮区で初めて見たときと何ら変わりなく思えた。流れ星の儚はかなさと、鋼鉄の鋭するどさが同居するその佇たたずまい。彼女に比べれば、俺のほうがよっぽど浮き足立っている。

　視線を向け続けていると、不意にアスナがぎろりと睨にらみ返してきた。

「…………何見てるの」

　かすかな、しかし迫力満点の囁ささやき声に、ぷるぷる首を横に振る。彼女が朝からご機き嫌げん斜めな理由は、思い出したら腐り牛乳を樽たる一個ぶん飲ませると宣言されているので思い出せない。

「な、なんでもない」

　工夫のない言葉を口にする俺に、アスナは再度レイピアの切っ先にも似た一いち瞥べつを呉くれてから、ぷいっと後ろを向いてしまった。こんなことで今日の作戦は大丈夫だろうか、まあ俺おれと彼女はナンバリングすらされてないおまけパーティーではあるけど、などと考えたその時──。

「おい」

　後ろから、友好的とは言い難がたい声が聞こえ、俺は振り向いた。

　立っていたのは、茶色の短髪をトゲトゲに逆立てた男性プレイヤーだった。思わずぎょっと体を仰のけ反ぞらせてしまう。今日、他ほかの誰だれが声を掛けてきても、こいつだけは俺と顔を合わせるまいと思っていたからだ。この男──キバオウだけは。

　啞あ然ぜんとする俺を、やや低い位置から剣けん吞のん極きわまる目つきで睨ねめ付けたキバオウは、いっそう低い声で言った。

「ええか、今日はずっと後ろに引っ込んどれよ。ジブンらは、わいのパーティーのサポ役なんやからな」

「………………」

　決して口上じよう手ずではない俺だが、これには反応のしようもない。何せこの男は、昨日俺に四万コルという大金での買い取りをあっさり断られ、しかも代理人を立ててまで隠していた名前を知られるという、常識的には大変気まずい目に遭あったばかりなのだ。逆の立場なら、半径二十メートル以内には絶対近寄りたくない。

　なのに、キバオウの態度は、俺のほうが萎い縮しゆくして当然と言わんがばかりだ。憎々しげに頰ほおを歪ゆがめた顔をもう一段階突き出し、吐き捨てる。

「大人しく、わいらが狩り漏もらした雑ざ魚こコボルドの相手だけしとれや」

　おまけに仮想の唾つばをぺっと地面に叩たたき付けて、キバオウはようやく身を翻ひるがえした。仲間のＥパーティーのほうにのしのし戻っていく背中を、俺は相変わらず呆ぼう然ぜんと眺め続けたが、隣となりで響ひびいた声にはっと我に返った。

「……何、あれ」

　もちろん、《ジブンら》の片割れことアスナさんだ。視線は、先刻俺に向けたものの三割増しで怖い。

「さ、さあ……。ソロプレイヤーは調子乗んなってことかな……」

　深く考えずに発した言葉だったが、俺はふと思いつき、内心で付け足した。

　──あるいは、元ベータテスターは調子に乗るな、か。

　もしそれが事実なら、あの態度からして、キバオウは俺がベータ出身だということをほぼ確信しているに違いない。だが──何を根拠に？　いかな鼠ねずみのアルゴでも、誰だれかが元テスターだという情報だけは絶対に商売のネタにはしない。そして俺はこれまで、誰に対してもベータのベの字も口にしたことはない。

　再び、昨日も感じた気持ち悪さに苛さいなまれながら、俺は遠ざかるキバオウの背中を眺め続けた。

「…………え……？」

　そして、ふとあることに気付き、声を漏もらした。

　あの男は昨日、四万コルという大金を積んで、俺おれのアニールブレード＋６を買おうとした。これだけは確かな事実だ。そしてその目的はもちろん今日のボス戦で使うことだろう。丈夫さデユラビリテイに３振っているせいで更に重くなっているあの剣をいきなり使いこなせるかどうかはともかく、強力な武器を得て大舞ぶ台たいで活かつ躍やくし、発言力やリーダー力を増やしたいという動機は解わからなくもない。

　しかし、だとすれば、今日この時点までに、彼は四万コルで別口の武器防具を新調していなくてはならない。

　なのに、今キバオウが着ているスケイルメイルや、背中に吊つっているワンハンドソードは、昨日の会議で装備していたものそのままなのだ。質の悪い武器ではないが、四万もあればずっと強い装備に更新できるはずだし、その時間は充分にあった。事実、隣となりのアスナの腰に下がる細剣は、俺の助言によって昨夜のうちに店売りの《アイアン・レイピア》から、ドロップ品の《ウインドフルーレ＋４》にグレードアップしている。今日の戦せん闘とうの流れ如何いかんでは死ぬかもしれないというのに、四万コルもの金をストレージに抱えたままでいることにどんな意味があるのか……。

　──しかし、俺の思考は、そこで堰せき止められた。

　いつのまにか、例の噴ふん水すいの縁ふちに立っていた青髪の騎士ナイトディアベルが、さすがに耳慣れた美声を張り上げたのだ。

「みんな、いきなりだけど──ありがとう！　たった今、全パーティー四十四人が、一人も欠けずに集まった!!」

　途と端たん、うおおっという歓かん声せいが広場を揺らす。次いで、滝のような拍手。俺もやむなく推察を中断し、手を叩たたく。

　一同を笑顔で見回してから、騎士はぐっと右拳こぶしを突き出し、更に叫んだ。

「今だから言うけど、オレ、実は一人でも欠けたら今日は作戦を中止しようって思ってた！　でも……そんな心配、みんなへの侮ぶ辱じよくだったな！　オレ、すげー嬉うれしいよ……こんな、最高のレイドが組めて……。まあ、人数は上限にちょっと足りないけどさ！」

　笑う者、口笛を吹き鳴らす者、同じように右手を突き出す者。

　ディアベルのリーダーシップに、今更ケチをつけるつもりはない。しかし、俺は内心、少しばかり盛り上げすぎではないかと思わずにいられなかった。緊きん張ちようが過ぎれば恐怖という毒になるように、楽観も過ぎると油断を生む。ベータ時代なら勢い余っての潰かい走そうも笑い話だったが、今は一つの失敗が一人の死に繫つながりかねない状況だ。むしろ引き締しめすぎくらいでちょうどいいのではないだろうか。

　そんなことを思いつつ後方から集団を見回すと、Ｂ隊リーダーの両手斧おの使いエギルほか数人が、厳きびしい表情で腕組みしているのが見えた。いざという時は彼らが頼りになるだろう。Ｅ隊のキバオウは、俺おれに背中を向けたままで表情が見えない。

　皆がひとしきり喚わめいたところで、ディアベルはようやく両手を掲げて歓かん声せいを抑えた。

「みんな……もう、オレから言うことはたった一つだ！」

　右手を左腰に走らせ、銀色の長剣を音高く抜きはなち──。

「…………勝とうぜ!!」

　湧わき起こった巨大な鬨ときの声は、四週間前、はじまりの街の中央広場に満ち溢あふれた一万人のプレイヤーの絶叫とほんの少しだけ似ているように俺には思えた。
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　トールバーナの町から迷宮区タワーまでの大人数による行程は、アスナの記憶の一部をちくちくと刺し激げきした。数分考え、ようやく思い出す。

　今年の一月に行った修学旅行だ。行き先はオーストラリアのクイーンズランド。真冬の東京からいきなり夏真っ盛りのゴールドコーストに放り込まれた同級生たちのテンションは天井知らずに上がり、どこに行くにもお祭り騒さわぎだったものだ。

　状況は何もかも──それこそたった一つの共通点すらないほどに異なっているのに、樹下の道を行く四十数人の雰囲気は、あの時の生徒たちととてもよく似ている。尽きせぬお喋しやべり、頻ひん繁ぱんに爆ばく発はつする笑い声、唯一の違いは、時々左右の森から襲おそいかかってくるモンスターの存在だろうか。もっとも、それも腕自慢が寄ってたかって瞬しゆん殺さつなのだが。

　隊列の最後尾を歩きながら、アスナは隣となりの片手剣士に、昨夜の惨さん劇げきのこともいっとき忘れて話し掛けた。

「……ねえ、あなたは、ここに来る前も他ほかのエ……、ＭＭＯゲーム？　っていうの、やってたんでしょう？」

「ん……あ、ああ、まあね」

　いまだ萎い縮しゆくした感じながらも、黒髪が上下に揺れる。

「他のゲームも、移動の時ってこんな感じなの？　何て言うか……遠足みたいな……」

「……はは、遠足は良かったな」

　短く笑ってから、剣士はひょいと肩をすくめた。

「残念ながら、他のタイトルじゃとてもこうはいかなかったよ。だって、フルダイブ型じゃないゲームは、移動するのにキーボードなりマウスなりコントローラを操そう作さしなきゃならないからさ。チャット窓に発言を打ち込んでる余裕はなかなかない」

「……ああ、なるほど……」

「まあ、ボイスチャット搭とう載さいのゲームはその限りじゃないだろうけど、俺おれはそういうのやってなかったからな」

「ふうん」

　平面のモニタ内で、無言のダッシュを続けるゲームキャラクター集団の図をしばし想像してから、アスナは再度呟つぶやいた。

「……本物は、どんな感じなのかしら」

「へ？　ほ、本物？」

　怪け訝げんそうな視線を向けてくる片手剣士に、脳裏に描かれるイメージをそのまま説明する。

「だから……こういうファンタジー世界がほんとにあったとして……そこを冒険する剣士とか魔ま法ほう使つかいとかの一団が、恐ろしい怪物の親玉を倒しに行くとして。道中彼らは、どんな話をするのか……それとも押し黙だまって歩くのか。そういう話」

「………………」

　剣士が妙な間を作って押し黙るので、そちらをちらりと見てから、アスナはようやく自分が大変に子供っぽい疑問を口にしていたことを意識した。反射的に顔をそむけ、「やっぱりどうでもいい」と話を切ろうとした、その寸前。

「死か栄光への道行き、か」

　静かな呟きが右耳に届く。

「それを日常として生きている人たちなら……たぶん、晩飯を食べにレストランに行く時と一緒なんじゃないかな。喋しやべりたいことがあれば喋るし、なければ黙る。このボス攻略レイドも、いずれはそんなふうになると思うよ。ボスへの挑戦を、日常にできればね」

「……ふふ、ふ」

　剣士の言葉が素直におかしくて、アスナは小さく笑ってしまった。すぐに、半なかば言い訳気味に続ける。

「笑って御免なさい。でも……変なこと言うんだもの。この世界は究極の非日常なのに、その中で日常だなんて」

「はは……、確かにそうだ」

　同じように笑ってから、剣士は静かに言った。

「でもな、今日でもう丸四週間だよ。仮に今日、一層のボスが倒せたとしても、その上にはまだ九十九層も残ってる。俺おれは……二年、いや三年はかかると覚悟した。それだけ続けば、非日常も日常になるさ」

　その言葉は、かつてのアスナには巨大な絶望と衝しよう撃げきを与えただろう。だが今は、諦てい念ねんが乾いた風になって胸を吹き過ぎるのみだった。

「…………強いのね。わたしには、とても無理だわ。この世界で何年も生き続けるのは……今日の戦せん闘とうで死ぬことよりずっと怖く思えるから」

　すると剣士は、短く視線を向けてきた後、両手を灰色コートのポケットに突っ込み、ぼそりと言った。

「上の層まで辿たどり着ければ、もっと凄すごい風ふ呂ろがあるのになー」

「…………ほ、ほんとに？」

　思わず訊きき返してしまってから、ハッと気付く。ぶり返そうとする羞しゆう恥ちを蹴けり飛ばし、声を低めて宣言する。

「……思い出したわね。腐った牛乳ひと樽たる、ほんとに飲ませるからね」

「なら、少なくとも今日は生きて帰らないとな」

　そう切り返し、剣士はニヤリと笑った。
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　午前十一時、迷宮区到着。

　午後十二時半、最上階踏とう破は。

　とりあえず、ここまで死者が出なかったことに、俺はこっそり胸をなで下ろした。何せ、四十八人フルレイドパーティーに近い人数での行軍は、この場の大部分が初体験のはずなのだ。当世界では、《初めて》がつく行為は例外なく事故の危険を内包している。

　実際、三度ばかりひやっとする場面もあった。長槍スピアや斧槍ハルバードといった長モノ装備者ばかりを集めたＦ隊、Ｇ隊が、通路の横道から近接攻撃タイプのコボルドの奇き襲しゆうを受けた時などだ。ＳＡＯでは、混戦中に武器がプレイヤーに偶発ヒットしてしまってもダメージはない（イコール犯罪者にもならない）が、障害物接触扱いで通常攻撃もソードスキルも停止する。長モノは当然ながらその危険性が高いため、近接モンスターに奇襲されるのは相当にヤバい。

　そんな小ピンチに、しかし騎士ナイトディアベルは的確な指揮能力を見せた。部隊のリーダー一人を残して周囲の全員を大胆に下がらせ、重めのソードスキルを使わせてモンスターをノックバック、すかさず近距離武器装備のメンバーとスイッチ。日ひ頃ごろからリーダー職に慣れていなければとてもできることではない。

　そういう意味では、ソロプレイヤーの俺おれが出発前に「盛り上げ過ぎじゃないの」などと危き惧ぐしたのは誠に僭せん越えつだったと言えよう。ディアベルにはディアベルのリーダー哲学があるはずであり、事ここに至ればもうそれを全面的に信頼するのがレイドメンバーの義務だ。

　──などと認識を改めつつ、俺はついに姿を現した巨大な二枚扉を、集団の後方からややつま先立ちになって仰ぎ見た。

　灰色の石材表面には、恐ろしげな獣じゆう頭とう人身の怪物がレリーフされている。コボルドと言えば、他ほかのＭＭＯでは雑ざ魚こ中の雑魚モンスターだが、ことＳＡＯに限っては亜人型デミヒユーマンというだけで侮あなどりがたい強敵だ。なぜなら奴やつらは剣や斧おのほかの武器を操あやつる能力を持ち、ということはすなわちソードスキルをも使いこなす。通常攻こう撃げきを遥はるかに上回るスピード、威力、そして命中補正を付与された《剣技》は、たとえ最初等技でも無防備状態でクリティカルに喰くらうとＨＰゲージをとんでもない量持っていかれるのだ。隣となりに立つレイピア使いのアスナが、《リニアー》一つだけで迷宮区最上部まで到達できたことが、ソードスキルの強さ、恐ろしさを証明している……。

「……ちょっといいか」

　俺はアスナに身を寄せると、声を低めて囁ささやいた。

「今日の戦せん闘とうで俺たちが相手する《ルインコボルド・センチネル》は、ボス取り巻きの雑魚扱いだけど充分に強敵だ。昨日もざっと説明したけど、頭と胴体の大部分を金属鎧よろいでがっちり守ってるから、あんたの《リニアー》もただ撃うったんじゃ徹とおらない」

　するとフェンサーは、フードの奥から鋭するどい視線を返しつつ頷うなずいた。

「解わかってる。貫つらぬけるのは喉のど元もと一点だけ、でしょ」

「そうだ。俺が奴らの長柄斧ポールアツクスをソードスキルで跳ね上げさせるから、すかさずスイッチで飛び込んでくれ」

　こくり、と頷き大扉に向き直るアスナの横顔を、俺は更に数秒見詰め続けた。

　どこでどんなふうに死のうと、早いか遅いかだけの違い。

　初めて出会った時、彼女は俺にそう言った。その言葉を証明させるわけにはいかない。アスナの《リニアー》は、当人すらも気付いていないであろう彼女の天てん稟ぴんを鮮あざやかに示している。全すべての流星が、大気圏中で燃え尽きて消えるわけではないのだ。身を焼く炎に耐たえ、地上にまで達する星だってある。

　今日の戦いを生き残れば、アスナはきっと誰だれよりも速く誰よりも美しい剣士としていつかアインクラッド中にその名を轟とどろかすだろう。恐怖と絶望に挫くじかれかけた数多あまたのプレイヤーたちを、流星の輝きで照らし導みちびくだろう。俺にはその確信がある。そしてその役目は、元ベータテスターという烙らく印いんを負った俺には決して果たせないものだ。

　一つの決意をぐっと吞のみ込み、俺も正面を向いた。前方では、ディアベルが、七つのパーティーを綺き麗れいに並ばせ終えたところだった。

　さしもの騎士ナイト様も、この場所で「勝とうぜ！」をやるわけにはいかない。人型モンスターはシャウトにも反応して寄ってくるからだ。

　代わりにディアベルは、銀の長剣を高々と掲げると、大きく一度頷うなずいた。四十三人のレイドメンバーも、同じようにそれぞれの武器をかざし、頷き返した。

　青いロングヘアをなびかせて振り向き、騎士ナイトは左手を大扉の中央に当てて──

「────行くぞ！」

　短くひと言だけ叫び、思い切り押し開けた。




　こんなに広かっただろうか。

　ほぼ四ヶ月ぶりに第一層迷宮区ボス部屋を見て、俺おれはまずそう感じた。

　奥に向かって延びる、長方形の空間だ。左右の幅はおよそ二十メートル、扉から奥の壁かべまでが百メートル。二十階はもうボス部屋以外ほぼマッピングされているのだから、その数値的サイズは地図の空白エリアを見れば割り出せるのだが、それでも実際目にすると数字を遥はるかに超える奥行きを感じる。

　この距離が、大いにクセモノなのだ。

　アインクラッドのボス部屋は、戦せん闘とうが開始されても大扉が閉まったりはしない。だから敗色濃のう厚こうとなった場合は全滅を待たずに逃走することは可能なのだが、ただ後ろを向いてダッシュするだけでは長射程ソードスキルを背中に喰くらって行デ動イ遅レ延イ、へたすると行動不能スタンだ。ゆえに体はボスに向けたまま後退せねばならないのだが、いざその状況になると百メートルが無限に思えるほど長い。瞬しゆん間かん的なテレポートが可能となる《転移結晶》を入手できる上層階のボス戦のほうが、いっそ撤てつ退たいは楽かもしれない。まあ、結晶は途と轍てつもなく高価なので、撤退後の赤字額が激げき増ぞうするのも確かだが。

　そんなことを考えていると、ほぼ暗くら闇やみに沈んでいたボス部屋の左右の壁で、ぼっと音を立てて粗雑な松たい明まつが燃え上がった。ぼっ、ぼっ、と松明は次々に奥へ向かって数を増やしていく。

　光源がジェネレートされるにつれ、内部の明度ガンマも上昇する。ひび割れた石床や壁。その各所に飾られた大小無数のドクロ。部屋の最奥部には粗雑かつ巨大な玉ぎよく座ざが設もうけられ、そこに坐ざする何者かのシルエット──。

　騎士ディアベルが、高く掲げたままの長剣を、さっと前に振り下ろした。

　それを合図に、総勢四十四名からなるボスモンスター攻略部隊は、盛大な鬨ときの声を上げつつ一気に大部屋へと雪な崩だれ込んだ。




　まず最前列で突進したのは、鉄板じみたヒーターシールドを掲げる戦槌ハンマー使いと、彼に率いられるＡ隊だ。その左斜め後方を、斧おの戦士エギル率いるＢ隊が追う。右には、ディアベルと彼の仲間五人によるＣ隊と、長身の両手剣使いがリーダーのＤ隊。更にその後ろを、キバオウ率いる遊ゆう撃げき用Ｅ隊と、長柄武器ポールアーム装備のＦ隊、Ｇ隊が三パーティーで並走する。

　そして一番しんがりに、オマケ部隊の二人──。

　Ａ隊リーダーと玉ぎよく座ざとの距離が二十メートルを切ったその瞬しゆん間かん、それまで微動だにしなかった巨大なシルエットが猛然と跳んだ。空中でぐるりと一回転し、地じ響ひびきとともに着地。オオカミを思わせるあぎとをいっぱいに開き、吼ほえる。

「グルルラアアアアッ!!」

　獣じゆう人じんの王、《イルファング・ザ・コボルドロード》の外見は、全すべて俺おれの記憶にあるとおりだった。青灰色の毛皮をまとった、二メートルを軽く超える逞たくましい体たい軀く。血に飢えた赤金色に爛らん々らんと輝く隻せき眼がん。右手に骨を削って作った斧おの、左手には革を貼はり合わせたバックラーを携たずさえ、腰の後ろには差し渡し一メートル半はあろうという湾刀タルワールを差している。

　コボルドロードは、右手の骨こつ斧ぷを高々と振りかざすと、Ａ隊リーダーに向けて力任せに叩たたき付けた。分厚いヒーターシールドがそれを受け止め、眩まばゆいライトエフェクトと強烈な衝しよう撃げき音が広間を揺らした。

　その音が合図だったかのように、左右の壁の高い所にいくつも開いた穴から、三匹の重武装モンスターが飛び降りてくる。取り巻きの《ルインコボルド・センチネル》だ。キバオウ率いるＥ隊と、それを支援するＧ隊が三匹に飛びかかり、タゲを取る。俺とアスナは顔を見合わせると、いちばん近くのセンチネルに向かってダッシュした。

　こうして、十二月四日午後十二時四十分、ついに最初の対ボスモンスター戦せん闘とうが開始された。

《イルファング》のＨＰゲージは四段。三段目までは右手の斧と左手の盾たてを武器に戦うが、四段目に突入するとそれらを捨て、腰のタルワールを抜く。そこで攻撃パターンががらっと変わるのが最大の難なん関かんだが、アルゴの攻略本にはそれも余さず書いてあった。最初の骨斧はもちろん、タルワールに切り替わってから放たれるソードスキルの種類と対処法は昨日の会議できっちり確認済みだ。

　Ｅ隊Ｇ隊からこぼれてきた《センチネル》の相手をしつつ、俺は視界の端はしで最前線の様子も捉とらえ続けたが、戦術が破は綻たんする気配は感じ取れなかった。壁タンク部隊と攻撃アタツク部隊のスイッチ及びＰＯＴローテーションは充分に余裕があるようだし、視界の左端に小さく表示されている各レイドパーティーの平均ＨＰ残量も八割あたりで安定している。

　頼む、このまま──、このまま行かせてくれ。

　ソロで戦っている時はまるでしないことだが、俺は全身全ぜん霊れいで何者かにそう祈った。










　　　12




　迷宮区タワーのほとんど一番奥から、気絶した自分を（手段は不明なれど）助け出したという時点で、黒髪の片手剣士は相当な実力者なのだろうと予想はしていた。

　しかし、初めて彼の戦いぶりを見て、アスナはそんな評価ではまったく足りなかったことを思い知らされた。

　──強い。

　いや、強いのひと言では片付けられない何かが、彼の戦せん闘とうにはある。パワーやスピードといった尺度を超越した、《先の次元》を感じさせる何かが。

　それが何なのかを、ネットゲームもフルダイブ環かん境きようもまるで門外漢なアスナにはなかなか言葉にできない。しかし敢あえて表現するなら、最適化された感じ、だろうか。あらゆる動作から無駄が排除され、それゆえに技は速く、剣は重い。重武装のコボルド衛えい兵へいが振り回す恐ろしげな長斧ハルバードを、一いつ瞬しゆんの斬ざん撃げきで遥はるか上空にまで弾はじき返し、「スイッチ！」のひと言とともにふわりと飛び退のく。代わりにアスナがコボルドの前に飛び込んでも、敵はまだ激はげしく仰のけ反ぞったままで、がら空きになった喉のど元もとの弱点に《リニアー》を撃うち込むのは実に簡単だった。

　最初に出会った時、彼が言った言葉を今更ながら思い出す。『あんたの攻撃はオーバーキルすぎる、効率が悪い』という指摘に、アスナは『過剰で何か問題があるのか』と答えた。今となれば、問題は大ありだったと言わねばならない。無駄を省はぶけば余裕が生まれ、余裕は視野を広くする。《護衛兵センチネル》はあの時戦っていた《突撃兵トルーパー》よりずっと強いはずなのに、アスナの眼めには怪物の一挙手一投足がはっきりと見える──。

　喉の急所に《リニアー》を撃ち込まれたコボルド衛兵のＨＰゲージが、わずかに残った。以前のアスナなら、敵の反撃を待ってぎりぎりの間合いで躱かわし、次の《リニアー》を放っただろう。だがそれは無駄な過剰殺傷オーバーキルだ。ソードスキルを放った後の硬直が解けるや否いなや、同じ場所を最小限の動きでちくっと突く。それで敵のＨＰはきっちりゼロになり、青い破片を撒まき散らして消滅。

「ＧＪグツジヨブ」

　背後で、黒髪の剣士が小さく囁ささやいた。何の略かは解わからなかったが、とりあえず「そっちも」と言っておく。

　その時、ボスコボルドの最初のＨＰゲージが消えた。最前列でディアベルが「二本目！」と叫び、壁かべの穴から追加の《センチネル》が飛び降りてくる。

　自分たちはオマケ部隊だということも忘れ、アスナはパートナーと一緒に手近な一匹に向かってダッシュした。右手に握った剣はゆうべ新調したばかりだがしっくりと掌てのひらに馴な染じみ、技を放つ時の手て応ごたえも明確。まるで、革が巻かれた握りから、鋭するどく煌きらめく切っ先までもが自分の腕の一部のようだ。

　──これがこの世界の《戦い》だとするなら、わたしが昨日までしていたのは似て非なる何かだった。

　──きっと、まだまだ《この先》があるのだ。隣となりを走る剣士は、その道のずっとずっと先を行っている。この世界は仮想の幻まぼろしで、あらゆる行いは偽にせ物ものだけれど……でも……でもきっと、この気持ちは真実だ。彼の見ているものをわたしも見たい、という。

　衛えい兵へいが振り下ろした斧おのを、剣士が高々と打ち返した。次の瞬しゆん間かん、アスナは自みずから「スイッチ！」と叫び、愛剣とともに敵に向かって飛び込んだ。
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　コボルドの王とその衛えい兵へい対プレイヤー四十四人の戦いは、俺おれの予想を上回る順調さで推移した。

　ディアベルのＣ隊が一本目のＨＰゲージを、Ｄ隊が二本目のゲージを削り、現在はＦ隊Ｇ隊がメイン火力になって三本目を半減させている。ここまで、壁タンク役のＡ隊Ｂ隊メンバーが何度かＨＰを黄半色減くさせた程度で、赤の危険域にまで落ちたことは一度もない。取り巻きの重装兵も、Ｅ隊とオマケ二人で余裕を持って処理できたので、途中からＧ隊をメイン戦場の支援に回したほどだ。

　ことに目覚ましいのは、レイピア使いアスナの奮ふん戦せんだった。出会った時に俺を驚きよう嘆たんさせた剣技《リニアー》は、より強力な剣を得て鋭するどさを増し、衛兵コボルドの喉のど元もとに唯一存在する弱点を正確に貫つらぬく。技の初動からダメージ発生までの時間は、システムアシスト任せに撃うった場合の半分近いのではないか。ベータ時代からソードスキルの意図的ブーストを練習している俺でも、ことスピードだけを見ればあそこまでの加速は覚おぼ束つかない。

　技一つしか知らない初心者状態でこれなのだ。今後知識を増やしセンスを磨みがけばいったいどこまで伸びるのか、想像するだけで背中がぞくりとする。

　叶かなうなら、その成長を傍そばで見続けたい──という気持ちが頭をもたげかけたが、しかし俺おれはそれを無む理り矢や理りに胸の奥に押し込めた。一ヶ月前、利己的なソロプレイヤーとしてこの世界を生き抜くと決めたあの日から、俺に他人との繫つながりを求める資格はない。この世界で最初にできた友人クラインは、いまだはじまりの街周辺で、仲間全員を生き延びさせるために慎重なレベリングを続けているはずなのだから……。

　苦にがい思考を巡らせる俺の視線の先で、アスナが二匹目の獲え物ものにとどめを刺した。《ルインコボルド・センチネル》はこの場所でしか湧わかない言わばレアモンスターなので、ボスほどではないものの大量の経験値と金コル、アイテムを落とす。そのうちお金だけはレイド全員で自動均等分配されてしまうが、経験値は共きよう闘とうで倒した俺とアスナだけに入るし、ドロップアイテムは最後の一いち撃げきを命中させたアスナに確率ボーナスが与えられる。

　だから、同じくセンチネル担当のＥ隊リーダー・キバオウあたりは、本音を言えば全部自分たちだけで倒したいだろう。しかし、俺とアスナのおまけコンビは、六人フルパーティーのＥ隊より遥はるかに速くターゲットを倒している。これならさしもの彼も文句は言えまい──

　と考えた瞬しゆん間かん。背後で、まさにそのキバオウの声がひそっと響ひびいた。

「アテが外れたやろ。ええ気味や」

「…………なんだって？」

　意味が解わからず、振り向きざまにそう声を上げる。三ターン目に湧いたセンチネル三匹は、残る二匹もほぼ倒されつつあるので、次の湧きまでなら会話する隙すきもありそうだ。サボテン頭の片ソ手ー剣ド使マいンは、眉まゆをひそめる俺を睨ねめ付けると、ややボリュームを上げて吐き捨てた。

「ヘタな芝居すなや。こっちはもう知っとんのや、ジブンがこのボス攻略部隊に潜もぐり込んだ動機っちゅうやつをな」

「動機……だと？　ボスを倒すこと以外に、何があるって言うんだ？」

「何や、開き直りかい。まさにそれを狙ねろうとったんやろが！」

　この会話は、恐らく前提部分が嚙かみ合っていない。異様なもどかしさに思わず歯嚙みする俺に、キバオウは、ついに核心的なひと言を告げた。

「わいは知っとんのや。ちゃーんと聞かされとんのやで……あんたが昔、汚い立ち回りでボスのＬＡを取りまくっとったことをな！」

「な………………」

　────ＬＡ。止めの一撃ラストアタツク。

　確かに俺は、かつて数多あまたのボス戦で、敵のＨＰゲージ残量を測りつつ最大威力のソードスキルを叩たたき込み、ＬＡボーナスを取ることを得意としていた。だがそれは、この世界での話ではない。以前、たった一ヶ月だけ存在したもう一つの浮遊城──《ソードアート・オンライン・クローズド・ベータテスト》に於おいてのことだ。

　キバオウは、俺が元テスターだったことはおろか、当時のプレイスタイルまで知ち悉しつしている。だが、待て。この男は今確かに、『聞いとるで』と言った。それはつまり、伝聞情報だということだ。いったい誰だれから…………

　その時、二回目の電でん撃げき的な洞察が俺おれを撃うった。

　キバオウはこの一週間、情報屋・鼠ねずみのアルゴを通じて、大金を積んで俺の《アニールブレード＋６》を買い取ろうとした。昨日は提示額をついに市価を上回る四万コルにまで吊つり上げ、しかし俺が最終的な拒絶を伝えても、その金を他ほかに遣つかおうとしかなった。

　否いな。遣えなかったのだ。なぜなら、彼の金ではなかったから。

　アルゴだけでなく、キバオウ自身もまた代理人なのだ。だから、買い取りを断られた翌日も、平然と俺に話しかけられた。

　真の依頼人は他にいる。四万コルの出所はそいつだ。アルゴとの間にもう一人置けば、俺がいくら情報料を積んでも、本当の出資人の名前は買えない。

　その黒幕は、キバオウにベータ時代の情報を与え、元テスターへの敵意を煽あおって操あやつった。だとすれば、そいつの狙ねらいは、《アニールブレード＋６》を得て自分の攻撃力を増すことではない。いや、それもあっただろうが主眼は別だ。俺──キリトの攻撃力を削そぐこと。弱体化させ、かつての得意技だったＬＡボーナス獲かく得とくを妨げること──。

「…………キバオウ。あんたにその話をした奴やつは、どうやってベータテスト時代の情報を入手したんだ」

「決まっとるやろ。えろう大金積んで、《鼠》からベータ時代のネタを買ったっちゅうとったわ。攻略部隊に紛まぎれ込むハイエナを割り出すためにな」

　────噓うそだ。アルゴは、たとえ自分のステータスは売っても、ベータテストに関連する情報は絶対に売らない。

　俺がきつく奥歯を嚙かみ締しめたのとほぼ同時に、前線のほうで、おおっしゃ！　というような歓かん声せいが弾はじけた。ボスの長大な四段ＨＰゲージが、ついに最後の一本に突入したのだ。

　俺は吸い寄せられるようにそちらを見た。三本目のゲージを削ったポールウェポン部隊のＦ・Ｇ隊が後退し、代わりに全回復を終えたＣ隊がボスに向かって突進していくところだった。パーティーリーダーにしてこのレイドそのものの司令官、騎士ナイトディアベルの青髪が、ダンジョンの薄うす闇やみの中でも鮮あざやかに煌きらめいた。

「ウグルゥオオオオオオオオ────!!」

《イルファング・ザ・コボルドロード》が、ひときわ猛たけ々だけしい雄お叫たけびを放つ。同時に、壁かべの穴から最後の《ルインコボルド・センチネル》三匹が飛び出してくる。

「……雑ざ魚こコボ、もう一匹くれたるわ。あんじょうＬＡ取りや」

　憎しみの滴したたる声でそう告げると、キバオウはＥ隊の仲間のもとへと走っていった。

　いまだ醒さめやらぬ衝しよう撃げきと混乱を感じながら、俺もやむなく身を翻ひるがえし、少し離れたところに立つアスナと合流した。

「…………何を話してたの？」

　小声で訊きいてくるが、今は首を横に振ることしかできない。

「いや……。──まずは、敵を倒そう」

「…………ええ」

　短いやり取りの後、こちらに突っ込んでくるセンチネル一匹に剣を向ける。

　刹せつ那な──。

　不意に、《何か》を感じた俺おれは、メイン戦場のほうに一いつ瞬しゆんだけ視線を向けた。

　コボルド王が、右手に持っていた骨こつ斧ぷ、左手に構えていた革盾たてを同時に投げ捨てたところだった。もう一度高らかに吼ほえ、右手を腰の後ろに持って行く。ぼろ布が粗雑に巻かれた柄つかを握り、凶悪に長い湾刀タルワールをぞろりと引き抜く。

　ベータの初期に、何度も見た攻こう撃げきパターン変更モーションだ。ここからは死ぬまで曲刀カテゴリのソードスキルだけを使う。バーサク状態で荒ぶる様は恐ろしいが、実は対処そのものは今までよりやりやすい。使う技が直線長射程の縦たて斬ぎり系ばかりなので、技発動時の軌道をしっかり把握すれば、ボスに貼はり付いたままでも回かい避ひ可能なのだ。

　ディアベルの指示で、Ｃ隊の六人が、ボスの周囲をぐるりと取り巻いた。横よこ薙なぎ攻撃のある骨斧装備時には取れないフォーメーション。まったく、事前に薄うすい攻略本を読んだだけとは到底思えない、見事なまでに的確な指示だ。あとはもうあの六人で、タルワールの振り下ろしを避よけつつ斬りまくってトドメまで…………

「………………う……？」

　喉のどの奥から、無意識の声が漏もれた。

　キバオウに四万コルという大金を託し、俺の剣を買い取らせようとしたプレイヤーＸの目的は、俺がコボルド王のＬＡを取ることを妨害すること。俺は先刻そう推測した。剣は奪えなかったものの、Ｘの目的はほぼ達成されている。俺はレイドのおまけ部隊としてセンチネルの相手だけをせねばならず、ボスの半径十メートルにすら近寄れないのだから。

　しかし、だとすれば。

　Ｘの正体は、今この瞬しゆん間かん、ボスのＬＡを取ろうとしているプレイヤー──ということになるのではないか？　だって、四万もの金を出して、たかが俺の妨害しかできないのではあまりに割に合わない。自分がＬＡを取れてこそ、その出費に見合うリターンが期待できる。

　つまり……キバオウを操あやつったプレイヤーＸ、俺のベータテスト時代を知る男、そいつの名は…………

「──来るよ！」

　アスナの鋭するどい声に、俺は再度瞬間的思考から脱した。センチネルが振り下ろしかけたハルバードを、無意識に発動した単発斜め斬りソードスキル《スラント》で思い切り弾はじき返す。

「スイッチ！」

　叫び、飛び退のくと、代わりにアスナが衛えい兵へいの前に出た。俺おれは再度、左に二十メートルほど離れたメイン戦場を一いち瞥べつした。

　ボスの無敵モーションが終了し、ちょうど戦せん闘とうが再開されるところだった。最初にタゲを取った青髪の騎士ナイトが、落ち着いた動作でボスの初しよ撃げきを捌さばこうとしている。

　その背中に向けて、俺は内心で囁ささやき掛けた。

　────あんたが？

　────騎士ディアベル、あんたが……何もかもを仕組んだのか…………？

　無論答えはない。代わりにイルファングが轟ごう然ぜんと吼ほえ、ゆるく湾曲した右手の刃を高々と…………

　再度、頭の芯しんに《何か》がぴりっとくる感覚。

　違和感。何かが違う。あのボスモンスターは、俺の知るコボルド王とどこかが少しだけ違う。色ではない。サイズでもない。顔でも声でもない。違和感の源は、本人ではなく……右手の武器だ。

　俺の位置からではほとんどシルエットしか見えないが……あの剣は、細すぎないか？　緩ゆるく反そった刃は確かにベータ時代と同じなれど、幅と……それに、輝きが違う。あれは粗雑な鋳ちゆう鉄てつのテクスチャではない。鍛きたえられ、研とぎ上げられた鋼鉄の色合い。あれと良く似た武器を、俺は昔……浮遊城の十層で見た。赤い具足に身を包んだ、ベータ時代最大の強敵たちが持っていた曲刀。プレイヤーには扱えない、モンスター専用カテゴリの…………

「あ……ああ…………！」

　喉のどから、引き攣つれたような音が漏もれた。狭せばまろうとする気道から無む理り矢や理りに空気を吸い込み、俺は出せる限りの音量で絶叫した。

「だ……だめだ、下がれ!!　全力で後ろに跳べ────ッ!!」

　しかしその声は、イルファングが始動させたソードスキルのサウンドエフェクトにかき消された。

　コボルド王の巨体が、どうっと床を揺るがせ、垂直に跳んだ。空中で体をぎりりと捻ひねり、武器に威力を溜ためる。落下すると同時に、蓄積されたパワーが、深紅の輝きに形を変えて竜巻の如ごとく解き放たれる。

　軌道──水平。攻撃角度──三百六十度。

　カタナ専用ソードスキル、重範はん囲い攻撃《旋車ツムジグルマ》。

　迸ほとばしった六つのライトエフェクトは鮮あざやかに赤く、まるで血柱のように見えた。

　視界左に表示されるＣ隊のＨＰ平均値ゲージが、一気に五割を下回ってイエローに染まった。指先でゲージに触れれば六人の個別ＨＰを見ることができるが、今は展開しても意味はない。Ｃ隊全員がほぼ同値のダメージを喰くらったのは明らかだ。

　範囲攻撃のくせに一撃でＨＰを半分以上持っていく威力も凄すさまじいが、技の効果はそれに留とどまらない。床に倒れ込んだ六人の頭を、回転するおぼろな黄色い光が取り巻いている。一時的行動不能状態──スタンしているのだ。

　ＳＡＯに十数種存在するバッドステータスの中では、麻ま痺ひや盲目ほどには恐ろしいものではない。効果時間は最長でもせいぜい十秒。しかし発動が即時なうえ、回復手段が存在しない。それゆえ、前線メンバーがスタンした場合は、仲間がスイッチを待たずに飛び込み、タゲを引き受けねばならない──のだが。

　動ける者は、一人としていなかった。事前に綿密極きわまる作戦会議をしていたこと。ここまでずっと楽勝ムードが続いていたこと。そして、頼るべきリーダーのディアベル本人が一いち撃げきで打ち倒されてしまったこと。それらの理由が複合して、Ｃ隊以外の全員の体を縛しばった。奇妙な静寂のなか、コボルドロードが、超大技を出した後の長めの硬直から回復した。

　そこでようやく我に返り、俺おれは叫ぼうとした。

「追撃が……」

　同時に前線のほうで、両手斧おの使いエギル以下の数名が援えん護ごに動こうとした。

　だが、間に合わなかった。

「ウグルオッ!!」

　獣じゆう人じんが吼ほえ、両手で握ったカタナ──いや野の太だ刀ちを床すれすれの軌道から高く斬きり上げた。ソードスキル《浮ウキ舟フネ》。狙ねらわれたのは、正面に倒れる騎士ナイトディアベルだった。薄うす赤あかい光の円弧に引っかけられたかのように、銀色の金属鎧よろいを着込んだ体が高く宙に浮く。ダメージはさほどではない。しかし、コボルド王の動きも止まらない。

　狼おおかみに似た巨大な口が、ニヤリと獰どう猛もうに笑った。

　野太刀の刀身を、再度赤いライトエフェクトが包む。《浮舟》はスキルコンボの開始技なのだ。あれを喰くらって浮かされたら、無駄に足あ搔がこうとせず、体を丸めて最大防御姿勢を取らねばならない。しかし、初見ではそんな対処は不可能だ。

　ディアベルは、空中で長剣を振りかぶり、反撃のソードスキルを撃うとうとした。だが、システムはその不安定な動作をスキルの開始モーションとは判定しなかった。空むなしく剣をかざす騎士を、巨大な野太刀が正面から襲おそった。

　目にも止まらぬ上、下の連撃。そこから一拍溜ためての突き。三連撃技、確か名を《緋ヒ扇オウギ》。

　騎士の体を包んだ三連続のダメージエフェクトは、その強烈な色彩と衝しよう撃げき音で、全すべてがクリティカルヒットだったことを示していた。仮想体アバターは二十メートル近くも吹き飛ばされ、レイドメンバーの頭上を越えて、最後方でセンチネルの相手をしていた俺のすぐ近くに、ほとんど突き刺さるように落下した。そのＨＰゲージはすでに全体が真っ赤に染まり、右端はしから急速に減り始めていた。

「…………!!」

　俺は喉のどの奥から奇妙な声を漏もらし、正面から迫るセンチネルの長斧ハルバードを、ありったけの力を込めた《スラント》で撃うった。斧おのの柄つかが半なかばからへし折れ、立ったまま短いスタンに陥おちいるコボルドの喉のどを、アスナがレイピアの根元まで埋まる勢いで貫つらぬく。

　モンスターの爆ばく散さんエフェクトすら見届けず、俺おれは体を翻ひるがえすと、倒れるディアベルに向き直った。初めて一メートルの近距離から騎士ナイトの眼めを見た俺は、脳裏にぴりっと火花が走るのを感じた。

　──俺は、このプレイヤーを知っている。

　名前も容よう貌ぼうもまるで違うから思い出せないだけで、確かに以前、もう一つのアインクラッドで顔を合わせ、あるいは会話すらしている。やはりディアベルは、俺と同じ元ベータテスターだったのだ。そしてこれも同じく、過去を隠したまま今日まで戦ってきた。いや、隠したまま仲間すら作ったのだから、そのプレッシャーは俺の数倍だっただろう。

　しかし、元テスターゆえの知識が、第一層突破が成るか否いなかの大詰めに来て、彼を毒した。

　俺は覚えていないが、しかし向こうは俺ことキリトが、顔は違えどベータ時代にボスのＬＡを取りまくった同名プレイヤーだと早い段階で確信していたのだ。そして、今度も同じことをやられるのではないかと考えた。フロアボスのレアドロップアイテムは世界に唯一つユニークの高性能品であり、入手すれば戦せん闘とう力りよくを大幅にアップできる。ＳＡＯがデスゲームとなってしまった今、戦闘力は生存力と同義だ。ディアベルは、今後もこの世界を生き抜く──孤独なソロプレイヤーではなく集団の先頭に立つ騎士として──ために、あらゆる手段を講じてイルファングの落とすレア装備を手に入れようとした……。

　俺が刹せつ那なにそこまで考えたことを、倒れるディアベルも察したようだった。髪と同じく青みがかった双そう眸ぼうが一いつ瞬しゆん歪ゆがみ、しかしすぐに、ある種の純粋な光を宿した。唇が震え、俺にだけ聞こえる音量の言葉が流れた。

「……後は頼む、キリトさん。ボスを、倒」

　最後まで言い終えることなく──。

　アインクラッド初のボス攻略レイド指揮官、騎士ディアベルは、その体を青いガラスの欠片かけらへと変えて四散させた。
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　うわああああ、というような叫び声──あるいは悲ひ鳴めいがボス部屋を満たした。

　レイドメンバーのほぼ全員が、己おのが武器を縋すがるように握りしめ、両眼めを見開いている。だが誰だれも動こうとしない。リーダーが真っ先に倒れる、いや死ぬという状況が余りに想定外で、どうすべきなのか判断できないのだ。

　それは、俺おれも同様だった。

　脳裏では、二つの選択肢が交互に明滅していた。逃げるか、戦うか。

　普通に考えれば、《ボスの使用武器・スキルが事前情報と違う》《リーダー喪失》という大きすぎるアクシデントに見み舞まわれたのだから、即座に全員でボス部屋の外まで撤てつ退たいすべきだ。だが、長射程範はん囲い技を含むカタナスキルを操あやつるイルファングに背を向けて遁とん走そうすれば、最後方の十人、下へ手たをするとそれ以上がディアベルと同じようにスタンからの連れん撃げきでＨＰゲージを全すべて奪われるだろう。と言って、体を前に向けて防御しつつの後退も、未知のスキル相手では難むずかしい。ダッシュと比べて部屋を出るまで時間がかかるぶん、じわじわとＨＰを削られて同程度の死者が出ることが予想される。

　そして何より、それほどの死者──しかもリーダーを含む──を出した上でボス攻略が失敗すれば、もう二度と同規模のレイドすら組めない危険がある。それはすなわち、このＳＡＯというデスゲームのクリアそのものが失敗するということだ。生存者八千人は、仮想世界の戦士ではなく虜りよ囚しゆうとして、何らかの《結末》が訪れるまで第一層に閉じ込められる……。

　その時、二つの音が同時に響ひびき、逡しゆん巡じゆんする俺を叩たたいた。

　一つは、最前線で、再び硬直から脱したイルファングが暴あばれ始めた音。金属音と悲ひ鳴めい、ダメージエフェクトが塊かたまりとなって薄うす闇やみを激はげしく揺らす。

　そしてもう一つは、俺のすぐ隣となりに膝ひざをついたキバオウの声だった。

「…………何で……何でや……。ディアベルはん、リーダーのあんたが、何で最初に……」

　──ボスのＬＡを取ろうとしたからだ。

　そう告げることは容易たやすかった。しかし、俺には言えなかった。

　今にして思えば、最初の会議の席上で、キバオウがディアベルに食ってかかった一幕。元ベータテスターに謝しや罪ざいと不正財産の拠出をしてもらわねば仲間にはなれないという過か激げきな言説を、ディアベルは妨さまたげずにちゃんと議題にしようとした。

　あの一幕こそが、ディアベルからキバオウへの報酬──いや交換条件ではなかったか。俺の剣の買い取り交渉という面倒な仕事を引き受けさせる代わりに、攻略会議という公的な場で、キバオウの中に燻くすぶる元テスターへの怒りを晴らす機会を与えた。エギルの論理立った割り込みで中ちゆう途と半はん端ぱに終わったが、もし今日のボス攻略戦が予定どおりに終わっていれば、その後の反省会か何かで同じ話を持ち出す予定だったのだろう。つまり、このキバオウは、ディアベルが元テスターだなどとは露つゆほども疑っていなかったのだ。汚いテスター連中に対たい峙じする正規プレイヤーの代表者として、信じ、期待していたのだ。そんな彼に、この場で更なる衝しよう撃げきを与える意味があろうか。

　代わりに──俺おれは、項うな垂だれるキバオウの左肩を摑つかみ、無む理り矢や理り引っ張り上げた。

「へたってる場合か！」

　低く叫ぶと、小さな眼めにお馴な染じみの敵意がかすかに瞬またたく。

「……な……なんやと？」

「Ｅ隊リーダーのあんたが腑ふ抜ぬけてたら、仲間が死ぬぞ！　いいか、センチネルはまだ追加で湧わく可能性が……いや、きっと湧く。そいつらの処理はあんたがするんだ！」

「……なら、ジブンはどうすんねん。一人とっとと逃げようちゅうんか!?」

「そんな訳あるか。決まってるだろ……」

　右手のアニールブレードをがしゃりと鳴らし、俺は言った。




「──ボスのＬＡ取りに行くんだよ」




　この世界に囚とらわれてからの一ヶ月、俺は自分一人の命を繫つなげるためにあらゆる行動を選択してきた。ベータテスト時代に得た膨ぼう大だいな知識を誰だれにも分け与えず、高効率な狩場やクエストの恩恵を思うさま享きよう受じゆし、ひたすらに己おのれだけを強化し続けてきた。

　ソロプレイヤーとしての行動規き範はんを貫つらぬくなら、まだボスモンスターと俺の間に多くのレイドメンバーが立っている今のうちに、出口に向かってひた走るべきだ。荒れ狂うコボルド王が仲間を何人殺そうとも振り向かず、むしろ積極的に彼らを盾たてに使って、自分の安全だけを確保すべきだ。

　しかしこの瞬しゆん間かん、俺の脳裏にそんな思考は微み塵じんも浮かばなかった。炎にも似た何かが全身の血管を駆け巡り、両の脚を生死の際きわへと向けさせた。それはもしかしたら、騎士ナイトディアベルが言い残そうとしたひと言かもしれなかった。

　ボスを──倒せ。彼はそう言おうとしたのだ。皆を逃がせ、ではなく。レアアイテム取得確率を大幅にブーストするラストアタックに固こ執しつし、それゆえに命を落とした彼だが、指揮能力は間違いなく卓越したものがあった。そんなディアベルが、最さい期ごに下した決断は《撤てつ退たい》ではなく《血戦》だった。ならば、俺はレイドの一員としてその意思……いや遺い志しに従うのみだ。

　ただ、たった一つ、消せない迷いが存在する。

　この戦いが始まる前、俺は秘ひそかに決意したのだ。自分ではなく、レイピア使い《アスナ》の命だけは何としても守る、と。彼女には、俺など及びも付かない才能の煌きらめきがある。それが花咲く前に蕾つぼみのまま散らされてしまうことは、ＶＲＭＭＯゲームに魅みせられた者としてどうしても容認できない。

　走り出す寸前、俺おれはすぐ左に立つアスナを見て、「後方に留とどまり、前線が決けつ壊かいしたら即座に離脱しろ」と言おうとした。だが、まるでこちらの思考を先読みしたかの如ごとく、彼女は俺が口を開くより先に、きっぱりと宣言した。

「わたしも行く。パートナーだから」

　その言葉を退しりぞけるに足る理由も、説得する時間も俺にはなかった。刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを蹴けり飛ばし、俺は頷うなずいた。

「……解わかった。頼む」

　二人同時に体の向きを変え、広間の奥に向かって走り出す。行く手では怒ど号ごうと絶叫が間断なく弾はじける。ディアベルに続く死亡者こそまだ出ていないようだが、前ぜん衛えい部隊の平均ＨＰは全すべて半分を下回り、リーダーを失ったＣ隊に至っては二割を切っている。完全に恐慌して逃げ惑まどうだけのプレイヤーもおり、このままでは数十秒のうちに隊列が瓦が解かいするだろう。

　まずは、皆のパニックを鎮しずめねばならない。だが、この状況では、生なま半なかな指示など喧けん噪そうにかき消されてしまう。何か短く、しかも強烈なひと言が必要だが、大部隊を指揮した経験のない俺には叫ぶべき言葉を咄とつ嗟さに見つけられない──……

　その時。隣となりを走るアスナが、激はげしくはためくフードつきケープを邪じや魔まそうに摑つかみ、一気に体から引き剝はがした。
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　左右の壁かべに掛かる無数の松たい明まつの光を、一点に凝ぎよう集しゆうさせたかのような輝き。艶つややかな栗色のロングヘアが、今だけは深い黄金の色を放ち、ボス部屋の薄うす闇やみを吹き散らす。

　長い髪をなびかせて疾しつ駆くするアスナは、まるで闇の底に突如現れたひと筋の流星だった。恐慌の極きわみにあるプレイヤーたちすら、その凄せい絶ぜつなる美しさに眼めを奪われ、沈ちん黙もくした。奇跡的に生まれた刹せつ那なの静寂を逃さず、俺おれは喉のども裂けよとばかりに叫んだ。

「全員、出口方向に十歩下がれ！　ボスを囲まなければ、範はん囲い攻こう撃げきは来ない!!」

　俺の声の残ざん響きようが消えると同時に、再び時間が流れ出す。ザッ!!　と音を立て、最前線のプレイヤーたちが俺とアスナの左右を、一いつ斉せいに後方へと動く。それを追うように、コボルド王も体の向きを変え、並んで走る俺たちと正対する。

「アスナ、手順はセンチネルと同じだ！　……行くぞ!!」

　名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、レイピア使いはちらりと俺を見たが、すぐに視線を前方に戻して応じた。

「解わかった！」

　前方では、コボルド王が両手で握っていた野の太だ刀ちから左手を離し、左の腰だめに構えようとしている。あのモーションは、確か──

「…………ッ!!」

　俺は息を詰め、自分もソードスキルを始動させた。右手の剣を同じく左腰に据え、体を転倒寸前まで前に倒す。この角度が足りないとシステムがモーションを認識してくれない。地を這はうような低さから、右足を全力で踏ふみ切る。全身が薄青い光に包まれ、俺はボスとの距離十メートルを瞬時に駆け抜ける。片手剣基本突進技、《レイジスパイク》。

　同時に、ボスが構えた野太刀がぎらりと緑色に輝き、視認不可能な速度で斬きり払われた。カタナ直線遠距離技、《辻ツジ風カゼ》。居合い系の技なので、発動を見てからでは対処が間に合わない。

「う……おおッ!!」

　咆ほう哮こうとともに左から突き上げた俺の剣の軌道と、イルファングの野太刀の軌道が交差した。甲かん高だかい金属音とともに大量の火花が弾はじけ、俺とボスは互いの剣技を相そう殺さいさせて二メートル以上もノックバックした。

　生まれた隙すきを──俺の突進技に迫るスピードで追ってきたアスナが、見事に捉とらえた。

「セアアッ!!」

　短く鋭するどい気勢に乗せて放たれた《リニアー》は、コボルド王の右腹を深々と打ち抜いた。四段目のＨＰゲージが、わずかに、しかし確かな幅で減少する。

　右手に残る強烈な手て応ごたえを意識しながら、俺は成算と危き惧ぐを等しく嚙かみ締しめた。

　ベータ時代のイルファングが装備していた湾刀タルワールのソードスキルを、当時の俺は自分のスキルで完全に相殺することはできなかった。しかしカタナは湾刀と比べて軽いせいか、先の激げき突とつで俺のＨＰゲージは減っていない。しかし代わりに、技のスピードがとんでもないことになっている。これをノーミスで見切り続けることが、果たして可能か。

　もう一つ。トルーパーは三発、センチネルでも四発で屠ほふったアスナの《リニアー》だが、さすがにボスモンスターのＨＰは雑ざ魚ことは比べものにならない量だ。彼女一人で四段目ゲージを削り切ろうとしたら何発かかるのか見当もつかない。ボスはその巨体ゆえに複数人で同時攻こう撃げきできるというのがプレイヤー側の大きな有利なので、できれば左右にもう一人ずつアタッカーが欲しいが、背後に下げたＡからＧまでのパーティーは全員ＨＰを大きく減らしている。ポーションで回復するまでは呼ぶに呼べない。

　──俺おれとアスナで、やれるところまでやるしかない。そもそも最初は俺一人でどうにかしようなどと考えていたはずではないか。それが二人になったのだ、この上何を望めようか。

「……次、来るぞ！」

　技後硬直ポストモーシヨンから回復した俺はそう叫び、ボスの振りかざす長大な刃にのみ全精神力を集中させた。




　今年の八月に、千人のテスターを募つのって行われた《ソードアート・オンライン・クローズド・ベータテスト》で、俺は最終的に第十層まで到達したが、そこのボスにまみえることは叶かなわなかった。

《千蛇城》と名付けられた迷宮区を守しゆ護ごするサムライ型のモンスター、《オロチ・エリートガード》の湧ゆう出しゆつ地帯をどうしても突破できなかったのだ。プレイヤーには与えられていないカタナスキルは変幻自在で、俺は喰くらうたびにリファレンスに追記されていく技名とその軌道を必死に覚えた。そしてついに、奴やつらが使う全すべての技の予備動作プレモーシヨンを把握した……というところで八月三十一日を迎えてしまったわけだ。

　オロチどもとイルファングは、姿もサイズもまるで違うが同じ人型であり、使う技も今のところ同じだ。ゆえに俺は、居合い系も含めたあらゆる攻撃を、四ヶ月前の記憶に導みちびかれてどうにか相そう殺さいし続けられている。

　無論、ギリギリの綱渡りだ。ボスの斬ざん撃げきは基本ダメージ値からして高く、基本技の《スラント》や《ホリゾンタル》をただアシスト任せに出しているだけでは弾はじかれる。発動時に体を意図的に動かして技の速度と威力をブーストする技術をフルに使わねば、とても受けられるものではない。

　しかし、その手のシステム外スキルは、ハマれば強力なだけにリスクも大きい。少しでも動きをミスると逆にシステムアシストを阻害し、最悪の場合ソードスキルが途中で止まる。

　俺は、ベータ時も含めれば二ヶ月のＳＡＯプレイ経験のなかで、明らかに最大の集中力を最長の時間にわたって振り絞り続けた。

　そして、恐らく十五回か十六回目に、それが途切れた。

「しまっ……!!」

　毒づき、俺おれは発動しかけた垂直斬ぎり《バーチカル》をキャンセルしようとした。上段と読んだイルファングの刃やいばが、くるりと半円を描いて動き、真下に回ったのだ。同じモーションから上下ランダムに発動する技、《幻ゲン月ゲツ》。必死に右手のアニールブレードを引き戻したが、がくんと不快なショックが全身を襲おそい、動きが止まる。

「あっ……!!」

　隣となりでアスナが小さく叫んだ時にはもう、真下から跳ね上がってきた野の太だ刀ちが、俺の体を正面から捉とらえていた。

　氷のような冷たさを感じさせる、鋭するどい衝しよう撃げき。全身が痺しびれ、ＨＰゲージががくっと三割以上も減る。

　吹き飛ばされ、辛くも膝ひざを突いた俺の代わりに、アスナがコボルド王へと突っ込んだ。俺は「だめだ」と叫ぼうとした。《幻月》は技後硬直ポストモーシヨンが短い。高く斬り上げられたままの刃が、ぎらっと血の色に光った。まずい、これはディアベルを殺した三連撃技、《緋ヒ扇オウギ》…………

「ぬ……おおおッ!!」

　太い雄お叫たけびが轟とどろいたのは、太刀がアスナを襲う寸前だった。

　彼女の頭上を掠かすめるように、巨大な武器が緑色の光こう芒ぼうを引きながら撃うち込まれる。両手斧おの系ソードスキル、《ワールウインド》──。

　野太刀の初撃と、旋風のように回転する両手斧が激げき突とつした。ボス部屋全体が震えるほどのインパクトが生まれ、イルファングが大きく後方にノックバック。しかし攻撃者は、革サンダルに包まれた両足を踏ふん張り、一メートルほど下がっただけで留とどまる。

　割って入ったのは、褐色の肌と魁かい偉いな容よう貌ぼうを持つＢ隊リーダー、エギルだった。床にひざまずいたままコートのポケットを探さぐる俺を肩越しに見て、にやりと笑う。

「あんたがＰＯＴ飲み終えるまで、俺たちが支える。ダメージディーラーにいつまでも壁タンクやられちゃ、立場ないからな」

「…………すまん、頼む」

　俺は短く答え、胸に込み上げようとする何かを回復ポーションで強引に飲み下した。

　前進してきたのはエギルだけではない。彼の仲間たるＢ隊をメインに数名、傷が浅かった者たちが回復を終えて復帰したのだ。

　俺はアスナに、視線で「大丈夫」と伝えてから、剣士たちに向かってありったけの声で叫んだ。

「ボスを後ろまで囲むと全方位攻撃がくるぞ！　技の軌道は俺が言うから、正面の奴やつが受けてくれ！　無理にソードスキルで相そう殺さいしなくても、盾たてや武器できっちり守れば大ダメージは食わない！」

「おう!!」

　野太く響ひびいた男たちの声に、気のせいか苛いら立だちの混じるコボルド王の雄叫びが重なった。




　壁かべ近くに下がり、低級ポーションによる遅々とした回復を待つ傍かたわら、俺おれは後方の様子を確認した。

　ボスの武器が変更されていた時点でもしやと思ったのだが、やはり《ルインコボルド・センチネル》の湧出ポツプ回数も追加されていたようだった。キバオウ率いるＥ隊と、被害の少なかったポールアーム装備のＧ隊が、四匹の重装衛えい兵へいを同時に相手にしている。今のところ被ダメージは大したことはないが、恐らく今後はイルファングが生きている限り、壁の穴から四匹のセンチネルが定期的に何度も湧わくだろう。二パーティーだけではいずれ限界が来るはずだ。

　そして、前線と後方のあいだでは、Ｃ隊の生存者を始めとする深手を負ったレイドメンバーたちが、俺と同じようにＨＰの回復を図はかっている。しかし、このゲームに於おける回復ポーションというのが実にもどかしい代しろ物もので、効果が時間継続回復ヒール・オーバー・タイム……つまり飲めば一いつ瞬しゆんでゲージがごそっと戻るのではなく一ドットずつじわじわ増え、しかもひと瓶びん飲むと視界下部にポーションの冷却待ちクーリングアイコンが表示されて、それが消えるまでは次の瓶を飲んでも効果がない。その上、第一層のＮＰＣ商店で売っている低級品は悲しいほどにマズい。

　味はともかく、クールタイムが設定されているお陰で、重傷の回復には大変な時間がかかる。それゆえ、通常はポーション一本分のダメージを受けたら仲間とスイッチし、後方に下がる（それがつまりＰＯＴローテーション）のがセオリーなのだが、予定外の深手を負った者の数がある程度増えると、ローテは容易たやすく崩ほう壊かいしてしまう。上層階でなら、瞬時にゲージを全快させる夢のアイテム《回復結晶ヒーリング・クリスタル》が手に入るので収支を考えなければリカバリーも可能なのだが、今はそれも無い物ねだりだ。

　ゆえに、現在俺と交代してボスの猛攻を支えてくれているエギル以下六人のＨＰゲージをどこまで保もたせられるかが、この戦せん闘とうの行ゆく方えを左右する。それには、俺がイルファングの技を、予備動作が始まった瞬間に見切らねばならない。

　膝ひざ立だちの姿勢でうずくまった俺は、両眼めはもちろんあらゆる感覚を総動員してボスコボルドの動きを捉とらえ、ソードスキルを判別する端はしから「右水平斬ぎり！」だの「左斬り降ろし！」だのと大声で叫び続けた。

　エギルら六人は、俺の指示どおり一か八かの相そう殺さいには挑まず、盾たてや大型武器でガードに徹てつした。もともと壁タンク型構成ビルドのプレイヤーたちなので防御力もＨＰ量も高いが、それでもボスの放つソードスキルをゼロダメージに抑えるのは不可能だ。派手なサウンドエフェクトが炸さく裂れつするたび、ゲージはじわじわと減っていく。

　そんな彼らの間を、軽やかに舞まう一人のフェンサー。アスナだ。決してボスの正面と後背には回らず、それでいてイルファングが少しでも硬直デイレイすると、その隙すきを逃さずに渾こん身しんの《リニアー》を叩たたき込む。もちろんそれを繰くり返しているとボスの憎ヘ悪イ値トがアスナ一人だけ上がってしまうが、壁の六人が《威嚇ハウル》などのヘイトスキルを適てき宜ぎ使用しターゲットを取り続ける。

　要素のどれか一つでも破は綻たんすれば、その瞬しゆん間かん崩ほう壊かいする危うい戦せん闘とうが、実に五分近くも続いた。

　やがてついにボスのＨＰが残り三割を下回り、最後のゲージが赤く染まった。

　その瞬間、一瞬気が緩ゆるんだのか、壁役の一人が脚をもつれさせた。よろめき、立ち止まったのはイルファングの真後ろだった。

「……早く動け！」

　俺おれは反射的に叫んだが、コンマ一秒間に合わなかった。ボスが《取り囲まれ状態》を感知し、ひときわ獰どう猛もうに吼ほえた。

　ぐっ、と巨体が沈む。全身のバネを使って高く垂直ジャンプ。その軌道上で、野の太だ刀ちと己おのれの肉体を、ひとつのゼンマイででもあるかのようにぎりぎりと巻き絞っていく。全方位攻こう撃げき、《旋車ツムジグルマ》──……

「う……おおああッ!!」

　俺は短く吼え、いまだ全快には至らない自分のＨＰゲージのことも忘れて、壁際ぎわから飛び出した。

　剣を右肩に担かつぐように構え、左足で思い切り床を蹴けり付ける。本来の敏びん捷しよう力りよくでは有り得ない加速度が背中を叩たたき、俺の体は斜め上空へと砲弾のように飛び出す。片手剣突進技、《ソニックリープ》。《レイジスパイク》より射程は短いが、軌道を上空にも向けられる。

　右手の剣が、鮮あざやかな黄緑色の光に包まれた。行く手では、ジャンプの頂点に達したイルファングのカタナが、深紅の輝きを生もうとしている。

「届……けェ────ッ!!」

　叫びつつ、限界まで右腕を伸ばしながら、俺は剣を振った。

　愛剣アニールブレード＋６の切っ先が、空中に長いアーチを描きながら走り、《ツムジグルマ》発動寸前のイルファングの左腰を捉とらえた。

　ざしゅうっ！　という重く鋭するどい斬ざん撃げき音おん。クリティカルヒット特有の激はげしいライトエフェクトが俺の眼めを射る。次の瞬間、コボルド王の巨体は空中でぐらりと傾かたむき、必殺の竜巻を生まぬまま床へと叩き付けられた。

「ぐるうっ！」

　喚わめき、立ち上がろうと手足をばたつかせる。人型モンスター特有のバッドステータス、《転倒タンブル》状態──。

　辛くも倒れることなく着地に成功した俺は、イルファングに向き直るや、肺から空気を絞り尽くす勢いで叫んだ。

「全員──全力攻撃フルアタツク!!　囲んでいい!!」

「お……オオオオオ!!」

　エギルら六人が、これまでガードに専念させられた鬱うつ憤ぷんを爆ばく発はつさせるかのように叫んだ。倒れたコボルド王をぐるりと取り囲み、縦たて斬ぎり系ソードスキルを同時に発動させる。色とりどりの光に包まれた斧おの、メイス、ハンマーたちが、巨体に轟ごう然ぜんと降り注ぐ。爆発めいた光と音が炸さく裂れつし、視界上部に固定表示されたイルファングのＨＰゲージが、がりがりと削り取られる。

　これは賭かけだ。コボルド王が立つまでに全ＨＰを削り切れれば俺おれたちの勝利。その前に奴やつが《転倒タンブル》から脱すれば、その瞬しゆん間かん再び《ツムジグルマ》が炸裂し、今度こそ全員を斬り倒す。俺の《ソニックリープ》は冷却中クーリングなので、もう空中攻こう撃げきはできない。

　技後硬直ポストモーシヨンから回復したエギルたちが、次のスキルの予備動作プレモーシヨンに入った。同時にコボルド王はもがくのをやめ、立ち上がるべく上体を起こした。

「…………間に合わないか!!」

　俺は押し殺した声でそう叫び、いつの間にか近くに立っていたアスナに向けて声を張り上げた。

「アスナ、最後の《リニアー》、一緒に頼む!!」

「了解!!」

　打てば響ひびく答えに、俺は思わず片頰ほおだけで笑った。

　六人の武器が再び同時に唸うなり、ボスの巨体をライトエフェクトの渦に吞のみ込む。

　だがその光が薄うすれるのを待たず、ボスが雄お叫たけびとともに体を起こす。ＨＰゲージは、わずか三パーセントだが残り、赤々と輝いている。

　エギルらはディレイを課せられ、動けない。対して、《転倒》中に攻撃されたイルファングはスタンもノックバックもせず、滑なめらかに垂直ジャンプのモーションに入る。

「行っ……けえッ!!」

　俺は、絶叫するや否いなや、アスナと同時に地を蹴けった。

　エギルたちの隙すき間まを抜け、まずアスナが先に渾こん身しんの《リニアー》をボスの左脇わき腹ばらに撃うち込んだ。

　わずかに遅れ、青い光こう芒ぼうをまとった俺の剣が、コボルド王の右肩口から腹までを斬り裂いた。

　ＨＰゲージ……残り一ドット。

　獣じゆう人じんが、にやりと嗤わらった気がした。それに対し、俺も獰どう猛もうな笑みを返すと、素早く手首を返した。

「お……おおおおおおッ!!」

　全身全ぜん霊れいの気勢とともに、剣を跳ね上げる。激げき戦せんを経て数箇所刃は毀こぼれした刃やいばが、先の斬ざん撃げきと合わせてＶ字の軌跡を描き、イルファングの左肩口から抜けた。片手剣二連撃技、《バーチカル・アーク》──。

　コボルド王の巨きよ軀くが、不意に力を失い、後方へとよろめいた。

　狼おおかみに似た顔を天井へと向け、細く高く吼ほえる。その体に、びしっと音を立てて無数のヒビが入る。

　両手が緩ゆるみ、野の太だ刀ちが床に転がった。直後、アインクラッド第一層フロアボス、《イルファング・ザ・コボルドロード》は、その体を幾千幾万の硝子ガラス片へと変えて盛大に四散させた。

　実体なき圧力を受けて仰のけ反ぞる俺おれの視界に、【Ｙｏｕ　ｇｏｔ　ｔｈｅ　Ｌａｓｔ　Ａｔｔａｃｋ!!】という紫色のシステムメッセージが、音もなく瞬またたいた。
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　ボスが消滅すると同時に、後方に残っていたセンチネルも儚はかなく四散したようだった。

　周囲の壁かべに掲げられた松たい明まつが、暗いオレンジから、明るいイエローへと色彩を変える。ボス部屋を覆おおっていた薄うす闇やみが一気に吹き払われ、どこからか涼しい風が吹いて激げき戦せんの予熱を押し流していく。

　訪れた静寂を、破ろうとする者はなかなかいなかった。最後方のＥ隊・Ｇ隊は立ったまま、中陣のＡ・Ｃ・Ｄ・Ｆ隊は片膝ひざ立だちの回復待機姿勢で、そしてエギルとＢ隊を主にする《最後の壁タンク》たちは床に座り込み、呆ぼう然ぜんと周囲を見回している。まるで、恐ろしい獣じゆう人じんの王が復活してくるのを怖おそれるかのように。

　そして俺もまた、右手の剣を斬きり上げた姿勢のまま、動くことができなかった。

　これで本当に終わりなのか？　ここからまた、《ベータとのちょっとした違い》が顕けん在ざい化かするのではないのか……？

　と、その時。小さな白い手が、そっと俺の右腕に触れ、ゆっくり剣を下ろさせた。立っていたのは、レイピア使いアスナだった。栗色のロングヘアを微風に揺らしながら、じっと俺を見ている。

　フーデッドケープを剝はぎ取った彼女の顔が、これがほんとうにプレイヤーの容姿なのかと疑いたくなるほど美しいことに、俺おれは初めて気付いた。ぼんやりと美び貌ぼうに見入り続ける俺の視線を、アスナは──恐らく今だけだろうが──嫌いやな顔ひとつせず無言で受け止め続け、やがて小さく囁ささやいた。

「お疲れ様」

　その言葉に、俺はようやく確信した。終わったのだ……八千人のプレイヤーを第一層に閉じ込め続けた最大の障害が、ついに取り除かれたのだ。

　と、まるでシステムが俺のその認識を待っていたかのように、新たなメッセージが視界に流れた。獲かく得とく経験値。分配されたコルの額。そして──獲得アイテム。

　同じものを見たその場の全員が、ようやく顔に表情を取り戻した。一いつ瞬しゆんの溜ためのあと、わっ!!　と歓かん声せいが弾はじける。

　両手を突き上げて叫ぶ者。仲間と抱き合う者。滅め茶ちや苦く茶ちやな踊りを披ひ露ろうする者。嵐あらしのような大騒さわぎの中、床から立ち上がってゆっくり近づく大きな人ひと影かげがあった。両手斧おの使いエギルだ。

「……見事な指揮だったぞ。そしてそれ以上に見事な剣技だった。コングラチュレーション、この勝利はあんたのものだ」

　途中の英単語を、それこそ見事な発音で言ってのけた巨漢は、口を閉じるとニッと太い笑みを浮かべた。巨大な右拳こぶしを固め、ずいっと突き出してくる。

　俺は何と答えたものか考えたが、悲しいことに気の利きいた文句が一つも浮かんでこなかったので、「いや……」とだけ呟つぶやいて、せめて拳だけ合わせようと右手を持ち上げかけた。

　その時だった。

「────なんでだよ!!」

　突然、そんな叫び声が俺の背後で弾けた。半なかば裏返った、ほとんど泣き叫んでいるかのようなその響ひびきに、広間の歓声が一瞬で静まりかえる。

　アスナとエギルから視線を外し、振り向いた俺は、そこに立つ軽鎧よろい姿のシミター使いの男が誰だれだか一瞬思い出せなかった。しかし、限界まで歪ゆがめられた口から迸ほとばしった次の言葉を聞いた瞬間、俺は悟った。

「────なんで、ディアベルさんを見殺しにしたんだ!!」

　この男は、Ｃ隊……つまり今は亡き騎士ナイトディアベルの、当初からの仲間の一人だ。視線を移すと、彼の背後にも、残りのメンバー四人が、顔をくしゃくしゃにして立っていた。中には泣いている者もいる。

　もう一度シミター使いを見て、俺は呟いた。本当に言葉の意味が解わからなかったのだ。

「見殺し……？」

「そうだろ!!　だって……だってアンタは、ボスの使う技を知ってたじゃないか!!　アンタが最初からあの情報を伝えてれば、ディアベルさんは死なずに済んだんだ!!」

　血を吐くような叫びに、残りのレイドメンバーたちがざわめく。「そういえばそうだよな……」「なんで……？　攻略本にも書いてなかったのに……」などという声が生まれ、徐々に広がっていく。

　その疑問に答えたのは、俺おれの予想どおりキバオウ──

　ではなかった。彼は離れたところで、何かに耐たえるように口を引き結んだまま立ち尽くしている。しかし彼の指揮するＥ隊の一人が走り出し、俺の近くまでやってくると、右手の人差し指を突きつけ、叫ぶ。

「オレ……オレ知ってる!!　こいつは、元ベータテスターだ!!　だから、ボスの攻こう撃げきパターンとか、旨うまいクエとか狩場とか、全部知ってるんだ!!　知ってて隠してるんだ!!」

　その言葉を聞いても、シミター使いたちＣ隊メンバーの顔に驚おどろきはなかった。ディアベルから聞いていたわけではなかろうが──俺と同じ元テスターであり、それを仲間に隠していたディアベルが、自分からベータテスターの話題を持ち出すとは考えにくい──俺が、誰もが初見のはずのカタナスキルを見切った時点で確信していたのだろう。

　代わりに、シミター使いは両眼めにいっそうの憎しみを滾たぎらせ、再度何かを叫ぼうとした。

　それを遮さえぎったのは、エギルと一緒に最後まで壁タンク役を務つとめたメイス使いだった。律りち儀ぎに右手を挙げ、冷静な声で言う。

「でもさ、昨日配布された攻略本に、ボスの攻撃パターンはベータ時代の情報だ、って書いてあったろ？　彼が本当に元テスターなら、むしろ知識はあの攻略本と同じなんじゃないのか？」

「そ、それは…………」

　押し黙だまったＥ隊メンバーの代わりに、シミター使いが憎悪溢あふれるひと言を口にした。

「あの攻略本が、ウソだったんだ。アルゴって情報屋がウソを売りつけたんだ。あいつだって元ベータテスターなんだから、タダで本当のことなんか教えるわけなかったんだ」

　────まずい。この流れはまずい。

　俺はひそかに息を詰めた。俺一人ならどんな糾きゆう弾だんでも受けよう。しかし、アルゴを始めとする他ほかのテスターたちへの敵意が暴走するような状況だけは何としても避さけねばならない。だが──だが、どうすれば…………

　一いつ瞬しゆん俯うつむき、薄うす黒ぐろい床を見た俺の視界に、いまだ表示されたままのシステムメッセージが鮮あざやかに浮き上がった。獲かく得とく経験値とコル、そしてアイテム…………。

　刹せつ那な。

　俺の脳裏に、一つのアイデアが浮かんだ。続けて、巨大な葛かつ藤とうが体を揺さぶる。この選択を取れば、俺は今後どのような目に遭あうか解わからない。かつて危き惧ぐしたように、闇やみ討うちで殺される危険すらある。しかし──少なくとも、アルゴたちに敵意が向けられることだけは避けられるかもしれない……。

　沈ちん黙もくする俺の背後で、今までずっと我慢していたらしいエギルとアスナが、同時に口を開いた。

「おい、お前……」「あなたね……」

　しかし俺おれは二人を、両手の微妙な動きで制した。

　一歩前に出ると、意図してふてぶてしい表情を作り、シミター使いの顔を冷ややかに眺める。肩をすくめ、出せる限りの無感情な声で告げる。

「元ベータテスター、だって？　……俺を、あんな素人しろうと連中と一緒にしないでもらいたいな」

「な……なんだと……？」

「いいか、よく思い出せよ。ＳＡＯのＣＢＴクローズドベータテストはとんでもない倍率の抽選だったんだぜ。受かった千人のうち、本物のＭＭＯゲーマーが何人いたと思う。ほとんどはレベリングのやりかたも知らない初心者ニユービーだったよ。今のあんたらのほうがまだしもマシさ」

　侮ぶ蔑べつ極きわまる俺の言葉に、四十二人のプレイヤーたちが一いつ斉せいに黙だまり込む。まるでボス戦前の空気が戻ってきたかのような冷たさが、見えない刃やいばとなって肌を撫なでる。

「──でも、俺はあんな奴やつらとは違う」

　意図的な冷笑を浮かべ、俺はその先を口にした。

「俺はベータテスト中に、他ほかの誰だれも到達できなかった層まで登った。ボスのカタナスキルを知ってたのは、ずっと上の層でカタナを使うＭｏｂと散々戦ったからだ。他にも色々知ってるぜ、アルゴなんか問題にならないくらいな」

「…………なんだよ、それ……」

　最初に俺を元テスターと指弾したＥ隊の男が、掠かすれ声で言った。

「そんなの……ベータテスターどころじゃねえじゃんか……もうチートだろ、チーターだろそんなの！」

　周囲から、そうだ、チーターだ、ベータのチーターだ、という声が幾つも湧わきあがる。それらはやがて混じり合い、《ビーター》という奇妙な響ひびきの単語が俺の耳に届く。

「……《ビーター》、いい呼び方だなそれ」

[image: ]

　にやりと笑い、俺はその場の全員をぐるりと見回しながら、はっきりした声で告げた。

「そうだ、俺は《ビーター》だ。これからは、元テスター如ごときと一緒にしないでくれ」

　────これでいい。

　これで、現在四～五百人ほどが存在すると思われる元ベータテスターは、更に二つのカテゴリに分けられる。大多数の《素人上がりの単なるテスター》と、ほんの少しの《情報を独占する汚いビーター》に。

　今後、新規プレイヤーの敵意は、全すべてビーターに向けられるはずだ。仮に元テスターだと露ろ見けんしても、すぐに目の敵かたきにされることはないだろう。

　代わりに、これで俺はもう二度と前線でギルドなりパーティーなりに入れる可能性を失ったわけだが……しかし、何が変わるわけではない。今までも独ソりロだったし、これからも独り。それだけのことだ。

　蒼そう白はくな顔で黙だまり込むシミター使いやＣ隊メンバー、Ｅ隊の男から視線を外し、俺おれはメニューウインドウを開くと、装備フィギュアに指を走らせた。

　今まで装備していたダークグレーの革コートの代わりに、ついさっきボスからドロップしたばかりのユニーク品、《コート・オブ・ミッドナイト》なるアイテムを設定する。すると俺の体を小さな光が包み、くたびれた灰色の生地が、艶つやのある漆しつ黒こくの革へと変化した。丈もずいぶんと伸び、裾すそは膝ひざ下したまで達している。

　その黒いロングコートをばさりと翻ひるがえし、俺は背後──ボス部屋の奥にある小さな扉へと向き直った。

「二層の転移門は、俺が有効化アクテイベートしといてやる。この上の出口から主街区まで少しフィールドを歩くから、ついてくるなら初見のＭｏｂに殺される覚悟しとけよ」

　歩き出そうとする俺を、エギルとアスナがじっと見つめてきた。

　二人とも、何もかも解わかってる、という眼めをしていた。それが救いだった。俺は二人に向かってほんの少し微ほほ笑えみかけると、大またで歩を進め、主あるじなき玉ぎよく座ざのすぐ後ろに設もうけられた、第二層へと繫つながる扉を押し開けた。




　狭い螺ら旋せん階段をしばらく上ると、再び扉が出現した。

　そっと開けると、いきなり途と轍てつもない絶景が眼に飛び込んだ。扉の出口は急角度の断だん崖がいの中腹に設けられていたのだ。狭いテラス状の下り階段が岩肌に沿って左に伸びているが、俺おれはまず第二層の全景をぐるりと一望した。

　様々な地形が複合していた第一層と異なり、二層はテーブル状の岩山が端はしから端まで連なっている。山の上部は柔らかそうな緑の草に覆おおわれ、そこを大型の野牛系モンスターがのんびり闊かつ歩ぽする。

　第二層の主街区である《ウルバス》は、眼下のテーブルマウンテンを丸ごとひとつ掘り抜いた街だ。俺がここから階段を下り、先刻言ったようにフィールドを一キロばかり踏とう破はして、ウルバスの中央広場にある《転移門》に触れればその施設がアクティベートされ、第一層《はじまりの街》にある門と連結される。

　万が一、俺が本当に道中で死んでしまっても──あるいはここでぼんやり座ったままでいても、ボスの消滅から二時間後には自動的に転移門が開く。しかし今日、最初の攻略部隊がボスに挑むことはもうはじまりの街にまで伝わっているはずで、今いま頃ごろ転移門の前では多くのプレイヤーたちが、青いワープゲートが出現する瞬しゆん間かんを待ち構えているだろう。彼らのために早いところウルバスまで行かなくてはならないが……もう少しだけ、ここで絶景を楽しむくらいの権利は俺にもあろう。

　俺は数歩前に出ると、岩肌から伸びるテラスの端に腰を下ろした。

　連なる岩山の彼方かなた、アインクラッドの外周開口部から、青い空がほんの少しだけ見えた。

　何分、そのままでいただろうか。やがて、背後の螺ら旋せん階段を上ってくる、小さな足音が聞こえた。俺が振り向かずにいると、足音の主は扉を出たところでしばし立ち止まり、かすかな吐と息いきを漏もらしてから、再び動いて俺の隣となりに座った。

「…………来るな、って言ったのに」

　俺がそう呟つぶやくと、闖ちん入にゆう者しやは少し不満そうな声で答えた。

「言ってないわ。死ぬ覚悟があるなら来い、って言ったのよ」

「……そうだっけ、ゴメン」

　首を縮めてから、俺は隣に座るレイピア使いアスナの、どのアングルからも美しい顔をちらりと見た。彼女も一瞬こちらにライトブラウンの瞳ひとみを向けたが、すぐに眼下の眺望に視線を戻し、ため息混じりに「綺き麗れい」と言った。

　そのまま一分ほど黙だまり、突然口を開く。

「エギルさんと、キバオウから伝言がある」

「へえ……何て？」

「エギルさんは、『二層のボス攻略も一緒にやろう』って。キバオウは……」

　アスナは小さく咳せき払ばらいし、真剣な顔で下へ手たくそな関西弁の再現を試みた。

「……『今日は助けてもろたけど、ジブンのことはやっぱり認められん。わいは、わいのやり方でクリアを目指す』だって」

「……そうか」

　その言葉を何度か脳裏で繰くり返していると──アスナが小さく咳せき払ばらいして、そっぽを向きながら続けた。

「それと……これは、わたしからの伝言」

「は……はい？」

「あなた、戦せん闘とう中にわたしの名前呼んだでしょ」

　はて、と一いつ瞬しゆん考えてから思い出す。確かにどこかで名前を敬称略で呼んでしまったかもしれない。

「ご、ごめん、呼び捨てにして……それとも、読み方が違った？」

　すると今度はアスナが怪け訝げんな顔をする。

「読み方……？　──っていうか、わたし、あなたに名前教えてないし、あなたのも教わってないでしょう？　どこで知ったのよ」

「はあ!?」

　思わず叫ぶ。どこで知ったも何も──まだパーティーを組みっぱなしなので、俺おれの視界左上には大小二つのＨＰゲージが表示され、小さいほうの下にはくっきりと【Ａｓｕｎａ】の五文字が…………

「あ……も、もしかして……パーティー組むのって、今回が初めて……？」

「そうよ」

「…………なるほど」

　俺は思わず口くち許もとを緩ゆるめながら、右手を持ち上げ、アスナの視界の左端はしあたりを指さした。

「このへんに、自分の以外に追加でＨＰゲージが見えてるだろ？　その下に、何か書いてないか？」

「え……」

　呟つぶやき、アスナが顔を左に向けようとするので、反射的にその頰ほおを指先で支える。

「顔を動かすとゲージも動いちゃうよ。顔を固定したまま、眼めだけ左に向けるんだ」

「こ……こう？」

　アスナの、はしばみ色の瞳ひとみがぎこちなく動き、俺には見えない文字列を捉とらえた。艶つややかな唇が、そっと三つの音をこぼす。

「き……り……と。キリト？　これが、あなたの名前？」

「うん」

「なぁんだ……こんなとこに、ずっと書いてあったのね……」

　囁ささやいたアスナが、不意に体をぴくんと震わせた。そこでようやく、俺は自分が彼女の頰に掌てのひらを添えっぱなしなことに気付いた。これではまるで──何かの予備動作プレモーシヨンのようではないか。

　俺おれが慌てて手を放し、ぎゅんっと音がしそうな勢いでそっぽを向くと、数秒後、くすくす、という声が聞こえた──ような気がした。え、まさか笑ってるの？　あの超絶《リニアー》使い、コボルド過剰殺戮者オーバー・キラーのアスナさんが？　と内心で考え、その顔を見たいという欲求に苛さいなまれるが、必死に我慢する。

　惜しくも笑い声はすぐに収まり、代わりに静かな声が聞こえた。

「……ほんとはね、キリト、あなたにお礼を言うために追いかけてきたの」

「……クリームパンと、お風ふ呂ろの？」

　思わずそう訊たずねると、「違うわよ」とやや怖い声が返り、すぐに「……やっぱり、それも含むかも」と続いた。

「そうね……いろいろ。いろんなことのお礼。わたし……この世界で、初めて目指したいもの、追いかけたいものを見つけたの」

「へえ…………何？」

　ちらりと眼を向けた俺に、アスナはほんの一いつ瞬しゆんだけ微ほほ笑えみを見せ、

「内緒」

　とだけ言った。そこですくっと立ち上がり、一歩下がる。

「……わたし、頑張る。頑張って生き残って、強くなる。目指す場所に行けるように」

　俺は彼女に背を向けたまま、ゆっくりと頷うなずいた。

「ああ……。君は強くなれる。剣技だけじゃなく、もっとずっと大きくて貴重な強さを身につけられる。だから……もしいつか、誰だれか信頼できる人にギルドに誘われたら、断るなよ。ソロプレイには絶対的な限界があるから……」

「………………」

　数秒間、アスナの息づかいだけが聞こえた。

　やがて届いた言葉は、少々予想外のものだった。

「……次に会った時は、わたしをどうやって迷宮区から外まで運んだのか教えて」

「ああ……」

　そんなの簡単だ、と続けようとした言葉を俺は吞のみ込んだ。代わりに「わかった」とだけ言い、思い出して続ける。

「そうだ……もう一つ、君に言わなきゃならないことがあったな。一昨日おとといの会議が始まる前、俺が何を言いかけたのか……」

　そう──俺は今こそ彼女に告げねばならない。死者二千人という惨状を生み出し、彼女を絶望の縁ふちに追い込んだ責任のいくばくかは、利己的な元テスター……いや《ビーター》の俺に帰せられるのだということを。

　しかし、それを口にしようとした寸前、アスナがそっとかぶりを振った。

「いい。もう、わかったから。あなたが歩いてきた道……そしてこれから独りで行こうとしている処ところも……でも……でもわたし、いつか…………」

　密ひそやかな囁ささやき声は、そこで途切れた。沈ちん黙もくに続いて、穏おだやかな挨あい拶さつが聞こえた。

「……じゃあ、またね、キリト」

　きい、と扉を開ける音。足音。ばたん、と閉まる音。

　仮想の空気から、アスナの残り香を記述する情報が消えるまで、俺おれは断だん崖がいに突き出したテラスに座り続けた。彼女が残した言葉の意味を考えようとしたが、今はまだ知らなくていいような気がした。

　大きく一つ深呼吸し、立ち上がる。アスナが去ったドアをちらりと見てから、体の向きを変え、崖がけを下っていく幅広の階段を一歩一歩降り始める。

　つづら折りにどこまでも続く石段の数をなんとなしに数えてみると、四十八段ごとに折り返していた。意味のある数字なのかと少し考え、気付く。これは六×八──つまりフルレイドの人数だ。仮に一層ボスにその陣容で挑み、まったく死者が出なかった場合、この階段の踊り場から踊り場までをプレイヤーでぴっちり埋めることができるわけだ。

　しかしよもやこのエリアを作ったデザイナーも、たった一人で階段を下りるプレイヤーがいるとは想像していなかっただろう。

　この道行きは、まるで俺のこれからを暗示しているようだった。前を見ても後ろを見ても、誰だれもいない。一人きりで、どこまでもどこまでも降りていく…………

　しかし。

　何個目かの踊り場に到達した時、視界右側に、小さな手紙のアイコンが点滅した。

　同じ層にいなくても届くフレンド・メッセージだ。そして俺がフレンド登録しているプレイヤーはたった二人しかいない。最初の友人クラインと──情報屋、鼠ねずみのアルゴ。

　どっちだろう、と思いながら開いたメッセージの差出人は、後者だった。

【大変な迷惑かけたみたいだナ、キー坊】

　という書き出しに、思わず「情報早いな！」と口走ってしまう。続きを読もうとスクロールしたら、続く文章はたった一つだった。

【お詫わびに、情報をなんでもひとつタダで売るヨ】

　────ほう。

　俺は思わずにやっと笑ってから、歩行を再開しつつホロキーボードを出し、素早く返事を打った。

【おヒゲの理由を口頭で教えてくれ】

　そして送信ボタンを押し、もう一度笑うと、ちょうど辿たどり着いた第二層の大地を、主街区《ウルバス》に向かって歩き始めた。







[image: 幕間　ヒゲの理由]













　アインクラッド第二層主街区《ウルバス》は、直径三百メートルほどのテーブルマウンテンを、外周部だけ残してまるごと掘り抜いた街だ。

　南のゲートから中に入ると、視界に【ＩＮＮＥＲ　ＡＲＥＡ】の表示が浮かび、スローテンポな街区ＢＧＭが耳に届いた。弦楽器が主役だった一層各街の音楽とは異なり、哀愁を帯びたオーボエが主旋律を奏かなでている。通りを行き交かうＮＰＣの服装も微妙に意い匠しようが変わっていて、『新しい層に来たんだ』という思いを新たにさせる。

　門から十メートルほど進んだところでぐるりと周囲を見回したが、プレイヤーを示す緑色のカーソルはひとつも眼めに入らなかった。それも当然だ。なぜならこの第二層に続く螺ら旋せん階段を護まもっていた第一層のフロアボスモンスター、《イルファング・ザ・コボルドロード》はほんの四十分前に倒されたばかりであり、俺おれ以外のボス攻略メンバーは全員が一層の拠点へと戻ったからだ。

　つまり、今この瞬しゆん間かん、広大な第二層に存在するプレイヤーは俺──《元ベータテスター》改め《ビーター》のキリトただ一人、ということになる。

　なんとも贅ぜい沢たくな話だが、もちろんこの状態が永続するわけではない。フロアボスの消滅からきっかり二時間後に、次層主街区（つまりこのウルバスのこと）の中央に存在する《転移門》が自動的に有効化アクテイベートされ、下層の主立った街と連結されるからだ。その瞬間、待ち構えていた大勢のプレイヤーたちがゲートから飛び出してくるはずだ。

　もっとも、それは逆に言えば、もし望むなら俺はあと一時間二十分にもわたってこの街──あるいはこの層を独占できるということでもある。

　それだけあれば、普通なら他人とモンスター湧出ポツプの取り合いになりがちな虐殺スローター系クエストをさくさくと二つ、いや三つはクリアできるだろう。究極的利己主義者のソロプレイヤーとしては実に魅力的なアイデアだが、ゲート開通をいまかいまかと焦じれているであろう数百……ことによると千人以上を本気で怒らせるような度胸はさすがに持ち合わせていない。

　ゆえに、俺は小走りでウルバスの街の目抜き通りをまっすぐ北に抜け、幅広の階段を上った先の広場に辿たどり着くと、中央に設置された大型の門に歩み寄った。

　門、と言っても石積みのアーチがでんとそびえているだけで、扉も格こう子しもついていないので向こう側が素通しだ。しかし、間近からよく見ると、アーチ中央の空間が仄ほのかに揺らいでいるのに気付く。まるで、ごく薄うすい水の膜を通して見ているかのようだ。

　俺はアーチの手前でぐるりと周囲を見回し、退路を確認してから、揺れる透明なべールへとゆっくり右手を伸ばした。黒革のグローブに包まれた指先が、垂直に広がる水面みなもに触れた──その瞬間。

　鮮あざやかなブルーの光が溢あふれ、俺の視界を染め上げた。

　光は同心円状に脈動しながら、幅五メートルほどもあるアーチいっぱいに広がっていく。空間が全すべて満たされたその時こそが、転移門の開通すなわち《街開き》というわけだ。まったく同じ現象が第一層各街のゲートでも発生しているはずで、その前で待機する多くのプレイヤーたちは、二時間後の自動開通を待たずしてアクティベートが開始されたことに気付き、ダッシュの準備をしているだろう。

　しかし俺おれは、自分がスイッチを押した現象を最後まで見届けることなく身を翻ひるがえした。

　事前に見つくろっておいた、広場の東に立つ教会めいた建物へと猛ダッシュ。入り口に飛び込むや、奥の階段を転がるように上り、三階の小部屋の窓まど際ぎわに背中をつけるとそうっと広場を見下ろす。

　ちょうど、ゲートの内側がひときわ眩まばゆく輝き、広場の片かた隅すみに陣取るＮＰＣの楽団が高らかに《開通ファンファーレ》を奏かなで始めたところだった。

　一いつ瞬しゆんののち、青い光に満たされたゲートから、無数のプレイヤーたちが色とりどりの奔ほん流りゆうとなって溢あふれ出した。

　広場の中で立ち止まり、きょろきょろあたりを見回す者。情報屋から買ったと思おぼしき羊皮紙の地図片手に一目散に走り去っていく者。そして──拳こぶしを突き上げ、「二層来たぞ────!!」と絶叫する者。

　ベータテスト時代には同様の《街開き》が合計九回行われたが、その時はもちろん転移門前に前層のボスを倒したレイドパーティーが並んでいて、下からテレポートしてきたプレイヤーたちが惜しみない拍手と賞賛を浴びせるという光景が繰くり広げられた。しかし今回、唯ただ一人の《開通者》である俺がダッシュで逃亡してしまったため、そのイベントは発生しようがない。きょろきょろ組のプレイヤーたちはもしかしたら俺を捜しているのかもしれないが、残念ながら名乗り出るわけにはいかない。

　数十分前にボスが倒された直後、俺は四十人以上のレイドメンバーに向けて宣言したのだ。この俺《キリト》は只ただのベータテスターではない、千人のテスターの中で最も高い層まで上り、最も多くの知識を貯ため込んだ《ビーター》なのだ、と。

　別に悪ぶりたかったわけではなく、新規プレイヤー全体の敵意が元テスターに向くことを避さけるために半なかば反射的にしたことだが、結果として今いま頃ごろ俺の悪名はハイレベルプレイヤーたちの間に超高速で轟とどろきまくっていることだろう。こんな場に出ていけば、おめでとうの声どころか帰れコールが湧わき起こっても不思議はない。そして、その状況を柳に風と受け流せる精神力の持ち合わせもない。

　ゆえに俺は、転移門広場のお祭り騒さわぎが一段落するまで、教会の三階に隠れ続けるつもりだった。──のだが。

「…………あれ？」

　ぼんやり見下ろしていた広場にややイレギュラーな光景を見つけ、俺は小さく呟つぶやいた。

　転移門からワープアウトしてきた一人の女性プレイヤーが、そのまま脚を止めずに猛ダッシュで西の通りへ駆け込んでいったのだ。それだけなら、武器屋やクエストＮＰＣの所に急ぐ人と見えなくもないが、問題は続いて出現した男二人だった。一いつ瞬しゆん視線を周囲に走らせ、走り去るプレイヤーを発見するや、こちらも猛然と同方向に走り始める。どう見ても《追う男と追われる女》だ。

　だとしてもここは犯罪防止コード有効圏内だし、普段なら首を突っ込む気にはならないが、追いかけられていたほうが知り合いとなれば話は変わる。金褐色の巻き毛と地味な色のレザー装備は、情報屋《鼠ねずみのアルゴ》に違いない。

　売れる情報は全すべて売る、がモットーの鼠を嫌きらう者もいるだろうが、こんな街中でああもなりふり構わず追いかけるとは穏おだやかではない。俺おれは少々悩んでから、教会の窓枠に足を乗せると、すぐ下の屋根へと飛び降りた。

　広場のプレイヤーたちに見つかる前に敏Ａ捷Ｇ力Ｉパラメータ補正全開でダッシュし、隣となりの建物の屋根に飛び移る。そのまま地上に降りることなく、アルゴと男二人が去っていった方向を目指す。建物の高さがほぼ一定なウルバスの街だからできる芸当だ。

　走りながら右手を振り、メインウインドウを出すと、スキルタブから《索敵》をクリック。浮き上がるサブメニューから《追跡》を選ぶ。更に出現した入力窓に【Ａｒｇｏ】の名前を入れると、視界右下の道路上に、薄うすいグリーンに光る足跡が出現した。

《追跡》は、《索敵》スキルの熟じゆく練れん度どを上げると習得できる派生機能モデイフアイで、普通はモンスター狩りの効率を上げるために使うが、プレイヤーでもフレンド登録していれば追うことができる。しかしまだ熟練度が低いので、見える足跡はほんの一分前のものまでだ。横に並ぶそばから消える小さな靴底を、懸けん命めいの疾しつ駆くで追う。

　それにしても、敏Ａ捷Ｇ力Ｉ極のアルゴが振り切れないとは、追いかける男二人もタダモノではない。ボス攻略レイドでは見なかった連中だが、レベル的にはトップクラスだろう。そのうえ、何たることか足跡は西向きの目抜き通りをまっすぐ進み、テーブルマウンテンの外輪山をくり抜いた城門から圏外へと出ている。

　ウルバス西平原は、大型の野牛モンスターがうろつく危険なマップだ。状況はいよいよキナ臭い。唇を嚙かみ、俺も足を止めることなく仮想世界のサバンナに突入する。

　この草原を抜けた先にある荒れ地エリアには、今の俺のレベルでもソロで入り込むのはリスキーだ。しかし幸い、草むらに刻まれる足跡は徐々に鮮あざやかさを増し（つまりアルゴの走るスピードが落ちているということだ）、小型の岩山二つに挟まれた谷の奥から、聞き覚えのある声が響ひびいてきた。

「……んども言ってるダロ！　この情報だけは、幾ら積まれても売らないんダ！」

　語尾にコケティッシュな鼻音が被かぶさるそれは明らかにアルゴの声だが、普段より三割増しで険悪だ。続けて、こちらも刺とげ々とげしい男の声。

「情報を独占する気はない。しかし公開するつもりもない。それでは、値段の吊つり上げを狙ねらっているとしか思えないでござるぞ！」

　──ゴザル？　と眉まゆを寄せつつ俺おれは足を止め、次いで傍かたわらの岩がん壁ぺきを登り始める。ＳＡＯでは、一見侵入不可能そうな地形でも、工夫と頑張りで上り下り可能な場合が少なくない。いつか、この浮遊城そのものの外壁を登って次の層に辿たどり着けるか試すのが俺の大いなる野望だ。しかし今、アルゴたちの死角から山をよじ登っている理由は、チャレンジ精神ではなく安全保障にかかわるものだ。

　五メートルほど登ったところにテラス状の狭い平面があり、俺はその上を四つん這ばいで進んだ。やり合う声の発生源は、もうほぼ真下である。

「値段の問題じゃないヨ！　オイラは情報を売った挙げ句に恨うらまれるのはゴメンだって言ってるンダ!!」

　その台詞せりふに対して、二人目の男の声が言い返す。

「なぜ拙せつ者しやたちが貴様を恨むのだ!?　金も言い値で払うし感かん謝しやもすると言っているでござる!!　この層に隠された──《エクストラスキル》獲かく得とくクエストの情報を売ってくれればな!!」

　…………なんだと。

　俺は殺していた息を完全に止めた。エクストラスキルとは、特殊な条件を満たさねば選択肢に出現しない、言わば《隠しスキル》である。ベータ時代に発見されたのはたった一つ、精神集中（っぽいポーズを）することでＨＰ回復速度やバッドステータス消滅確率をブーストする《瞑めい想そう》スキルだけだったが、微妙な性能とカッコワルサゆえに取る者はあまりいなかった。その他ほかに、第十層のサムライ型モンスター共やコボルド王が操あやつる《カタナ》もエクストラスキルなのではないかと俺は睨にらんでいるが、習得条件はいまだ不明である。

　ともあれ、アルゴと謎なぞのござる男二人が話題にしているのが《瞑想》ではないことは確実だ。あれを教えてくれるＮＰＣが存在するのはずっと上の第六層なのだから。ということはつまり、この第二層には俺の知らない（イコールほぼ全すべての元ベータテスターも知らない）エクストラスキル解除アンロツクのフラグクエストが隠されていて、ござる男たちはアルゴにその情報を売れと詰め寄っている──わけなのか。

　俺がそこまで推論を進めた時、男たちの声がいっそうボリュームを増した。

「今日という今日は、絶対に引き下がらないでござる！」

「あのエクストラスキルは、拙者たちが完成するために絶対必要なのでござる！」

「わっかんない奴やつらだナー！　何と言われようとあれの情報は売らないでゴザ……じゃない、売らないんダヨ!!」

　ぴりっ、と空気に流れる緊きん張ちよう感かんが電圧を更に一段階上げた──と感じた瞬間、俺は岩棚の上で立ち上がり、五メートル下の地面に身を躍おどらせていた。狙い違たがわず、アルゴと男たちの中間地点に着地。この落差をノーダメージで飛び降りるにはやや敏Ａ捷Ｇ力Ｉが不足しているので、膝ひざを曲げた防御姿勢で衝しよう撃げきを吸収し、すっくと立ち上がる。

「──何者でござる!?」

「他た藩はんの透すつ波ぱか!?」

　同時に叫ぶござる男たちの格好を見た途と端たん、俺おれは記憶の端はしっこが猛烈に刺し激げきされるのを感じた。全身、濃こい灰色の布防具。上半身は中に軽めのチェーンメイルを着込んでいるようだ。武器は背中に帯びた小型のシミター。そして頭には同じく灰色のバンダナキャップとパイレーツマスク。

　総体的に見れば、いわゆる《忍者》の格好を創意工夫で再現していると言えなくもない。そして俺は、こういうナリをした連中を、ベータテストの時にも何度か見かけたことがあるような気がするようなしないような。

「えーと、えーっと……あんたら確か、ふ、ふー……フード、じゃなくてフーガ、でもなくて……」

「フウマでござる!!」

「ギルド《風フウ魔マ忍ニン軍グン》のコタローとイスケとは拙せつ者しやたちのことでござる!!」

「そう、それ！」

　記憶が正常に補完された満足感に、俺は右手の指をパチンと鳴らした。この二人は、ベータ時代に、とんでもない素早さで怖おそれられた忍者ギルドのメンバーだ。怖れられた、の中身は注釈の必要があろう。彼らは全員がアルゴと同様敏Ａ捷Ｇ力Ｉを極上げし、最前線でＡＧＩ壁かべだけの目まぐるしい戦せん闘とうを繰くり広げ、危なくなるとダッシュ力に物を言わせて逃走、近くのパーティーにモンスターのタゲをなすりつけていくという、どう考えても悪のシノビ軍団だったのだ。

　そんな連中が、デスゲームと化したＳＡＯ正式サービスでも忍者道を貫つらぬいているとは知らなかったが、そのこと自体には（今のところ）文句はない。だが、二対一でいちおうは女性プレイヤーであるアルゴを追い回し、情報提供を強要するとなれば話は別だ。

　俺は手振りで背後のアルゴを下がらせると、背中に吊つった愛剣《アニールブレード＋６》の柄つかに指を走らせながら言った。

「公こう儀ぎの隠おん密みつとしては、風魔忍者の悪行は見過ごせないな」

　途端──。

　ニセ忍しのび頭ず巾きんの下で、コタロー氏とイスケ氏の両眼めが揃そろってびかーんと光った。

「「おのれ、きさま伊イ賀ガ者モノかッ!!」」

「は!?」

　どうやら俺がテキトーなノリで発した台詞せりふは、彼らの重要なスイッチを押してしまったらしい。完かん璧ぺきに同期した動きで、二人の右手がじりじりと背中の忍者刀（のつもりの小型シミター）へと伸び始める。

　まさか──抜くつもりか。しかしここは犯罪防止コードのない《圏外》だ。プレイヤーがプレイヤーを攻こう撃げきすれば実際にＨＰが減少し、同時に攻撃側のカラーカーソルがオレンジ色に変化して、街に入れない《犯罪者》になってしまう。いかに忍者でも、この世界を統すべるシステムの神様はごまかせない。

　伊イ賀ガじゃなくて甲コウ賀ガ者モノだよと言うべきか、それで問題が回かい避ひできるのか、と俺おれが深刻かつバカバカしい思考を巡らせていると──。

　事態の解決は、思わぬ方向からもたらされた。

　俺は先刻、アルゴと忍者たちの会話を聞くために、この小さな谷の入り口に留とどまらずに苦労して岩がん壁ぺきを登った。理由は、ここが街中ではなくフィールドだからだ。一箇所にぼーっと立ち止まっていれば、いつか必ず起きるコトがある。

　俺はじりっと一歩下がりながら、小声で言った。

「後ろ」

「「その手は喰くわないでござる！」」

「何の手でもないよ、後ろを見ろって」

　俺の声に含まれていた何かが、疑り深い忍者たちを動かしたらしい。揃そろって顔を背後に向けたコタローとイスケは、ぴょーんと軽く飛び上がった。なぜなら、眼めと鼻の先に、いつの間にか新たなる闖ちん入にゆう者しや──いや闖入牛が屹きつ立りつしていたからだ。

　正式名、《トレンブリング・オックス》。肩までの高さが二メートル半に達する、第二層特産の巨大牛型モンスター。外見どおりのタフさと攻撃力もさることながら、厄やつ介かいなのはターゲット持続時間及び距離がえらく長いことだ。俺が岩棚に退避したのは、連中にタゲられるのを怖おそれたからに他ほかならない。

「ブモオォォ────ッ!!」

　牛が吼ほえ、

「「ごっ……ござるううぅぅッ!!」」

　忍者の悲ひ鳴めいがそれに続いた。直後、灰色の忍しのび装しよう束ぞく姿二つは素晴らしいスピードで街方向に走り始めたが、牛も巨体に似合わぬ敏びん捷しようさでそれを追う。地じ響ひびきと叫び声が地平線の彼方かなたに消えるまでわずか五秒。あの様子なら、コタローとイスケがウルバスの街に逃げ込むまで追いかけっこは続くだろう。

　どうにかスーパー忍者大戦の勃ぼつ発ぱつを阻止した俺は、ふうっと息を吐き出しながら自分の体を見下ろした。一時間前までは、黒のレザーパンツとコットンシャツの上にダークグレーのレザーコートという超絶に地味な格好だったのだが、一層ボスのコボルド王からドロップしたユニーク装備《コート・オブ・ミッドナイト》をその場で装備してきてしまったため、髪や眼とあわせて今や全身真っ黒だ。《汚いビーター》というキャラ付けには有効かとも思うが、同時に確かにどこかニンジャっぽくもある。今後、「キリトは伊イ賀ガ者モノ」などという噂うわさが広まってはたまらないので、せめてインナーの色くらいは変えるべきか──と考えていると。

　再び、予想を超える事象が発生した。

　背後から伸びてきた小さな二つの手が、俺おれの体をぎゅっと包み込んだのだ。背中に温かく柔らかい触覚が生まれ、かすかな囁ささやき声が聴覚を揺らす。

「……かっこつけすぎだヨ、キリ坊」
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　その声はもちろん、今までおとなしく沈ちん黙もくしていたアルゴのものだ。しかし、含まれる音成分が、いつもの小憎たらしい《鼠ねずみ》のそれとは微妙に違うようなそうでもないような──。

「そんなコトされると、オネーサン、情報屋のオキテ第一条を破りそうになっちゃうじゃないカ」

　……お、おねーさん？　……情報屋のオキテ？

　なかなかに知的好奇心をそそられる言葉ではあるが、ほんの一ヶ月前まで対人スキルゼロの中二ゲーマーだった俺には、こういうシチュエーションで即時に正しい反応をすることは不可能だ。フリーズしつつも必死に考え、どうにか口から押し出した台詞せりふは次のようなものだった。

「……あんたには、一つ貸しがあるからな。おヒゲの理由を教えてもらうまでは、どうにかなってもらっちゃ困る」

　情報屋《鼠》のアルゴの顔には、左右のほっぺたに三本ずつ、くっきりと黒いヒゲのフェイスペイントが施ほどこされている。それが鼠というあだ名の由来なのだが、ペイントの理由は誰だれも知らない。その情報には十万コルという恐るべき値段が付けられているからだ。

　しかし、先のボス戦で、俺おれは自みずからに《ビーター》のレッテルを貼はることで大多数の元ベータテスターと切り分けを行い、アルゴを含む元テスターに向かうはずだった新規プレイヤーたちの敵意を一手に引き受けた。その礼だろう、アルゴから《情報を何でも一つタダで売る》というメッセージが届いたので、《ヒゲの理由を教えてくれ》と返事しておいたのだ。

　状況を冗談に紛まぎらすための俺の台詞せりふだったが、それを聞いたアルゴはいっそう強く顔を俺の背中に押しつけ、囁ささやいた。

「…………いいヨ、教えてあげル。でもちょっと待って、ペイントを取るカラ……」

　えっ。

　ペイント……つまりあのヒゲを取る？　ということは、誰だれも見たことのない素顔を見せるつもりなのか？　そこには何か深しん慮りよすべき意味合いが存在するのかしないのか？

　瞬しゆん間かん的に精神的負荷が危機的に上昇しかけた俺は、アルゴの体が離れる前に叫んでいた。

「……と思ったけど、やっぱ教えてもらう情報変更！　さっきあいつらと話してた、この層の隠しスキルのこと教えて!!」




　俺の背中から離れ、前に回り込んだアルゴの顔には、幸い──と言うべきか左右三本ずつのオヒゲがくっきりと残っていた。離れる直前、きーぼうの、いくじなし、というような声が聞こえた気がするが気のせいであろう。

　すっかりいつものふてぶてしい表情に戻った《鼠ねずみ》は、腕組みをしてから言った。

「何でも教えるって言ったからには、約束は守るヨ。でも、キー坊も一つ約束シロ。どんな結果になっても、オイラを恨うらまない、ってナ！」

「……さっき、ニンジャ連中にもそれ言ってたな。でも、どういう意味なんだ？　誰もが知りたいエクストラスキルの情報を売ってもらって、感かん謝しやこそすれ恨む筋合いなんかないだろ？」

　俺の問いに、鼠はいつものニンマリスマイルを見せる。

「そっちの情報は有料だヨ、キー坊」

　ため息を吞のみ込み、俺は頷うなずいた。

「解わかった、約束する。神に……いや、システムさまに誓ちかって、何がどうなってもあんたを恨まない」

　仮に、エクストラスキル習得クエストに生命の危険があろうとも、それは自分で判断すればいいことだ。俺の誓いを聞いたアルゴは深く頷き、ついてきナ、と身を翻ひるがえした。

　そこからの道行きは、事前にマップを買っているか、あるいは無限大の好奇心と忍耐力がなければとても踏とう破は不可能と思えるものだった。

　広大な──直径はほとんど一層と変わらない──二層に林立するテーブルマウンテンの岩がん壁ぺきをよじ登り、小さな洞どう窟くつに潜もぐり込み、ウォータースライダーじみた地下水流を滑すべる。戦せん闘とうも三度ほどあったが、ボス攻略のために一層で限界までレベリングした俺にはさして難なん敵てきではなかった。そんな移動を、たっぷり三十分も続けただろうか。

　全体マップ上の位置から判断すると、二層の東の端はしにひときわ高くそびえる岩山の頂上近くに、俺おれたちは辿たどり着いたようだった。そこは、周囲をぐるりと岩がん壁ぺきに囲まれた小空間となっていて、泉と一本の樹き、そして──小屋が一つ建っていた。

「…………ここか？」

　言わずもがなの問いに、アルゴは頷うなずくと躊ちゆう躇ちよせず小屋に歩み寄った。この段階ではまだ危険はないらしい。続いた俺の眼前で、勢いよく扉を開け放つ。

　中には幾つかの家具と、ＮＰＣが一人存在した。筋骨隆々たる初老の大男で、頭はつるつるのスキンヘッド、口の周りには豊かなヒゲをたくわえている。頭上には、金色の【！】マーク。クエスト開始点である証あかしだ。

　俺が視線で問うと、アルゴはもう一度こくりと頷いた。

「アイツが、エクストラスキル《体術》をくれるＮＰＣだヨ。オイラの提供する情報はここまで。クエを受けるかどうかはキー坊が決めるんダナ」

「……た、体術？」

　ベータ時代を通して、まるで聞いたことのない名前だ。アルゴは「サービスだヨ」と前置きし、幾つかの情報を追加してくれた。

「《体術》は、武器なしの素手で攻こう撃げきするためのスキル……だとオイラは推測してる。武器を落としたり、耐久限界で壊こわれた時とかには有効だろうナ」

「お、おお……そりゃ確かに使えそうだな、《瞑めい想そう》と違って。っていうか……そうか、さっきのニンジャたちがあそこまでこだわってたのは、そういうワケか……」

　ハテナな顔をするアルゴに、俺も「サービスだぞ」と前置きしてから解説する。

「忍者って言うと、武器は忍者刀とか手しゆ裏り剣けんってイメージだけど、ゲーム業界だとちょっと違うんだよ。素手の一撃で首チョンパ。これが古来、ゲーム忍者の最高峰スタイルなんだ。コタローたちは、忍者として《完成》するためにどうしても体術スキルが欲しかったんだろうな。──いや、でも、ちょっと待てよ。あいつら、この場所は知らないくせに、なんで体術スキルの中身とか、アルゴがその情報持ってることとか知ってたんだ？」

「……サービスのサービスだヨ。ベータテストの終わり間ま際ぎわ、七層にいたＮＰＣから、《二層の体術マスター》の情報が発見されたんダ。オイラはそのずっと前に、自力で見つけてたけどナ。あのニンジャどもは、ベータ中に七層のＮＰＣに話を聞いたんだろうサ。そんで、この本サービスになってからオイラに、二層のエクストラスキルについての情報を買いにきたってわけダ」

「な……なら、なんでその時『知らない』って言わなかったんだ？　そうすりゃ、あんなしつこくつきまとわれることも……」

　俺の当然の疑問に、アルゴはバツの悪そうな顔になると言った。

「…………その『知らない』のひと言を、情報屋のプライドがジャマしたんだナァこれが」

「…………それで、『知ってるけど売らない』って言っちゃったわけか。まあ……気持ちは解わからんでもないけどさ……」

　ため息を吞のみ込み、俺おれは再び、小屋の中央の畳っぽい場所で座禅を組んでいるＮＰＣを見やった。

「……んで、売らない理由は、売った相手に恨うらまれるから、と。でも、こう言っちゃなんだけど、あんたは職業上ずいぶん敵も多そうだけど……」

「情報を売った売られたの恨みなんか、三日寝れば忘れるサ！　でも、こいつは違うんダ！　へたすると、一生続くんだヨ……」

　小柄な体をぶるると震わせるアルゴをじっと見てから、俺は数秒迷い、ぐっと頷うなずいた。

「そっから先は、我が身で体感してみるしかないわけだな。いいぜ、約束する。どんな結果になっても、俺はアルゴを恨まないよ」

　そして俺は小屋に踏ふみ込むと、座禅のオッサンの前に立った。ぼろぼろの道着っぽいものをまとったオッサンは、俺を見ると言った。

「入門希望者か？」

「……そうだ」

「修行の道は長く険けわしいぞ？」

「望むところだ」

　短い問答を終えると、オッサンの頭上の【！】マークが【？】へと変化し、視界にクエスト受領ログが流れた。

　オッサン改め師し匠しようが俺を連れていったのは、小屋の外、岩がん壁ぺきに囲まれた庭の端はしにある巨大な岩の前だった。高さ二メートル、差し渡し一メートル半はあろうそれをぽんと叩たたいた師匠は、左手であごひげをしごきながら言った。

「汝なんじの修行はたった一つ。両の拳こぶしのみで、この岩を割るのだ。為なし遂とげれば、汝に我が技の全すべてを授さずけよう」

「………………ちょ、ちょっとタンマ」

　予想外の展開に少々慌てつつ、俺は巨大な岩を軽く叩いた。ゲームに慣れてくると、この感触で、対象がどの程度の耐久度を備えているか解るようになる。俺の手に伝わったのは、《破壊不能イモータルオブジェクト一歩手前》の超絶的硬度だった。

　うん、ムリ。

　と判断した俺は、クエストをキャンセルせんがため、師匠に向き直ろうとした。しかし、それより早く──。

「この岩を割るまで、山を下りることは許さん。汝には、その証あかしを立ててもらうぞ」

　そんな台詞せりふを吐いた師匠は、道着の懐ふところから妙なモノを取り出した。左手に持ったのは、小型のツボ。そして右手には、太く立派な──筆。

　嫌いやな予感、という言葉が立体フォントとなって頭上に浮かぶほどの嫌な予感が俺おれの全身を貫つらぬいた。

　あっ、あの、僕きょうで辞めます！

　と言うより早く、師し匠しようの右手が素晴らしいスピードで閃ひらめいた。筆の穂ほ先さきをツボに突っ込むや、たっぷり墨を含んだそれが──ズバズバズバッ！　と俺の顔面に炸さく裂れつ。

　この瞬しゆん間かん、俺は、アルゴのおヒゲの秘密を余さず悟ったと確信した。

　彼女は、ベータテスト初期にこのオッサンを自力で発見し、クエストを受けたのだ。そりゃ受ける。受けて、同じく岩を割れと言われ、顔にラクガキをされた。あの──左右三本ずつのオヒゲを。

「お、おわああ!?」

　情けない悲ひ鳴めいを上げて仰のけ反ぞった俺と、少し離れた所に立つアルゴの眼めが合った。彼女は、深い哀しみと共感──そして爆ばく笑しようを必死に堪こらえる表情をネズミ顔いっぱいに浮かべていた。

　筆攻こう撃げきから解放された俺は、慌てて両手で顔を拭ぬぐった。しかし墨は超速乾性らしく、手には何もついてこない。師匠はそんな俺を見て頷うなずくと、衝しよう撃げき的かつ予想された台詞せりふを吐いた。

「その《証あかし》は、汝なんじがこの岩を割り、修行を終えるまで消えることはない。信じているぞ、我が弟子よ」

　そして、のっしのっしと小屋に戻っていき、ドアの奥へと消えた。

　たっぷり十秒ほど立ち尽くした俺は、実に微妙な表情をキープするアルゴを見やり、訊たずねた。

「そうか…………アルゴ、あんたベータ時代にこのクエ受けて……クリアを諦あきらめたんだな。だから、仕方なくそのヒゲが描かれたままテストの最終日までプレイした。結果、情報屋の《鼠ねずみ》っていうキャラが立ちまくっちゃったモンだから、この正式サービスでも商売のためにペイントを継続してる……そういうことか」

「お見事！　エクセレントな推理だヨ！」

　ぱちぱちと拍手してから、鼠は続けた。

「いやー、得したナ、キー坊！　結果として、《おヒゲの理由》と《エクストラスキル》の情報を両方ゲットしたんだからナ！　お祝いに、もう一つ教えてあげるヨ。その岩……鬼ダヨ！」

「…………だろうな」

　地面に崩くずれ落ちたい衝動を必死に堪えつつ、俺は一いち縷るの望みに賭かけるつもりでアルゴに訊きいた。

「……あのさ。俺の顔のペイントも、あんたのと同じおヒゲなのか？」

「うーん、だいぶ違うナー」

「おっ……ど、どんな感じ!?」

　もし、あまり目立たないか、目立ってもカッコイイ方面のデザインなら、俺もこの烙らく印いんを背負ったまま日常に戻るという選択肢がなくもない。自分で泉に顔を映す勇気がない俺おれの顔を、アルゴは三秒ほどしげしげと眺め──言った。

「そーだナ。ひと言で表現すると……《キリえもん》だナ」

　そしてそこで限界が来たらしく、地面に突っ伏すと、両足をじたばたさせながら転げ回り、「にゃハハハ！　にゃーハハハハハ!!」と大爆ばく笑しようし続けた。いつまでも、いつまでも。




　俺は三日間山にこもり、途方もない苦く闘とうの果てに岩を割った。アルゴを一生恨うらまずに済んだのは幸いであった。
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「ふ……ふざっ、ふざけんなよ!!」




　行く手で半なかば裏返った絶叫が響ひびき渡り、俺おれは足を止めた。

　数歩スススと真横に移動し、ＮＰＣ商店の壁かべに背中をつけて前方の様子をうかがう。通りの先はやや大きめの広場になっていて、騒さわぎはそこが発生源のようだ。

「も、戻せ!!　元に戻せよ!!　プラス４だったんだぞ……そ、そこまで戻せよッ!!」

　再び、叫び声。内容からしてどうやらプレイヤー対プレイヤーのトラブルらしい。だとしてもこの場所は《犯罪防止コード圏内》──アインクラッド第二層主街区《ウルバス》の中心部近くであり、双方のプレイヤーに実質的な危害が及ぶ可能性はなく、ましてや無関係な俺がこそこそ身を隠す必要は皆無だ。

　しかし、そうと頭では理解していても、通常の三割増しで用心深くなってしまうのはいかんともし難がたい。何せこの俺、レベル13片ソ手ー剣ド使マいンキリトは、現在のところアインクラッドで最も忌いみ嫌きらわれているソロプレイヤー……《初めてビーターと呼ばれた男》なのだから。




　二〇二二年十二月八日木曜日、デスゲームＳＡＯが開始されてから三十二日目。

　第一層のボスモンスターであった《イルファング・ザ・コボルドロード》が倒され、このウルバスの転移門が開通してから、早くも四日が過ぎ去っている。

　その四日のあいだに、一層のボス部屋で起きた出来事は、多少の尾ひれをつけて最前線プレイヤーに知れ渡った。

　事前情報にないカタナスキルを習得していたボスモンスター。レイドパーティーのリーダーであった《騎士ナイト》ディアベルの死。そして、ベータ時代に誰だれよりも高い層まで登り、そこで得た知識を駆使してボスを倒し、ラストアタック・ボーナスをかっ攫さらっていった一人の《ビーター》。

　幸い──と言うべきか、キリトという名前こそあっという間に流る布ふしたものの、アバターの容姿を直接知っているプレイヤーは多く見積もっても四十人前後しかいない。そしてこのＳＡＯでは、無関係な他人のカーソルに名前は表示されない。ゆえに、今のところ俺はこうやって街を歩いても石を投げられずに済んでいる。まあ、仮に投げたところで紫色のシステム障しよう壁へきに阻はばまれるだけなのだが。

　それでも、念のためと一層ボスからドロップしたレア防具《コート・オブ・ミッドナイト》は除装し、額ひたいに幅広のバンダナまで巻いているのが我ながらいじましい。変装してまで主街区に潜もぐり込んでいる理由は、別に人恋しいからではなく、ポーションや携けい行こう食類の補充と装備のメンテナンスをしなければならないからだ。主街区ウルバスから南東に三キロほど離れた小村《マロメ》にも道具屋はあるのだが品しな揃ぞろえがイマイチで、そのうえメンテを依頼すべきＮＰＣ鍛か冶じ屋やがいない。

　そんな諸事情により、このウルバスの南市場でまずアスイトテレムー欄ジにしこたま補給物資を詰め込んでから、次なる用事を済ませるべく通りの端はしっこを歩いていたところ、先の叫び声を耳にした──というわけだ。




　ふざけんなよ、という罵ば声せいが自分に向けられたものでないことを反射的に確認してしまった俺おれは、己おのれの覚悟の定まらなさに一つため息をついてから、次の目的地でありまた騒そう動どうの発生源でもあるウルバスの東広場へと歩行を再開した。

　ほんの一分足らずで、すり鉢状に低くなっている円形のオープンスペースに辿たどり着く。午後三時という《攻略どき》にしては混雑しているが、それは街開き──つまり転移門開通からまだ日が浅く、一層《はじまりの街》から観光目的で転移してくるプレイヤーが数多くいるせいだろう。

　そんな人の流れが広場の一角で停滞し、向こう側から先刻と同じ叫び声が断続的に響ひびいてくる。人垣に近づいた俺は、隙すき間まに潜もぐり込むと、騒さわぎの理由を知るべく首を伸ばした。

「どっ、ど、どうしてくれんだよ!!　プロパティむちゃくちゃ下がってるじゃねーかよ!!」

　顔を真っ赤にして喚わめき続けている男の顔には、うっすらとだが見覚えがあった。観光客ではなく、最前線近くで戦っているプレイヤーのはずだ。一層ボスの攻略レイドには参加していなかったが、それなりの高レベル者であることは、全身の金属防具と大きなツノが三本もついたヘルメットからも解わかる。

　何より目を引くのは、三本ヅノ男が右手で握り締しめている抜き身の片手用直剣だった。圏内ゆえにあの刃やいばが誰だれかを傷つけることは有り得ないが、こんな人混みの真ん中で振り回すのは少々物騒だ。しかし男は頭に血が上ってしまっているらしく、剣の切っ先を足あし許もとの石畳に叩たたき付けながら尚なおも叫ぶ。

「なんだよ四連続で大失敗って！　プラスゼロになるとか有り得ねーだろ、これならＮＰＣにやらせたほうがマシじゃねーか！　責任取れよクソ鍛冶屋!!」

　──という穏おだやかならぬ罵倒をもう数分以上も浴びせられながらも、困り顔を作るだけでじっと静かに立っているのは、地味な茶色の革エプロンを装備した小柄な男性プレイヤーだった。

　広場の一角に灰色の絨じゆう毯たんを広げ、その上に椅い子すや鉄床アンビル、陳列棚を所狭しと並べている。あの絨毯は《ベンダーズ・カーペット》という決してお安くないアイテムで、街中の路上で広げるとそこを簡易的なプレイヤーショップにできるという、駆け出し商人プレイヤーには必須の代しろ物ものだ。

　もちろんカーペットがなくてもアイテムを行商目的で並べることはできるが、放置状態となって耐久力が刻一刻減少するし、心ない者に盗まれるのを防ぐこともできない。ベータテスト時代は、各層主街区のメインストリートに商人たちが色とりどりの絨じゆう毯たんを広げてそれは賑にぎやかだったものだが、デスゲームと化したこのＳＡＯ正式サービスであのカーペットを見るのはこれが初めてだった。いや、それを言うなら、ＮＰＣではなくプレイヤーの鍛か冶じ屋やを見るのも初めてなのだが。

　そこまで状況を確認し、俺おれはようやくこの騒さわぎの理由を悟った。

　地面に繰くり返し片手剣を叩たたき付けながら喚わめく男は、その剣の《強化》を、無言で項うな垂だれる鍛冶屋に依頼したのだろう。一般的には、同レベルならばＮＰＣよりもプレイヤーの鍛冶屋のほうが強化成功率が高いのだ。もちろん、関連スキルの熟じゆく練れん度どがしっかり上がっている必要があるが、それは見かけからある程度判断できる。生産系スキルに用いる道具──鍛冶なら《ブラックスミス・ハンマー》系──は熟練度数値による装備の可、不可がかなり細かく設定されているからだ。いま、俺の数メートル先で消沈中の鍛冶屋の鉄床アンビルに載のっているのは《アイアン・ハンマー》で、この街のＮＰＣ鍛冶屋が使う《ブロンズ・ハンマー》よりも要求スキル数値が大きい。

　つまり、あの鍛冶屋はＮＰＣよりも武器の強化成功率が高いはずで、逆に言うとそうでなくては商売が成り立たず、ゆえに三本ヅノ男も愛剣を託したのだろう。

　しかし。残念ながらこのＳＡＯでは、熟練度に相当の余裕がない限り、武器の強化成功率は百パーセントにはならない。たとえ失敗の確率が三割でも、二連続での失敗は九パーセント、三連続失敗は約三パーセント、そして四連続失敗という悲ひ劇げきすら約〇・八パーセントの確率で起こり得る。

　そして恐ろしいことに、オンラインＲＰＧ世界では、その程度の数字は《ちょいちょい発生しちゃう事象》なのだ。俺が以前にプレイしていたタイトルでは、ドロップ確率〇・〇一パーセントという「ナメてんのか！」と叫びたくなるような数値に設定してあるアイテムすら存在したし、それをゲットした豪運プレイヤーも少なからずいた。ＳＡＯにはその手の鬼き畜ちくレアが存在しないことを願わずにはいられないが、でもきっとあるんだろうなあ、そして俺はそれを求めてダンジョン暮らしをしちゃうんだろうなあ…………

「……何なの、この騒ぎ」

　不意にそんな囁ささやき声がすぐ右隣どなりで発生し、俺はびくっとそちらを向いた。

　立っていたのは、華きや奢しやな体つきの細剣使いフエンサーだった。白いレザー・チュニックと、薄うすい緑色のレザー・タイツ。胸には銀色のブレストプレート。そこまではアインクラッドにはいないはずのエルフ族プレイヤーと見み紛まがうような清せい冽れつとした出いで立たちだが、頭から腰近くまでを覆おおう野暮ったい灰色のウールケープが全体の印象を台無しにしている。

　もっとも、それはやむを得ない。もし彼女がケープを取り、艶つややかな栗色のロングヘアと、それこそエルフかというくらいの美び貌ぼうを露あらわにしたら、周囲の観光客たちが放っておかないだろうからだ。

　俺おれは大きく一つ深呼吸して頭を落ち着かせると、この世界で数少ない……実のところ五人くらいしかいない《友人》と言える相手に言葉を返した。

「それがどうやら、あの三本ヅノ君が剣の強化を……」

　そこまで口にしてからようやく、俺自身も隣となりの女性と同じく変装中の身であることを思い出す。黒コートの代わりに無骨なレザーアーマー、頭には黄色と青の縞しま々しまバンダナという渾こん身しんの変装をこうも容易たやすく看破されたとは思いたくない。ならばここはとりあえず、初対面を装よそおって応答するべきなのか。

「……あ、その、えっと……以前どこかでお会いしました？」

　そう言ってみた途と端たん、灰色フードの奥からレイピアの水平二連れん撃げきもかくやという鋭するどい視線が発射され、俺の眉み間けんを深々と貫通した。

「お会いしたどころか、一緒に食事したりパーティー組んだりしたと思いますけど」

「…………あ、思い出した。今思い出した。俺の部屋でお風ふ呂ろ貸したことも思い出し」

　がすっ。とロングブーツ──正式名称《ブーツ・オブ・ホーネット》の鋭いカカトが俺の右足甲に炸さく裂れつし、一部の記憶を喪失させた。

　俺はごほんと咳せき払ばらいすると、指先で細剣使いフエンサーのフードの裾すそをつまみ、周りに人がいない場所まで数メートル移動してから改めて挨あい拶さつした。

「や……やあ、アスナ。久しぶり……でもないか、二日ぶり」

「こんにちは、キリト君」

　どうせアバター同士なんだし《君》はいらないよ、と俺は二日前に前線で彼女と遭そう遇ぐうした時に言った。だがどうやら、ＶＲゲーム初心者の彼女にとってはそこにこだわりというか譲ゆずれないものがあるらしい。そのくせ、ならこっちも《アスナさん》にすると言った時には「面倒だからいらない」と答えるのだから女性心理というのは解わからない。

　ともかく、どうにか平和的に挨拶を終えた俺は、視線をいまだ騒さわぎの収まらない鍛か冶じ屋や露ろ店てんのほうに振りながら手短に説明した。

「あの騒ぎはどうやら、三本ヅノヘルメットが剣の強化を鍛冶屋に依頼して、それが四回連続で失敗して数値がプラスゼロまで戻ったっていうんで頭に血が上っちゃったらしい。まあ……気持ちは解るけどなあ……四連続失敗じゃなあ」

　すると、俺が知る限りこのアインクラッドで最も速く最も冷静な（ここに最も美人と付け加えたくなるが自主的ハラスメントコードに抵触するので省はぶく）プレイヤーであるところの細剣使いアスナは、ひょいと肩を上下させてコメントした。

「失敗の可能性があることは頼むほうも承知してるはずでしょ。あの鍛冶屋さん、お店に武器の種類ごとの強化成功率一覧貼はり出してるじゃない。しかも、失敗した時は強化用素材アイテムぶんの実費だけで手数料は取らないって話よ」

「え、ほんと？　そりゃ良心的だな……」

　俺おれは、ひたすら頭を下げ続けていた小柄な鍛か冶じ屋やプレイヤーの姿を思い出しながらそう呟つぶやいた。正直、四割くらいは三本ヅノ男に同情的だったのだが、そうと聞くと数字が二割あたりまで落ちざるを得ない。

「……たぶん、最初に一回失敗して、頭に血が上ってそのままもう一度、もう一度って強化依頼しちゃったんだろうな。アツくなるとドツボにはまるのは、どんなギャンブルも一緒だよなあ……」

「妙に実感のこもったコメントね」

「い、いえ、単なる一般論ですけど」

　ここで、ベータテスト時代に第七層のモンスター闘とう技ぎ場じようで全財産スッたなどという経験談を開陳してもさして好感度は上がらないというかだだ下がりだと直感したので俺は視線を逸そらした。アスナは数秒疑わしい顔をしてから、幸い話題を引き戻した。

「……まあ、わたしも可哀かわい想そうだと思わなくもないけど、でも何もあんなに興奮しなくても……また素材ぶんのお金貯ためて、再挑戦すればいいじゃないの」

「ん……いや、ところがそうはいかないんだよな」

「どういうこと？」

　首を傾かしげるアスナに、俺は自分の背中に吊つるしてある愛剣《アニールブレード＋６》を親指で示しながら解説した。

「あの三本ヅノ氏の剣は、これと同じ《アニールブレード》だ。きっと、頑張って一層のあの辛つらいクエをクリアしたんだろうな。それを、更に頑張ってＮＰＣ鍛冶屋で＋４まで強化した。ま、そこまではだいたい成功するんだ。でも＋５からは確率がだいぶ下がるから、プレイヤー鍛冶屋に依頼したんだろう。ところが最初の試行がまず失敗して、数値が＋３まで下がった。それを取り戻そうともう一度強化を頼んだら、またしても失敗で＋２に下がった。あとはその繰くり返しさ。三度目、四度目の強化試行も失敗で、ついには＋０で終了エンドしちゃった……というわけ」

「…………でも、０からはもう下がりようがないんだから、また＋５を目指せば……」

　そこまで口にしたところで、アスナは俺の言わんとする所に思い至ったらしく、フードの奥ではしばみ色の瞳ひとみを軽く見開いた。

「そうか……《強化試行上限数》ね。アニールブレードの試行上限は、確か……」

「八回。つまり、四回の成功と四回の失敗で使い切っちゃったんだ。あの剣はもう、二度と強化を試すことはできない」

　そう──。これが、ＳＡＯに於おける武器強化システムの厄やつ介かいなところなのだ。

　この世界では、あらゆる強化可能な装備には、《強化試行上限数》というプロパティが設定されている。それは《強化可能上限数》ではない。何回までなら強化を試せますよ、という数字なのだ。たとえば初期装備の《スモールソード》の試行上限はわずか一回で、これはいちど強化を試み失敗すると、その剣はもう絶対に＋１にはできないということに他ほかならない。

　更にイヤらしいのが、強化の成功率は、ある程度所有者の努力で操そう作さ可能な点だ。腕のいい鍛か冶じ屋やを探すのは当然だが（究極的には自分で鍛冶スキルを極きわめるという手もなくはないが、現状では非現実的なので措おく）、強化に必要な素材アイテムを質的量的に奢おごれば奢るほど、成功率が上昇するのである。

　通常、プレイヤー鍛冶屋は成功率七割あたりを目安に強化依頼料を設定する。依頼者がより成功率を上げんと欲するなら、追加料金を払って素材アイテムを増量してもらうか、自分で素材を集めてくればいい。

　だから、あの三本ヅノ男に責められるべき点があるとすれば、それは熱くなって次々に強化を依頼してしまったことだ。最初に一度失敗した時点で深呼吸して頭を冷やし、追加で払うなり出直すなりすればよかった。そうすれば、あたら貴重なアニールブレードを、＋０で試行回数を使い切るという悲ひ劇げきは避さけられたはずなのだ。

「…………なるほどね。それはまあ……確かに、荒れる気持ちも少しは解わかるわ。ほんの少し」

　アスナのコメントに同意の頷うなずきを返し、哀れな剣のために黙もく禱とうしようとしたその時、相変わらず喚わめき続けていた男の声が途切れた。見ればどうやら彼の仲間が二人ほど駆けつけたらしい。両側から肩に手を置き、懸けん命めいになだめようとしている。

「……ほら、大丈夫だってリュフィオール。また今日からアニブレのクエ手伝ってやるから」

「一週間頑張りゃ取れるんだからさ、今度こそ＋プラ８ハチにしようぜ」

　……おお、今は三人がかりで一週間もかかるのか。早めに取ってよかった。

　という即物的な感想と、

　……あんた、その友達大事にしなよ。あと次は無茶な強化ギャンブルするなよ。

　というしんみりした感慨を抱きつつ見守っていると、三本ヅノ改めリュフィオール氏はようやく落ち着きを取り戻したようで、がくりと肩を落としつつも広場から歩き去ろうとした。

　その背に、今までずっと黙だまったまま痛つう罵ばに耐たえていた鍛冶屋がおずおずと声を掛けた。

「あの……、ほんとに、すいませんでした。次は、ほんとに、ほんとに頑張りますんで……あ、もう、ウチに依頼するのはお嫌いやかもですけど……」

　足を止めたリュフィオールは、鍛冶屋を見ると、打って変わって力ない声で言った。

「…………アンタのせいじゃねーよ。…………色々言いまくって、悪かったな」

「いえ……それも、僕の仕事の内ですから……」

　革エプロンの前で両手を握り合わせ、ぺこぺこ頭を下げる鍛冶屋の男は、よくよく見るとまだ十代と思おぼしき若さだ。やや細いタレ目と無む造ぞう作さに真ん中から分けた髪型も相まって、こう言っては何だが、たいへんまっとうな《生産キャラ》感を醸かもし出している。これで、もう少し小柄でもう少しズングリしていれば種族は間違いなく《ドワーフ》だ……いや、ヒゲがないから《ノーム》か。

　などと考えながらやりとりを眺めていると、鍛か冶じ屋やは一歩踏ふみ出して再び深々と頭を下げ、言った。

「あの、こんなことじゃお詫わびにはならないと思うんですが……その、ウチの不ふ手て際ぎわで＋０エンドしちゃったアニールブレード、もしよかったらですけど、八千コルで買い取らせてもらえないかと……」

　ざわ……と周囲の野次馬がどよめき、俺おれの喉のどからも低く「おお」と声が漏もれた。

　現在の相場では、クエスト報酬として入手したばかりのまっさらなアニールブレード＋０がおよそ一万六千コルというところだ。それに対して八千コルは半額だが、何せ同じ＋０と言ってもリュフィオールが持っているのは、試行回数を使い切った通称《エンド品》である。恐らく市価は更にその半分、四千コルもつくまい。お詫びにしたって破格の申し出だ。

　リュフィ氏とその仲間二人もしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて顔を見合わせ、三人同時にゆっくりと頷うなずいた。




　一連の出来事が終幕し、三人組も、野次馬たちの姿も消えた広場に、カン、カンというリズミカルな鎚つち音おとが響ひびき始めた。露ろ店てんのドワーフ……ではない鍛冶屋が、鉄床アンビルの上で武器の製造を始めたのだ。

　俺とアスナは、円形広場の反対側のベンチに並んで腰を下ろし、なんとなくその響きに聞き入っていた。

　本来なら、この広場にこうも長居することもなく、ササッと用事を済ませて今いま頃ごろはウルバスの外に脱出していたはずだ。予定が変更された理由は二つ。アインクラッドで数少ない、俺を《汚いビーター》呼ばわりしないヒトであるところのアスナと遭そう遇ぐうしたのでちょっと日本語の使い方を復習しておこうと思ったことと、もう一つ──俺の本来の用事というのも、何あろう、背中のアニールブレード＋６の強化だったのである。

　ウルバスの東広場に、なかなか腕のいいプレイヤー鍛冶屋が出現したという噂うわさをマロメの村で聞きつけた……正確には盗み聞きしたのは昨日のことだ。ちょうど、そろそろ＋７にチャレンジする頃合いかと思っていたこともあり、それならばと強化用の素材アイテムを抱え、変装までしてウルバスに戻ってきたのだが、思わぬ騒そう動どうに水を差されたというわけだ。

　別に、今すぐベンチから立って鍛冶屋に歩み寄り、「すんませーん、強化お願いしまーす」と言えばいい話ではある。あのドワ……いや、お兄さんとは初対面だし、よもや「ビーターの剣を鍛きたえるハンマーはウチにはねぇ、けえんな！」とは言われまい。

　だが、先刻聞いた話が多少ながら俺にプレッシャーを与えている。同じアニールブレードが、成功率七割設定で、＋４から＋０。確率的には起こり得ることだが、しかし一級品の悲ひ劇げきであるのは間違いない。もし俺に同じ運命が降りかかったら、あそこまで暴あばれはしないにせよ、三日ぐらいは宿屋に引きこもってしまいかねない。

　こんな精神状態で強化を頼めば、失礼ながらリュフィオール氏の衰運に引きずられ、俺おれの剣も失敗して＋５になってしまいそうな気がする。そしてそこで「アワワワワ」と口走り、素材追加もなしに再チャレンジして＋４になってしまいそうな気がする。むろん、何の論理的裏付けもない話だが、《ネットゲームの強化ギャンブル》というのは、ロジックだけでは測り切れない世界なのだ……。

「…………で？」

　不意に隣となりでそんな声が響ひびき、俺はぼんやり視線を向けた。

「へ？　なに？」

「…………何じゃないわよ。あなたがわたしをここに座らせたんじゃない」

　アスナがじろりと俺を睨にらむ。

「え、あ、そ、そうだっけ。ごめん、ちょっと考え事してて……」

「考え事って……キリト君も、あの鍛か冶じ屋やさんに強化頼みに来たんじゃないの？」

「え、な、なんで解わかるんだ？」

　ぎょっと仰のけ反ぞると、レイピア使いはアキレ顔になって言った。

「一昨日おとといの夜にマロメで会った時、東の岩山エリアで《レッド・スポテッド・ビートル》狩りしに行くって言ってたでしょ。なら、片手剣用の強化素材集めに決まってるじゃない」

「お……おお」

　俺は思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。

「……何、その反応？」

「いや……ほんの四日前まで、パーティーメンバーの名前表示すら見つけられなかった人のお言葉とは思えなくて……あ、ひ、皮肉じゃないよ。マジで感心したんだ」

「………………」

　本心からそう言っていることをどうにか理解してくれたのだろう、アスナは微妙な表情ながらもやや語調を和やわらげ、

「最近いろいろ勉強してるから」

　と呟つぶやいた。俺はなぜか嬉うれしくなり、繰くり返し頷うなずきながらまくし立てた。

「そうか、うん、そりゃいいことだ。ＭＭＯ世界じゃ、知識があるとないとじゃ何をやるにも結果がぜんぜん違うからな。知りたいことがあったらいつでも訊きいてくれよ、なんせ俺は元テスターだからな、十層までなら全街の商品ラインナップからＭｏｂの鳴き声までばっちり網もう羅ら……」

　調子に乗ってそこまで言いかけた時、俺はようやく自分が現在進行形で犯している過あやまちの大きさに気付いた。

　自分で言ったとおり、俺は元ベータテスターであると同時に、今やその中でも《膨ぼう大だいな知識を貯ため込み自分の利益だけを追求する悪のビーター》だ。一層のボス攻略戦で死亡した騎士ナイトディアベルの仲間たちを始め、俺おれを蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらっているハイレベルプレイヤーは決して少なくない。いかに革かわ鎧よろいとバンダナで変装しているとは言え、顔を近くで見れば俺がキリトだと気付く者はいるはずであり、そいつは俺と並んでベンチに腰掛け会話しているアスナのこともまたビーターの仲間と決めつけかねない。こんな人通りの多い場所で吞のん気きにお喋しやべりするなど、うかつにも程がある……。

「あ……ご、ごめん。急用、思い出して」

　下へ手たな言い訳とともに立ち上がろうとした俺の肩を──。

　レイピア使いは、しなやかな人差し指の先せん端たん一つでぴたりと制し、極小ボリュームながらも毅き然ぜんとした声で囁ささやいた。

「……元テスターへの恨うらみや妬ねたみを全部一人で背負おうだなんて、無茶しすぎのかっこつけすぎだと思うけど……それはあなたが決めた選択なんだから、わたしは何も言わないわ。でも、それならわたしの選択も尊重してよね。他人に何を思われようと、わたしにはどうでもいいこと。あなたの友……仲間と思われるのが嫌いやなら、最初から声掛けたりしないわ」

「………………参ったな。全部……お見通しか」

　呟つぶやき、俺はもう一度ベンチに腰を落とした。

　一層ボス部屋で自みずからビーターを名乗った動機から、数秒前に逃亡しようとした理由まで、誤差ゼロパーセントで言い当てられればもうぐうの音ねも出ない。降参、とばかりに軽く両手を持ち上げてみせると、アスナはフードの奥でごく小さく微ほほ笑えみ、言った。

「あなたがアインクラッドのプロなら、ずっと女子校育ちのわたしは心理戦のプロよ。アバターの顔色読むくらい朝飯前だわ」

「そ……それはお見み逸それしました……」

「だから、そろそろ教えなさいよ、あなたが武器強化を躊躇ためらってる理由。実は、わたしも今日、あの鍛か冶じ屋やさんにこの剣の強化お願いしようと思って来たのよね」

「え……」

　思わぬ言葉に、アスナの腰に吊つられている華きや奢しやな武器を見やる。象ぞう牙げ色の鞘さやに収められた、緑色の鍔つばを持つレイピアの名称は《ウインドフルーレ》。一層ボスを攻略するにあたって彼女とパーティーを組んだ時、それまでの初期剣に代わって彼女に装備させたモンスタードロップ品だ。実はけっこうなレアアイテムで、きちんと強化していけば三層中ちゆう盤ばんまでは充分に使えるポテンシャルがある。

「それ、今＋４だっけ？」

　俺の問いに、アスナはこくりと頷うなずいた。

「強化素材は自前で持ち込み？　どんくらい持ってきた？」

「えーと……《プランク・オブ・スチール》が四個と、《ニードル・オブ・ウインドワスプ》が十二個」

「へえ、頑張ったな。……でも……」

　俺おれはざっと成功補正率を暗算し、唸うなった。

「うーん、それでも＋５の成功率は八割ちょっとか」

「賭かけるには充分な数字じゃないの？」

「まあ、普通はそうなんだけど……さっきの一幕を見ちゃうとなあ……」

　視線を、広場の反対側でリズミカルに鎚つちを振っているドワーフ……っぽい鍛か冶じ屋やプレイヤーにちらりと向ける。アスナも同じ方向を一いち瞥べつしてから、軽く肩をすくめた。

「コインの表が出る確率は、一回前の結果にかかわらず常に五十パーセントよ。さっきの人が何連続で失敗しようと、わたしやあなたの強化試行には無関係でしょ？」

「そう……なんだけど……さ……」

　実に歯切れの悪い言葉を口中でもごもご転がしながら、俺は脳裏であれこれ考えた。レイピア使いアスナさんはどうやら科学と理性のヒトであり、俺がここで「ギャンブルには流れというものが」と言っても納得してはくれるまい。俺とて、左脳では自分が感じている《嫌いやな流れ》に根拠などないことは理解している。

　しかし一方、右脳ではありありと予感しているのだ。俺のアニールブレードにせよアスナのウインドフルーレにせよ、今ここで鍛冶屋さんに強化を頼めば、追加素材による確率ブーストなど関係なく失敗するであろう、と。

「なあ、アスナ」

　俺は体ごと右横のアスナに向き直り、最大限真剣な声および表情で言った。

「な……何よ？」

「成功率八割より九割のほうが好きだよな」

「…………それはまあ、そうだけど」

「九割より九割五分のほうが好きだよな」

「…………それもまあ、そうだけど」

「なら、妥協はよくないと思うんだ。どうせそこまで素材を集めたんなら、もう一頑張りして九割五分を目指すべきじゃないだろうか」

「……………………」

　レイピア使いは、とても胡う散さん臭くさそうな表情で俺の顔を数秒眺めた後、不意に何かを思いついたように長い睫まつ毛げをゆっくりしばたたかせ、言った。

「ええ、確かにわたし、妥協は嫌きらいだわ。でも、口だけ出して体を動かさないヒトも同じくらい嫌い」

「…………え？」

「そこまで言うからには、わたしが完かん璧ぺきを追求するのを手伝ってくれるんでしょうね、キリト君。ちなみに、ウインドワスプの針のドロップ率は八パーセントですから」

「………………え？」

「そうと決まったら、さっさと狩場に行きましょう。二人なら、暗くなる前に百匹は狩れるわね」

「……………………え？」

　呆ほうけ顔の俺おれの肩をぽんと叩たたき、立ち上がったアスナは、形のいい眉まゆを少し寄せてトドメのひと言を口にした。

「それと、わたしとコンビ狩りするなら、その派手なバンダナは外してほしいわ。悪いけど、ぜんぜん似合ってない」










　　　２




　剣技──《ソードアート》が最大のウリだからだろう、このＳＡＯというゲームでは、人型モンスターの種類が他ほかのＭＭＯＲＰＧタイトルよりもかなり多い。

　しかしその傾向が現れてくるのは次の層あたりからで、一層二層ではまだまだ非人間型のほうがハバを利きかせている。それはつまり、剣技を操あやつる人型Ｍｏｂよりも動物や植物型のほうが初心者にやさしいからなのだが、中にはもちろん例外も存在する。

　麻ま痺ひ毒だの腐食酸だのといった危険極きわまる特殊スキルを持つ奴やつらがその代表格だが、意外に厄やつ介かいな伏兵が《飛行型Ｍｏｂ》だ。何せＳＡＯには魔ま法ほうがない。遠隔攻こう撃げきの手段は唯一《投剣》カテゴリに属する武器だけで、それもどちらかと言えば補助武器的な扱いになる。

　投剣スキル一本に全すべてをかけて、スローイング・ナイフでビシバシ飛びＭｏｂを倒しまくるスタイルに憧あこがれないこともないが、残念ながらこのデスゲーム状況でそんな趣味ビルドに走れるほど俺の精神力は強くない。加えれば、ＳＡＯの投とう擲てき武器は残弾無限タイプではないので、手持ちを投げ尽くしてしまうとかなり悲しい目に遭あいそうだ。

　ゆえに──。

　何の面おも白しろみもないバランス型片手直剣使いである俺ことキリトは、同じくリーチが長いとは言えない細剣レイピアを主武装とするフェンサー・アスナに、二層の西フィールドに出現する飛行型モンスター《ウインドワスプ》狩りへの協力を依頼……というか命令された時、心の底から思わずにいられなかった。

　うへぇーめんどくせぇー、と。




　二層主街区《ウルバス》の西門を出た俺おれは、装備フィギュアを操そう作さして頭に巻いていた黄色と青の縞しま々しまバンダナを外した。途と端たん、眉まゆの下まで垂たれてくる黒い前髪をちらりと見上げ、ほっと息をつく。現実世界と同じこの髪型を忌き避ひして、ＳＡＯ開始時に作成した懐なつかしきイケメンアバターは髪をキザな前分けにしていたのだが、ゲーム開始から一ヶ月が経たつ今では結局これがいちばん落ち着いてしまう。

　そんな俺の様子を、右隣どなりを歩くアスナがちらりと一いち瞥べつし、軽く鼻を鳴らしてから言った。

「だいたい、あんなバンダナ一つで変装してるつもりなのがどうかと思うわ。顔をまるごと隠すか、いっそフェイスペイントでもしないと効果ないわよ」

「ウ…………」

　その言葉に悲しい記憶を刺し激げきされ、俺は思わず低く呻うめく。

　アスナに言われるまでもなく、俺の顔には一昨日おとといの夜まで黒々としたペイントが施ほどこされていたのだ。だがそれは、頰ほおにトライバルパターンとか額ひたいにリバースクロスとかのカッコイイやつとはほど遠い何かだった──はずだ。はず、というのは怖くて自分の目で確認できなかったからだが、唯ただ一人それを見た人物はこう評した。《キリえもん》、と。

　そのペイントは、とあるクエストを受けたら問答無用で顔に塗りたくられ、クリアするまで何があろうと消えないという鬼仕様だったので、俺は涙目になりながら一心不乱に努力した。クエスト開始から三日目の夜にどうにかクリアし、依頼人ＮＰＣことヒゲ師し匠しようがペイントを消してくれた時の達成感ときたらなかった。消す方法が、道着の懐ふところから出した薄うす茶ちや色いろの手て拭ぬぐいだったこともギリギリ許せたほどだ。

　そんな事情があったとは言え、二層開通から五十時間以上も出遅れてしまった俺は、顔が元に戻るやいなや最前線の《マロメの村》にダッシュし、そこでアスナと一層以来の再会を遂とげた──というわけなのだった。

　ゆえに、俺の奇妙な反応の理由を知るよしもないアスナは、少々訝いぶかしげに眉をひそめた。俺は慌ててウホンと咳せき払ばらいでごまかしつつ口を開く。

「あー、そ、そうだな。じゃあ、次にウルバスに行く時は俺もそういうフーデッドケープしてこうかな。それ、どこで買ったやつ？」

「これは《はじまりの街》の西市場にあるＮＰＣの……」

　そこまで答えかけたところで、アスナはぴたりと口を閉じ、フードの奥から烈火の如ごとき視線を注いできた。

「……って、同じの買うとかやめてよね！　それじゃまるでペアル……じゃなくて、固定パーティーみたいに見られるじゃない！　顔隠すなら麻袋でも被かぶれば！」

　ぷいっ！　と凄すごい勢いで顔をそむけ、ウインドウを開くと装備フィギュアをタップ。地味な灰色のウールケープがささやかなライトエフェクトを散らしながら消滅し、長い栗色のストレートヘアが午後の陽光を受けて眩まばゆく煌きらめく。

　久しぶりに……正確には第一層ボスモンスター攻略戦以来四日ぶりに目にするアスナの素顔は、やはりちょっと表現のしようもないレベルで美しかった。実際に言ったらぶっとばされるだろうが、ゲームマスターにして世界の支配者たる茅かや場ば晶あき彦ひこのウッカリミスで、彼女だけ本来の顔に戻され損そこねたのではと思いたくなるほどだ。

　現在の攻略拠点であるマロメの村はウルバスの南東にあるので、南西に向かうこの街道には他ほかのプレイヤーの姿はない。殺伐とした死の檻おりであるはずのアインクラッドで、こんなお綺き麗れいなお姉さんと二人並んで歩ける状況を、思春期まっただなかの中二男子としては神の与えたもうた至幸の時なりと感かん謝しやすべきなのだろう。たとえ、行く手に待ち受けるのがドめんどくさい飛行Ｍｏｂ乱らん獲かくミッションであろうとも。

「……麻袋マスクはＰＫに間違われそうだからなあ。色違いの奴やつなら許可？」

「不！許！可！」

「……はぁい」

　そんなやり取りをしつつ、俺も装備フィギュアをもう一度操そう作さ。これも変装用だった地味なレザーアーマーが消滅し、一層ボスからドロップした漆しつ黒こくの《コート・オブ・ミッドナイト》が実体化する。

　長い裾すそをばさりとはためかせる俺を、アスナは横目で見て何か言いかけるように唇を動かしたが、視線が合った途と端たん再びソッポを向いてしまった。俺どうしてこの人の強化素材集め手伝うことになったんだっけ、と今更のように考え、そもそも俺が成功率の嵩かさ上あげを勧すすめたせいだったと思い出す。

　まあ、ウインドワスプは狩るのが面倒なぶん経験値効率はかなり高い。夕食前の一ひと稼かせぎには悪くない相手だ。それにたぶん、さしものアスナさんもお駄賃代わりに晩飯を奢おごってくれるくらいの優しさは持ち合わせているに違いない。きっと、たぶん。

　行く手では、巨大牛がのんびり草を食はむ草原を広い峡谷が南北に分断していた。あれを渡った先がワスプの出現エリアだ。

「……もうずいぶん狩ってるみたいだから言わずもがなだろうけど、ワスプの毒針に刺されると二、三秒スタンするからな。互いにスタンエフェクトを見たら即フォロー、それだけ頭に刻んどいてくれ」

「了解」

　俺の指示に、今度は素直に頷うなずいたアスナだったが、すぐに続く言葉があった。

「南に移動しすぎると《ジャグド・ワーム》を引っかけるから、それも注意ね」

「……り、了解」

　そういやそうだった、とベータ時代の記憶を遅まきながら甦よみがえらせつつ、俺おれは頷うなずいた。

　牛エリアをすり抜け、深さ十メートルほどの峡谷に架かる天然の石橋を、充分な幅はあるものの多少緊きん張ちようしながら渡り終えて、二人同時にひと息。

「……さっきの橋、落ちたらどうなるのかしら」

　アスナの呟つぶやきに、肩をすくめて答える。

「レベルが５もあれば死なないはずだよ。でも上れる道がずっと南に行ったとこにしかなくて、谷底にはヌルヌル系のモンスターがわんさか出るから、戻るのがかなり面倒だけど」

「そう」

　と頷く細剣使いフエンサーの顔に、安あん堵ど以外の何かが過よぎったような気がして、俺はじっと視線を向けた。するとこちらの疑問を鋭えい敏びんに察したのか、アスナは背後の谷を見やりながら言った。

「……ちょっと、思ったの。たとえばボスモンスター相手に、偵察とかレベル上げとか攻略作戦とか努力を尽くしてなお負けるなら、その時は仕方ないか……って気がするけど、ただうっかり高いとこから落ちただけで死ぬのは絶対イヤだな、って」

「……そうだな。普通のＭＭＯなら、落下死は笑い話で済むかもだけど……この世界じゃそれで終わりだからな……」

　頷いてから、俺は少し考え、付け加えた。

「でもさ、現実世界にも、全力を尽くしたんだから仕方ないなんて思える死に方ってほぼ存在しないと思わないか？　病気だろうと事故だろうと、死ぬ時はひたすら無念なだけでさ……。だから……ええと、もしこのアインクラッドで死んだとして、その時に、やるだけやったっていう満足感みたいなものが味わえたら……それは…………」

　悲しいかな、そこで十四歳ネットゲーマーの言語化能力に限界が訪れ、俺は両手をわきわき口をぱくぱくさせた。その様子をアスナは遠えん慮りよゼロな視線でさんざっぱら眺めてから、簡かん潔けつに述べた。

「それは、そう悪いもんじゃないかもね。当分味わいたくないけど」

「う、うん」

「なら、まずは二層ボス攻略に向けて最大限の努力をしないとね。きみがわたしの武器強化を手伝ってくれるのもその一いつ環かんよね」

「……う、うん」

「意見の一致を見たところで、さっそく始めましょうか。目標、二時間で百匹！」

　そう締しめくくり、アスナは腰のレイピアをしゃらんと抜くと、石橋の反対側──低い木こ立だちに囲まれた窪くぼ地ちに切っ先を向けた。

　二時間百匹とゆーことは、一匹七十二秒？　マジで？

　という恐るべき計算を脳裏に巡らせつつも、俺おれにはもはや「おー」と力なく叫ぶ以外の選択肢は存在しなかった。




《ウインドワスプ》は、黒地に緑色の縞しまを持つ蜂はち型モンスターだ。全長五十センチ、もし現実に存在したら間違いなく世界最大の昆虫だが、アインクラッドに棲せい息そくする怪物どもの中では最小クラスに分類される。ＨＰやＡＴＫといったステータスも、二層のフィールドＭｏｂではそう高いほうではない。

　とは言え、人の頭より大きい蜂が、尻しりの先からアイスピックめいた毒針を光らせてぶんぶん襲おそいかかってくると、脳の原始的な部分から緊きん急きゆう回かい避ひの最優先命令が出てしまうのはいかんともし難がたい。ウインドワスプ狩りでは、その本能的恐怖をいかに理性で押さえ込むかがポイントとなる。

　それに関して俺は、どう見てもムシが得意ではなさそうなアスナの動きを、ほんのちょっぴり懸け念ねんしていたのだが──。

「……ハァッ！」

　鋭するどい気合とともに、細剣用ソードスキル《リニアー》が宙に銀色の軌跡を描き、ワスプの弱点である腹の付け根を正確に貫つらぬいた。ギイイッ、と金属質の悲ひ鳴めいを上げ、巨大な蜂はポリゴン片となって四散。パーティーを組んでいる俺の視界にも、経験値とコルの加算ログが流れる。

「二十四！」

　ちらりと俺を見て、短くそう叫ぶアスナの瞳ひとみに少しばかり勝ち誇った色があるのは錯さつ覚かくではあるまい。にゃにおう、と思いつつ、俺も新たにＰＯＰした蜂に右手の剣を向ける。

　すでに蜂の反応圏アグロレンジに入っていたので、そいつは湾曲した複眼で俺を捉とらえるや高々と舞まい上がった。高度五メートルで一度ホバリングしてから、ブウゥーン、と腹に響ひびく振動音を響かせて急降下。この時、蜂の体がまっすぐなら大アゴによる嚙かみ付き攻こう撃げき、くの字に曲がっていれば毒針攻撃だ。まずはそれを見み極きわめないと対処を誤る──のだが、ベータテスト時代にはこいつや、上位モンスターである《ストームホーネット》と散々戦った俺も、内心で「こわっ！」と思ってしまうのは止められない。

　恐怖に耐たえつつ、蜂が腹を突き出しているのを視認。針攻撃が来ると判断し、更にその場に踏ふみとどまる。

　ワスプは、俺の目の前まで突進してくると、そこで再度短くホバリングした。尻から伸びる巨大な毒針が、淡い黄色の光を帯びる。そこまで待って、思い切りバックジャンプ。じゃきっ！　というサウンドエフェクトとともに突き出された毒針は、むなしく空気だけを突き刺す。

　ここでワスプは一・五秒の攻撃後硬直デイレイに陥おちいる。そこを逃さず、俺は片手剣二連斬ぎり《バーチカル・アーク》を繰くり出す。鋭いＶ字を描く刃やいばが、心ここ地ちよいヒットサウンドを伴ってワスプを連撃。敵のＨＰゲージを六割弱削り取る。

　ディレイから回復した蜂はちが、高く舞まい上がった。急旋せん回かいし、再びの突進。今度は体を伸ばしている。俺おれは敵の大アゴを睨にらみ、攻こう撃げきを待たずに横ステップで回かい避ひ。すぐ左を通過していった蜂をダッシュで追う。旋回前に一いつ瞬しゆんホバリングする隙すきを逃さず、単発の斜め斬ぎり《スラント》を放つ。

　ここでもう一度《バーチカル・アーク》が使えれば確殺できるが、残念ながらその技はまだ視界下か端たんに冷却クーリングアイコンが点灯中だ。《スラント》でも、弱点にヒットすれば残りゲージを削り切れる──のだが、大きな翅はねが邪じや魔まして後ろからだと難むずかしい。クリティカルに失敗し、ワスプのＨＰゲージは一割残ってしまう。俺は内心舌打ちしながら、ディレイが解けるや否いなや通常攻撃で追い打ち。幸い、敵が反撃の嚙かみ付き攻撃を行う直前に剣がヒットし、今度こそワスプは青いガラスの破片となって飛び散る。

「──二十二！」

　ひと声叫び、俺は新たな獲え物もののリポップを探し求める。

　レベルも主武装のスペックもこっちが上のはずなのに、スコアで遅れを取っているのは、ひとえにアスナのクリティカル率の高さ──言い換えれば、蜂の弱点を百発百中で貫つらぬくとんでもない正確さアキユラシーのせいだ。

　俺の《バーチカル・アーク》がノーマルヒットで蜂のゲージを六割削るのに対して、アスナの《リニアー》はクリティカルで五割ちょいを奪う。しかも基本の単発技なのでクールタイムが短く、ワスプの隙に毎回間に合わせられるのだ。

　ならば俺も基本の《スラント》や《ホリゾンタル》でクリティカルを狙ねらえばよさそうなものだが、悔しいかな狙いの正確さにそこまでの自信がない。言い訳をすれば、俺の愛剣《アニールブレード＋６》は強化の内訳が《３Ｓ３Ｄ》、つまり鋭するどさに＋３、丈夫さに＋３という配分だ。対してアスナのレイピア《ウインドフルーレ＋４》は確か《３Ａ１Ｄ》、正確さが＋３で丈夫さが＋１という内訳。クリティカル率にかなりのボーナスがあるはずだ。

　とは言え。それでもやはり全弾クリティカルというのは、プレイヤーの技術と冷静さが高いレベルになくてはとてもできることではない。それに加えて、経験も。

　恐らくアスナは、二層が開通して以来、かなりの時間をこの巨大蜂相手に戦っていたのではないか。ウインドフルーレの強化素材を集めるためもあろうが、俺にはもっと大きな理由が存在するように思えてならない。それはきっと──数値的ステータスではなく、プレイヤー自身の強化。トリッキーな動きをする飛行型の弱点を正確に攻撃できるようになれば、次に地上型と戦う時には相手がこれまで以上にスローに見えるはずだ。

　アスナは、第一層迷宮区の奥底で初めて俺と遭そう遇ぐうした時に言った。

　──どうせ、みんな死ぬのよ。

　──どこでどんなふうに死のうと、早いか遅いかだけの違い。

　瞳ひとみに昏くらい光を湛たたえ、戦いの先に希望ではなく絶望を見み出いだそうとしていたアスナが、こうもまっすぐに《強さ》を目指せるようになったことは素直に嬉うれしい。彼女なら、いつか全プレイヤーの先頭に立ち、皆に希望を与えるような存在にもなれるだろうと思う。

　だが、しかし。

　今だけは、《どっちが先に五十匹狩るか競争》に負けるわけにはいかないのだ。

　なぜなら、戦せん闘とうを始める前に、アスナがシレッととんでもない提案をしてきたのである。今日の晩ご飯はわたしがご馳ち走そうするけど、それとは別に、先に五十匹狩ったほうが相手にデザート奢おごってもらえることにしない？　と。

　深く考えずに了承し、狩りに突入してから俺おれはようやく気付いた。主街区《ウルバス》の某ＮＰＣレストランには、特産である巨大牛のミルクから作ったクリームを「うわっ！」というほど使ったショートケーキが存在することを。確かにあれは美う味まい。一層で俺お気に入りのオヤツだったクリームのせ黒パンが果てしなく色いろ褪あせるほど美味い。だが、その味と比例して高い。この狩りで稼かせいだコルが大半吹っ飛ぶほど高い。

　アスナの狙ねらいは間違いなくあれだ。あんなものを奢らされた日には、その前に晩飯をご馳走してもらったところで収支はドマイナスだ。だから俺は──どうあろうと、この戦いに勝利しなくてはならないのだ！

「うおおおおおお!!」

　俺は腹の底から吼ほえつつ、リポップした蜂はちめがけてダッシュした。

　しかし直後、余裕しゃくしゃくに「二十五！」と叫ぶ声が聞こえ、俺を絶望の淵ふちへと叩たたき落とした。

　三匹差。折り返し点でこの数はヤバイ。今までと同じペースで狩っていては、引き離される一方だ。せめて、俺もアスナと同じ二手でワスプを確殺できねば、後半の逆転なぞ到底望めない。

　────かくなる上は。

　俺はちらりと背後を見やり、アスナもこちらに背を向けて戦っているのを確かめてから、再度標的を睨にらんだ。

　黒緑色の蜂は、パターンどおり高空でホバリングしてからの急降下で攻こう撃げきを仕掛けてくる。その体はくの字に曲がり、鋭するどい毒針が俺を狙っている。

　セオリーどおり立ち止まり、敵を引きつけ、毒針攻撃を空振らせてのバーチカル・アーク。ざしゅざしゅっ！　と爽そう快かいな斬ざん撃げき音おんが鳴り響ひびくが、ゲージの減り幅はこれまでと同様に六割。ここで敵を離脱させると、次撃が偶然クリティカルにならない限り二手では倒せない。

「…………ッ!!」

　俺は無音の気合とともに、左拳こぶしを握った。

　本来なら、ソードスキル使用後のディレイを課せられ、追撃はできない。しかし俺が左拳を脇わきに構えると、仄ほのかな赤いライトエフェクトが生まれる。体が半自動的に前に出て、ノックバック中のワスプに肉迫する。

　ズガッ！

　という、剣技とは異質なサウンドが鳴り響ひびいた。俺おれの拳こぶしが一直線に突き出され、蜂はちの丸く膨ふくらんだ腹を捉とらえたのだ。《体術》スキル基本技、単発突き《閃セン打ダ》。ＨＰゲージが、更に二割削り取られる。

　ここでワスプの仰のけ反ぞりタイムが終了し、飛び去るその姿を俺は首を捻ひねって追った。二度目の急降下は、またしても毒針攻こう撃げきだ。その時にはもうこちらの硬直デイレイも解けているので余裕を持って回かい避ひし、《スラント》の一撃できっちり仕留める。倒すのにかかった時間は、二手とほぼ変わらないはずだ。

　これなら、リポップを見つける早さ次第でまだ追いつくチャンスはある。あるはずだ。

　俺は両眼めをくわっと見開き、湧出ポツプの前兆であるポリゴン塊かいの発生を察知した瞬しゆん間かん、猛然とダッシュした。




　一時間後──。

　目標の五十匹を狩り終え、真っ白に燃え尽きて座り込む俺の肩を、後ろからアスナがぽんと叩たたいた。

「お疲れ様、キリト君」

　その声には、ほとんど疲労の色もない。俺の前に回り込むと、にこやかに微笑しながら言葉を続ける。

「それじゃ、ウルバスに戻って晩ご飯にしようか。そのあと、デザート奢おごってもらう時にきっちり聞かせてもらいますからね……君が使ったおかしな素手スキルのこと」

「………………」

　最も早はや何も言えない俺に、美び貌ぼうのフェンサーは留とどめのクリティカルヒットを打ち込んだ。

「楽しみだなあ、あのケーキどうしても食べてみたかったの。たった一匹差でも、勝ちは勝ちだものね。男の子なら、約束は守らないとね」










　　　３




　主街区ウルバスに帰り着くと同時に、町のあちこちにある鐘しよう楼ろうから、澄すんだ音が鳴り響ひびいた。どこか郷愁を感じさせるゆったりとした旋せん律りつが、夜の訪れを告げている。午後七時、フィールドに出ていたプレイヤーたちが一いつ斉せいに戻ってくる頃ころ合あいだ。

　俺おれがＳＡＯ以前にプレイしていたＭＭＯＲＰＧでは、七時というのはむしろゲームの始まる時間帯だった。だいたい今頃からサーバーに人が増え始め、十時頃に最大接続数を記録し、剛の者はそのままテッペンをまたいで夜明け頃まで攻略を続ける。

　俺は義務教育真っ盛りな身の上として、平日はどんなに遅くても午前二時頃にはログアウトしていたが、その時間でも夜はまだまだこれからとばかりに狩場を駆けずり回っている連中が、どうにも羨うらやましくて仕方なかったものだ。

　だから、考えてみれば学校に行きたくても行けない状況となってしまった今、俺は午前二時と言わず五時だろうと八時だろうと幾らでもフィールドにこもり続けられるのだが、不思議なもので暗くなるとなぜか一度は街に戻ってきてしまう。

　もちろん、晩飯を喰くい補給とメンテを済ませてからもう一度外に飛び出し、今度こそ朝まで狩りを続けることは往々にしてあるのだが──一層迷宮区でアスナと初遭そう遇ぐうした夜がまさにそうだった──それでも、外周部から真っ赤な夕ゆう陽ひが差し込み、その色が紫から藍あい色いろに変わる頃になると、妙に落ち着かない気分に襲おそわれて足が自然と街のほうに向こうとする。

　その傾向が俺だけのものではない証あかしとして、ウルバスの目抜き通りを歩くプレイヤーたちは皆、いかにもほっとしたと言わんがばかりの笑みを滲にじませている。道の両側に立ち並ぶレストランや酒場からは賑にぎやかな歓かん声せいが漏もれ聞こえ、今日一日の生せい還かんを祝う乾杯の音おん頭ども時折混じる。

　一層最前線の街や村でもいちおうは見られた光景だ。だが、これほどたくさんの、屈託ない笑い声を聞くのはずいぶん久しぶり……というか、アインクラッドに囚とらわれて以来初めてのような気もする。

「……俺、この時間にウルバスに戻ってきたの、今日が初なんだけど……いつもこうなのか？　もしかして、今日って何かの日だっけ？」

　十二月八日は別に祝日じゃなかったよなあ、と思いながら隣となりを歩くアスナに訊たずねると、再びウールケープにその美び貌ぼうをお隠しあそばされた細剣使いフエンサーは、フードの奥から妙な目つきで俺を見た。

「ここ数日は、ウルバスもマロメもだいたいこんな感じだと思うけど。きみ、昼間だけじゃなくて夜もどこかに隠れてたの？」

「い……いや、まあ、その」

　アスナの問いは、そこまで人の目が気になるのかという意味だろう。しかし、俺が夜のウルバスに立ち入らなかったのは、したくてもできない事情があったからだ。《体術》スキルについて話すなら当然その事情にも触れることになるのだが、歩きながら手短に済ませられるような内容でもない。

「隠れてたと言えばそうなような違うような」

　いきおいアヤフヤになる俺おれの答えに、アスナはいっそう胡う散さん臭くさそうな顔で言った。

「だから、気にしすぎだって言ったでしょ？　さっきから何十人ってプレイヤーとすれ違ってるけど、変装なんかしなくても、誰だれもあなたに絡んだりしないじゃない」

　その言葉どおり、俺は現在イカス縞しま々しまバンダナを装備していない。黒コートだけは脱いでいるが、顔と髪はそのままだ。しかしそれは、プレイヤーたちが俺を《悪のビーター・キリト》と認識した上で放っておいてくれていると言うよりも、生せい還かんの喜びと夕食への期待で、黒っぽい色合いの男剣士の顔なんかいちいち見ていられないだけのような気もする。

　ゆえに俺は、ほとんど身長の変わらないアスナを掩えん蔽ぺい物ぶつにするポジションをそれとなく保ちつつ、軽く咳せき払ばらいした。

「うほん……ま、まあ、そうかもな。それより、さっきの話だけど……じゃあ、夜のこの街は理由もなくこんなに賑にぎやかなのか？」

「理由がないってわけじゃないと思うけど」

　そこで一度口を閉じ、アスナはもう一度俺の顔を覗のぞき込んで続けた。

「……っていうか、その理由の七割くらいは君が作ったんでしょ」

「へ？　お、俺が!?」

　仰ぎよう天てんする俺に、細剣使いフエンサーは本格的なアキレ顔で長々とため息をついた。

「はー…………あのねえ、なんでみんなが笑ってるかなんて、少し考えれば解わかるでしょ。ここが二層だからに決まってるじゃない」

「…………その心は？」

「別に、謎なぞかけでも何でもないわよ。一層に一ヶ月も閉じ込められてた時は、みんな今よりずっと不安だったの。二度と現実に戻れないんじゃないかって絶望してたのよ。わたしも含めて、ね。でも、ついに一層ボスの攻略部隊が組織されて、しかも最初の挑戦で倒して、二層が開通した。いつかこのゲームをクリアできるかもしれないって、みんなが思った。だからああして笑顔になれてるのよ。……もっとも、ボス戦でどこかの誰かが踏ふん張ってくれなかったら、この光景は存在しなかったでしょうけどね」

「………………」

　ようやく俺はアスナの言わんとするところを理解したが、したからと言ってどう反応していいのか解らないのは同じだった。ゆえにもう一つ咳払いし、あれこれ言葉を探したあげく、ようやく口を開いた。

「そ、そっかー。じゃあ、その誰かさんは、食後にショートケーキ奢おごってもらえるくらいの働きはしたってことだなきっと、うん」

　往おう生じよう際ぎわの悪い俺おれの台詞せりふに対する返事は、

「それはそれ、これはこれ！」

　というものだった。




　東西のメインストリートから細い道を北に折れ、更に右、左と曲がったところに目当てのレストランは存在する。

　俺がこの店（と問題のケーキ）のことを知っていたのは、もちろんベータテスト時代にウルバスの街を隅すみから隅まで探検したからだが、まだ二層に来て数日のアスナがこんな穴場を発見しているのが少し意外だ。奥まった席に座り、注文を済ませると、俺はとりあえずその件を訊きいてみることにした。

「……で、アスナはこの店、クリームの匂においで嗅かぎ当て……」

　途と端たん、フードの向こうからじろりと睨にらまれ、軌道修正する。

「……たわけじゃないよな。偶然見つけたのか？　入り口狭いし看板も小さいし、飛び込みじゃなかなか入りづらいと思うけど」

　もちろん、ふらりと入った店がバイオレンスなぼったくりバーだった、というようなことはアインクラッドでは起きない（はずだ）が、イベントタイプの自動発生クエストに巻き込まれることはあり得る。圏内ゆえにＨＰは保ほ護ごされる（はずだ）が、この手のゲームに慣れていないとかなりビックリドッキリな展開になったりもする。アスナがその手のスリルを求めるタイプには思えなかったゆえの俺の問いに、当人は予想外の答えを返した。

「アルゴさんから情報を買ったのよ。ウルバスで、人があんまり来ないＮＰＣレストランはないかって」

　その言葉どおり、店内に他ほかのプレイヤーの姿はない。アスナはウインドウを開いてウールケープを除装すると、長い髪を一振りしてふうっと息をついた。

「……さ、左様ですか。なるほど、納得しました……」

　頷うなずきつつ、内心で謎なぞの冷や汗をかかずにいられない。

　確かに、アスナとアルゴを引き合わせたのは俺だ。正確には、一層トールバーナの街で俺が借りていた部屋にアスナが風ふ呂ろを借りにきて、そこに素晴らしいタイミングでアルゴも訪れ、必死の努力の甲か斐いなく二人は風呂場で鉢合わせて、当然アスナはびっくり仰ぎよう天てん、悲ひ鳴めいを上げつつ俺のいる部屋に飛び出してきて────

「……まさかと思うけど、思い出しちゃいけないこと思い出してないわよね。もしそうなら、ご馳ち走そうしてもらうケーキが二個になるけど」

「……ううん、思い出してない」

　ぶぶぶぶんとかぶりを振ってから、即座に続ける。

「そうか、まあなんだ、アルゴの情報は早くて正確だけど、付き合い方は気をつけとけよ。あいつの辞書に、《依頼人の秘密厳げん守しゆ》って言葉はないからな」

「……じゃあ、たとえば、キリト君に関する情報全部売ってっていう注文も可能なの？」

　しまったやぶ蛇だった、と思ってももう遅い。

「か、可能……かもしれないけど、高いぞきっと。全部だと三千コルは下らないぞきっと」

「……なんだか、中ちゆう途と半はん端ぱな値段ね。それくらいなら試しに……」

「の、ノォ！　そ、そんなら俺おれもアスナの全情報買うぞ！　何せあいつはアスナの」

　そこで俺は、がちんと音がしそうな勢いで口を閉じた。

　向かいに座るアスナは、にっこり笑うと言った。

「わたしの、何？」

「え、えっと……それは、ですね……」

　神の采さい配はいか、幸いそこでＮＰＣウェイターが料理の皿を運んできてくれたので、決定的カタストロフは危うく回かい避ひされた。

　サラダとシチュー、パンという素そ朴ぼくな──と言っても二層ではこれで最高級なのだが──メニューを平らげるあいだも、アスナは眉み間けんのあたりに剣けん吞のんなオーラを漂ただよわせていたが、それも食後のデザートが満を持してテーブルに登場するまでのことだった。

　約束どおり、料理の代金はアスナ持ちだが、このデザートに関しては俺の財布から出ている。恐ろしいことにひと皿でメイン三品の合計額を上回る値段なのだが、奥の手の《体術》スキルまでをも繰くり出してなお賭かけに負けた身としては、今更ジタバタするわけにはいかない。ひたすらに我が技の未み熟じゆくを恥じ入るばかりだ。

　そんな俺の内心を知ってか知らずか、向かいに座る勝利者様は、薄うす緑みどり色の皿に屹きつ立りつする純白の巨峰を見るや瞳ひとみを輝かせ、華やいだ声で叫んだ。

「わぁ、すごーい！　アルゴさんの情報に、『《トレンブル・ショートケーキ》は一度試してみる価値あるヨ』って書いてあった時からずっと楽しみだったんだ！」

　──その名称に含まれる《身震いトレンブル》という単語が、第二層のフィールドをうろつく恐怖の超巨大雌牛《トレンブリング・カウ》から来ていることは明らかだ。雄牛オツクスの二倍近い体たい軀くを誇る、ちょっとした小ボス扱いのモンスターで、眼前のケーキにはその牛のミルクがたっぷり使われている（という設定の）はずだが、今それを話題に出すのは無粋というものだろう。

　そもそも、大きめの皿にドーンとそびえ立つ生クリーム塊かいの威容には、巨大牛とは関係なく震えがくる。ケーキらしく円柱から三角に切り出した形をしているが、一辺の長さ十八センチ、高さ八センチ、頂点の角度も六十度はあるだろう。

　ということは、このケーキの体積は、18×18×３・14×８の六分の一だから……なんと約千三百五十立方センチだ。使われているクリームだけで恐らく一リットルを超えるのではないか。

「こ……こんなの、ぜんぜんショートじゃないだろ……」

　俺おれが呻うめくと、アスナは、これもケーキのサイズに比例して少し大きめなフォークを手に取りながら言った。

「知らないの？　ショートケーキのショートは《短い》って意味じゃないのよ」

「へ？　じゃあ何なんだ？　大リーグの伝説的遊撃手シヨートが発明したから？」

　俺渾こん身しんのギャグをすげなく完全回かい避ひし、細剣使いフエンサーは説明を続けた。

「もともとは、ショートニングを使ってサクサクしたシヨートな歯触りを出したケーキ、っていう意味。アメリカだと、土台にサクサクしたビスケットを使ってたみたいね。でも、日本式は柔らかいスポンジを使うから、本来の意味は失われちゃってるんだけど。このケーキはどっちかな……」

　フォークを三角形の頂点に当て、約八十立方センチをざっくり切り取ると、断面からは黄金色のスポンジケーキが顔を出した。どうやら内部はスポンジ→苺いちご入りクリーム→スポンジ→苺入りクリームの四層構造になっているらしい。もちろん上面にも真っ赤な苺（正確にはそれに似た果物なのだろうが）がうわっというほど載のっている。

「……スポンジだね。わたしはやっぱりこっちのほうが好き」

　と言ってにっこり笑うアスナは、何と言うか、賭かけに負け巨額のコルを支出させられたもののその甲か斐いはあったと不本意ながら思ってしまうほどに魅力的だと認めるに吝やぶさかでない。

　いや、俺の損得勘かん定じようはこの際どうでもいいのだ。一層迷宮区の奥深くで青白い肌に絶望の表情だけを刻んでいた彼女が、温かなランプの光の下でこんな笑顔を浮かべているのは、純粋に《いいこと》なのだから。

　その一方、純粋に《わるいこと》は、テーブル上に存在するケーキがひと皿だけという事実だ。最初はもう我が武勇の荒ぶるままに二人分オーダーしようかと思ったものの、メニューに記された価格に情けなく頭を冷やされてしまったのだ。

　ゆえに俺は、なけなしの紳士さジエントルネスパラメータを発揮し、最大限ナチュラルな笑みを作りながら手振りで促うながした。

「こっちは気にせず、どうぞ」

　対するアスナは、同じく笑顔のまま答えた。

「うん、そのつもり。じゃあ、遠えん慮りよなく頂きます」

　そして二秒後、ぷっと噴ふき出すと、傍かたわらのカトラリー・バスケットからフォークをもう一つ取り出し、俺に渡しながら付け加えた。

「冗談よ、わたしもそこまで鬼じゃないわ。三分の一までなら、あなたも食べていいわよ」

「……あ、ありがとう」

　殊勝な顔で礼を言いつつも、俺の脳裏では、

　──三分の一なら、四百五十立方センチまで攻め込める！

　という計算が素早く展開されていたのは言うまでもなかった。




　店を出ると、街はもう完全に夜のとばりに包まれていた。

　隣となりで大きく息を吸い込んだアスナが、深々としたため息に乗せて囁ささやくように言った。

「………………おいしかった…………」

　気持ちは解わかる。恐らくさっきのケーキは、彼女がこの世界に囚とらわれて以来初めて口にした、本物のデザートなのだろうから。それは俺おれにとっても同じことだ。同様に満足のため息をつきながら、しみじみと呟つぶやく。

「……なんか、ベータ時代より更に美う味まかった気がするな……クリームの口溶けとか、くどくなく物足りなくもないギリギリの甘さとか……」

「……それはさすがに気のせいじゃないの？　ベータテストと正式サービスで、そんな細かいチューニングをするものなの？」

　懐かい疑ぎ的てきな表情になるアスナに、真顔で反論。

「味覚エンジンが再生するデータを更新するだけなら、大した手間じゃないと思うよ。それに、味はともかく、コレだけはベータの頃ころには絶対なかった」

　と言って、俺は視界の左上、自分のＨＰバーの下側を指差す。

　そこには、ケーキを食べる前は存在しなかった支援効果バフアイコンが一つ点灯している。四つ葉のクローバーを図案化したそれは、《幸運判定ボーナス》のバフだ。教会で安からぬお布ふ施せを払って祝福してもらうか、その効果のあるアクセサリーを装備する、あるいは特殊な食べ物飲み物を口にするなどの方法で得ることができる。

　ＳＡＯは、数値で明示されるパラメータは筋力ＳＴＲと敏Ａ捷Ｇ力Ｉだけというミニマルデザインだが、装備の特殊効果や各種バフ・デバフ、地形効果によって増減する言わば《隠しパラメータ》もあれこれ存在する。《幸運》はその一つで、毒や麻ま痺ひ攻こう撃げきへの抵抗判定や武器落下フアンブル、転倒タンブルの発生率、そして恐らくレアアイテムのドロップ率にも影えい響きようする、なかなか重要なパラメータなのだ。

　きっとアーガスのスタッフの誰だれかが、あのケーキのお値段なら味の他ほかにもこれくらいの特典はあってもよかろうと判断し、正式サービスでこの支援効果を付け加えたに違いない。持続時間は十五分。ダンジョンでの休きゆう憩けい中に食べるなら、その後の戦せん闘とうでたっぷりと恩恵を受けられるが──。

「……残念だけど、今からフィールドに出て狩りをするには、ちょっと足りないわね」

　俺と同じことを考えたらしいアスナが、肩をすくめて言った。

　確かに、ここから街の外まで走っても、バフが切れるまでには何匹もモンスターを狩れるまい。それ以前に街周辺のフィールドにいるＭｏｂはもともと大したアイテムを落とさない。

「でもなあ……せっかくのバフがもったいないなあ……」

　貧乏性な俺は、刻一刻減っていくアイコンの残り時間表示を睨にらみながら、なんとかこのボーナスを有効利用できないか頭を絞った。

　二人で道を這はいつくばって、落とし物（ごく稀まれにコインや宝石粒が落ちていることは本当にある）を探してみる──のはアスナが嫌いやがるだろう。カジノで一発勝負を賭かける──のは良さそうだが、残念ながら七層まで行かないとソレ系の店は登場しない。などとアレコレ考えている間にも、バフが切れるリミットは迫る。何か幸運を試せる機会がないものか……いっそ隣となりに立つフェンサーさんに「付き合ってください！」と頭を下げてみる……いやでもそれってシステム的支援の効果がある事柄なのか…………

　耳から煙が出そうになってきた俺おれが、危うく理性を失った行動に出る、その直前。

　どこか遠くから、覚えのあるリズミカルな金属音が聞こえてきた。カン、カンというこの鎚つち音おとは確か──。

「あっ……」

　俺はついに、残り十二分にまで減少しつつあるバフを有効利用できる（かもしれない）手を思いつき、パチンと指を鳴らした。










　　　４




　五時間ぶりに戻ってきたウルバス東広場には、さすがにもう観光客の姿はほとんどなかった。プレイヤーは、夜にだけ立つＮＰＣ露ろ店てんの周りに数名と、外がい縁えんのベンチに二、三組のカップルがいるくらいだ。しかしもちろん、俺がアスナを伴ってここを訪れた目的は、ベンチに並んで星空代わりに上層の底を眺めることではない。

　広場の、北東の隅すみにカーペットを広げ、その上に小さな鉄床アンビルと武器の陳列棚を並べる小柄なプレイヤー。恐らく、ＳＡＯ正式サービスという名のデスゲームが開始されて以来、初めて本格的な商売に乗り出した職人クラス……《鍛か冶じ屋や》が、俺の目当てだった。

「アスナ、さっきの狩りで、ウインドフルーレ用の強化素材は目標個数貯たまってるよな？」

　隣の細剣使いフエンサーに確認すると、再び装備されたフーデッド・ケープが小さく上下する。

「ええ。少し余ったから、そのぶんは換金して二人で分けようと思ってたけど……」

「それは明日でいいよ。ともかく、それなら今のうちに＋５にしちゃわないか？」

　俺の提案に、アスナの瞳ひとみがちらりと右上へ走る。

「……なるほどね。でもこの《幸運ボーナス》のバフって、武器強化にも影えい響きようするの？　実際に強化するのはわたしじゃなくて鍛冶屋さんでしょ？」

「まあな。だからって、鍛か冶じ屋やにさっきのケーキ食べてもらうのもアレだしさ……」

《アレ》の部分はもちろん財布的なアレだ。俺おれは首を傾かたむけて続ける。

「……確実に効果あるとは言い切れないけど、いちおう剣の所有者なわけだし、もしかしたら確率ボーナスが適用されるかもしれないだろ？　少なくともマイナス効果は発生しないはずだから、試してみて損はないだろうと思って」

　などと話している間にも、バフの有効時間は残り七分を切る。アスナはもういちど頷うなずくと、

「解わかった。どうせ今日やるはずだったことだしね」

　と言って腰からレイピアを外し、まっすぐに鍛冶屋の露ろ店てんへと歩み寄った。俺も無言で後に続く。

　小柄な鍛冶屋プレイヤーは、近くで見るといっそうドワーフを連想させた。ずんぐり骨太な体格と、実直そうな丸顔。口ひげ顎あごひげがないのが実に惜しい。ＳＡＯでは、髪型やヒゲの有無はＮＰＣショップやアイテムでけっこう簡単にカスタマイズできるので、どうせなら完かん璧ぺきを追求すれば、もっと客が増えそうなのに……。

　そんな俺のどうでもいい思考を、アスナの声が破った。

「こんばんは」

　すると鍛冶屋は鉄床アンビルから顔を上げ、慌てたようにぺこりと一礼。

「こ、こんばんは。いらっしゃいませ」

　声は、これもドワーフ的なバリトンとはほど遠い、若々しい少年ものだ。アバターの声は、現実世界のプレイヤーの肉声をサンプリングしているので、顔と同じく微妙な違いはあるもののおおよその印象は変わらない。最初に感じたとおりきっと十代、もしかしたら俺とそんなに違わないかもしれない。

　傍かたわらの立て看板には、料金表の一番上に、《Ｎｅｚｈａ，ｓ　Ｓｍｉｔｈ　Ｓｈｏｐ》とある。ネズハ、と読むのか、これが彼の名前だろう。少々発音しづらいが、ＳＡＯを含むネットゲームではプレイヤーネームの難なん解かいさをいちいち気にしてはいられない。一層ボスの攻略部隊には《Ｈｏｋｋａｉｉｋｕｒａ》という名前の三叉槍トライデント使いがいて、俺は散々頭を捻ひねったあげく《ホッカ・飯いい倉くら》さんかと当たりをつけたのだが、のちに《北海いくら》の意だと判明して愕がく然ぜんとしたものだ。だからもちろん《Ｎｅｚｈａ》も他ほかの発音なのかもしれないが、初対面でいきなり読み方も訊ききづらい。

　ともあれ、鍛冶屋ネズハ氏は素早く立ち上がると、もう一度頭を下げて言った。

「お、お買い物ですか？　それともメンテですか？」

　それに対し、アスナは腰から外したウインドフルーレを両手で持ち上げながら滑なめらかに答えた。

「武器の強化をお願いします。ウインドフルーレ＋４を＋５に、種類はアキュラシー、強化素材は持ち込みで」

　フルーレをちらりと見たネズハは──ただでさえ下がり気味の眉まゆを、なぜかいっそう困ったように寄せた。

「は、はい……素材の数は、どれくらい……？」

「上限までです。鋼鉄板が四個と、ウインドワスプの針が二十個」

　即座に答えるアスナの声を聞きながら、俺おれも脳内で再確認。

　ＳＡＯの武器強化素材には、《基材》と《添加材》の二種類があって、基材は固定で必ず必要だが、添加材は任意だ。どんな添加材を幾つ使うかで、強化の種類と成功率が決まる。

　ウインドワスプの針は《正確さアキユラシー》強化用の添加材なので、これでまたアスナさんのクリティカル率が上昇してしまうというわけだ。俺の記憶が確かなら、ウインドフルーレ＋４を＋５にするのに、蜂はちの針を二十個添加すれば成功率は上限の九十五パーセントまで上昇で間違いない。

　ゆえにこれは、強化を請うけ負おう鍛か冶じ屋やプレイヤーにとっても悪くない話のはずなのだ。最良の客はもちろん素材も鍛冶屋で買ってくれる客だろうが、たとえ持ち込みでも、添加材ゼロの依頼で強化に失敗するよりずっとマシだと思われる。

　なのに、ネズハは、アスナの答えを聞いて更に眉毛を八の字にした。どう考えても困り顔にしか見えないが、だからといってもちろん依頼を断るわけもなく、

「解わかりました、それでは武器と素材をお預かりします」

　と再度頭を下げる。

　アスナも「お願いします」と一礼し、まずウインドフルーレをネズハに手渡した。続いてウインドウを操そう作さし、事前に布袋一つにまとめておいた基材と添加材をオブジェクト化。こちらはトレード窓経由で鍛冶屋に受け渡す。最後に、看板に書いてある強化代行料金を支払い、全すべての準備が完了。

　この時点で、《幸運ボーナス》バフは残り四分となっていた。戦せん闘とう中なら心こころ許もとないが、武器を一つ強化するくらいなら充分間に合うだろう。もちろん、システム的に効果があるかどうかは不明だが、あんな高いケーキの代だい償しようなのだ。九十五パーが九十七パーくらいにはなってくれてもいいではないか。

　俺がシステムの神様に少々強引ながらそう祈っていると、依頼の前段階を終えたアスナが二歩下がり、すぐ左隣どなりに立った。ぽそりと、短い囁ささやき声。

「ゆび」

「へ？」

「左手の指出して」

　ワケが解らないまま、左手を少し持ち上げると人差し指を伸ばす。するとアスナは、薄うす茶ちや色いろのレザーグローブを嵌はめた右手の指二本で、俺の指先をきゅっと摘つまんだ。

「……あの、コレはいったい……？」

「こうすれば、あなたのバフも加算されるかもしれないでしょ」

　そんなバカな、と思いつつ反射的に言う。

「……な、ならもっとこう……せめて手を握るとか……」

　途と端たん、フードの奥から放たれる冷ややかな視線。

「あなたとわたし、そんな仲じゃないでしょ」

　──ならこの状況はどういう仲なんだよ！　と思ったが、強化素材の確認を終えた鍛か冶じ屋やの「確かに」という声が聞こえ、やむなく俺おれは指先を摘つままれた──あるいはバフの効果を吸い取られたまま口を閉じた。

　看板ごしにじっと見守る俺とアスナの視線の先で、鍛冶屋ネズハは振り向くと、まず鉄床アンビルの奥に設置されている携けい行こう型の炉に右手を伸ばした。同時に溶かせるインゴットの数がかなり少ない──つまり大型のポールアームや金属鎧よろいは作れないタイプだが、露ろ店てんの商あきないにはこれで充分なのだろう。

　ポップアップメニューで、携行炉を製造モードから強化モードに変更。更に強化の種類を設定してから、アスナから受け取った素材をざらざらと炉に流し込む。

　四枚の薄うすい鋼鉄板と、二十本の鋭するどい針は、たちまち真っ赤に赤熱し、やがて炉の中を青い光──《正確さアキユラシー》を示す色──に染め上げた。準備完了したところで、預かったウインドフルーレを鞘さやから抜き、火鉢に似た形の炉に横たえる。

　青い光はたちまち細い刀身をも包み込み、やがて剣全体が薄青く輝き始めた。

　ネズハはすかさずレイピアを鉄床の上に移動させ、右手に鍛冶ハンマーを握ると、高々と振りかぶった。

　その刹せつ那な──。

　ごくかすかな、しかし確かな感覚が、ちりっとうなじのあたりに走った。これは……この感じは、俺が昼間、自分の《アニールブレード＋６》の強化を思いとどまった時と同じ──。

　ストップ！　と叫びたい衝しよう動どうに駆かられ、俺は口を開きかけた。しかしその時にはもう、鍛冶屋のハンマーが最初の鎚つち音おとを高々と発生させていた。

　カァン！　カァン！　とリズミカルな金属音が広場に響ひびき、鉄床からオレンジ色の火花が散る。強化が開始されてしまえば、もう止めることはできない。いや、無理やりに止めることはできようが、そうすれば失敗確定だ。あとはもう、黙だまって最後まで見守るしかない。

　この危き惧ぐ感には、まったく何の根拠もないのだ。俺の心配性が性しよう懲こりもなく顔を出しただけだ。強化素材はフル投入、鍛冶屋もＮＰＣより腕のいいはずのプレイヤー、更に幸運バフが二人ぶん。これで失敗するわけがない。

　いつしか息を詰めながら、俺は上下するハンマーを見守った。製造と違って、強化に必要な打撃数はたったの十回だ。六回、七回、ハンマーは堅実なペースで青く輝く刀身を叩たたく。八回、九回──そして、十回。

　全工程が完了し、鉄床の上のレイピアが一いつ瞬しゆん眩まばゆく輝いた。

　失敗するはずがない！　再び脳裏でその言葉を繰くり返しながら、俺おれは歯を食い縛しばった。

　一秒後。訪れた現象は、俺の悪い予感をマイナス方向に遥はるか超えていくものだった。

　儚はかない、いっそ美しいとさえ言える澄すんだ金属音を放って──ウインドフルーレ＋４は、切っ先から柄つかに至るまでが粉々に砕け散った。




　剣の所有者であるアスナはもちろんのこと、付き添い兼バフ増幅役の俺も、そして現象を引き起こした当人たる鍛か冶じ屋やネズハさえも、しばらく反応できなかった。

　せめて周りに見物客の一人もいれば、そいつが凍った空気を何とかしてくれたかもしれないが、今は三人ひたすら空っぽになった鉄床アンビルの上を凝ぎよう視しするばかりだ。いや、本当は利害当事者ではない俺が場をどうにかすべきなのだろうが、頭の中が一つの疑問……それ以前の驚きよう愕がくに占領されて、他ほかの何も考えられない。

　──そんなばかな！

　眼めを見開いたまま、何度目かのそのフレーズを脳内で叫ぶ。

　有り得ないことだ。ＳＡＯというゲームに於おいて、武器強化失敗のペナルティは、《＋数値はそのままで強化素材のみ消費される》《＋数値の内容プロパテイが入れ替わる》《＋数値が１下がる》の三種類しかないはずだ。

　つまり、最悪の失敗でもアスナの《ウインドフルーレ＋４》は数字が＋３に下がるだけで、しかもその確率はわずか五パーセント以下でなくてはならない。いや、五パーセントを引き当てることはＭＭＯでは往々にして起こってしまうのだが……少なくとも、武器の完全消滅など絶対に有り得ない。

　しかしその一方、アンビルの周囲できらきらと光る銀色の金属片が、数秒前までアスナの愛剣だったこともまた確かな事実なのだった。

　なぜなら俺は、この眼で全すべてを見ていたのだ。アスナがネズハに腰から外したレイピアを手渡し、ネズハはそれを左手に保持しながら右手で携けい行こう炉を操そう作さして、最後に鞘さやから抜いた剣を炉に入れた。一連の動作に、引っかかる部分は何もなかった。

　静寂のうちに、炉の周りに散らばる破片たちが、空気に溶けるように消滅していった。モンスターの武器破は壊かい技で刃がちょっと溶けたり切っ先が欠けたくらいならまだ修理は可能だが、刀身がバラバラに砕けてしまえばその時点で耐久力全損は確実だ。つまり──アスナの愛剣は、今この瞬しゆん間かん、見かけの現象としてだけでなくＳＡＯゲームサーバーのデータベースからも完全に削除されてしまったのだ……。

　最後の欠片かけらが消えると同時に、最初に動いたのは鍛冶屋ネズハだった。

　右手のハンマーを投げ出すと、弾はじかれたように立ち上がり、俺たちに向き直って何度も何度も頭を下げる。おかっぱを真ん中で少し分けた前髪の下から、押し殺した悲ひ鳴めいのような声が漏もれ聞こえる。

「す……すみません！　すみません！　手数料は全額お返ししますので……本当にすみません……！」

　連発される謝しや罪ざいに、しかし当事者たるアスナはわずかに目を見開いたままで反応しない。やむなく俺おれが一歩前に出て、ネズハに声を掛けた。

「いや、その……待ってくれ、手数料どうこうの前にまず説明して欲しい。ＳＡＯの強化失敗に……《武器消滅》はなかったはずじゃないのか？」

　すると、ネズハは尚なおも上下させていた頭を止め、そろそろと顔を上げた。眉まゆの角度は限界まで下がり、実直そうな丸顔全体が激はげしく歪ゆがんでいる。純度百の申し訳なさだけで構成されているようなその表情を見ているとこっちまで居たたまれなくなってくるが、といってここで俺が「もういいですよ」などとは絶対に言えない。

　代わりに、極力冷静さを保つよう努力しつつ言葉を続ける。

「……俺、ベータテスト出身なんだけど、当時の公式サイトにあったプレイマニュアルには、強化失敗ペナルティは《素材ロスト》《プロパティチェンジ》《プロパティ減少》の三つしか書いてなかった。これは確実だよ」

　ベータ時代の話を持ち出すなど、《悪のビーター》としては普段絶対にやらないことだ。しかし今だけは保身など考えていられない。そこで口を閉じ、相手の言葉を待つ。

　鍛か冶じ屋やネズハは、頭をぺこぺこさせるのだけはやめたものの、尚も視線をかなり下に固定したままか細い声で言った。

「あの……、正式サービスで、四つ目のペナルティが追加された……のかもしれません。ウチも、前に一度だけ……同じことがあったんです。だから、確率は、すごく低いんでしょうけど……」

「…………」

　そう言われれば、こちらにはもう否定の材料などない。だいたい、仮にネズハの言葉が偽いつわりだったとすれば、彼は俺たちの目の前で、システム的に存在しない《消滅ペナルティ》を起こしてみせたことになるのだ。そのほうがよほど有り得ない。

「…………そうか……」

　俺が力なく呟つぶやくと、ネズハはちらりと視線を持ち上げてから、小声で再び謝罪した。

「あの……本当に、何とお詫わびしていいのか……。──同じ武器をお返ししますって言いたいところなんですが、《ウインドフルーレ》は在庫してなくて……。せめて……ランクは下がっちゃうんですけど、《アイアンレイピア》をお持ちになりますか……？」

　この申し出には、俺が答えるわけにはいかない。顔を左に向け、ずっと黙だまったままのアスナを見やる。

　細剣使いフエンサーの俯うつむけられた顔は灰色のフードにほとんど隠れていたが、それでも華きや奢しやなおとがいがかすかに左右に動くのが見えた。俺はネズハに向き直ると言った。

「いや……、いいよ。こっちで何とかできると思う」

　損失補ほ塡てんを申し出てくれたネズハには悪いが、《アイアンレイピア》は一層はじまりの街でも売っている武器で、二層で使うには少々心こころ許もとない。せめて、ウインドフルーレの一つ下にあたる《ガーズレイピア》あたりでなければ代用にはならないだろう。

　それに──そもそも、武器強化失敗のリスクは、代行する鍛か冶じ屋やではなく依頼者当人が負うべきものだ。《ネズハのスミスショップ》の看板にも、現在のスキル値での成功率がきちんと明示してある。たとえ五パーセント……いや、《武器消滅》という、おそらく一パーセント以下の悪運を引き当ててしまったとしても、それは全面的にこちらの責任なのだ。昼間、《アニールブレード》が＋０エンドして大荒れしていたリュフィオール氏ですら、最終的には我が身の不運を受け入れたではないか。

　俺の答えに、ネズハはいっそう肩を落とすと、小さく「そうですか」と呟つぶやいた。続けて、

「あの……それでは、せめて手数料の返金を……」

　と手を動かそうとするので、それも押しとどめる。

「大丈夫、あんたは一生懸けん命めいハンマー振ってくれたんだから、その必要はないよ。プレイヤー鍛冶屋の中には、回数叩たたけば同じだろって、適当にカンカンやる奴やつもいるからさ……」

　何の気なしに俺がそう言うと、鍛冶屋はなぜか、びくっといっそう首を縮めた。限界まで体に引きつけた両腕を小刻みに震わせながら、絞り出すように言う。

「…………すみません…………!!」

　その悲痛な謝しや罪ざいを聞いてしまえば、もうこれ以上何を言うこともできなかった。

　俺は一歩下がると、アスナを促うながし、とりあえず場所を移動しようとした。

　俺の指を摘つまんでいるだけだったはずの細剣使いフエンサーの右手が、いつの間にかこちらの左手をぎゅうっと握り締しめていたことに気付いたのはその時だった。




　黙だまったままのアスナをゆっくり引っ張って、とりあえずウルバス東広場を北に出た。

　このあたりにはＮＰＣショップやレストランが少なく、用途不明の建物が──もしかしたらずっと先にはプレイヤーホームとして売り出されるのかもしれないが──ひっそり並んでいるばかりなので、人通りはほとんどない。

　時折小さな宿屋の看板だけが現れる道を、とにかく歩く。

　目的地どころか、今後の行動指針すらまるで見当たらない。隣となりで沈ちん黙もくを保つフェンサーが、数多あまたの戦せん闘とうを共にしてきた愛剣をただ一度の強化失敗で完全に喪失してしまったことと、俺の左手首を摑つかむ彼女の手が冷たく強こわ張ばっているという事実は認識できるものの、ならばいったい何をどうすべきなのか、悲しいかな中二ネットゲーマーの経験及び度量ではさっぱり判断できないのだ。どうにか理解できるのは、《この手を振り解ほどいて走って逃げる》が最悪の選択だということだけだ。偶然何らかの救いの手が現れることを祈りたいが、ＨＰバー下の《幸運ボーナス》アイコンはとうに消滅してしまっている。

　────とりあえず、歩くのをやめてみよう。

　どうにかそう考えた俺おれは、道の先の少し広くなったところにベンチが設置してあるのを発見し、そこを目的地に設定した。

　更に十五メートルほど歩き、立ち止まり、口を開く。

「こ、こんな所にベンチがあるぞ」

　言ってから、なんだそりゃ！　と内心で叫ぶが、幸いレイピア使いは俺の意図を察してくれたのか、無言のまま体の向きを変えると、音もなく腰を下ろした。手が引っ張られるので俺も自動的にその隣となりに座る。

　数秒後、アスナの指が緩ゆるみ、俺の手首から外れ、ぱたりとベンチに落ちた。

　何か言わなければ。そう思えば思うほど喉のどが狭きよう窄さくする。一層ボス部屋で、数十人のツワモノたち相手に「俺はビーターだ！」などと大見み得え切った奴やつと同一人物とは思えない。──いや、それだけではない。俺は、一層の迷宮区で初めてアスナと出会った時、今よりずっと鬼き気き迫る表情をしていた彼女に自分から話し掛けたではないか。内容こそ「オーバーキルだよ」という無味乾かん燥そうなものだったが、あの時喋しやべれて今喋れないはずがあろうか。いや、ない。

「……………………あの、さ」

　必死の努力でどうにか口を動かすと、幸い、続きは半なかば勝手に発声された。

「ウインドフルーレ、残念だったけど……でも、二層の、マロメの次の町まで行けば、あれよりほんの少し強いのが店売りしてるんだ。そりゃもちろんお安くないけど……でも、乗りかかった舟だし、俺も予算貯ためるの手伝うからさ……」

　もしこの世界にＭＰが存在するなら、それが一いつ瞬しゆんでゼロになるほどの精神力を注ぎ込んで口にした言葉に──アスナは、この近接状態でもギリギリ聞こえるかどうかの小さな声で応じた。

「…………でも」

　生まれた言葉が、夜気に触れた瞬間に溶けていく。

「でも、あの剣は……わたし、あの剣だけは…………」

　その声に秘められたある種の響ひびきに、俺は吸い寄せられるようにアスナの顔を見た。

　フーデッドケープの下、青白い光に照らされる頰ほおに、透明な雫しずくが二つ、音もなく流れた。

　女の子の涙なるものを、間近で見た経験がゼロだとは言わない。

　しかしその発生源は全すべて妹の直すぐ葉はであり、しかも件数の九割以上がずっと昔、お互い幼稚園児かせいぜい小学校低学年までの話だ。

　最後にあいつの涙を見たのは、俺がこのデスゲームに囚とらわれる三ヶ月前、剣道の県大会緒戦で負けて庭の隅すみっこで悔し泣きしていた時だろうか。俺はかけられる言葉もなく、右手に持っていたコンビニの買い物袋からチューチュー吸うタイプのアイスを出し、二つに割った片方を無理やり握らせただけだった。

　つまるところ、俺おれの《泣いている女の子に対応するスキル》の熟じゆく練れん度どはほぼゼロ、いや習得すらしていない状態なわけである。いっそ、走って逃げなかったことを自分で褒ほめてやりたいくらいのものだ。

　──とは言うものの、状況を客観的に描写すれば、俯うつむいたまま次々に涙の雫しずくを落とすアスナをフリーズしつつ眺めているだけ、ということになりこれは大いに情けない。せめて動くか喋しやべるかどっちかしたいが、動こうにもストレージにチューチューアイスは入っていないし、喋ろうにもアスナが泣いている理由のほんとうのところをどうにも察せられないのだ。

　主武装とする剣が目の前で砕け、消滅してしまったことのショックはもちろん解わかる。俺だって、背中に吊つっているアニールブレードがいきなり消えれば、両眼めにじわっときてしまうかもしれない。

　だが──俺は正直、アスナが《そういうタイプ》だとはまったく思っていなかった。そういうとはつまり、剣を己おのが分身と見立て、深く思い入れして、時には手入れしながら話し掛けてしまうような……つまりは俺みたいなヒトのことだ。

　アスナはむしろその真逆、剣はあくまで戦せん闘とう力りよくの一要素でしかなく、たとえばモンスターから少し強い剣がドロップしたら、今まで使っていた奴やつは即座に捨てられるヒトかと考えていた。だって彼女は、最初に出会った時、ダンジョンに店売りのレイピアを何本も持ち込んで、メンテもせず使い捨てていたではないか。

　あれからまだ、たったの一週間しか経たっていないのだ。七日のあいだに、何がアスナのポリシーを百八十度変えさせたのか──。

　……いや。

　いや、その理由がなんであれ、今は気にする必要のないことだ。彼女は、七日間にわたって唯一無二の相棒としてきた剣を喪失し、涙を流している。そして俺にはその気持ちが理解できる。なら、それで充分ではないか。

「……残念だったな」

　俺が再度そう呟つぶやくと、アスナは小さく背中を震わせた。彼女のアバターの、人形のような華きや奢しやさを今更のように感じながら続ける。

「でも……さ。冷たい言い方になっちゃうけど……もしアスナが、このデスゲームをクリアするために最前線で戦い続けるつもりなら、どうあれ武装は次々に更新していかなきゃならないんだ。仮にさっきの強化が成功していたとしても、ウインドフルーレは三層終しゆう盤ばんまでは使えない。俺のアニールブレードだって、四層最初の街で次の剣に替えなきゃならない。ＭＭＯ……いや、ＲＰＧってそういうゲームなんだよ」

　慰なぐさめていることになるのかどうか大いに疑問な台詞せりふだが、それでもこれが今の俺の精一杯だった。

　アスナは、俺が口を閉じてもしばらく反応しなかったが、やがてフードの奥からぽつりと弱々しい言葉が零こぼれた。

「わたし……そんなの、嫌いや」

　レザースカートの膝ひざの上で、右手が軽く握り締しめられる。

「……ずっと、剣なんてただの道具……いえ、ただのポリゴンデータだと思ってた。自分の技術と覚悟だけが、この世界の強さの全すべてだって思ってた。でも……一層で、あなたが選んでくれたウインドフルーレを初めて使った時……悔しいけど、感動したの。羽根みたいに軽くて、狙ねらったところに吸い込まれるみたいに当たって……。まるで、剣が自分の意思で、わたしを助けてくれてるみたいだった……」

　濡ぬれた頰ほおが震え、唇にほんのわずかな笑みが滲にじんだ。こんな時になんだが、その表情は、これまでアスナが見せたあらゆる顔の中で最も美しいと俺おれには思えた。

「……この子がいてくれれば大丈夫、わたし、そう思った。ずっとこの子と一緒に戦おうって。たとえ強化が失敗しても、絶対捨てたりしないって約束したんだ。最初の頃ころ、使い捨てにしちゃった剣たちの分も、ずっとずっと大事にするって……約束、したのに…………」

　新たな涙が、かすかな音を立ててスカートに落ち、すぐにあとかたもなく消滅した。この世界では、消えたものの痕こん跡せきは一いつ切さい残らない。剣も、モンスターも……そしてプレイヤーも。

　アスナはそっとかぶりを振り、ほとんど音にならない声で囁ささやいた。

「あなたの言うとおりに、剣を次々に替えていかなきゃならないのなら……わたし、上に行きたくない。だって……可哀かわい想そうじゃない。一緒に頑張って……戦って、生き延びて……それなのに、すぐに捨てられるなんて……」

　アスナの言葉に、俺は、この場では少々場違いな記憶を甦よみがえらせていた。

　黒いフレームの、子供用自転車。20インチタイヤに六段シフトつき。小学校に進学したその日に、自分で選んで買ってもらったのだ。俺はそのジュニア用ＭＴＢを、子供にしてはちょっと異常なほど大事にした。週に一回は空気を入れたし、雨に濡れたらすぐに拭ふいて駆動部をオイルメンテ。親おや父じの自動車用ケミカルを拝借してフレームに撥はつ水すいコーティングまでしたのは少少やりすぎだったが。

　おかげで自転車は三年経たってもぴかぴかだったが、それが災わざわいしたと言うべきか。さすがにサイズが合わなくなり、新しく24インチ車を買ってもらえることになったまではいいのだが、当然大事に保存しておくつもりだった一号機を、何たることか近所の、年下の男の子に譲じよう渡とすると宣告されたのだ。

　小三の俺は、過去に憶おぼえがないほど抵抗した。それなら新しい自転車なんかいらないと言い張り、しまいには馴な染じみの自転車屋のおっちゃんに、こいつを匿かくまってくれと頼みすらした。

　そうしたら、おっちゃんが言ったのだ。このマシンの魂たましいを、新しい自転車に移してやる、と。啞あ然ぜんとする俺の目の前で、おっちゃんは六角レンチを取り出すと、あっという間に右クランクのフィキシング・ボルトを外して厳おごそかに告げた。このネジは、自転車の全部のネジの中でいちばん大事なネジだ。だからこいつを新しい自転車につければ、マシンの魂たましいも移動したことになる──。

　さすがに今はもう子供向けの方便だったと理解しているが、それはそれとして、現在乗っている26インチ車のサドルバッグにはまだあのボルトが、二号機のボルトと一緒に入っている。

　と、いうようなエピソードを想起しつつ、俺おれはアスナに告げた。

「剣とお別れする時がきても、魂を一緒に連れていく方法はあるよ」

「…………え……？」

　ほんの少し顔を上げた細剣使いフエンサーに、指を二本立ててみせる。

「しかも、二つある。一つは、スペックが足りなくなった剣をインゴットに戻して、それを材料に新しい剣を造ること。もう一つは、単純に古い剣をストレージに保存し続けること。どっちにもデメリットはあるけど、でも、だからこそやる意味もあるって俺は思う」

「デメリット……って？」

「まず、インゴットに戻すほうだけど、これはモンスターから強い剣がドロップした時にちょっと意志力を試される。そのドロップ武器に乗り換えると、そこで《血統》が途切れちゃうからな。ドロップ武器もインゴットにして、合わせて新しい剣を造ればいいんだけど、まあ金が余計にかかるよな。……で、ストレージに保存し続けるほうは、もちろん容量がそのぶん圧迫される。これも、ダンジョンでアイテムが持ち切れなくなった時にかなり意志力試されるよ。──どっちにせよ、実際派のプレイヤーには、何を無意味なことをって笑われるだろうけどな……」

　そこで口を閉じると、アスナは俯うつむいたまま考えている様子だったが、顔を上げると指先で涙の粒を払って言った。

「……あなたは、どっちかを続けるつもりなの……？」

「俺はインゴット派だけど、ちょっと拡大解釈かな……。剣だけじゃなくて、防具やアクセサリもアリにしてるから」

「…………そう」

　一つ頷うなずき、細剣使いはもう一度微ほほ笑えんだ。今度の笑みは、先ほどよりも少しだけ明確だったが、しかし悲しみの色が消えたわけではもちろんなかった。

「……せめて、壊こわれた剣の破片を、インゴットにできればよかったのにね……」

　そんな呟つぶやきに、俺はただ深く頷うなずくことしかできない。アスナが最初に心を繫つないだ剣は、すでに欠片かけらも残さず消滅してしまったのだ。その魂を取り戻す方法は存在しない……。

　再び黙だまり込む俺に、レイピア使いはぽつりと言った。

「…………ありがと」

「え……？」

　訊きき返すが、もう同じ言葉は繰くり返されず、代わりにアスナは足をまっすぐ前に伸ばすとベンチから立ち上がった。

「ずいぶん遅くなっちゃった。そろそろ宿に戻りましょう。──明日、新しい剣を買いに行くの、手伝ってくれる？」

「あ……ああ、もちろん」

　頷うなずき、俺おれも慌てて立った。

「ええと……や、宿まで送るよ」

　という申し出に、アスナは小さくかぶりを振る。

「マロメに戻る気分じゃないから、今日はウルバスに泊まるわ。ちょうど、すぐそこに宿屋があるし」

　見れば、確かに道のすぐ先に【ＩＮＮ】の看板がぼうっと光っていた。考えてみれば、主武装を失った状態で圏外に出るのは危険すぎる。今日はここに泊まってもらって、明日ウルバスの市場で剣を探すのがよさそうだ。

　俺は頷き、ほんの二十メートルほどではあるが宿屋まで同行すると、アスナがチェックインするのを見守った。二階に上がっていく彼女に手を振り、今夜は別れる。さすがにここで同じ宿屋に泊まると言い出すほどの剛胆さはない。

　それに、俺には今夜まだひとつ、やるべきことがあるのだ。

　道路に出た俺は、再び南──ウルバス東広場のほうへと足早に歩き始めた。










　　　５




　午後八時の鐘かねが響ひびき渡ると同時に、これまで間断なく聞こえ続けていた鎚つち音おとが停止した。

　俺はいっそう足を早めつつ、ウルバス東広場のアーチ門をくぐった。街灯のライティング効果範はん囲い内を避さけて移動し、広場東側に生える広葉樹の一本に辿たどり着くと、太い幹に背中を押し当てる。

　素早くウインドウを開き、トップページ下側のショートカット・アイコンを押すと、三つ目のスキルスロットに設定されている《隠蔽ハイデイングスキル》が発動。視界下部に小さなインジケータが現れる。表示されている【70％】という数字は《隠れ率ハイド・レート》と呼ばれるもので、俺のアバターが七割がた背後の幹に溶け込んでいるという意味だ。この値は、着ている防具の種類や色、周囲の地形や明るさ、そしてもちろん俺の動きによっても細かく増減する。

　現在、俺は悪のビーターと露ろ見けんする危険を冒おかして再び《コート・オブ・ミッドナイト》を装備しているが、それはこの黒革コートが持つ隠れ率上昇のマジック・プロパティを期待してのことだ。加えて周囲が暗く、近くに人もいないので、隠蔽効果は最大限に機能している。数値が七十パーセントと控えめなのは、俺のスキル熟じゆく練れん度どがまだまだ低いせいだが、ハイディングは修行がひたすらに地味かつカッタルイので完全習得コンプリートできるのは相当先だろう。

　とは言え、スキルを取ったばかりの状態でも一層二層あたりのモンスター相手なら充分に効くのだが（非視覚型Ｍｏｂを除く）、人間相手だとこの数字は心こころ許もとない。ちょっとカンのいいプレイヤー……たとえばアスナあたりなら、レート七割程度の隠蔽ハイデイングはかなりの確率で見破るはずだ。そのうえ街中でハイドするのは相当のノーマナー行為なので、最近圏内でちょくちょく見かけるようになってきた風紀委員ふうの連中に看破リビールされると、少々面倒なことになるだろう。

　俺おれだって、別に覗のぞき見の趣味があるわけではないが、しかし今だけはやむを得ない。何せ俺はこれから、ＳＡＯ正式サービス開始以来初めて、他ほかのプレイヤーを尾行しようとしているのだから。




　木の下に身を潜ひそめる俺の視線の先では、午後八時になると同時に営業を終えた職人クラスのプレイヤーが、手早く店みせ仕じ舞まいをしていた。無論、アインクラッド初の露ろ店てん鍛か冶じ屋やことネズハ氏である。

　携行炉フオージの火を落とし、インゴットを革袋に片付ける。ハンマーその他の鍛冶道具も専用の箱にしまう。表の看板を畳むとカーペットの空いている所に横たえ、売り物の武器類もきっちり並べ直す。

　全すべての商売用オブジェクトが、二畳ほどもある絨じゆう毯たんの上に隙すき間まなく配置されると、ネズハはその隅すみをタップしてメニューを出した。《収納》ボタンを押したのだろう、カーペットは上に載のった無数のアイテムを吞のみ込みながらくるくると巻き上げられ、ほんの数秒で一本の筒へと変わった。

　小柄な鍛冶屋は、それをひょいっと持ち上げると右肩に担かついだ。マジックアイテムである《ベンダーズ・カーペット》は、独立ストレージに格納しているアイテムの量にかかわらず重さは一定だ。仮にダンジョンに持って行ければ、ポーションや食料持ち込み放題＆ドロップアイテム持ち帰り放題と夢が広がるが、もちろんそんなウマイ話があるはずもなく、カーペットが機能するのは街や村の内部だけである。更に、カーペット自体をプレイヤーのアスイトテレムー欄ジには格納できないので、筒状に丸めた状態でも長さ一メートル半直径十センチはある代しろ物ものを常に手で持ち運ばねばならない。

　つまるところ、商人・職人クラス以外には本来さして使い道のないアイテム──なのだが、色々なことを考える奴やつがいるもので、ベータテスト時代には《カーペットの上に並べた品物は所有者以外動かせない》というルールを悪用して、道路を大型の家具類で封ふう鎖さするイタズラが一部で流は行やった。もちろん即座にパッチが当たり、カーペットは《一定以上の面積があるスペースの端はしっこ》にしか広げられなくなったのだが。

　そんな逸いつ話わのある魔ま法ほうの絨毯を担いだネズハは、さすがに疲れた様子でふうっと一つため息をついた。そのまま、少々項うな垂だれた姿勢でとぼとぼ歩き出す。向かうのは広場の南ゲートだ。

　俺は、距離が二十メートルほど開くのを待って、木の幹からそっと体を離した。視界中央の隠れ率ハイド・レートインジケータが急下降し、ゼロになると同時にハイディング状態が解除される。それでもなるべく物陰の近くに留とどまったまま、不自然にならない程度に足音を殺して小さな背中を追いかける。

　鍛か冶じ屋やネズハの尾行を思い立った理由は、もちろんアスナのレイピアの強化失敗に文句を付けるためでも、ましてや人目のない所で脅おどしつけるためでもない。

　強しいて言えば、そこはかとない違和感──だろうか。

　彼は、俺おれの知る限り、今日一日だけでも二回……いや、正確には五回も武器強化に失敗している。アスナのウインドフルーレが消滅した時と、昼間にリュフィオール氏のアニールブレードが＋４から悲しみの＋０エンドした時、合わせて五回だ。確率の上では起こり得ることとは言え──なんだか余りにも出来すぎ、いや出来なさすぎではなかろうか。

　そもそも、俺が今日の午後に変装までしてウルバス東広場を訪れたのは、《腕のいいプレイヤー鍛冶屋が現れた》という話をマロメの村で聞きつけ、自分の剣の強化を依頼しようと思ったからなのだ。ブースト成功率八十パーセントぶんの強化素材を革袋に詰め込んで、鋭するどさと丈夫さのどっちを上げようか悩みつつ広場に到着したところでリュフィ氏の悲ひ劇げきに直面し、またそのあとすぐにアスナと出くわしたせいでタイミングを失ったのだが……もしそれらの事情がなければ、俺は何も疑うことなくネズハに強化を依頼しただろう。

　そしてその場合、俺の剣もまた強化失敗していたのではないか。何の根拠もないが、どうしてもそう思えてならない。

《腕がいい》という噂うわさがマロメまで流れるくらいなのだから、ネズハの強化成功率は決して低くないはずだ。検証する方法はないが、実際の数字はちゃんとＮＰＣ鍛冶屋を上回っていると思われる。しかし、もし仮に、彼はとある条件でのみ必ず失敗するのだとしたら。そこには何らかの理由──はっきり言ってしまえば、悪意に基づくトリックが存在するということになるのではないか。

　無論、全すべては俺の推測、いや邪推の類たぐいだ。万が一何らかの仕掛けが存在するのだとしても、現状ではまったく見当がつかない。何せ彼は俺の目の前で、アスナから受け取った材料を余さず炉に入れ、受け取った剣をその炉で熱し、鉄床アンビルに移動させてハンマーで叩たたいたのだから。手順はまったくマニュアルどおりで、おかしな動きは一いつ切さいなかった。第一、特定プレイヤーの剣をわざと性能ダウンなり破は壊かいなりして、彼にいかなるメリットが存在するのか……。

　そんな数々の疑問を脳内でぐるぐるさせつつも、俺はひたすらに鍛冶屋の背中を追った。

　幸い彼は、尾行されているなどとは思ってもいないようで、後ろを振り向くことなく一定のペースで歩き続けている。お陰で俺も不自然に立ち止まったりせずに済んでいるものの、モンスター相手ならまだしもプレイヤーの後を付けた経験などないので冷や汗ものには変わりない。《隠蔽ハイデイング》スキルの熟じゆく練れん度どが上がればハイド状態でかなりの距離を歩けるらしいが、今はスパイものの映画より抜粋な知識で何とかするしかない。

　なんちゃらインポッシブルなＢＧＭを脳内再生しつつ、物陰から物陰へとスタイリッシュに移動し続けること七、八分。

　ウルバスの街南東エリアの、ほとんど外がい壁へき近くまでとぼとぼ歩いたネズハは、ぼんやり光る一つの看板の前で足を止めた。俺おれはすかさず手近の街路樹にぴたっと貼はり付く。もし周りで見ている第三者がいれば途と轍てつもなく怪しい動きだろうが、そうと気付いたのは後々のことだ。

　ランプに照らされた看板には【ＢＡＲ】の文字がある。つまり酒場だ。再び、かすかな違和感。もちろん、一日たっぷり働いたプレイヤーが酒場で一杯やることに何の不思議もないのだが……そのわりには、ネズハの雰囲気がおかしい。早く冷たいジョッキをぐーっといきたい！　と駆かけ込むなら解わかるが、まるで店に入りたくないかのように、スイングドアの前で十秒以上も立ち止まっている。

　──まさか、引き返してこないだろうな。

　とビビりつつ見守る視線の先で、ネズハは肩のカーペットを担かつぎ直すと、右の足をいかにも重そうに前へと出した。酒場の扉に辿たどり着き、左手でゆっくりと押す。スイングドアが開き、小さな姿が店内へと消え、再びドアが閉まるまでの、ほんの二秒間だけ──内部の音が、二十メートル離れた俺の耳にもかすかに届いた。

　どっと沸き上がる歓かん声せいと拍手。そして──「ネズオ、おかー！」という男の声。

「………………!?」

　俺は鋭するどく息を吸い込んだ。

　この展開は、まったく予想していなかった。ネズハを尾行した動機は、一応彼の定宿くらいは把握しておこうという程度の思いつきだったのだ。だが、着いた先が町外れの酒場で、しかもその内部に彼を知っているプレイヤーが複数──さっきの感じだと恐らく四、五人もいるとなると、これは一体どういう……。

　わずかに逡しゆん巡じゆんしてから、俺は物陰を出ると、酒場のスイングドアに素早く駆け寄った。

　壁かべにぴたりと背中をつけるが、残念ながら店内の会話までは聞き取れない。全すべての《閉じられたドア》は原則的に音声を遮しや断だんし、それを透過するには《聞き耳ストレイニング》スキルを身につけるしかないのだ。上下にでっかい隙すき間まのあるスイングドアですら、それは例外ではない。

「くそ……」

　小さく毒づくが、この状況で選択肢は二つしかない。《客を装って店内に入る》は論外だ。《諦あきらめて帰る》か、それとも──。

　腹をくくり、俺は左手をそろそろと伸ばして、スイングドアをじわりと押した。五度、十度と傾かたむけていくが、まだ内部の音は聞こえない。じわじわ十五度まで押したところで、ようやくさっきの男の声が再び耳に届いた。

「──グーっと行けよネズオ、グーっと！　どうせこっちの酒はいくら飲んでも酔わねーんだからさ！」

　という喚わめき声の主は、台詞せりふの内容に反してかなり出来上がっているようだ。確かに、アインクラッドに存在する酒類を何リットル飲もうと原理的にアルコール分は一いつ切さい摂取されないわけだが、その場のノリで酔っ払ってしまうということは往々にしてある。実際、わずかに開いたドアから漏もれ出してくるハイテンションな騒さわぎ声は、現実世界の繁はん華か街がいにＰＯＰする飲み会帰りの学生集団のソレにほぼ等しい。

　懸けん命めいに耳をそばだてていると、「う……うん」という小声の応答が聞こえた。いっとき騒そう音おんのボリュームが下がり、次いでおーっという歓かん声せいと拍手が響ひびく。

　状況から推察するに、この酒場で鍛か冶じ屋やネズハを待っていた五人程度の集団は、彼のかなり親しい友人たちらしい。何となく一いつ匹ぴき狼おおかみ（というほど肉食なイメージではないが）の職人クラスという印象を抱いていたので、少々意外だ。仲間たちのキャラクター構成ビルドが気になるが、当然声だけでは判別できない。

　俺おれは更なる危険を冒おかし、スイングドアの上部からほんの一いつ瞬しゆんだけ酒場の内部を覗のぞき込んだ。まばたき一回でカメラのように映像を切り取り、すぐに頭を引き戻す。

　予想したとおり、狭い店内にはプレイヤー集団は一つしか存在しなかった。客を装よそおって店に突入していたら大いに注目を浴びていたところだ。右奥のテーブルに陣取る人数は、入り口に背を向けて座るネズハを含めて六。そして彼以外の五人全員が、革や金属の防具を身にまとう戦せん闘とう職──。

　別に奇妙なことではない。ＭＭＯＲＰＧに於おいて、ギルドに戦闘職と生産職が混在するのは至し極ごく普通だ。ＳＡＯでは三層でとあるクエストをクリアするまでギルドは作れないが、現状でも共闘集団を結成しているプレイヤーは数多い……というか俺やアスナのようなソロのほうがすでに少数派だろう。

　仲間に鍛冶屋や商人がいれば、装備のメンテやドロップアイテムの売却がもの凄すごく楽だし、また生産職のほうも素材アイテムを格安もしくはタダで入手できるメリットがある。だから、別にネズハに仲間がいようと、その仲間がみんな戦闘職だろうと、何も引っかかる要素はない……はずなのだが、俺の胸中にわだかまる違和感はいっこうに消えようとしない。

　引っかかりの正体を見み極きわめようと思考を集中しかけたその時、ネズハの大ジョッキ一気飲みに沸いていた仲間たちの一人が気になる台詞せりふを発した。

「……んで、ネズオ、今日の商売はどうだったん？」

「あ……う、うん。作成武器が十二個売れて……修理と、強化の依頼もそこそこ」

「おー、新記録じゃん！」

「またインゴット集め行かねーとな！」

　別の男二人が叫び、再びの拍手が続く。実に和気藹あい々あいとした、《一日の健闘をねぎらう仲良し集団》の図だ。ネズハ以外の五人に見覚えはなかったので最前線攻略組ではないのだろうが、仲間に腕のいい鍛冶屋がいるのなら近いうちにそこまで上がってくるかもしれない。

　──これはやっぱり、邪推が過ぎたかな……。

　俺おれは多少忸じく怩じとしながら胸中でそう呟つぶやいた。仮にネズハが何らかのトリックを用いて特定プレイヤーの武器を意図的にスペックダウンさせたり破は壊かいしたりしているのだとすれば、それはこのグループの総意に基づく企たくらみということになるが、そんなことをする合理的な動機が彼らにあるようには到底思えない。

　辛つらい記憶だが、第一層ボスモンスターの攻略部隊を取りまとめた《騎士ナイト》ディアベルは、二重に人を介する手間をかけてまで俺の愛剣《アニールブレード＋６》を買い取ろうとした。その理由が、ボスのラストアタックＬＡを取られるのを阻止するためだったことを、俺はディアベルの死に際ぎわに知った。

　結果論ではあるが、結局俺はボスのコボルド王にとどめを刺してユニーク品の《コート・オブ・ミッドナイト》を入手したのだから、ディアベルが俺の戦せん闘とう力りよくダウンを狙ねらったのにはそれなりの合理性があったことになる。

　翻ひるがえって一方、ネズハの仲間たちはまだ前線攻略組ですらない。当然フロアボスのＬＡに関与する立場でもなく、リュフィ氏やアスナの剣を狙って弱化・破壊したところで、具体的なメリットがあるとは考えにくい。

　──結局、何もかも偶然のなせるわざだった……ってことか……。

　無音のため息に乗せてそう独りごち、俺はギリギリの開口状態に保っていたスイングドアから手を離そうとした。しかしその寸前、

「…………でも、アレはもう限界だよ……」

　というネズハの細い声が聞こえ、ぴたりと動きを止める。

　店の中でも、騒さわいでいた男たちの声が一気にボリュームダウンした。短い沈ちん黙もくを経て、最初の男が何か言い返しているようだが、ひそひそ声なので聞き取りにくい。自然と左手に力が入り、ドア板の傾かたむきが二十度まで上昇する。

「──うぶだって、まだまだイケるって絶対」

「そうだよネズオ、ぜんぜん噂うわさにもなってねーもん」

　耳に飛び込んできたそんな台詞せりふに、俺は息を詰めた。強化失敗に関する話題だと直感し、ありったけの集中力を聴覚に傾ける。男たちの励はげまし（？）に、ネズハのか細い応答。

「これ以上は、もう危ないよ……それに、もう充分に元は取れて……」

「何言ってんだよ、本番はここからだろ？　がんがん稼かせいで、二層のあいだにトップ連中に追いつこうぜ！」

　元を取る？　がんがん稼ぐ……？

　言葉の意味を理解できず、俺はいっそう体を前傾させた。

　──強化失敗とは無関係な話だったのか？　だってリュフィ氏の件ではネズハはエンド品を買い取って赤字のはずだし、アスナの一件でも通常の手数料しか稼いでいない。どう考えても、あの行為で金が儲もうかるはずがない…………

　…………いや。いや、もしかしたら俺おれは何か、根本的な考え違いを…………。

　そこまで考えた時だった。店内から、訝いぶかしそうな声が届いてきた。

「……ん？　おい、なんかドアが」

　そこまで耳にした時点で、俺は可能な限り滑なめらかにスイングドアの角度を戻し、すかさず右方向へとジャンプしていた。手近な街路樹に貼はり付き、《隠蔽ハイデイング》スキルを発動させるのと同時に、酒場のドアが内側から弾はじかれたように開く。

　顔を出したのは、ネズハの隣となりで盛り上がっていたリーダー格の男だ。かなり太めの体格をいっそう丸く見せるバンデッドアーマーを身につけ、頭には頂点の尖とがったバシネットとなかなかにユーモラスな出いで立たちだが、どうして眼光は鋭するどい。太い眉まゆをぎゅっと寄せ、店の周囲を視線で薙ないでいく。

　その眼めが俺のハイドする樹に到達した瞬しゆん間かん、視界下部のハイド・レートが六十パーセントまで低下した。圏内のここで看破されたところで物理的な危険があるわけではないが、いま彼らを警けい戒かいさせるのは避さけたい。何せ俺はようやく、《ネズハと五人の仲間たち》の企たくらみをそこはかとなく把握しかけたところなのだから。手段はまだまだだが──少なくとも、目的のほうだけは。

　男の眼が街路樹に留とどまり続けるかぎり、隠れ率ハイド・レートは毎秒低下していく。四十パーを切ったあたりで、彼は木の幹の輪郭に違和感を抱くはずだ。俺は数字を凝ぎよう視ししたまま、ゆっくりゆっくり体を動かし、幹の反対側へと移動を試みる。五十前後で小刻みに上下するレートをなだめるように、じわ、じわと視線から逃れていく。

　どうにか樹の裏側に達したのと同時に、リーダーも視線を外したらしく、数字が一気に七十まで回復した。数秒後、スイングドアがぎいと閉じる音が聞こえるや否いなや、俺はしゅばばっとダッシュして酒場から一ブロック離れた裏路地へと逃れた。

「ふう…………」

　壁かべに寄りかかり、コートの袖そでで仮想の冷や汗を拭ぬぐいながらひと息。鼠ねずみのアルゴ嬢じようにとってはこんなスニーキングが日常のお仕事なのだと思うと、とても情報屋に転職する気にはなれない。

　とはいえ、にわかスパイの俺でも、いちおうこのミッションは遂すい行こうできたわけだ。ネズハの拠点を特定──おそらく酒場二階の宿屋だろう──、仲間の存在を暴あばき、そして何より問題の強化失敗トリックに関する情報を、ほんの断片ではあるが入手したのだから。

　もちろん、俺が耳にした一連の会話がトリックに関するものならばという条件付きだが、もしそうなら、彼らは武器強化を意図的に失敗することで具体的な利益を得ているということになる。しかも、＋０エンド品を相場の倍額で引き取ってなお黒字になるほどの額をだ。

　そんなことが有り得るとすれば……彼らの他ほかに依頼人がいて、そいつの注文で特定プレイヤーの戦力をダウンさせることで報酬を得ている……？　いや、それは考えにくい。手口があまりに迂う遠えんだし、だいたいターゲットがネズハに強化を依頼するかどうかが不確定すぎる。どうせ金を遣つかうなら、ディアベルのようにターゲットに直接接触したほうが遥はるかに確実だ。

　だとすれば、他ほかにどのような手段が有り得るか。

　耳から煙が出そうなほどの勢いで考える俺おれの脳裏に、数十分前のシーンが再生された。

　アスナからウインドフルーレを受け取るネズハ。続いて強化素材も受け取り、左手に剣を持ったまま、右手で素材を炉フオージへ。炉に青い光が満ちたところで、剣を鞘さやから抜き、刀身を炉に載のせる。光が刃やいばを包むと、今度は鉄床アンビルに移動させ、ハンマーで叩たたく。数秒後、剣がまるで断だん末まつ魔まのように眩まばゆく輝き──破は砕さい、消滅。

　その一連の動作を、俺は最初から最後まで見届けた。トリックが入り込む余地があるとは思えない。無理やりに可能性をひねり出すなら強化素材の詐さ取しゆだが、炉を鮮あざやかに満たした青い光を偽ぎ装そうすることは不可能──

「あっ…………」

　──待て。待てよ……俺は全すべてを見ていたつもりだが、あの一いつ瞬しゆんだけは……俺もアスナも、不ふ可か避ひ的に露ろ店てんのわずか一点だけを……。

　ということは。つまり、詐取されたのは強化素材ではなく。

「…………く……!!」

　瞬間、一連の思考があいだを何ステップかすっ飛ばして、とあるポイントに着地した。俺は低く声を漏もらしながらメインメニュー・ウインドウをひっぱたくように出現させると、片かた隅すみの現在時刻表示を凝ぎよう視しした。

　デジタル数字は──20：23。

　──まだ、間に合う！

　右手が閃ひらめき、インスタント・メッセージタブへ飛ぼうとしたが、途中で真下に動いてウインドウそのものを消去する。俺がしようとしていることをテキストで正確に伝えるのは不可能だ。その場で直接指示せねばならない。

「間に合うはずだっ……！」

　もう一度、今度は声に出して叫び、俺は路地から飛び出すと通りを北に向けてダッシュした。




　尾行時には八分ほどかかったルートを、一心不乱の全力疾走で三分とかからず走破し、懐なつかしのウルバス東広場まで戻る。しかし立ち止まることなく南から北へと通り抜け、意い匠しようの変わった街並みを更にダッシュ。アスナの涙を見たベンチの横も通過して、二十メートル先で直角ターン。彼女がチェックインした宿屋に飛び込み、奥の階段を三段飛ばしで駆かけ上る。

　念のためと部屋番号まで聞いておいた自分にＧＪグツジヨブ！　と叫びつつ、二〇七のプレートがついたドアに突進。叩たたき破らんばかりにダンダンダン！　とノックする。これももちろん《閉じられたドア》だが、ノック後何十秒だかは声を通す。

「アスナ、俺おれだ！　開けるぞ!!」

　返事を待たずノブを回し、ドアを押し開ける勢いのまま内部に転がり込むと同時に、簡素なベッドから弾はじかれたように立ち上がる人物と眼めが合った。はしばみ色の瞳ひとみがいっぱいに見開かれ、唇が空気を吸い込んだところで、俺はドアをバタン！　と閉める。

「──キャアアアア!!」

　という悲ひ鳴めいは、ドアに遮さえぎられて外には一いつ切さい漏もれない……というとまるで犯罪者のよう、というか行為としてはかなり近いが、これも全すべてはアスナのためにしていることなのだ。

　胸の前で両拳こぶしを握り、金切り声を上げ続けるフェンサー様は、上は白のノースリーブ・シャツ、下は同色の……何というのか、ふんわり丸くなった短パン的なものを身につけている。おそらく下着ではなさそうなのでセーフと判断し、ずかずか近寄ると細い両肩をがっと摑つかむ。

「アスナ、超絶緊きん急きゆう事態だ！　時間がない、言うとおりにしてくれ！」

　そこでようやく悲鳴が一時停止したが、細剣使いフエンサーの顔には、更なるボリュームで叫ぶか、直接攻こう撃げきに出るかの二択を迷う気配がある。それに付き合っている時間は本当にないので、いきなり本題に入る。

「まずウインドウを出して可視モードにするんだ！　早く！」

「え……え…………？」

「ほら、急いで！」

　俺が胸の前で握られたままのアスナの右手を摑み、適正ポジションまで移動させると、つられたように指二本が伸びて空中を弾はじいた。涼やかなサウンドとともに紫色の矩く形けいが広がるが、俺には単なる無地の板にしか見えない。今度は、他プレイヤー可視モードボタンがあるあたりに誘ゆう導どうし、そこを押させる。

「でも、あの、なんで……わたし、ドアにちゃんと、鍵かぎ…………」

　呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきに、俺は半なかば無意識的に答えた。

「アスナ、俺とパーティー組みっぱなしだろ。宿屋のドアは、初期設定だと《ギルド・パーティーメンバー解かい錠じよう可》なんだよ」

「な……なん、アンタ、それを先に……」

　立ち尽くす細剣使いの隣となりに素早く回り込み、俺は正位置から可視化されたメインメニュー・ウインドウを凝ぎよう視しした。構成はもちろん俺と同じだが、花模様を多用したスキンでカスタマイズしてある。マメだなあ、俺なんかデフォのまんまなのになあ、と一いつ瞬しゆん考えてしまってから、そんな場合じゃない！　と視線を動かす。

　ウインドウ右側には、お馴な染じみの装備フィギュアが表示されている。武装解除しているので、そのほとんどは空だ。なんちゃらキャミソールとかどうたらペチコートというアイテム名を素通りし、右手のセルを睨にらむ。設定アイテム──なし。つまりアスナは、ネズハにウインドフルーレを渡して以降、新たな武器を装備していないということだ。

「よし、第一条件クリア！　時間は……」

　画面右下の数字は、あんなに走ったのに早くも20：28に到達している。

　俺おれとアスナが、ウインドワスプ狩りを終えてウルバスに帰着したのが19：00。晩メシを食べ終えたのが19：30前後。そこからすぐ広場に移動し、ネズハに強化を依頼したので……余裕は、下へ手たをするとあと一、二分！

「まずい、操そう作さ急ぐぞ！　俺の指示するとおりにクリックしていってくれ、まずはストレージ・タブに移動！」

「え……あ、う、うん……」

　突発的状況にまだ思考が追いついていないのか、それとも勢いに吞のまれたか、アスナは素直に右手の人差し指を滑すべらせた。

「よし、次にセッティングボタン……サーチボタン……そこのマニュピレート・ストレージってボタン……」

　立て続けの指示どおりに細い指が次々ボタンを押し、メニューの階層をどんどん移動していく。更に三つか四つ潜もぐったところで、ようやく目的のボタンが姿を現した。

「そ、それだ！　《コンプリートリィ・オール・アイテム・オブジェクタイズ》！　ゴー!!」

　俺の絶叫に押されるように、指が小さなボタンを押し込んだ。確認のイエス／ノー・ダイアログが出現するや、俺は最大ボリュームで──

「イエ──────ス!!」

　ぽちっ。

　ボタンが押されるのと、アスナが今更のように呟つぶやいたのは同時だった。

「ん、んん…………？　オール……アイテム……って、全アイテム……オブジェクト化……？　全って……どこまで、全なの……？」

　その疑問に俺は、《やりとげた男の笑顔》を浮かべつつ答えた。

「コンプリートリィに全部。あらゆる、あまねく、なにもかも」

　次の瞬しゆん間かん、アスナのアスイトテレムー欄ジにぎっしり並んでいた文字列が全すべて搔かき消えた。

　直後──。

　ガランゴトンドスンガチャンチャリーンボサットスッバサッパサリフワフワ、と多種多様なサウンドが、硬くて重い→柔らかくて軽いの順に響ひびいた。それはすなわち、アスナというプレイヤーがストレージに所有するアイテムの全てが、宿屋の床一面に実体化しつつ積み重なった音に他ほかならなかった。

「な……なっ、なな、な……!?」

　所有者当人は再び仰のけ反ぞりつつ驚おどろきの声を漏もらしたが、俺にはもちろん想定済みの現象──というか、こうするために俺はウルバス南東端の酒場から全力ダッシュしてきたのだ。しかしその一方、オブジェクト化されたアイテムの量は、俺の予想を少しばかり……二倍から三倍ほど上回るものだった。

　ストレージの容量は、プレイヤーの筋Ｓ力Ｔ値Ｒと拡張スキルの熟じゆく練れん度ど、各種マジックアイテムによる補正などで決定される。まだまだレベルが低く、当然拡張スキルなど取る余裕もなく、しかもフェンサーとして敏Ａ捷Ｇ値Ｉ優先上げのアスナがなぜこんな量のアイテムを、と一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、その理由はすぐに解わかった。

　容量といっても、その単位は体積ではなく重さだ。金属製の鎧よろいや武器、液体であるポーションやもちろんコインなどはストレージをすぐに圧迫するが、革防具や布防具、パンやスクロールなどの軽いアイテムはかなりの数を保存できる。そして、アスナがストレージに貯ため込んでいたのは、そのほとんどが大小の布装備……すなわち衣服と下着類だったのだ。

　さすがに多少の気恥ずかしさを感じながら、俺おれは一メートル半ほどの高さにまで積み上がったアイテムの山を眺めた。オブジェクト化された時に重い物から先に落ちたので、金属装備は一番下に、その上に革モノ、更にその上に色とりどりの衣類、いちばん上には白とピンクを主とした下着がどっさりという層ができている。だいたい、どうしてこれほどの数を貯め込まねばならないのだ。アインクラッドでは当然ながらアバターに生物的老廃物は発生せず、戦せん闘とうで損耗するのも最も外側の防具だけなので、下着なんか極論ワンセットあれば事足りる。俺は戦闘時用・日常用・睡眠用と三種類持っているが、それでも男プレイヤーとしては多いほうではなかろうか。

　──とは、言え。

　ここまできて手を止めるわけにはいかない。俺おれの推測が正しく、ウインドウ操そう作さが時間内に終了していれば、あるはずなのだ。この山の奥底に。

「……失礼！」

　俺は紳士としてひと言断ると、アイテムの山に近づき、まず布装備の層をばっさばっさと横に移動させた。途と端たん、背後でわななくような声が発せられる。

「ね、ねえ……きみ……もしかして死にたいの……？　殺されたいヒトなの……？」

[image: ]

「まさか！」

　真顔で答えつつ、手を動かし続ける。衣類をどかし終えると現れる革防具や革袋、小箱等を掘り進み、ブレストプレートなどの金属層にまで達する。

　それらを苦労して押しのけ、ついに小山のいちばん底にまで到達した俺の視線が、それを捉とらえた。アスナが所有する全アイテムの中で最も重く──しかしいっぽう、俺の背にある同種のアイテムと比べれば羽のように軽い、一振りの細剣レイピア。

　ウインドフルーレ＋４──。

　緑色の鞘さやを両手でそっと摑つかみ、山の底から引っ張り出した俺は、立ち上がると後ろを向いた。

　俺をどうやって殺そうか考えていたらしいアスナの眼めが、一時間前に破は壊かいされたはずのそれを捉えた瞬しゆん間かん、限界まで見開かれた。唇が震え、ほとんど音にならない声が短くこぼれた。

「………………うそ…………」










　　　６




　後に──本当にずっとずっと後になって、アスナは言ったものだ。『もしあそこでわたしの剣が出てこなかったら、キリト君を宿屋の窓から放り出してたよー』と、ほわんほわん笑いながら。

　実際、この時の俺おれは、自分の推測が誤っていた時どうなるかなど一いつ切さい考こう慮りよしていなかった。推理力に自信があったというよりも、秒単位で迫っていたタイムリミットに意識を全すべて持って行かれていたのだ。だから、返事を待たずアスナの部屋に突入し、有無を言わせずウインドウを開かせ、妙なテンションでイエース！　などと叫んでしまったのも致し方なし、と言うべきだろう。べきであって欲しい。




　混沌カオス極きわまる状況がどうにか秩序を取り戻したのは、俺がアスナに《ウインドフルーレ＋４》を差し出してからおよそ三分後のことだった。

　床一面に堆たい積せきしていたオブジェクト群は残らずアスイトテレムー欄ジに再収納され、アスナも普段のチュニックとレザースカート姿に戻ってベッドの端はしに腰掛けている。その両手には、奇跡の復活をとげた緑色のレイピアが大事そうに握り締しめられているが、当人は実に複雑な──恐らくは感かん激げきと激怒という両極きよく端たんの感情を行ったり来たりしているのであろう表情を浮かべ、もう長いこと黙だまったままだ。

　俺はと言えば、部屋の隅すみに置かれた来客用の椅い子すに背筋を伸ばして座りながら、改めて己おのが行いに冷や汗を流していた。メニューの階層奥深くに存在する《所有アイテム完全オブジェクト化》ボタンを押すところまでは、時間が迫っていたのだから説明不足もやむを得なかった。しかしそこからはもうタイムリミットはないのだから、剣の捜索を自分で行う必要はなかったのだ。

　ことに、その、アイテム山の上部をまるで冠雪のように白く染めていたある種の布装備を自みずから処理してしまったのは少々やりすぎだったかもしれない。しかし一方、さっきも同じ感想を抱いたが、何もあんな数買い込まなくてもいいではないかと思わずにいられない。おぼろげな記憶をもとに概算しても、毎日着替えて二週間は持つくらいの数があった気がする。そりゃ確かに小型の布装備はほとんど無視できるほど軽いが、だからといって安価なものばかりではない。あの手の、シルクっぽい滑なめらかな生地の奴やつはＮＰＣショップでも相当いいお値段なので、ならばその分で防具の強化プロパティをプラス１でも上げたほうが──

「……いろいろ検討してみたんだけど」

　不意にそんな声が部屋の反対側から届き、俺はびくっと居住まいを正した。

「は、はい」

「……わたしが感じている怒りが九十九Ｇだとすれば喜びは百Ｇだから、差し引き一Ｇぶんだけあなたに感かん謝しやすることにしたわ」

　底光りのする眼めでそんな言葉を仰おおせられる細剣使いフエンサーに、とりあえず確認してみる。

「え、ええと……なんで単位がＧなの……？」

「決まってるでしょ。怒りが上回ってたらそのぶんだけあなたをブン殴ってたからよ」

「あ、ご、お金ゴールドじゃなくて衝しよう撃げき加速度でしたか……な、なるほどですね」

「解わかってもらえたようでよかったわ。──なら、ちゃんと説明して頂ちよう戴だい。なんで砕けたはずのこの剣がわたしのストレージに入ってて……なんであなたがあんなふうに突入してきたのか」

「も、もももちろん。でも、長くなるよ、かなり。俺おれも仕掛けの全体像を把握してるわけじゃないし……」

「構わないわ。まだまだ夜はこれからでしょ」

　そう言って、愛剣を取り戻したフェンサーは、ようやくほんのわずかな微笑を滲にじませた。




　宿屋一階のチェックカウンターで、ハーブ入りワインの小ボトルと謎なぞのナッツ盛り合わせを買い込んだ俺は、二〇七号室に戻ると今度はノックへの返事を聞いてから中に入った。

　二つのグラスにワインを注ぎ、いまだ眉み間けんのあたりがピリカラ風味なアスナと、ひとまずはフルーレの生せい還かんを祝って乾杯。仄ほのかに甘あま酸ずっぱいノンアルコール・ワインで舌を湿らせると、とっとと本題に入るが上策とばかりに口を開く。

「──アスナはさっき、『なんで砕けた剣がストレージに入ってたのか』って言ったよな」

「……言ったけど？」

「そこが、この仕掛け……っていうかトリックっていうか……ぶっちゃければ《強化詐さ欺ぎ》のキモなんだ」

　詐欺、という明確な方向性を持つ言葉に、レイピア使いの両眼がすっと細められた。しかし無言のまま続きを促うながす。

「口で説明するより、見てもらったほうが早いかな」

　言いながら、俺は右手を振って自分のメインメニュー・ウインドウを出すと、右端はしのボタンで可視化した。窓の上下を両手の人差し指でタッチし、くるりとひっくり返す。角度も調整し、向かいのアスナから見やすい位置になったところで、一点を指差す。

「ここ。俺の装備フィギュアの右手セルには、《アニールブレード＋６》のアイコンがあるだろ？」

　はしばみ色の瞳ひとみがちらりと俺の背中から突き出すグリップを一いち瞥ぺつし、頷うなずいた。俺は手を背中に回すと、コートの装備アタッチメントに固定されている鞘さやごと強く引っ張って外し、足あし許もとの床にゴトリと置いた。数秒後、ウインドウの右手セルに表示されるアイコンが薄うすくグレーアウトする。

「これが、《装備武器の落下ドロツプ状態》。戦せん闘とう中に手を滑らせフアンブルしたり、Ｍｏｂの武器落としデイスアーム属性攻こう撃げきくらったりすると発生するやつ」

「……ええ。慣れてないと、かなり焦あせるわね」

「落ち着いて次の攻撃を避よけてから拾えばいいだけなんだけど、最初はなかなか難むずかしいよな。一層の真ん中あたりに湧わく《スワンプコボルド・トラッパー》が初のディスアーム使いだけど、あそこでだいぶ犠ぎ牲せい者しやが出たらしい……」

「アルゴさんが攻略本で、すぐ拾おうとするなって警けい告こくしてくれてたのにね……。わたし、あいつと戦う時はお守りがわりに、少し離れたとこにあらかじめ予備のレイピアを落としておいたわ」

「お、おお……なるほどな、同じメイン武器たくさん持ってると、そういう手も使えるのか」

　眼前のフェンサーの初心者離れした……あるいは、だからこその発想力に改めて感心してしまってから、俺おれは慌てて話題を元に戻した。

「っと、脱線したな。ええと……そんで、このドロップ状態の剣をこのままほっとくと、そのうち《放置リーブ状態》に移行して耐久度減少が始まるんだけど……アスナ、ちょっと剣を拾ってみてくれ」

　俺の言葉に眉まゆを寄せつつも、アスナはまずウインドフルーレを腰のアタッチメントポイントに固定し、次いで左手を床に伸ばした。「重いわねコレ」と呟つぶやきながら、無骨な片手用直剣を両手でホールドする。

「これでいいの？」

「うん。ほら、見てみろよ」

　テーブル上に浮かんだままの俺のメニュー・ウインドウをつつく。さっきまでアニールブレードの名前が薄うすく表示されていた右手セルは、アスナが剣を拾った時点で完全な空くう欄らんになっている。

「これが、戦闘中なら《武器奪われスナツチアーム状態》って奴やつだ。ディスアームと違って、スナッチ技まで使う敵はかなり上の層まで行かないと出てこないけど、ソロで喰くらうと相当やばいぞ。そこまでに、武器スキル派生Ｍモｏツｄドの《クイックチェンジ》は絶対取っておかないと……いや、そうじゃなくてええと」

　再び脱線しかけた軌道を、咳せき払ばらいで再修正。

「戦闘中じゃなくても、仲間とかに装備中の武器を渡したりすることあるよな。そん時はスナッチじゃなくて《武器手渡しハンドオーバー状態》とか呼ぶけど、ともかく……落とした武器を拾われたり、誰だれかに直接渡したりすると、装備フィギュアの武器セルは空欄になるわけだ。さっき、アスナが鍛か冶じ屋やにウインドフルーレを預けた時みたいに」

「…………！」

　ようやく、この話の向かう先が見えたのだろう。一いつ瞬しゆん見開かれたはしばみ色の瞳ひとみが、鋭するどい光を帯びる。

「でもな、いいか、重要なのは、このようにセルが空っぽで、一見何も装備してないように見えても……そのアニールブレードの《装備者情報》はクリアされてないってことだ。この装備権って奴やつは、単なるアイテム所有権よりずっと強く保ほ護ごされてる。たとえば、俺おれが装備してない武器をストレージから出してアスナに手渡すと、そいつの所有権はたったの三百秒……五分でクリアされて、次に誰だれかのストレージに入った瞬しゆん間かんにそのプレイヤーの物になるわけだ。でも、装備中アイテムの権利持続時間は遥はるかに長い。クリアされるのは、放置もしくは手渡し状態になってから三千六百秒が経過するか、あるいは同じ手に次の武器が装備された時だ」

　俺がそこで口を閉じると、アスナはしばらく考え込むように睫まつ毛げを伏せてから、思わぬことを言った。

「……なら、さっきあなたが言った、主武装をスナッチされて《クイックチェンジ》で予備武装に持ち替える時は、右手じゃなくて左手にしておいたほうがいいってことね？」

「へっ……？」

　一瞬きょとんとしてしまってから、ようやく理解する。確かに、モンスターに武器を奪われた状態で予備を同じ手に装備すると、取られた武器の装備者属性はクリアされてしまうわけだ。すぐにそのモンスターを倒して取り返せればいいが、撤てつ退たいする破目になった時はかなり悲惨だ。何せ安全地帯に退たい避ひしても最終手段の回収テクを使えなくなってしまうのだから。

「な、なるほど……確かにそうだな。でも、利きき手じゃない手で剣を振るのは相当難むずかしいぞ」

　と、口では言いつつも、これは左手ソードスキルも練習しておく価値があるか……と内心考えていると──。

「それと、もう一つ。さっきあなたが部屋に突入してきて、真っ先にわたしの装備フィギュアを盗み見……じゃないわね、奪い見たのも、それを確認したのね。わたしが、他ほかの武器を装備してしまっていないことを。なぜなら、それが第一の条件だったから……」

　まっすぐ向けられる視線を受け止め、俺はゆっくりと頷うなずいた。

「ああ、そうだ。そして第二の条件は、武器を預けてから三千六百秒──つまり一時間以内であること。その二つを満たしていれば、まだ手段はあるんだ。装備武器がどこにあろうと、自分の手て許もと……じゃなくて足許に、問答無用で引き戻す最終手段が、ね。アスナは最初に、『なんで砕けた剣がストレージに入ってたのか』って言ったけど……」

「……実際には、わたしの剣は砕けていなかったし、その一方わたしのストレージに入っていたわけでもない。そういうことなのね……」

　そこで一呼吸入れ、上うわ目め遣づかいに俺を睨にらんで続ける。

「そして、剣を回収する最終にして唯一の手段がさっきの操そう作さ……《所有アイテコンプリートリイム完全オブ・オール・アイテムジェクト化・オブジエクタイズ》。剣の装備者情報がクリアされちゃうまで秒を争う状況だったんだから、部屋に飛び込んできたのも、強引にウインドウを操そう作ささせたのもやむを得ない……と、あなたはそう言いたいわけね」

「ま、まあ、そーゆーことになる……カナ？」

　精一杯のイノセントさを醸かもしつつ首を傾かしげてみたのだが、アスナにはまったく通用した様子もなく、ふんと鼻を鳴らされてしまう。だが幸い、今は責任追及よりも状況把握を優先するつもりらしく、フェンサーは両手で保持していたアニールブレードを俺に返してから口調を切り替えて訊たずねた。

「それにしても……あの完全オブジェクト化ボタン、なんであんな階層の深いところにあるのよ？　なんだかわざと使いづらくしてるみたいな……それ以前に、どうして《完全》でなきゃならないの？　所有アイテムで手許にないものだけ選択処理できれば、下……関係ない装備まで実体化されずに済んだはずでしょ？」

「答えは、アスナがもう自分で言ってるよ。そのままずばり、《使いづらくするため》さ」

「え……？　どういうこと？」

　形のいい眉まゆをひそめる細剣使いフエンサーに、俺は両肩をすくめてみせる。

「さっきのは、言わば《最終的救済手段》なんだ。大事なアイテムをうっかりどこかに置き忘れたり、落としたり、装備武器をモンスターに奪われスナツチされたまま逃げ出すハメになったり……そういうのは自分のミスなんだから、本来的には失ったアイテムは諦あきらめなきゃならない。でも、それだと難なん易い度どが高くなりすぎるっていう制作側の判断なんだろうな。一つだけ、救済手段が与えられてる……んだけど、安易に使えないように制限もされてるんだ。階層の深さゆえのアクセスしづらさと、アイテムを選べずに全部足あし許もとにブチ撒まけなきゃならない融ゆう通ずうのきかなさ。ベータテストの時、切ない話があったよ……」

　卓上の小皿から、星形のナッツを摘つまむとぴーんと高く弾はじき、口で受け止める。こんな他愛ない動作にも、この世界では敏Ａ捷Ｇ力Ｉやら周囲の明るさ、隠しパラメータの幸運による補正が働く。

「……五層迷宮区に、お初のスナッチＭｏｂが出るんだけどさ。そいつにメイン武器奪われたプレイヤーが、《クイックチェンジ》を取ってなくてやむなく逃げ出して、振り切ったまでは良かったんだけど、安地部屋まで戻る手間を惜しんだんだな。ダンジョンの、ぱっと見は安全そうな広場で《完全オブジェクト化》を使って、足あし許もとに持ち物全部がドッチャリ実体化して、そこにはもちろん奪われた剣もあったけど……実はそのダンジョン、スナッチＭｏｂだけじゃなくて拾いルーターＭｏｂも湧わくとこでさ！　四方八方からちっちゃいグレムリンみたいのがわらわら寄ってきて、床のアイテムを片かたっ端ぱしから袋に入れちゃ逃げてって……」

「……そ、それは確かに悲惨ね……。──あ、でも、改めて安全地帯まで戻ってからもう一度完全オブジェクト化すればいいんじゃ……？」

「ところがどっこい、ルーターＭｏｂはたいてい《強奪ロビング》スキルを持ってるから所有権が即時移動なんだよなー。幸い、まだ他ほかのプレイヤーが到達してないエリアだったから、五時間かけてその層のグレムリンを片っ端から狩って、手作業で全部取り戻したんだけどさ……あんときゃ涙目だったよな……」

　俺おれがため息まじりにナッツをもう一つ弾はじいた瞬しゆん間かん、アスナがぽつりと言った。

「すごく実感のこもったコメントね」

　途と端たん、俺の動揺がシステムに伝わったか、口に落ちてくるはずのナッツが髪の毛のどこかにすぽんと埋まる。そのままぶんぶん首を振り、真顔で応じる。

「……という話を伝聞で耳にしたんだよ、もちろん。それより、なんだっけ、ええと……」

「《完全オブジェクト化》は便利だけど、便利すぎるから色々制限があるって話でしょ」

　アスナは少々呆あきれ顔で要約すると、右手を伸ばして俺の頭から星形ナッツを取った。どうするのソレ、と思う間もなく細い指がしなり、ピン！　と弾かれたナッツはほんの少し開かれた俺の口にナイスシュート。まったく恐ろしい命中補正だ、と考えながらぽりぽり囓かじる。

「とりあえず、剣が戻ってきたロジックについては了解したわ」

　軽く頷うなずき、ハーブワインのグラスに唇をつけてから、フェンサーは眼めの光を強めて続けた。

「でも、これでようやく半分よね？　だってわたし、確かに見たもの。鍛か冶じ屋やさんに手渡した剣が、鉄床アンビルの上で粉々に砕けるのを。戻ってきたこのウインドフルーレが、元々わたしの装備していた剣だっていうなら……あの時壊こわれた剣は、いったい何だったの？」

　まったく当然至し極ごくの疑問だ。俺もゆっくり頷き返すと、脳内で断片化したままの情報や推測をできる限りまとめながら口を開いた。

「正直、俺もそっちのロジックについては百パーセント解明できたわけじゃない。でも、これだけは言える……アスナのウインドフルーレは、ネズハに手渡してからアンビルの上で消滅するまでのどこかの段階で、同種の別アイテムにすり替えられたんだ。俺は最初、彼は特定プレイヤーの武器を意図的に壊してるんだと思ったけど、でもそうじゃなかった。彼は、アインクラッド初のプレイヤー鍛か冶じ師しにして、初の《強化詐さ欺ぎ師し》だったんだ……」
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　何せ、モニタでプレイする従来型の非フルダイブ・ゲームでは、鍛冶屋に預けた時点でもうその武器はプレイヤーの視界から完全に消えてしまう。作業の全すべては相手の画面内で完結するので、詐欺が行われたかどうかをチェックする手段はないに等しい。

　もちろん、そんな詐欺をしまくればあっという間に悪評が立ってその鍛冶屋に依頼する者もいなくなるだろうが、ＭＭＯに於おけるレア武器というのはとんでもなく高価だったりするので、ごくたまに詐さ取しゆするだけでも大変な儲もうけになる。鍛か冶じ屋やネズハも、今のところは悪い噂うわさなどまったく聞かないので、詐欺行為の頻ひん度どはかなり抑えているのだろう。しかし──




「……問題は、このＳＡＯが、世界初のＶＲＭＭＯだってことだ。ここじゃあ、剣は渡してからも俺おれたちの視界に存在し続ける。すり替えると言っても簡単じゃない……というか、むちゃくちゃ難むずかしいはずなんだ」

　俺が長い説明をそこで一区切りさせると、アスナもきゅっと眉まゆを寄せて頷うなずいた。

「ええ……。わたし、剣を預けてからもずっと眼めを離さなかったつもりよ。あの鍛冶屋さんは、わたしの剣を左手に持ったまま、右手だけで炉やハンマーを操そう作さしてた。あの状況で、ウインドウを開いてストレージにわたしの剣を入れて、代わりに偽にせ物ものを取り出すなんて不可能よ」

「ああ、それは俺も確信してる。露ろ店てんの商品棚には既き製せい品ひんのレイピアも並んでたけど、いいとこ《アイアンレイピア》止まりで、《ウインドフルーレ》は一本もなかったから、そこですり替えるのも不可能だしな……。──ただ……」

「ただ……？」

「ただ、ほんの短い時間だけど……俺の眼が剣から離れたタイミングがある。ネズハが、アスナから受け取った強化素材を炉にくべて、炉が青く光り始めるまでの……長くても三秒くらいなんだけどな。苦労して集めた素材がちゃんと全部炉に入ったか気になって……」

　俺が曖あい昧まいな口調で言うと、アスナもはしばみ色の瞳ひとみを軽く見開いた。

「あ……！　わ、わたしもその時ずっと炉を見てたかも……。でも、あなたと同じ理由じゃなくて、青い光が綺き麗れいだと思ったからだけど」

「そ、そうですか。──ともかく、あの数秒だけは、俺たちの眼が左手の剣から離れてたわけだ。というか、誰だれでもあそこは炉を見ちゃうと思う。素材が燃えて、溶けて、プロパティ別の色に変わるっていう、いわば強化のハイライトシーンだからな。仮にあの瞬しゆん間かんが、マジックで言うミスディレクションみたいな使われ方をしてるとすれば……」

「わたしたちの眼が炉に誘ゆう導どうされたほんの三秒間で、剣をすり替えたっていうの？　ウインドウも開かずに？」

　アスナは信じられないとばかりにかぶりを振ろうとしたが、すぐにその動きを止めた。

「──でも、確かに、タイミングとしてはそこしかないわね。あの三秒に、何らかのトリックが隠されてるんだわ。今は見当もつかないけど、もう一度同じシーンを見られれば……」

「今度こそ左手に注目して、仕掛けを見破ってやる──と、俺も思うよ。でも、難しいだろうな……」

「どうして？」

「今いま頃ごろネズハは、騙だまし取ったはずのウインドフルーレ＋４が消えてるのに気付いてるはずだ。それはつまり、騙だまされたプレイヤー……この場合はアスナが《完全オブジェクト化》コマンドを使ったってことで、てことは詐さ欺ぎ行為の存在もバレた可能性が高い、と彼は判断するだろう。しばらくは警けい戒かいして店を出さないか、出しても強化詐欺は絶対やらないと思うよ」

「…………そうね。あんまりイケイケな感じの人でもなかったしね……っていうか、そもそも……」

　アスナがそこで口中に吞のみ込んだ言葉を、珍しく俺おれは即座に悟っていた。

　そもそも、詐欺なんかするような人には見えない。

「ああ……俺も、同感だ」

　呟つぶやくと、アスナは伏せていた視線をちらりと俺に向け、ごく控えめながら微ほほ笑えんだ。その顔に頷うなずき返し、俺は低い声で言った。

「しばらく、情報を集めてみる。すり替えのトリックもだけど……ネズハ本人についても。どっちにせよ、明日は前線に出ないとだしな」

「ええ……そうね。今日の昼にマロメで聞いた話じゃ、明日の午前中に最後のフィールドボス攻略戦があって、午後からは迷宮区に入れるだろうって」

「へえ、早いな……。攻略部隊のリーダーは誰だれなんだ？」

「キバオウさんと、あと一人……リンドさんていう人」

　アスナが口にした二人のうち、最初のほうはお馴な染じみの名前だ。しかし二人目が誰だったか、と首を捻ひねっていると──

「リンドさんは……一層ボス戦の時に、ディアベルさんのパーティーにいた、シミター使いの人よ」

　という言葉が、アスナの唇からどこか遠えん慮りよがちに発せられた。

　それを聞いた途と端たん、耳の奥に甦よみがえる声があった。『なんで、ディアベルさんを見殺しにしたんだ!!』という、涙混じりの絶叫。

「そうか……彼か」

「ええ……。あの人が、ディアベルさんの後を継いだ形になったみたい。今じゃ、ディアベルさんにみたいに髪を青く染めて、鎧よろいも銀色にしてるわ」

　俺は一いつ瞬しゆん眼めを閉じ、脳裏に今は亡き、青と銀の色彩をまとった《騎士ナイト》の姿を思い描いてから呟つぶやいた。

「キバオウはともかく……あのシミター使いがリーダー役なら、フィールドボス攻略隊に俺のワクはなさそうだな。──アスナは参加するのか？」

　いちおうは俺と同じくソロの身である細剣使いフエンサーに訊たずねると、栗色のロングヘアが軽く左右に揺れ動いた。

「フィールドボスの偵察隊には加わったんだけど、ただのでっかい牛って感じで、統制さえ取れてればあんまり人数必要そうでもなかったから……。──それに、ラストアタック・ボーナスの扱いとかでちょっと頭ごなしな言い方されて、『なら本戦には参加しない』って言っちゃった」

　その場の様子が目に見えるようで、俺おれはこっそり苦笑してから頷うなずいた。

「そうか。まあ、アスナの言うとおりあのフィールドボスはそう手こずる相手でもないよ。けど、問題はフロアボスのほうだよなぁ……」

「問題……なの？」

　アスナのストレートな問いに、再び苦にが笑わらいしてしまう。

「そりゃそうだよ。だって、理屈から言っても一層のコボルド王より強いんだぜ」

「あ……そうか。そうなのよね……」

「攻こう撃げき力りよくはそこまでじゃないんだけど、ちょっと特殊なスキルを使うんだよな。迷宮区の時間湧わきＭｏｂで対処法を練習できるから、それさえやっとけばいいんだけど……」

　俺と同じく元ベータテスターであるディアベルが健在なら、そのへんのセオリーは前線攻略プレイヤーたちにもそれとなく伝えられただろう。しかし彼亡き今、表だってベータ時の情報を周知し得るのは《アルゴの攻略本》だけだ。ただ、そこにも問題はある。四日前の激げき戦せんで判明したとおり、ボスの戦せん闘とうパターンにも、ベータ時代とは微妙な変更が…………

「なら、鍛か冶じ屋やさんの件はひとまず置いて、明日はその練習に当てましょう」

　考え込んでいた俺は、その言葉に半なかば自動的に頷いていた。

「ああ、そうだな……」

「集合は朝七時にウルバスの南門でいいわね」

「うん、そうだな……」

「今夜は夜更かししないでちゃんと寝るのよ。遅刻したら今度こそ加速度百Ｇですから」

「おう、そうだな……──って、え、は、はい？」

　ようやく意識が会話にチューニングされ、俺は顔を上げた。テーブルの向こうでは、愛剣を取り戻してすっかりいつもの調子に復帰なされたフェンサー様が、手早く起床アラームをセットしているところだった。
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　アインクラッド各層の圏外フィールドには、《フィールドボス》と呼ばれる、いわゆる名ネ前ー付ムきドＭｏｂが要所要所に配置され、迷宮区に至るための関門的役割を担になっている。

　フィールドボスの生息圏は、必ず絶ぜつ壁ぺきや急流その他の通行不能エリアに挟まれているので、ボスを倒さねば塔に辿たどり着くことはできない。つまり、広大な円えん盤ばんに見える浮遊城の各フロアだが、実質的には複数のエリアに分断されているということになる。

　この第二層は広い北部エリアと狭い南部エリアの二つに分かれ、すなわち配置されているフィールドボスは一匹だけだ。名前は《ブルバス・バウ》。雄ブ牛ルと球状船首バルバス・バウを引っかけたネーミングなのだろうが、その名のとおり、丸く盛り上がった額ひたいでド迫力の重突進攻こう撃げきを繰くり出す巨大牛だ。

　角が四本も生えた頭を低く構え、逞たくましい前脚で地面を搔かく体高四メートルの化け物牛を遠く見下ろしながら、俺おれは何気なく呟つぶやいた。

「あいつ、毛皮が黒茶色ってことは黒毛和牛なのかな……」

　すると、隣となりから素そっ気けない応答。

「肉がドロップしたら、分けてもらって食べてみたら」

「む…………」

　一いつ瞬しゆん、真剣に考えてしまう。アインクラッドの動物型モンスターは、倒すと《○○の肉》とか《××の卵》といういわゆる食材アイテムをドロップすることがあり、料理すれば実際に食べられる。味のほうは、圏内のＮＰＣレストランと比較するとたいへんバリエーションに富んでいて──それはつまり、美お味いしいのもあるけどそうじゃないのもいっぱいあるよ、ということだ。

　二層のフィールドを闊かつ歩ぽする《トレンブリング・オックス雄牛》の肉は筋張っていて嚙かんでも嚙んでも永遠に嚙み切れない悲しい代しろ物ものだが、たまに出くわす《カ雌ウ牛》のほうはソコソコいける。ということは、この層の牛どもの親玉的存在であるブルバス君の肉は更に美う味まいのではないか、こんなことならベータの時に試しておくんだった、と考え込んでいると──。

「そんなことより、始まるよ」

　という声とともに肘ひじでつつかれ、慌てて視線を眼下のフィールドに戻した。

　俺こと片ソ手ー剣ド使マいンキリトと、なぜか二日連続でパーティーを組むことになった細剣使いフエンサーアスナは、フィールドボスの棲すまう盆地を見下ろせる位置にある、小さなテーブルマウンテンの頂上に陣取っている。縁ふちギリギリに生えた低木が格好のカモフラージュになり、下からはこちらが見えないはずだ。

　長径二百メートル、短径五十メートルほどの楕だ円えん形けいをした盆地の奥には攻ア性グ化ロ直前といった感じのブルバス・バウが陣取り、手前からは攻略部隊がきっちりと戦列を保ったままじわじわ距離を詰めている。陣容は、六人パーティー×２とリザーブ三人の計十五人。

　一層ボスのコボルド王攻略部隊が四十人を超えていたことを思うと少々頼りないようだが、フィールドボスは基本的に、レイドを組まずとも適正レベルのワンパーティーで倒せるような強さに設定されている。だから十五人は必要充分な戦力と言えるが──それも、全員がボスの攻こう撃げきパターンと弱点をきっちり把握した上で連れん携けい動作ができるという前提条件を満たしていればの話だ。

「ん……？」

　レイドを注視していた俺おれが小さく声を漏もらすと同時に、アスナも囁ささやいた。

「あのパーティー、どっちがタンクでどっちがアタッカーなのかしら」

「う、うん……なんか、見たとこ両方似たような編成だな」

　巨大黒毛和牛ブルバス・バウは、図体こそ小山のようだが、基本的に突進→回頭→突進を繰くり返すだけの単純なボスだ。二パーティーで攻略するなら、タンク部隊がタゲを取り続けて突進をいなし、側面からアタッカー部隊がダメージを与えるのが正攻法と思える。

　しかし見たところ、六人ずつに分かれて前進するパーティー二つの装備に違いはほとんどない。どちらにも重装甲の防御型と、軽装の攻撃型が同じくらいずつ含まれている。

　三百メートルほども離れた山頂からじっと眼めを凝こらした俺は、やがてあることに気付き声を上げた。

「あ……、連中の、鎧よろいの下の布装備を見てみろよ」

「え？　……あっ、ほんとだ、パーティーごとに色を合わせてるわね」

　金属や革の防具に隠れて解わかりづらいが、アスナの言葉どおり、右の六人は胴衣ダブレツトをロイヤルブルーに、対して左の六人はモスグリーンに統一しているようだ。

　所属パーティーを判別しやすくする工夫なら、鎧の上から色違いのたすきサツシユをかけるのが普通だし、青と緑というのも色分けとしては中ちゆう途と半はん端ぱだ。ということは、あの色合わせは一時的なものではなく、本来の所属集団を主張するものと考えるべきで──。

「……彼ら、攻略部隊を役割分担で再編成しなかったのね」

　厳きびしさを増した声で、アスナが俺の推測を肯定した。

「右の青いパーティーは、全員リンドさんの……つまり元ディアベルさんの仲間ね。そして、左の緑パーティーはキバオウさんの仲間。確かに、あの二人、あんまりウマが合いそうな感じじゃなかったわ……」

「……まあ、気心の知れた仲間でパーティー分けしたほうが、六人の連携が取れるって判断かもしれないけど……」

「でもその場合、パーティー間の連携は悪くなるでしょ。あのボスの場合、どう考えてもタゲられるパーティーと攻撃するパーティーの呼吸が重要だと思うけど」

「まったく仰おつしやるとおり」

　俺おれが深く頷うなずいた直後、じわじわ前進する十二人の先頭が、ついにボスの反応圏へと踏ふみ込んだ。

　ブルモオオオォォォォ──!!　という凄すさまじい雄お叫たけびが、遠く離れたこの岩山までびりびり震わせる。鼻はな面づらから真っ白い湯気を噴ふき出したブルバス・バウは、四本の角を振り立てると、猪ちよ突とつ……いや牛突猛進の勢いで走り始める。

　ボスとレイド間の距離はまだ百五十メートルは開いていて、接触までは充分な猶ゆう予よがあるように思えたが、それは安全地帯から見物しているがゆえの余裕というものだろう。戦場のプレイヤーたちには、ブルバスが移動開始してから目の前に迫るまではほんの一いつ瞬しゆんに思えたはずだ。

　俺がヤキモキするほどの間を置いてから、ようやく両パーティーのリーダーたちが仲間に何かを指示した。さすがにその内容までは聞き取れないが、双方の重装戦士が前に出ると、同時に盾たてを高くかざして「ウオォォォッ!!」と吼ほえた。

　あれは単なる雄叫びではなく、《威嚇ハウル》という派生スキルだ。モンスターの憎ヘ悪イ値トを上昇させ、自分に引きつける。──のだが。

「お、おいおい……両方でタゲ取ってどうすんだよ……」

　俺が思わず呟つぶやいたとおり、ブルバスは二人の盾戦士のどちらに突っ込むべきか少々迷ったように首を左右させると、最終的に青パーティーのほうへ進路を定めた。ハウルを使ったプレイヤーと、その隣となりにもう一人盾持ちが並び、二人で低く身構える。

　二秒後──。

　ズガアァァァン！　という大音おん響きようとともに巨大牛と戦士二人が激げき突とつした。ここで防御力が足りないと高々と吹っ飛ばされて大ダメージを受けるが、二人は十メートル近くも押し込まれたもののどうにか踏ふみとどまり、牛の頭を押し返す。そこにリンド隊の残り四人が突進し、がら空きの脇わき腹ばらへとソードスキルを見み舞まう。

「ヒヤヒヤさせるわね……。──でも、何とかなりそう……かしら」

　硬い声を出すアスナに、俺は微妙な角度で頷うなずいた。

「そう……だな。もともと、一パーティーでも倒せるボスだし……でもなあ……」

　顔をしかめながら視線を動かすと、緑のキバオウ隊のほうは少し離れた場所で停止したまま攻こう撃げきに参加する様子はない。それどころか、タンク役が前に出たまま、クールタイムが終了し次第もう一度《ハウル》を使う構えだ。

「……これじゃ、レイド組んでる意味ないっつうか……むしろＭｏｂの取り合いじゃないか。ここは何とかなっても、今後大丈夫なのかよ……」

　ため息まじりに言ってから、そういえば、と思う。

　一軍の十二人が、リンド隊とキバオウ隊できっちり半分ずつ構成されているなら、リザーブの三人はどっちの所属なのか。戦場から一いつ瞬しゆん視線を外し、後方で待機しているプレイヤーたちを改めて注視する。

　その途と端たん。

「う……!?」

　俺おれは低く声を上げていた。隣となりでアスナが訝いぶかしげな視線を向けてくるのを感じるが、答える余裕もなく身を乗り出す。

　三人の真ん中に立っている、恰かつ幅ぷくのいい片手剣士。黒ずんだバンデッドアーマーを着込み、頭にはタマネギのように尖とがったバシネットを被かぶったあいつは──間違いなく、ゆうべ鍛か冶じ屋やネズハを尾行した先の酒場で彼を待っていた、五人の男たちのリーダー格だ。

　身み拵ごしらえはなかなかにユーモラスだが、盗み聞きをする俺の気配に気付き、店から飛び出してきた時の鋭するどい眼光は忘れられない。タマネギ頭の両隣に立つプレイヤーも、そのつもりで注視すると、酒場にいたネズハの仲間たちではないかと思えてくる。

「なんで……あいつらが……!?」

　低く漏もれた声を聞きとがめ、アスナが訝しげにちらりと眼めを向けてくる。その視線を、俺は指先で戦場の後方へと誘ゆう導どうする。

「あそこにいる、待機組の三人の名前を知ってるか？　特に、真ん中のバシネット被った奴やつ」

「ば、ばし……？　それって、赤ちゃん用のベッドのことじゃないの？」

「へ？　い、いや……ああいう、天てつ辺ぺんが尖ってて、くちばしみたいなバイザーがついてる兜かぶとをバシネットって言うんだけど……」

「ふぅん……綴つづりが違うのかしら。ああ、この世界だと、こういう時に辞書引けないのがイライラするわね。誰だれか作ってくれないかしら」

「いやあ、さすがに英和辞書を手書きで再現するのは無理じゃないかな……。簡単な百科事典みたいなものなら、有志で作る計画があるってアルゴの奴が言ってたけど……って、そうじゃなくて」

　脱線しかけた話題をよいしょと引き戻し、俺は再び盆地の後方を指差す。

「待機組の真ん中の、ちょっと丸っこい体格のあいつ、見たことないか？」

「あるわよ」

　アスナがあっさり頷うなずいたので、俺は一いつ瞬しゆん硬直しかけた。ぐるっと首を回し、レイピア使いの顔を食い入るように見ながら矢や継つぎ早ばやに訊たずねる。

「い、いつ見たんだ？　どこで？　あいつ、誰なんだ？」

「時間は、昨日の午前中。場所は、今彼らが立ってるまさにあそこよ。《ブルバス・バウ》の偵察があったって言ったでしょ、そこに来てたの。名前は、オ……オルランドさんだったかしら……」

「オルランド……？　今度は騎士ナイトならぬ聖騎士パラデイン様か……」

　俺の呟つぶやきに、アスナがどういうこと？　と眉まゆを持ち上げる。

　相変わらずドタバタした戦せん闘とうが続く主戦場と、後方でじっと待機する男三人の様子を均等に見守りながら、俺おれは口早に解説した。

「オルランドっていうのは、フランク王国のシャルルマーニュに仕えたっていう騎士ナイトの名前だよ。聖剣デュランダルを持った無敵の英雄さ」

「騎士……ああ、そういうこと」

　何かに納得したかのようなアスナの台詞せりふに、今度は俺が首を傾かしげる。レイピア使いは細い指を伸ばすと、タマネギ頭改め聖騎士オルランドの右に立つ小柄な両手剣使いを差した。

「自己紹介の時、あの人はベオウルフって名乗ってたわ。それも確か、イギリスあたりの伝説の勇者でしょう？　それで、反対側の瘦やせた槍やり使いがクフーリンさん。こっちも、何となく聞き覚えが……」

「あー……それも伝説上の英雄だな。確かケルトだったかな」

　俺が補足すると、アスナは表情を変えずに肩をすくめ、とどめのひと言を口にした。

「あの人たち、もうギルド名を先に決めてるみたい。確か、《レジェンド・ブレイブス》って言ってた」

「……そうか……うーん……うぅ────ん!!」

　俺は長く唸うなった。それ以外の反応が思いつかなかったからだ。

　もちろん、ＭＭＯでアバターにどんな名前を付けようと完全に……いや、運営体の定める倫理コードに抵触しない限りは自由だ。騎士や英雄を名乗ろうと、ギルド名を《伝説の勇者たちレジエンド・ブレイブス》にしようと、まったくなんの問題もない。というか、その手のキャラネームが取られずに残っているタイトルのほうが珍しいくらいだろう。

　だが、アバターがほぼ完全に自分自身と一体化するＶＲＭＭＯでそれをやるというのは、なかなかに剛胆な行いであると思わずにいられない。

　それとも──。彼らのネーミングは、確固たる自負の表れか。いずれこの世界で、それぞれの名前に相応ふさわしい英雄になってみせるという。それを《若さゆえの過あやまち》だなどと笑うことは、誰だれにもできまい。なぜならオルランド、ベオウルフ、クフーリンの三人は、今この瞬しゆん間かん、ＳＡＯというデスゲームの攻略最前線からほんの少し引いただけの位置に堂々と立っているのだから。物理的な距離だけを比べれば、俺のほうが二百メートルは遠い。

「……あの人たち、昨日の朝に前線攻略プレイヤーがマロメの村で偵察前の打ち合わせしてるとこに乗り込んできて、一緒にやりたいって言ったのよ」

　俺の問いかけを待たず、アスナが呟つぶやいた。

「リンドさんがステータスを確認したら、レベルとスキル熟じゆく練れん度どは攻略隊の平均よりも少し落ちるけど、武装がかなりしっかり強化してあるみたいで……いきなり一軍は無理としても、リザーブなら充分だろうってことになったの。わたしが参加しなかったのは、あの人たちが来てくれたからっていう理由も少しあるわ」

「……そうか……。なるほどな……」

　ゆっくり頷うなずきながら、俺おれは三人の勇者たちを相当に複雑な心境で見詰めた。

　アスナにはまだ説明していないが、彼らは鍛か冶じ屋やネズハの仲間……というか、酒場での様子を見る限り、ネズハも《レジェンド・ブレイブス》の一員なのだろう。《ネズハ》という名前が騎士ナイトでも勇者でもないのは、彼だけが戦せん闘とう職しよくではなく生産職だからか。

　そして、そこから導みちびかれるもう一つの推測。

　俺もアスナも名前を知らなかった、つまり一層ボスの攻略レイドには参加していなかったあの三人が、いきなり最前線プレイヤーに追いつけた理由……それは……──。

「ブルルォモオオオォォォォウ!!」

　突然、強烈な雄お叫たけびが轟とどろき、俺は視線を盆地の奥に振った。途と端たん、二度目の「おいおい」を口走ってしまう。

　なぜなら、青と緑で微妙に色分けされたリンド隊とキバオウ隊が、盆地の真ん中でひとかたまりになってジタバタしていたからだ。どうやら、ボス牛ブルバス・バウのタゲをどちらのパーティーが取っているのか解わからなくなり、左右から和牛チャージの軌道に入り込んだあげくに衝しよう突とつしてしまったらしい。盾たて持ちのタンクが姿勢を乱し──重装戦士は転倒タンブルからの回復に時間がかかる──防御態勢を取れていない。

「危ない……！」

　アスナが鋭するどく囁ささやき、

「アタッカーはダッシュ回かい避ひしろ！」

　俺が叫んだその声が聞こえたはずもないが、ようやくキバオウとリンドが右手を振り、彼らを含む中・軽装戦士八人が左右に散ろうとした。

　しかし、わずかに間に合わず──。

　猛たけり狂う雄牛は、ようやく起き上がったばかりの盾戦士の隙すき間まをすり抜けると、その先にいた剣士二人を四本も生えた角で引っかけた。頭がぶんっと垂直に振られ、二人が高々と跳ね上げられる。

「…………!!」

　俺とアスナは同時に息を詰めた。空中にいるうちに、あるいは落下した瞬しゆん間かんに、二つのアバターが硝子ガラス片と化して飛び散るさまを一瞬予期してしまったのだが──真下が牧草地だったのが幸いしたか、そこまでのダメージを受けることはなく、二人は何度かバウンドしただけですぐに起き上がった。しかし、精神的な衝しよう撃げきはかなりのものだったようで、足あし許もとが定まっていない。

　リンドがさっと手を振り──恐らく後退とＰＯＴ回復を指示したのだ──同時にキバオウが戦場の後方を見やると右手の剣をぐるりと振り回した。

　牛が盆地の奥へとダッシュしていったタイミングで、被ダメした二名が後方に下がり、それと入れ替わるように同数のリザーブ・プレイヤーが前に出た。

　バシネットを被かぶる聖騎士パラデインオルランドと、両手剣を携たずさえる勇士ベオウルフだ。数メートル走ったところで一度、躊躇ためらうように立ち止まる。しかしすぐに、俺おれとアスナの潜ひそむ山頂まで聞こえる雄お叫たけびを上げると、前線へと走り始める。

　オルランドが、これまでラウンドシールドに隠れていた左腰に右手を伸ばした。勢いよく引き抜かれた黒鉄色の片手用直剣は、間違いなく俺の背中にあるものと同じ──第一層のクエストでのみ入手できる準レア武器、《アニールブレード》だった。よく強化されているらしい、深みのある輝きを放つ刀身を高くかざし、聖騎士は大型ボスへと果か敢かんに突っ込んでいった。




　アインクラッド第二層唯一のフィールドボス、《ブルバス・バウ》がその小山のような巨体を四散させたのは、戦せん闘とう開始からおよそ二十五分後だった。

　攻略レイドの規模とレベル、武装からすると少々スローペースな攻略ではあったが、そんなことが言えるのは文字通り高みの見物の身だからだろう。何と言っても、今やこの世界では、ベータテスト時には存在しなかったひとつの大原則が全すべてに優先されるのだ。絶対に、何があろうと、一人の死者も出してはならない──という。

　その意味では、ギルド……いや現状ではまだチーム《レジェンド・ブレイブス》の三人は、立派な働きをしたと言わねばなるまい。予定外の注意域イエローダメージを喰くらった一軍メンバーの代打を、動きこそ多少ぎこちなくはあったが、見事に務つとめてみせたのだから。

「……ひやひやさせるわね……でも、まあ、良かったわ。無事に終わって」

　隣となりでアスナもそう呟つぶやき、テーブルマウンテンの端はしから二歩ほど下がると、手近な岩に腰を下ろした。ひらりと脚を組み、上うわ目め遣づかいに俺を睨にらむと──

「で？　キリト君は、どうしてあの勇者さんたちが気になるわけ？」

「え、ええっと……」

　俺は泳がせた視線を再び眼下のフィールドへと向けた。細長い盆地の奥側では、十五人の攻略プレイヤーたちが一箇所に集まり、勝利の歓かん声せいを上げている。だが、全身で喜びを表現しているのはロイヤルブルーの胴衣をつけたリンド隊と、こちらはまだチームカラーがないらしいブレイブスだけで、モスグリーンのキバオウ隊は微妙にテンションに差があるようだ。その理由は、ボスにとどめを刺した……つまりラストアタックを取ったのがリンドの曲刀シミター、固有名《ペール・エッジ》だからだろう。遠目では強化数までは解わからないが、反射エフェクトの強さからしてかなり鍛きたえてあるはずだ。

　そのリンドの近くで、臆おくする様子もなく剣を突き上げる聖騎士オルランドをじっと見てから、俺はアスナに向き直った。

　今はウールケープのフードを後ろに払っているので、ライトブラウンの瞳ひとみが朝の光を受けて強く輝いている。まるでアバターに宿る俺の意識まで貫つらぬくようなその視線に、最も早はやごまかしは通用しそうにない。意を決し、低めた声で告げる。

「……鍛か冶じ屋やネズハは、《レジェンド・ブレイブス》の一員だ」

「えっ……！　それって……じゃあ……」

　省略された問いを、小さな頷うなずきで肯定。

「ネズハが行っている強化詐さ欺ぎは、集団の……つまりはリーダーであるオルランドの指示によるものだと、俺おれは思う。……《ネズハのスミスショップ》がウルバスの街に現れたのって、正確にはいつ頃ごろなのか知ってるか？」

「ええと……二層が開通した、その日だったと思うけど……」

「ってことは、まだ一週間は経たってないのか。──でも、ウインドフルーレやアニールブレード級の……しかも強化済みの剣を、一日に一、二本詐取するだけでも大変な儲もうけだろうな。普通に狩りで稼かせげる金額の、十……いや二十倍はいくか……。アスナ、さっき言ってただろ。オルランドたちは、ステータスの低さを、武装の強化度で補おぎなってるって。武器スキルの熟じゆく練れん度どは戦せん闘とうしなきゃ上がらないけど、強化は……」

「……お金があれば、いくらでもできる。そういうことね」

　張り詰めた声でそう言い切ると、アスナは勢いよく立ち上がった。キッと眼下の戦場をひと睨にらみしてから、岩山を下る坂道のほうに向かおうとするので、慌てて止める。

「ま、待った待った！　気持ちは解わかるけど、まだ何の証拠もないんだ」

「だからって、このまま……」

「少なくとも、強化詐欺のトリックくらいは見抜いてからじゃないと、逆にこっちが名誉毀き損そん扱いされちゃうよ。この世界にはＧＭはいないけど、だからこそ多人数に敵視されるのは危険だ。俺は今更構わないけど、アスナまでビーター扱いされる必要は」

　びしっ。

　と俺の口くち許もとに突きつけられた人差し指が、台詞せりふを中断させた。

「それこそ今更な気き遣づかいよ、これから一緒にダンジョンに入ろうっていうのに。──でも、言わんとするところは了解したわ。確かに証拠どころか仕組みも不明じゃ、ただの言いがかりね……」

　引き戻した右手を、自分のおとがいに持っていく。睫まつ毛げを伏せ、語気を抑えて続ける。

「わたしも、何か考えてみるわ。武器すり替えのトリックを暴あばくだけじゃなく、明白な証拠を押さえられるような手を」

　そう言い切るフェンサーの瞳ひとみは、先刻とは別種の炎をめらめらと宿しているようで、俺としては「そ、そうだな」と頷くよりほかになかった。




　ブルバス・バウ討伐に成功した二パーティー＋三人が、補給とメンテのために一度マロメの村に引き返していったタイミングで、俺とアスナは岩山を降りた。

　守しゆ護ご者しやを失った細長い盆地を、姿勢を低くしてそそくさと駆け抜ける。本当なら、二層南部フィールドに初の足跡をしるす権利はリンドかキバオウのものなのだろうが、彼らが出直してくるのを待っているほどの忍耐力は持ち合わせていない。それにどうせあの二人のことだ、ボスのラストアタックだけでなく、どちらが先に南エリアに入るかでもまたひとモメするに違いない。

　盆地の奥は曲がりくねった細い谷になっていた。左右の断だん崖がいはほとんど垂直に切り立っていて、滑なめらかな岩肌には山道どころか手ホがーかルりド一つないのでよじ登って越えることは不可能だ。

　Ｍｏｂの出ない谷底をひと息に走破した俺おれとアスナは、出口の手前で足を止め、初めて──正確には俺は二度目だが──眼めにする光景にしばし見入った。

　二段三段のテーブルマウンテンが連なる地形こそ変わらないが、のんびりした牧草地の趣おもむきだった北部フィールドとは異なり、平地はうっそうとした密林に覆おおわれている。山肌にはツル性植物がくまなく這はい、濃のう密みつな霧きりの塊かたまりがあちこちにわだかまっているので見透しが悪い。

　それでも、ジャングルの彼方かなたににょっきり屹きつ立りつするシルエットだけは鮮あざやかに視認できた。上空百メートルに広がる次層の底まで垂直に伸びる、第二層迷宮区タワー。一層のそれより多少細身だが、直径は二百五十メートルはあるだろう。つまり、塔というよりもむしろ円コ形ロ闘シ技ア場ムに近い。

　俺と同様に、無言で彼方の巨塔を眺めていたアスナが、不意に呟つぶやいた。

「……あれ、何？」

　その指示語が、塔の上部前面から伸びる二本の湾曲突起を示していることを察した俺は、簡かん潔けつに答えた。

「牛のツノ」

「う、うし？」

「近くまで行くと、あそこにでっかい牛のレリーフがあるのが見えるよ。二層のメインテーマだしね」

「……わたし、さっき討伐されたでっかいのでもう牛は打ち止めだと思ってたわ……」

「甘い甘い、二層のモーモー天国はこれからが本番だぜ。……つっても、今後出てくる奴やつらはあんまりウマそうじゃないけどな」

　ウシだけに、と付け加えそうになるのを危うく咳せき払ばらいでごまかし、俺はぽんと両手を叩たたいた。

「さて、そろそろ行こうぜ。南東に一キロちょいのとこに最後の村があって、その先がもう迷宮区だ。村のクエ一通り受けても、昼前に塔に着けるだろ。正面の道から森に入るより、左側から迂う回かいしてったほうが安全だし早い」

　歩き出そうとした直前、アスナが微妙な顔つきで俺を見ているのに気付き、首を傾かたむける。

「……どうしたんだ？」

「いえ……」

　フェンサーもこほんと咳払いすると、真ま面じ目めな表情になって続けた。

「これは決して皮肉とか当てこすりじゃなくて、素直な感想なんだけど」

「……う、うん」

「あなた、色々知ってて便利ね。一家に一台欲しい感じ」

　そのコメントをどう解釈していいのか咄とつ嗟さに判断できない俺おれの目の前を、アスナはすたすた通過すると、ちらりと顔だけ向けて言った。

「さ、そろそろ行きましょう。リンドさんたちに追いつかれる前にタワーに入りたいわ」










　　　８




「嫌いやっ……来ないで……！　近づかないで……!!」

　両眼めを恐怖に見開き、震え声を漏もらす美少女に、のっしのっしと迫る逞たくましいシルエット。

　サスペンスかホラーものの映画と見み紛まがうばかりのシーンだが、ここから先の展開はハリウッド的シナリオからは少々……いやかなり逸いつ脱だつする。

「来ないでって……言ってるでしょ!!」

　少女は怒りの滲にじむ声で叫ぶや、後ろではなく前に猛然とダッシュする。大柄な襲しゆう撃げき者がその動きに反応して無骨な両手用ハンマーを振りかぶるが、軌道が頂点に達するよりも早く、少女の右手が雷らい光こうのように閃ひらめく。

　無音の気合とともに放たれた突き技が、襲撃者の剝むき出された胸板に炸さく裂れつ。純白の光こう芒ぼうが飛び散り、ハンマーの速度が多少鈍にぶる。普通ならここで飛び退のいて攻撃を避よけるが、少女は更に深く踏ふみ込むと、右手のレイピアを引き戻すや追い打ちを敢かん行こう。今度は二連撃が分厚い胸板の上下に決まり、襲撃者が半裸の肉体をぐらりと揺らす。

「ブ……モオオオオオッ!!」

　短いツノと金属の鼻輪を備そなえた頭が仰のけ反ぞり、断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいを撒まき散らす。ゆっくり後傾していく巨体が、空中でぴたりと停止。滑なめらかな筋肉が硬質の硝子ガラスへと変じながら次々にひび割れ、そのクラックから青い光が放射状に迸ほとばしり──爆ばく散さん。

　単発技《リニアー》から二連れん撃げき技わざ《パラレル・スティング》へのコンボで、牛頭人身のモンスター《レッサートーラス・ストライカー》を屠ほふったレイピア使いは、しばらくその場ではぁはぁ息を荒げていたが──やがてキッと顔を上げると、こちらを睨にらんで叫んだ。

「……牛じゃないでしょ、こんなの！」




　俺おれとアスナが、アインクラッド第二層迷宮区に、恐らく全プレイヤー中最も早く足を踏ふみ入れてからすでに二時間が経過している。

　今いま頃ごろは、キバオウ隊かリンド隊が一階ですでに開けられている宝箱を見つけて歯ぎしりしているかもしれないが、何せ俺は悪のブラック・ビーターなのでせっかくの箱を素通りするような譲ゆずり合い精神は持っていない。宝箱の初期ＰＯＰ位置はベータの頃と八割方変わっていないので、次から次へと開けまくる合間に戦せん闘とうもこなし、順調に二階まで到達したところで、ついにこの塔の主あるじたる住人であるトーラス族と初遭そう遇ぐうした──のであるが。

「……ま、まあ、人か牛かと言われれば全体の八割は人だけどさ……」

　アスナさんがおむずかりな理由にさっぱり見当がつかず、俺は頭をぽりぽり搔かいた。

「でも、ネトゲのミノタウロスってだいたいこんな感じだし、ミノタウロス系のＭｏｂを《牛》って呼ぶのもお約束っていうか……」

「……ミノタウロス？　って、ギリシャ神話の？」

　ようやく剣けん吞のんな眼光が少し和やわらぐ。どうやらこの細剣使いフエンサーは、わずかでも勉強の香りがする話題にヨワいらしい。俺もさして神話伝承に詳しいわけではないが、妹がなぜかその手の本が好きで、小さい頃ころによく読んでやっていたのだ。こくこく頷うなずきつつ、当時の知識をどうにか引っ張り出す。

「そ、そうそう。神話のミノタウロスは、クレタ島の地下迷宮ダンジヨン……正確には《ラビリントス》だけど、ともかく地下の迷路に住む怪物で、勇者テセウスに退治されるだろ？　そういう要素がいかにもゲーム的だからだろうな、昔からいろんなＲＰＧの定番モンスターなんだよ、ミノタウロスは。まあ、このゲームだとなぜかミノを取った上で《タウロス》を英語読みしてるから《トーラス族》だけど」

「取ったのは妥当ね。だってミノタウロスのミノはミノス王のミノでしょ」

「え……じゃあ、ミノタウロスを《ミノ》って略すのは不適当？」

「当然そうでしょ、ミノス王は死後に冥めい界かいの裁判官になったって言うから、ミノ呼ばわりされたら怒るわよきっと」

　そんな話をしているうちに、ようやくアスナの腹立ちも薄うすれたようだった。好機と見た俺は、おそるおそるお伺うかがいを立てる。

「それで……アスナさん、さっきのミノ……じゃないトーラスの、何がお気に召さなかったので……？」

　すると細剣使いフエンサーは、じろりと俺おれを横目で睨にらんでから答えた。

「だってあいつ、その……着てないじゃないの、ほとんど！　腰んとこにちょっと布巻いてるだけなんて、セクハラもいいとこだわ。ハラスメントコードで黒鉄宮送りにしてやりたいくらいよ」

「…………な、なるほど」

　確かに下級トーラス族は、一層に出てきたコボルド族やゴブリン族と比べても圧倒的に薄うす着ぎなので、牛頭を別にすれば《ほぼ全裸のマッチョ男》そのものだ。女子校育ちのお嬢じよう様（多分）には確かに容認されざる出いで立たちなのだろう。

　しかし、となると、問題が一つある。さっき開けた宝箱から出た、《マイティ・ストラップ・オブ・レザー》なる防具だ。これは防御力もそこそこある上にかなり嬉うれしい筋力ボーナスつきなのだが、装備すると上半身が《革帯を各所に巻いただけの半裸》に固定され、それ以外の胴衣や鎧よろいの重ね着もできない。まあダンジョンに入っている間くらいは良かろうと、次の安地部屋で着替えるつもりだった──のだが、アスナのこの反応を見るとやめておくが賢けん明めいだろうか。しかしせっかくのレアアイテムがもったいないのもまた事実。ならばいっそ彼女に譲ゆずるべきか、純粋にパーティーの戦力的見地からして。

「……なあアスナ、さっきの箱からマジック効果つきのストラップ系鎧が出たんだけどさ」

　途と端たん、レイピア使いの眼めが、トーラスを屠ほふった時の三倍冷ややかに光った。

「出たんだけど、何？」

「………………ええと……これ、似合う奴やつが限られるよなーって。あ、そうだ、彼とかどうかな。一層ボスのレイドでタンク隊のリーダーやってた……」

「エギルさん？　……まあ、あの人ならサマになりそうだけど。昨日、《ブルバス・バウ》の偵察で会ったわよ」

　危うく地じ雷らいを踏ふまずに済んだことに内心胸をなで下ろしつつ、ポーカーフェイスで驚おどろきを表現する。

「へ、へえ。でも、さっきの本番には参加してなかったよな？」

「あの人もやっぱり、リンドさんやキバオウさんとはうまが合わないみたい。それでもフロアボス攻略には参加するって言ってたから、キリト君もそこで会えるでしょ。その時に譲ってあげたら？」

「そ、そうだな、うん。──で、ミノ……じゃないトーラスの《ナミング・インパクト》は対処できそうか？」

「ミノでいいわよ、もう。あと二、三回見ればなんとかなると思う」

「そっか。ボスの《ナミング》は範はん囲いがバカみたく広いけど、タイミングは雑ざ魚こミノと一緒だからな。っつーことで、そんじゃ次のブロック、行ってみますか」

　俺おれの言葉に、アスナは疲労の気配も見せずに頷うなずくと、先に立って部屋の出口へと歩き始めた。




　更に四匹のトーラス族（時間湧わきＭｏｂなので、数を狩りたくてもなかなか難むずかしい）を倒し、そのドロップと各所の宝箱から得たアイテムでストレージを溢あふれんばかりにした俺とアスナは、幸い他ほかの前線プレイヤーと鉢合わせすることもなく迷宮区から出た。

　入り口近くの安全地帯でメニューのマップタブを開くと、タワー一階二階の空白部分はほぼ完全に埋められている。スクロール化して売ればけっこうな利益になるだろうが、さしもの黒ビーターもマップデータで商売するほどのあきんど魂だましいはない。これは情報屋《鼠ねずみのアルゴ》に無む償しよう提供することにして、タブを閉じる。

　もっとも、アルゴが俺ほかの元テスターから得た情報をまとめた《攻略本》は、明日にでも最寄りの村で売り出され、俺はそれを五百コルで買うことになるのだから少々理不尽な気もする。しかし彼女曰いわく、前線組が払ったお金でミドルゾーン・プレイヤーのための無料版を増刷しているらしいので、そこに文句はつけられない。

　タブを切り替え、アルゴにマップデータを渡すむねのインスタント・メッセージを飛ばしてから窓を閉じた俺は、大きく伸びをしながら空を振り仰あおいだ。

　うっそうとした密林の上には、実際には空ではなく第三層の底が覆おおい被かぶさっている。しかし今は外周から差し込む夕日がその蓋ふたをオレンジ色に染め上げ、それなりに美しい眺めだ。

「今日は、十二月九日……金曜日。向こう側は、きっともう冬ね」

　隣となりでアスナがそう呟つぶやき、俺は少し考えてから言った。

「前にネットの記事か何かで、アインクラッドも層によっては現実の季節を再現するって読んだよ。だから、もう少し登ればここも冬になるかもしれない」

「……嬉うれしいような、嬉しくないような話ね。あ、でも……」

　そこで言葉が途切れるので、俺は首を傾かしげつつそちらを見た。アスナはなぜか怒ったような照れたような顔で唇を尖とがらせていたが、やがてぽそっと言った。

「別に、ちょっと思っただけよ。もしクリスマスまでに季節がある層に行けたら、雪が降るかもって」

「……そっか、そうだよな、もう十二月なんだもんな……。クリスマスまで……あと十五日か。それまでにこの層くらいはクリアしたいよな……」

「何よ、志こころざしが低いわね。あと一週間……いえ、五日で抜けて欲しいわ。牛はもううんざり」

「牛だけに」

　ガマンしきれず言った俺の顔をアスナはぽかんと見たが、数秒後に頰ほおを真っ赤に染めると、ダメージが発生するぎりぎり手前の強さで俺の右足をがすっと踏ふんだ。そのまま村の方向へ去っていくレイピア使いの背中を、俺は慌てて追いかけた。




　密林を抜ける石いし敷じきの道を、戦せん闘とうを極力回かい避ひしつつ二十分歩いて最寄りの村──ボス攻略の拠点となる《タラン》の圏内に入り、ふうっとひと息。

　予想されたことだが、村のメインストリートにはすでにかなりの数のプレイヤーが歩いている。今日の午前に中ボス《ブルバス・バウ》が倒されたことで、一つ手前のマロメの村を拠点にしていたプレイヤーがこぞって移動してきたのだろう。俺おれはぬかりなく黒革ロングコートを除装し、アスナには大変不評な例のバンダナで顔の上半分を隠している。

　その彼女も、戦闘中は外していたフーデッドケープを目ま深ぶかに被かぶっているのでお互い様だ。顔を隠す理由はほぼ正反対なのがやや切ないが。

「えっと……俺、このあとちょっとアルゴの奴やつに会う約束があるんだけど……」

　道の端はしっこを歩きながら小声で言うと、アスナはフードの奥でかすかに頷うなずいた。

「ちょうどいいわ。わたしも彼女に用事……っていうか依頼があるから、一緒にいく」

「へ、へえ」

　俺としては別に、アスナとアルゴが同席する場を怖おそれる理由などないはずなのだが、なぜか緊きん張ちようしてしまう理由はいったいなんなのか。こっそり背中を震わせつつ頷き、それじゃ一緒に待ち合わせの酒場へ──

　と、言おうとしたその時。

　聴覚を、とあるかすかなサウンドが横切った。聞き流しかけたそれを、慌てて捕まえる。

　規則的に連続する金属音。楽器の軽やかさではなく、道具の頑強さを内包したその音は──。

「──────!!」

　俺とアスナは同時に顔を見合わせ、同時に音が聞こえてきたほう……タランの村の東広場へと体を向ける。

　全開ダッシュしたいのを堪こらえ、それでもかなりの早足で広場に到着した俺たちは、そこに予期したとおりの光景を見てしばし立ち尽くした。

　畳二枚ぶんほどのカーペットに並べられた鉄製武器と、簡素な木製の看板。携けい行こう型の炉フオージと鉄床アンビル。折りたたみの椅い子すに腰掛け、一心にハンマーを振る小柄な男性プレイヤーの横顔は、鍛か冶じ屋やネズハに間違いない。チーム《レジェンド・ブレイブス》の一員にして、アインクラッド初の《強化詐さ欺ぎ師し》──。

「……堂々としたものね。昨日、あなたに詐欺を見抜かれたばかりなのに、営業自じ粛しゆくどころか最前線まで来て店を出してるなんて」

　広場端の柱の陰まで移動するや否いなや、アスナは憤ふん然ぜんと囁ささやいた。俺は頷きを返そうとしたが、途中で微妙に角度を変えた。

「いや……。このタランの村に来たのは、むしろ警けい戒かいした結果じゃないかな？　向こうにしてみれば、俺たちも同時にここに来てるなんて解わかりっこないんだからさ。詐欺がバレた可能性のある主街区ウルバスを避さけて、一時的にこっちで商売するつもりなのかもよ」

「そうだとしても、図ずう々ずうしいには変わりないわ。だって、街を移動してまで店を出してるってことは……まだ続けるってことでしょう？　武器のすり替えを」

　最後のひと言をほぼ無声音で口にして、アスナは軽く唇を嚙かんだ。

　その横顔にはもちろん怒りの色もあるが、それ以外の感情も何種類か混合されているように思える。他人の表情を読むスキルの熟じゆく練れん度どがゼロに等しい俺おれには、彼女が何を考えているのか正確に察する術すべはない。しかし、フードの奥で仄ほのかに光る瞳ひとみに、なぜか悲しみに似た色彩を見た気がして軽く息を吞のむ。

　視線を再び二十メートルほど先のネズハに向け、俺は言った。

「やる……だろうな。相手は選ぶだろうけど……」

「……？　どういうこと？」

「ネズハが所属する《レジェンド・ブレイブス》の目的が、一足飛びに最前線攻略プレイヤーの仲間入りすることなら、その前線組を詐さ欺ぎのターゲットにはしないはずだ。チームの信用が下がったら本末転倒だもんな」

　と、そこまで口にしてから、ふと思いついた可能性を脳内でそっと呟つぶやく。

　──オルランドたちが、仲間のネズハをいずれ切るつもりなら話は別だ。

　何せ、仲間といっても現状ではまだシステム上のギルドは結成できないので、カラー・カーソルに共通エンブレムが表示されることもない。ネズハがオルランドやベオウルフの仲間だという証拠がなければ、相手が最前線プレイヤーだろうと構わずガンガン武器を詐取させ、信用が完全に失しつ墜ついした頃ころにチームから切り捨てるということも可能と言えば可能だ……。

「……いや、まさかな……」

　陰いん鬱うつな推測を、ため息まじりのひと言で否定する。

　昨日、ネズハを尾行した先の酒場で目にした六人の雰囲気は、ネットゲーム内の集団とは思えないほど親密そうなものだった。もしかしたら彼らは、ＳＡＯ以前からの友人たちだったのではという気さえしてくるほどに。

　だから、あり得ない……いや、あってはならないのだ、そんなことは。

　ふと頰ほおのあたりに視線を感じ、顔を向けると、アスナが分厚いフード越しにじっと俺を見ていた。先の呟つぶやきを聞きとがめたのかもしれないが、それ以上追及することもなく眼めを外す。

「……なら、わたしは彼らの中で、前線攻略プレイヤーに分類されてなかったってことね。剣をだまし取ろうとしたんだから」

　というその言葉が、二つ前の俺の台詞せりふを受けてのものだと気付き、慌てて首を振る。

「い、いやその、俺が言った前線プレイヤーっていうのは、さっきの青やら緑の人たちのことだよ。そういう見た眼の主張がなけりゃ解わからない情報だしさ……だからたとえば俺だって、ネズハには攻略隊の一員とは思われてないはずだ。まあ、それは単に事実かもしれんけど……」

「何よ、フロアボス討伐にはあなたも参加するんでしょ？」

　じろりと睨にらまれ、反射的に頷うなずく──ものの、口調が曖あい昧まいになるのは避さけられない。

「ま、まあ、そのつもりだけどさ……リンドとかキバオウに『要らね』って言われたらそれまでだからなあ。つうか、かなりの確率で言われそうな……」

　途と端たん、アスナの眉まゆがかなりデンジャラスな角度まで吊つり上がったが、幸いすぐに平常ラインへと戻る。少々不満そうではあるが冷静な声で、

「リンドさんはともかく、キバオウさんは解わかってるでしょ。ボス攻略に、あなたの力と知識が絶対必要だってことくらい」

「え、そ、そう？」

「だってあの人、コボルド王が倒されたあとに、わざわざわたしに伝言させたでしょ。『今日は助けてもろた』って」

　律りち儀ぎな関西弁の再現に思わず口くち許もとが緩ゆるみそうになるのを堪こらえ、俺おれもそれに付き合った。

「でも、こうも言ってたはずだぜ。『ジブンのことは認められへん。わいはわいのやりかたで……』」

「『クリアを目指す』。最終的な目的がそこなら、フロアボス戦でまでつまらないプライド引き摺ずったりしないでしょ」

「……だと、いいけどね」

　頭の中で、今日の午前中に見た《ブルバス・バウ》攻略戦のドタバタ劇げきを思い描きつつ、それでも俺は頷うなずいた。

　青チームを指揮していたシミター使いリンドとは、俺はコボルド王攻略戦の後に一度話した──というか一方的に糾きゆう弾だんされたことがあるだけだが、それでも彼の目指すものについてはかなり明確に想像できる。自分と同じく騎士ナイトディアベルの仲間だったプレイヤーたちを、最強の攻略集団に育て上げること。中ボスのＬＡボーナスにさえああも拘こだわる姿勢に、その意志が強く滲にじんでいる。きっと三層に行けたら真っ先にギルドリーダー・クエストに挑戦し、ディアベルがまとっていた銀と青をイメージカラーとするギルドを立ち上げるに違いない。

　複雑なのはむしろ、一層で何度も会話したキバオウのほうだ。

　彼の根底に存在するのが、元ベータテスターへの憎しみであることは疑いようもない。だからこそ、元テスターである俺を最初から敵視し、非テスターとして攻略隊のまとめ役を買って出たディアベルを支持した。もしかしたら、一層攻略後はディアベルのグループに入りたいとさえ思っていたかもしれない。

　しかし、仮にディアベルが生きていても、その願いは叶かなえられなかっただろう。なぜなら、実のところディアベルもまた元テスターだったからだ。キバオウは、強引に一層ボスのＬＡを取りにいったディアベルの行動でそうと気付いた可能性がある。しかも、自分で言うのも何だが、壊かい滅めつしかけたあの戦いを立て直したのは元テスターであるこの俺、キリトの《汚い知識》だったのだ。

　だからキバオウは、《元テスターには頼らない》という己おのれの信念によって、旧ディアベル隊──今のリンド隊には入らずに自分の集団を立ち上げた。それがモスグリーンの胴衣を着けていたパーティーだ。よほど頑張ったのだろう、先の中ボス戦を見た限り、戦力的にはリンド隊とほとんど差はなかった。だが、そうであるがゆえに、あの二集団はこの先も相あい容いれまい。

　トップ二集団、いやもうギルドと呼ぼう、二大ギルド間の反発と競争は攻略プレイヤー全体の戦せん闘とう力上昇を早めるだろうが、同時にレイドを組んだ時の連れん携けいを阻害もするはずだ。その展開が吉と出るか凶と出るか。そして第三の集団、聖騎士パラデインオルランド率いる《レジェンド・ブレイブス》は、最前線でどのような役割を果たすのか……。

「あ、そういえば……」

　ふとあることが気になり、俺おれは露ろ店てん鍛か冶じ屋やを見つめていたアスナに訊たずねた。

「リンドやキバオウのパーティーにも、もう名前があったりするのか？」

「えーと……リンドさんのとこは知らないわね。でもキバオウさんのとこのは聞いた」

　ほんの少し微ほほ笑えみ、細剣使いフエンサーはその名を告げた。

「ちょっと凄すごいわよ。《アインクラッド解放隊》ですって」

「へ、へえ……」

「なんだか、色々壮大な計画があるみたい」

「そ、そーだい？」

「拠点を一層《はじまりの街》に固定して、あそこに留とどまってる何千人ものプレイヤーからも、積極的にメンバーを募集するんですって。武器防具を支給して、集団戦闘の訓練もさせて、最前線プレイヤーの数そのものを増やそうってことらしいけど……」

「……なるほどな。『わいはわいのやりかた』、か……」

　俺は頷うなずきつつ、再び考えに沈み込む。

　確かにそれも《やりかた》ではあるだろう。前線で戦う人数が増えれば増えるほど、攻略のペースも上がる理屈なのだから。しかし、同時に巨大なジレンマも生まれる。人数が増えるということは、死者が出る確率もまた不ふ可か避ひ的に増加してしまうのだ……。

「それにしても、すっきりしないわね」

　突然アスナがそんなことを言い、俺は眼めを瞬しばたたかせた。

「え？　何が？」

「名前よ。《最前線攻略プレイヤー》とか、《前線組》とか、《攻略集団》とか、みんな好き勝手に呼んでるでしょ。意味は伝わるけど、適当すぎるわ。リンド隊の人たちなんか、《トッププレイヤー》って自称してたわよ」

「あ、ああ……確かにな。アルゴの奴やつは《フロントランナー》とか呼んでたかな……って、しまった」

　俺おれは慌ててウインドウを開き、現在時刻を確認。情報屋・鼠ねずみのアルゴとの待ち合わせ時間まで、あと二分半しかない。

「え、えっと……アスナも、行くんだよな？」

「……行くわよ。それが？」

　平然と問い返されれば、こっくりと頷うなずかざるを得ない。

　最後にもう一度、スミスハンマーを振り続ける小柄な鍛か冶じ屋やを見やり、俺は言った。

「アルゴと会うのはなるべく手短に済ませて、もう少しネズハを観察してみよう。詐さ欺ぎのトリックが解わかるかもしれないし」










　　　９




「ふぅ～ン」とアルゴ。

「違うぞ」と俺。

　互いの第一声から省略されている部分を補完すると、こうなる。

　──ふぅ～ン。元ベータテスターのキリトとソロのアスナがコンビを組んだカ。この情報は幾らになるかナ。

　──違うぞ。俺と彼女は成り行きで一時的に同行しているだけで、コンビとかそーゆーアレじゃない。

　もっとも、意味合いを否定したところで行動を共にしているという事実は変わらない。しかもその状況は、昨日の午後にウルバス東広場で出くわしてからずっと継続中なので、そろそろ連続二十七時間になんなんとしている。

　これではおかしな勘かん繰ぐりをされるもやむなし──かもしれないが、しかし俺の内部基準では、単なる《二人パーティー》と《コンビ》には大いなる違いがある。

　パーティーはそれこそ成り行き的に組まれ、戦せん闘とうが終わって解散したらそこで消滅するが、コンビネーションは互いの存在を前提条件として細部まで調整チユーニングされるべきものだ。具体的には、パートナーの弱点を補おぎない特性を活いかすために装備やスキルセットを組み替え、バラバラにそれぞれの獲え物ものを狩る（昨日、俺おれとアスナが蜂はち相手にやったような）のではなく、二人のソードスキルを連携コンボさせて単独では苦戦するクラスのＭｏｂを倒す。

　そこまでやって初めてコンビと呼べる、と俺は考えているので、そういう意味では俺とアスナがコンビを組む日は恐らく来るまい。ビーター云うん々ぬんの事情は抜きにしても、己おのが剣技に強烈なる自負を抱く細剣使いフエンサーが、研とぎ澄すまされた今のスタイルを崩くずしてまで俺との連れん携けいを優先させるとはとても思えない。

　──と、いうような一いつ瞬しゆんの思考あるいは言い訳がどこまで伝わったか定かではなかったが、俺は素知らぬ顔でアルゴの向かいに腰を下ろすと、隣となりに一時的パーティーメンバーが着席するまで待って黒エールを注文した。続けてアスナが果実酒ソーダ割りをオーダーし、ＮＰＣウェイターが引っ込んだと思うと、十秒とかからずに飲み物が届く。これならいっそ店員を廃してテーブルにいきなりグラスが出現するシステムでもいいような気がするが、そこが創造者のこだわりという奴やつなのだろう。それに少なくとも、ＮＰＣに人件費はかからない。

　俺とアスナがそれぞれのグラスを持つと、アルゴもすでに自分の前にあったエール酒を少し掲げ、視線で俺を促うながした。やむなく咳せき払ばらいして、言う。

「えーと、それじゃ……第二層迷宮区到着を祝って、乾杯！」

「かんぱーイ！」

「……乾杯」

　ノリには少々差があったものの、いちおうの唱和を受けて中ジョッキを一気に半分ほど空にする。このビール（こちらではエールという名前だが違いはよく解わからない）という奴は、現実世界で母さんの晩ばん酌しやくを味見した時はただの苦にが酸ずっぱい炭酸としか思えなかったが、一日フィールドやダンジョンを駆け回ってからだと妙に美う味まいのが不思議だ。もっとも、二十歳以上のプレイヤーに言わせると、吞のんでも酔えない酒になんの存在意義があろうか！　ということらしいが。

　その観点からすると、俺の向かいで黄金色の泡立ち飲料をジョッキ丸ごとングング一気飲みして「ぷっはァ～！」などと言っている情報屋も、酒にアルコール分を求めていないティーンエイジャーだということになるのかもしれないが、こいつだけは解らない。金褐色の巻き毛に囲まれた頰ほおに、相変わらずくっきりペイントされている三本ヒゲが仮になくても、見た目から年齢は推測できない気がする。

　そのアルゴは、空になったジョッキをテーブルに勢いよく戻すと、即座にお代わりを注文してから言った。

「ゲート開通から五日で迷宮区到達、カ。ずいぶん早かったナ」

「そりゃ、一層と比べればな。下で時間がかかったぶん、レベル10越えたプレイヤーも多かったし。二層のクリア可能レベルって、本来は７とか８くらいだろ？」

「まァ……数字の上ではナ。ただ、それはあくまでクリアが可能ってだけの話だゾ」

　そこで言葉を切り、二杯目のエール酒に口をつけるアルゴに代わって、アスナがぽそりと俺おれに訊たずねた。

「ベータテストの時、二層のボスって挑戦何回目で倒せたの？」

「ん……と、初挑戦からだと、俺が参加した戦せん闘とうだけでも十回は壊滅ワイプしたかな……。まあ、最初はレベル５とかで無む謀ぼうなチャレンジしたからさ」

　ＬＡラストアタツクボーナスを取るために。と、これはもちろん口に出さない。

「確か、倒せた時は、レイドの平均レベルは７を超えてたよ」

「ふぅん……。──今回の攻略だと、平均10は行くわよね」

　アスナの問いに、俺はちらりと視界に表示されたままのパーティー用ＨＰゲージを眺める。俺のレベルは、迷宮区でミノ、いやトーラス狩りに奔ほん走そうしたお陰もあって１上がり、14。アスナも12に到達したらしい。攻略レイドの主力となるであろうリンド隊、キバオウ隊も同程度と予想されるので──

「……ああ、たぶん10を超えるだろうな。数値的なステータスだけ見れば充分に安全圏だけど……フロアボスには雑ざ魚こＭｏｂの常識は通用しないからな……」

　もうずっと昔のことのようだが、一層ボスである《イルファング・ザ・コボルドロード》攻略戦でも、レイドの平均レベルはベータ時を遥はるかに上回っていたのだ。ことにリーダーを務つとめた騎士ナイトディアベルは、ソロの俺と同じ12に達していた。

　なのに、コボルド王のカタナスキル連れん撃げきは、ディアベルのＨＰを余さず削り切ってしまった。それはつまり、ボスの瞬しゆん間かん的火力には、生なま半はん可かな《安全圏》など通用しないことを意味している。

　一瞬黙だまり込んだ俺とアスナの向かいで、二杯目のジョッキも七割ほど空にしたアルゴが、追い打ちをかけるように言った。

「それに、ここのボスはレベルよりも装備の強化が大事だからナー」

「そうなんだよなぁ……」

　俺もため息まじりに頷うなずく。二層ボスが操あやつる専用ソードスキル、《ナミング・デトネーション》はダメージを主眼としたものではない。が、それゆえにＨＰ量だけではカバーしきれない。武器防具の強化ボーナスによって、阻害デバフ耐性を上げる必要がある。

　そのへんのことはもちろん、眼前の情報屋が近々発行する攻略本で周知されるだろう。前線攻略組はこぞって装備の強化に邁まい進しんし、この街に移動してきた鍛か冶じ屋やネズハの露ろ店てんもきっと大繁はん盛じようしてしまうことに……

「…………う……」

　そこまで考えが至った瞬間、俺は無意識のうちに声を漏もらしていた。

　ネズハがウルバスからタランに移ってきた理由が、ほとぼりを冷ますためではなく……最初から最前線プレイヤーの強化需要を見越してのことだったら？　鍛か冶じ屋やの信用とかはもう度外視で、ここぞとばかりにレア強化武器をがんがん詐さ取しゆしまくり……その結果、《レジェンド・ブレイブス》はリンド隊やキバオウ隊をも抜いてトップギルドに躍おどり出て、そして鍛冶屋ネズハは────

「……アルゴ」

　二の腕を這はい上る軽い悪お寒かんを擦こすり落とし、俺おれはテーブル上にウインドウを開いた。

「まずこれ、迷宮区一階・二階のマップデータ」

　素早くオブジェクト化した小さなスクロールを、アルゴの前に置く。情報屋はそれを摘つまみ上げると、手品のように消滅させてから言った。

「いつも悪いナ、キー坊。前から言ってるケド、規定の情報代ならいつでも……」

「いや……マップデータで商売する気はないよ。地図を買わなかったせいで死ぬプレイヤーがいたら寝覚めが悪いからな……。でも、今回はその代わりっていうか、一つ条件付きの依頼を受けて欲しい」

「ふぅン？　まあ、オネーサンに言ってみナ？」

　俺に向けられるコケティッシュな流し目に、隣となりのアスナからある種の波動が発せられるが、そちらを見るのがなぜか怖いので視線を前に固定したまま告げる。

「アルゴももう存在は知ってるだろうけど……」

　ここで声のボリュームを低めつつ、酒場の店内を再確認。細い路地の奥にある店なので、他ほかのプレイヤーの姿はない。

「……今朝の《ブルバス・バウ》討伐戦に参加してた、《レジェンド・ブレイブス》っていうチームの情報が欲しい。メンバー全員の名前と、結成の経けい緯い」

「ふム。……条件、ってのは何ダ？」

「俺が彼らの情報を欲しがってることを、誰だれにも知られたくない。彼ら自身には特に」

　情報屋《鼠ねずみのアルゴ》の恐ろしいところは、依頼人の秘密厳げん守しゆというルールが存在しないどころか、《依頼人の名前も商売ネタ》をモットーにしていることだ。だから、本来ならば俺が秘密裏に《レジェンド・ブレイブス》の情報をアルゴから買うことはできない。アルゴは自みずからのルールに従い、ブレイブスの連中にも『あんたらの情報を欲しがってる奴やつがいるけど名前を買うカ？』と持ちかけるからだ。もちろん、そこで彼らの提示した値段以上を払うことによって俺の名前だけは隠し通せるが、《誰かがブレイブスを探さぐろうとしている》ことは不ふ可か避ひ的に露ろ見けんしてしまう。現状では、それは避さけたい。

　俺の条件とはつまり、ブレイブスの情報を探るだけで、彼らには一いつ切さい接触しないでくれ──ということだ。これはアルゴのモットーに、明確に反するお願いである。

「ん～……ンン～～～」

　情報屋は、くりくりした巻き毛を指先で引っ張りつつしばし悩んでいたが、やがてあっさり「ま、いっカ」と言った。俺おれがほっとするのも束つかの間ま、にんまり笑って続ける。

「でも、これは憶おぼえといてくれよナ。オネーサンが、商売のルールよりキー坊への私情を優先させたってことをナ」

　途と端たん、またしても右側からめらっという気配。硬直する俺から視線を外すと、アルゴは笑みを保持したまま平然と言った。

「んデ、アーちゃんも何かオイラに依頼があるのカ？」




　十分後──。

　俺とアスナは、場末の酒場から再びタランの村・東広場へと戻っていた。

　村というだけあって、圏内としての規模は主街区ウルバスよりかなり小さい。しかし、《丸いテーブルマウンテンを外がい壁へきだけ残して掘り抜いた》という基本構造は共通していて、それはつまり、縦たて方向のボリュームが平地に築きずかれた村の倍以上もあるということだ。

　円形の広場も例外ではなく、周囲をぐるりと背の高い建物に囲まれている。しかもそのほとんどが宿屋や商店といったＮＰＣショップでも、現状ではもちろんプレイヤーハウスでもないので、誰だれでも自由に立ち入れる。

　実際、こういう言わば《空き家》を宿代わりに利用しているプレイヤーも少なくない。しかしＮＰＣ経営の宿屋と決定的に違うのは、部屋がシステム的に保ほ護ごされないということだ。

　もちろん、だからといって誰に危害を加えられるわけでもないのだが、ドアが施せ錠じようできない環かん境きようで眠るのは相当に落ち着かないし、ベッドも悲しいほど硬い。俺も宿代を節約すべく何度か試してみたことはあるが、建物の中はもちろん外の道でさえ何か物音がするたびにビクッと飛び起きてしまい、熟じゆく睡すいにはほど遠かった。まったく理不尽な話だ──現実世界の俺の肉体は、恐らく安全かつ清せい潔けつな病院のベッドに横たわり、聴覚も視覚も完全遮しや断だんされているはずなのに、仮想世界で寝床の質や外部の騒そう音おんに悩まされるというのは。

　ともかくそんな理由で、俺はもうかなり以前から倹約を断念して、毎晩本物の宿屋もしくはＮＰＣハウスの貸し部屋に寝泊まりしている。

　しかし、それ以外の目的であれば、街の空き家にはまだまだ有効な利用法はある。ちょっとした打ち合わせとか、ドロップアイテムの分配とか──あるいは、誰かの監視とか。




「なかなかいいアングルね」

　窓まど際ぎわに移した椅い子すに腰掛け、あまり窓に近づかないよう気をつけつつ眼下の広場を見下ろしたアスナが短く言った。

「たぶんここがベストポイントだろう。真後ろだと、角度が急すぎて見えにくいからな……。晩メシ、ここ置くぞ」

　酒場から移動する道すがらの屋台で買った中身不明の蒸し饅まん頭じゆうを四つ、丸テーブルに積む。

　皮はノーマルな乳白色、ほかほか上がる湯気も別に妙な匂においはしない……というか普通に美う味まそうだ。アイテムとしての固有名は【ｓｔｅａｍｅｄ　ｂｕｎ　ｏｆ　Ｔａｒａｎ】、日本語に訳すと《タラン饅まん頭じゆう》だろうか。

　窓の外でカンカン響ひびき続ける鎚つち音おとの発生源から視線を外したアスナは、卓上の饅頭を胡う散さん臭くさそうに眺めると呟つぶやいた。

「これ……中身、何？」

「さあ。でも、牛がテーマの層なんだから、肉まんならぬ牛肉まんじゃないのか？　そういえば、関西じゃ《肉》って言うとイコール牛肉のことだから、関東で言う肉まんは向こうだと豚まんになるって読むか聞くかしたなあ」

「で？　この街は関東なの関西なの？」

　冷ややかな声に渾こん身しんの豆知識をばっさり両断され、俺おれはすんませんと謝あやまりつつタラン饅頭の山をアスナのほうへと押した。

「さささ、温かいうちにお一つ」

「……いただきます」

　レザーグローブを除装した手が、いちばん上の饅頭を取り上げる。それを待って、俺もいそいそと一つ摑つかむ。

　今日は昼からダンジョンにこもりっぱなしだった上に、途中でオヤツも食べなかったので本格的にハラペコだ。アバターに感情以外の生理現象を再現する機能があれば、アルゴとの会談中も胃がぐーぐー鳴りっぱなしだっただろう。立ったままあんぐり大口を開け、柔らかそうなほかほかの饅頭にかぶりつこうとした、その刹せつ那な。

「うにぁあ！」

　というような奇声が耳に届き、俺はぎょっと視線を向けた。見れば、椅い子すに掛けるアスナが、両手で饅頭をホールドしたまま硬直している。直径十二センチほどもある大型の饅頭は、小さな歯形一つぶん体積を減少させ──その開口部から噴ふん出しゆつしたとおぼしき、粘度の高いクリーム色の流動体が、レイピア使いの顔から首くび許もとまでにべったりと……。

　硬直しつつ見守るなか、泣きそうな顔になりながらも律りち儀ぎに口を動かして最初に囓かじったぶんを吞のみ込んだアスナは、か細い声で言った。

「……中身、あったかいカスタードクリーム……その中に、何か甘あま酸ずっぱい果物が……」

「……………………」

　俺は口から三センチほどの距離にあったタラン饅頭を、そっと遠ざけた。そのままテーブルまで降下させ、手を離した途と端たん、レイピアのように細く鋭えい利りな声が俺の耳を貫つらぬいた。

「もし……もしあなたが、ベータテスト中にコレを食べてて、ほんとは中身知ってたのに言わずにわたしに食べさせたんだったら……わたし、自分を抑えていられる自信がないわ……」

「誓ちかって知りませんでした。ホントに、絶対、アブソリュートリィ」

　ぷるぷるかぶりを振りつつ、ベルトポーチから小型のハンカチを出してアスナに差し出す。幸いと言うべきか、この世界の《汚れエフェクト》は放っておいても短時間で完全消滅するし、《ｃｌｏｔｈ》カテゴリのアイテムで拭ぬぐえば即座に消える。汚れを消すたびに布アイテムの耐久度は減少するが、中には永遠に使い続けられる魔ま法ほうのハンカチも存在するらしい。Ｍｏｂや特殊地形由来の汚れエフェクトはたいてい阻害デバフ効果つきなので、無限ハンカチはかなり欲しいアイテムなのだが、どうやらかなりのレアドロップ……

「ん」

　俺おれの逃とう避ひ的思考を、突き返されてきたハンカチが遮さえぎった。数秒の作業で、顔についていたクリームは綺き麗れいに消え去っている。

　おまけの一ひと睨にらみをくれてから、窓に向き直ったレイピア使いは、宣言するように言った。

「次に張り込みする時は、食事は自作するわ。二度ととんでもないもの食べさせられたくないから」

　ここで、「料理スキルゼロだと超とんでもないものしか作れないぞ」などと言わないくらいの分別は、弱冠十四歳の俺も身につけている。なので代わりに、

「そ、それは楽しみだなあ」

　と口にした途と端たん、二の矢が飛来して俺のスマイルをぐっさり射い貫ぬいた。

「誰だれもあなたの分も作るなんて言ってない」

「…………ハイ」

　肩を縮めて頷うなずきつつ、いつのまにか冷めていた《タラン饅まん頭じゆう》を試してみたところ、今度はちゃんと食える……というかけっこうイケる味だった。もちろん、デザートとしてではあるが。

　皮はしっとりとした歯ごたえで、甘さ控えめのクリームも滑なめらかに固まって飛び散ることもなく、甘あま酸ずっぱいイチゴに似たフルーツとベストマッチングな味を作り出している。恐らくこのタラン饅頭に設定されているプリセット味覚データは最初から《イチゴ入りクリームパン》に近いもので、それがスタッフの設定ミスもしくはシステムの悪戯いたずらによって加熱販売されていたのだろう。結局アスナも二つ食べ、ご機き嫌げんはそこそこ改善されたようだ。

　それはいいのだが──この張り込みの主目的のほうは、どうやら空振りに終わりそうだった。

　目的とはもちろん、眼下の広場で営業中の鍛か冶じ屋やネズハが、いったいどんな手段で強化依頼を受けた武器を詐さ取しゆしているのか、そのトリックを突き止めることである。

　店はそこそこ繁はん盛じようしているのだが、ほとんどが耐久度回復メンテの客で、武器強化を頼むプレイヤーは俺たちが監視を始めてからの一時間で二人しかいなかった。しかもその両名とも、強化は大成功。ミドルクラスの武器だったからだろうと俺は言ったものの、こうなるとそもそも詐欺行為の存在にすら自信がなくなってくる。アスナの剣が砕けたのも、それが《所有アイテム完全オブジェクト化》ボタンで戻ってきたのも、何かのシステム的トラブル……つまりバグのせいだったのではないか……。

「──いや、それはないよな……」

　小声で呟つぶやき、己おのれの弱気を振り落とす。

　武器すり替えの手段はまだ不明だが、あの時ウインドフルーレがなぜ一発で砕けたのか、その理由だけはすでに判明している。なぜならそれが、アーちゃん……ではなくアスナがアルゴから買った情報だったからだ。

　あの酒場で、アルゴに依頼の有無を問われたアスナは、俺おれが予想もしていなかった要求を口にした。『武器強化の失敗ペナルティとして、《破は壊かい》があるのかどうか調べて欲しい』、と。

　それに対してアルゴは、これも予想外の答えを寄よ越こした。

『調べるには及ばないナ。オイラがもう検証済みだカラ』

　啞あ然ぜんとする俺たちに、情報料はここの酒代でいいゾと前置きして、アルゴは言った。

『厳げん密みつな失敗ペナルティとしてなら、武器破壊はまず間違いなく起きナイ。ただ、強化を試こころみて必ず結果が破壊になる場合はアル。それは、試行可能数が残っていない剣を、更に強化しようとした場合ダ』

　つまり、だ。

　昨日の夜、俺とアスナの眼前で砕け散ったウインドフルーレは、やはり手順のどこかですり替えられていて……しかもそれは、六回に設定されている強化試行回数を全すべて使い切った、いわゆる《エンド品》だったということなのだ。ちなみに、現在アスナの腰にあるウインドフルーレ＋４は、試行数を二回残している。だから、仮に強化失敗しても、武器破壊は起こり得ない。

　エンド品というキーワードが出てくると、俄が然ぜん気になるのが、アスナの前にネズハの依頼人となったリュフィオールの一件だ。

　あの時、リュフィ氏のアニールブレードを、ネズハがすり替えたのかどうかは今は判断できない。しかし結果は、破壊ではなく三連続の失敗。周りにたくさんの人目があったからかもしれないが、あれはもしかすると、手て許もとにすり替えるべき《エンドしたアニールブレード》のストックがなかったから、ではないのか。

　そうだとすれば、ネズハが失意のリュフィ氏から、相場よりかなり高い金額を払ってまで＋０エンドしたアニールブレードを買い取った理由に説明がつく。あれは損失の補ほ償しようではなく、次なるチャンスのための仕込み…………

「──キリト君」

　鋭するどい囁ささやきが、俺の想念を停止させた。

　瞬まばたきし、視線の焦点を合わせる。眼下の広場は、いつのまにかすっかり夜のとばりに包まれ、行き交かうプレイヤーの数も相当に減っている。

　そんな中、円形の広場をまっすぐに横切る一人のプレイヤーがいた。街灯の光を反射する高級な金属鎧よろいと、今はダークブルーに見える胴衣。間違いない、あれは最前線組の中でもトップに位置する《リンド隊》の出いで立たち──。

　俺おれとアスナが固かた唾ずを吞のんで見守る先で、男は《ネズハのスミスショップ》に歩み寄ると、腰の留め具から剣を外した。

　長さ、形状からして片手用直剣ワンハンド・ロングソード。

　しかし、俺の背にあるアニールブレードと比べると、少しばかり短く、また幅広だ。距離と暗さゆえに断言はできないが、大型ナックルガードつきのあの剣は《スタウトブランド》だろう。直剣の中でも幅広剣ブロードソードのサブカテゴリに分類される、手数よりも一いち撃げきの威力を重視した武器だ。レアリティとしては、ウインドフルーレと同等か少し上──。

「……すり替えの標的としては充分ね」

　隣となりで、アスナが素早く囁ささやいた。剣をひと目で識別したらしいことに少々驚おどろかされながらも、最小限の動きで頷うなずく。

「ああ。あとは依頼が、メンテか強化か……」

　広場の北西隅すみに店を広げるスミスショップと、それを南西上空から見下ろす俺たちの間には二十メートル以上の距離がある。索敵スキルの補正効果によってディティール減少はある程度抑えられるが、通常ボリュームの会話まではとても聞こえない。

「あのリンド隊メンバーの名前、知ってるか？」

　俺の問いに、アスナは少し考えてから答えた。

「確か、シヴァタさんて人」

「ヴ、ヴァ？　シバタじゃなくて？」

「だってスペリングがＳｈｉｖａｔａなんだもん。ヴァでしょ」

「……ヴァだな、それは」

　俺たちが交互に下唇を嚙かんではＶを正しく発音している間に、ネズハとシヴァタの交渉はまとまったようで、《スタウトブランド》が鞘さやごと鍛か冶じ屋やに手渡された。

　ここからだ。俺たちは、広場からは見えないギリギリの位置まで窓に近づき、鍛冶屋の手て許もとを凝ぎよう視しする。必然、俺とアスナの肩どころか髪まで接触してしまうが、今だけは誇り高きフェンサーも状況を許容してくださるようだ。

　耐久度回復メンテなら、ネズハはすぐに剣を抜き、アンビルの側面に取り付けられている小型の回転式砥と石いしに当てる。しかし彼は依頼人に背中を向けると、右手をカーペットに並べられている幾つもの革袋の一つに伸ばした。あの中には恐らく、目的別の素材アイテムがストックされているはずだ。つまり──

「……強化だ！」

　声を殺して叫ぶと、アスナもこくりと頷き、囁く。

「左手よ、左手から眼めを離さないで！」

　言われるまでもない。動いている右手に吸い寄せられようとする視線を、懸けん命めいに左手へと固定し続ける。

　シヴァタから受け取ったブロードソードは、鞘さやに入れられたまま緩ゆるくぶら下げられている。腕の位置や角度に不自然さは感じられない。

　剣のすぐ近くには、売り物の既き製せい品ひんが所狭しと並べられているが、あの中のどれかとすり替えるのは絶対に不可能だ。なぜならそれらの武器は全すべて廉れん価かなアイアン武器で、《スタウトブランド》そのものはもちろん、同クラスのレア武器すら一つもない。それ以前に、《預かった剣をカーペットに置いて代わりに隣となりの剣を持ち上げる》などという動作は目立ちすぎる。昨夜、ウインドフルーレが詐さ取しゆされかけた時に、俺おれとアスナの二人ともがそんなすり替えを見逃したとはとても思えない……。

　ネズハの左手はブロードソードを保持したまま微動だにせず、その間にも右手は忙しく動き続ける。目的の革袋を選び出すと、アンビルの隣にあるフォージに内容物を全て投下。十数個の素材アイテムはみるみる赤熱し、やがて一つの塊かたまりへと溶け──という、このへんの工程は見たままではなく推測だが。ともあれ、ここが強化という作業のハイライト・シーンだ。小型の炉フオージから、《重さ》強化の色である深紅の光が一いつ瞬しゆん強く迸ほとばしり、すぐに収束して待機状態へ移行……。

「…………っ！」

　その瞬間、俺は全身をかすかに強こわ張ばらせた。

　赤い光が強く輝くと同時に、ネズハの左手で何かが起きたような気がしたのだ。同じことをアスナも感じたのか、触れ合う肩がぴくりと震える。

「今……」「剣が……」

　俺たちは視線を固定したまま同時に呟つぶやいた。だがその先が続かない。派手なライトエフェクトに、ほんの半秒足らずではあったが眩げん惑わくされ、肝心なシーンを視認し損そこねたのだ。

　歯は嚙がみしながら見守る先で、鍛か冶じ屋やは左手に握る《スタウトブランド》を大事そうに持ち上げた。仮に《何か》があったにせよ、その剣はシヴァタが預けたものとまったく同じにしか見えない。

　右手で柄つかを握り、ゆっくりと抜き出す。肉厚幅広の刃を、赤い光を満たす炉に置く。数秒間で光が全て刀身へと移る。それを今度は鉄床アンビルの上へ。右手をスミスハンマーに持ち替え、カァン、カァンと澄すんだ音を響ひびかせながら叩たたき始める。五回。八回。そして……十回。

　予期していたとは言え、《スタウトブランド》の鈍にび色いろの刃やいばが儚はかなく砕ける瞬間だけは、俺もアスナも眼めを逸そらさずにはいられなかった。




「…………どうする……？」

　窓まど際ぎわで、静けさの戻った広場を見下ろしながらアスナが呟いた。

　省略されている目的語は明らかだ。怒りと嘆なげきを見事な自制心によって押さえ込み、ネズハに大した文句も言わずに歩き去ったシヴァタ氏を追いかけて、詐さ欺ぎ行為の存在を明かすかどうか──ということ。

　すり替えから一時間以内なら、例の《所有アイテム完全オブジェクト化》コマンドによって愛剣を取り戻せるのだから、心情的にはそうさせてやりたい。だが、騙だまされたことを知ったシヴァタは、当然剣が戻ってきただけでは納得するまい。広場に引き返してネズハに詰め寄り、糾きゆう弾だんし、その先どこまで行くかは俺おれにも想像できない。

　もちろん、鍛か冶じ屋やネズハの行為は完全なる悪だ。それ相応の罰を受けるのはやむを得ない。だが、裁定者たるＧＭのいないこの世界で、何を以もつて《それ相応》とするのか？

　職人クラスのネズハとて、常に圏内に留とどまっているわけではあるまい。仮に、万が一、彼が圏外に出た時に、誰だれかがプレイヤーに実行可能な方法で《罰》を与えようとしたら。その罰が、行き着くところまで行ってしまったら。

　ここでシヴァタに全すべてを明かすということが、イコール、アインクラッド初の《ＰＫプレイヤーキル》の引き金を引くことになりかねない。それが解わかっているから、アスナは俺に「どうする」と問うたのだし、俺もすぐには答えを見つけられないのだ……。

　逡しゆん巡じゆんと焦しよう燥そうに囚とらわれる俺の耳に、のどかな鐘かねの音が届いた。午後八時。

　同時に、広場で響ひびいていた鎚つち音おとが途絶えた。アスナの隣となりまで移動して見下ろすと、ネズハが店仕じ舞まいの用意を始めている。炉を消火し、道具や素材を片付け、看板を畳み、カーペットに横たえる作業を黙もく々もくと行う鍛冶屋の背中はあまりに小さい。

「……なんでネズハは……《レジェンド・ブレイブス》は、強化詐欺なんかやろうと思った……いや実行できたんだろうな……」

　俺の呟つぶやきに、アスナが小さく首を傾かしげる。

「だってさ、武器すり替えのトリックを思いついたとしても、《システム的に可能》と《ほんとに実行する》の間には相当でかいハードルがあるはずだろ？　ＳＡＯはもうただのネットゲームじゃない、本物の命がかかったデスゲームなんだ。他人の武器を騙し取るなんていう明確な悪事を働いて、もしそれがバレたら、その時何が起きるか想像できないはずはないのに……」

「想像……した上で、それでもハードルを蹴けり倒したのかもね」

「え……？」

「倫理的な問題に眼めをつぶれば、実際的なハードルって、バレた時に命の危険があるってことだけでしょ？　なら……バレる前に、この世界の誰よりも遥はるかに強くなってしまえば、その危険も排除できる。圏外で襲おそわれても、返り討ちにできるくらい強くなれば、ね。《レジェンド・ブレイブス》の六……いえ、五人は、たぶんもうその状況からあんまり遠くない所にいるわ」

　アスナの言葉が意識に浸透した途と端たん、アバターの肌がぞわりと粟あわ立だつ感覚があった。

「お、おい、やめてくれよ。悪事を厭いとわない集団が、最前線組さえぶっちぎるほど強くなったら……それってもう……」

　狭せばまる喉のどから押し出された声は、自分にも聞き取りにくいほど強こわ張ばり、掠かすれていた。

「──世界の支配者ってことじゃないか」

　今回の強化詐さ欺ぎ騒そう動どうについて俺おれは、他ひ人と事ごととまでは言わずとも、自分が具体的な損害をこうむることはあるまいと思っていた。鍛か冶じ屋やネズハに剣を預けなければいいだけの話だ、と。

　しかしそれは、余りにも近視眼的な見方だった。

　三十三日前──この浮遊城に囚とらわれたその日、俺は最初にして唯一の友人だったカトラス使いのクラインを、半なかば見捨てるような形で《はじまりの街》から走り去った。目的は、あっというまに枯こ渇かつするであろう街周辺のフィールドを避さけ、いわゆる《次の町》であるホルンカに拠点を移すこと。言い換えれば、最速・最効率で己おのれの装備やステータスを強化し、生存率を上げること──。

　ベータテスト時代の知識を十全に活用し、数多あまたのクエストを片かたっ端ぱしからクリアしつつ大量のＭｏｂを狩るために、俺はひたすら走り続けた。文字どおりのスタートダッシュを決めてからも、今日までスピードを緩ゆるめたつもりはない。

　しかし、その強化速度は、あくまでゲームのルールに（モラルに、とまではちょっと言えない）則のつとったものである。逆に言えば、ルールを無視するなら《ビーター》である俺を遥はるか上回る効率を叩たたき出すことも可能だということだ。たとえば、美お味いしい狩場を強引に占拠し続けたり──他人のレア武器を騙だまし取ったり、というような。

　もちろん、武器の詐取で手に入るのはおコ金ルもしくは武器そのものだけで、経験値もスキル熟じゆく練れん度ども上昇しない。しかし、かつてアスナが言ったように、コルさえあれば装備の強化は無制限に可能なのだ。

　俺は現在メイン武器こそ＋６まで行っているものの、防具は平均で＋３程度しか強化できていない。この状況で、多少レベルが低くとも全身の装備がフル強化されている相手と仮に剣を交えれば──おそらく、いや間違いなく勝てない。

　言い換えれば、ネズハ属する《レジェンド・ブレイブス》の強化詐欺を座視することは、自分より確実に強い、しかもルールやモラルに囚われないプレイヤー集団の誕生を許容することに等しい……。

「…………ごめん。俺、いまようやく、この一件がマジで大ごとだって気付いた」

　呟つぶやいた俺に、レイピア使いは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「それが、なんで『ごめん』なの？」

「いや、だって、アスナは一回自分の剣を獲とられかけてるだろ？　なのに俺、いままでどこか他人事みたいに思ってた気がしてさ……」

　半なかば自然に口から出てきた台詞せりふだったが、それを聞いたアスナは、更にきゅっと眉を寄せてから二、三度瞬まばたきし、いきなりぷいっとそっぽを向くとなぜか怒ったような早口で答えた。

「べつに謝あやまる必要ないでしょ。あなたとわたしは別に他人じゃないわけじゃない……じゃなくて、ええと、知り合いだしパーティーメンバーでもあるけれどそれは別にそれ以上の……ああもう、変なこと言うからよく解わからなくなったでしょ！」

『よく解らない』はこっちの台詞せりふだと思ったが、俺おれが何かを言い返す前に、窓の外に向けられていたアスナの両眼めがすっと細まった。

「……あのカーペット……」

「え……？」

「アイテムが腐らないだけじゃなくて、あんな機能もあったのね」

　その言葉に、俺も再びタラン東広場へと視線を落とした。北西の隅すみでは、商売道具の整理を終えたネズハが、《ベンダーズ・カーペット》のポップアップメニューを操そう作さしたところだ。片端はしからくるくると巻き取られつつ、上に載のせられた無数のオブジェクトを独立ストレージに吞のみ込んでいく。

「ねえ……。武器のすり替えに、あの機能を利用したってことはないの？」

　低い囁ささやきに、俺は間を置かずかぶりを振る。

「いや、それは無理だろうな。カーペットの収納機能は、今ネズハがやったみたいにメニューから発動しなきゃならないし、いちど発動したらその上に載ってるアイテムを残らず吞み込んじゃうんだ。剣一本だけを収納して、代わりを取り出すなんて……不可能…………」

　そこまで言いかけたところで、俺の口は自然停止した。

　ベンダーズ・カーペットのストレージ機能を、すり替えに使うことはできない。

　しかし、ならば、自分本来のストレージ……つまりメニューウインドウのアスイトテレムー欄ジタブを使えば……？

　俺は転がるような勢いで窓から離れ、床にひざまずいた。

「な、何してるの？」

　というアスナの問いにも答えず、右手を振ってウインドウを出すと、アイテム欄に切り替える。次に、昨夜彼女に装備フィギュアを見せた時のように、ウインドウの上下を指でタップして表示位置を移動させる。左側の床に貼はり付くほど低く……俺が左手を自然に垂たらした時に、ちょうどその真下になる場所に。

　最後に俺は、背中からアニールブレードを鞘さやごと外すと、しゃがんだまま左手でぶら下げた。折り畳み椅い子すはないが、強化のために剣を預かったネズハの体勢と、これでほとんど同一のはずだ。

　ここで俺の意図を察したらしいアスナが、鋭するどく息を吸い込んだ。俺は彼女の顔を見上げ、低く言った。

「よく見て、時間を計ってくれ」

「解った」

「行くぞ……三、二、一、ゼロ！」

　叫ぶと同時に、左手の剣を真下のウインドウに落とす。窓に触れるやいなや、剣は光の粒を散らして消滅し、ストレージ内の文字列となる。すかさず人差し指でそのアイテム名をタップ。浮き出たメニューから、オブジェクト化を選ぶ。再度のライトエフェクトを伴って実体化した剣を、左手で摑つかみ上げる──。

「……どうだ!?」

　さっと顔を上げると、レイピア使いの大きく見開かれた眼めと視線が交差した。はしばみ色の瞳ひとみがゆっくりいちど瞬またたかれ、俺おれの左手へと移動し……そっと、顔ごと横方向に振られた。

「現象としては似てる。でも……遅すぎるわ、決定的に。剣が消えてから、また現れるまでに一秒以上もかかってた」

「それは……練習して、操そう作さスピードを速めれば……」

「他ほかにも違いがあるわ。ウインドウに入れる時と実体化させる時、かなり派手なエフェクトが出るでしょう？　いくら強化素材がフラッシュする瞬しゆん間かんに合わせても、今のエフェクトをごまかすのは無理よ。しかも、二回光るんだもの」

「………………そうか…………」

　ため息混じりの声を出すと、俺は右手の指で床面のウインドウを叩たたいて消去した。立ち上がり、剣を背中のアタッチポイントに戻す。

「いいセンだと思ったんだけどなぁ……。カーペット上に出したウインドウは、並べた商品で隠せそうだし……」

「それも無理じゃないの？　だって、ストレージモードにした窓の上に商品置いたら、全部中に格納されちゃうでしょう？」

「…………うぐ」

　ごもっとも。と言う代わりにかくんと頷うなずき、もう一度窓の外を見る。

　ちょうど、丸めたカーペットを担かつぐネズハが広場から出ていくところだった。右肩の重みに耐たえかねるように深く俯うつむき、とぼとぼと歩くその姿は、とても《スタウトブランド》などという大きな獲え物ものを釣り上げた詐さ欺ぎ師しには見えない。

「……詐欺のトリックが暴あばけないんじゃ、やっぱりシヴァタさんに全部明かすしかないのかしら……」

「剣が手て許もとに戻れば、それでいちおうは詐欺行為があった証明にはなるからな。ただ、その場合、責任は全部ネズハ一人に集中して、ブレイブスの五人までは追及できない可能性がある。もちろん、ネズハがやってるのは悪いことだ。でも……何て言うか、俺には……」

　そこで言葉に詰まった俺を、アスナは正面からじっと見詰めてきた。強い光を湛たたえる瞳ひとみが、ふっと一瞬だけ和なごんだ気がした。

「……強化詐欺が、ネズハさんの意志で行われてるとは思えない。……でしょ？」

「えっ…………」

　ものの見事に心中を言い当てられ、眼めを見開く俺おれから視線を外すと、アスナは壁かべに背中を預けた。暗い空き部屋の天井を見上げ、ゆっくりと言葉を続ける。

「憶おぼえてる？　昨日、わたしがウインドフルーレの強化を依頼しようとした時、あの人こう言ったのよ。『お買い物ですか？　それともメンテですか？』って。まるで……強化はやりたくないって言わんがばかりに……」

「……そうか、そうだったな……。そんで、アスナが強化を依頼したら、困ったような顔をしたんだ……」

「わたしね、仮にシヴァタさんのラインから詐さ欺ぎが露ろ見けんしたとして、《レジェンド・ブレイブス》の人たちがネズハさんをかばって『言いがかりだ』って主張するなら、いっそそのほうがいいと思うの。でも……もし、ブレイブスがネズハさんを見捨てて、彼に罪をなすりつけるようなことがあったら……」

　最悪、ネズハ一人に前線の全プレイヤーの怒りが集中し、《処刑》されるようなことにもなりかねない。いや、その可能性は決して低くない。なぜなら──

「……戦せん闘とう職の五人は伝説の勇者や英雄を名乗って、生産職のネズハにはそれを許さないような奴やつらだからな……」

「あ……、それなんだけど」

　不意にアスナが何か思い出したように、指を一本立てた。

「え？」

「わたし、彼が《レジェンド・ブレイブス》のメンバーだってあなたに聞いた時から、少し気になってたの。ネズハ……Ｎｅｚｈａって名前のこと。だからアルゴさんに……」

　その時、視界右側に紫色のアイコンが点滅し、俺は「悪い」とアスナの言葉を遮さえぎった。手紙マークをクリックすると、長めのフレンド・メッセージが開封される。差出人は──まさにそのアルゴだ。

【取り急ぎ、第一報】

　そんな書き出しの下に列挙されているのは、俺が依頼した《レジェンド・ブレイブス》メンバーの情報だった。名前とレベル、おおまかなキャラクター構成ビルド程度だが、この短時間にこれだけ調べ上げるとは流石さすがの腕前だ。

　俺はウインドウを可視化し、アスナを手招きすると一緒にメッセージを覗のぞき込んだ。トップにあるのは、リーダーであるオルランドの名前だ。レベル11、盾たて持ち・やや重装タイプの片手直剣使い。

　それらのデータに加えて、名前の由来もワンセンテンスではあるが記してあった。こちらはアスナの依頼によるものだ。俺が曖あい昧まいな記憶で解説したとおり《シャルルマーニュ十二勇士》の一人が元ネタらしいが、Ｏｒｌａｎｄｏはイタリア語表記で、フランス語だとローランRolandになるらしい。

「……アルゴの奴やつ、こんな情報どこで仕入れたのかなあ」

　俺が苦笑混じりに言うと、アスナもくすりと笑って答えた。

「きっと、歴史マニアのブレインを抱えてるんでしょうね。……ベオウルフは、イギリスかと思ったらデンマークのお話なのね。クフーリンは……ケルト神話で合ってたみたいね……」

　ついついキャラデータそっちのけで名前の由来から確認していった俺おれたちは、メッセージの最後にネズハの名前を見つけ、そっと息を吐いた。

　レベルが10とそこそこ高いのは、生産職もアイテム製造行為で経験値が入るからだろう。しかし戦せん闘とう用スキルの熟じゆく練れん度どまでは上がらないので、前線で戦うのは難むずかしいはずだ。ビルドも、当然ながら鍛か冶じ屋やタイプ。そして末尾に、名前の由来が…………

「────えっ!?」

「なに…………!?」

　アスナと俺は、同時に声を上げていた。そこには、まったく予想だにしなかった一文が記されていたからだ。

「読み方が……ぜんぜん違った、ってこと……？」

「で、でも、ブレイブスの連中は彼のこと『ネズオ』って呼んでたぞ……!?」

　顔を見合わせてから、もう一度メッセージ窓を覗のぞき込む。他ほかの五人の誰だれより長い由来部分に記されている情報が真実ならば……俺は、あの小柄な鍛冶屋について大きな誤解をしていたことになる……。

　刹せつ那な。

　俺の脳内に、これまでまったく別々の塊かたまりとして記録されていた幾つかの情報が、互いに引き寄せられ、融合し、光を放って弾はじけた。

「あっ…………！」

　左手を持ち上げ、じっと睨にらみながら握る。開き、もう一度握る。

　この瞬しゆん間かん、ようやく俺は、鍛冶屋ネズハが操あやつる武器すり替えのトリックに、今度こそ辿たどり着いたと確信した。

「そうか……そういうことだったのか……!!」
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「強化、頼む」

　ぶっきらぼうな台詞せりふとともに鞘さやごと剣を突き出す俺おれの顔を、鍛か冶じ屋やネズハは少々訝いぶかしむように見上げた。

　怪け訝げんな表情の理由は、正確にはこちらの顔ではなく、顔を隙すき間まなく覆おおう無骨なグレートヘルムだ。眼めのところに細い覗のぞき孔あなが切られただけのこのタイプの兜かぶとは、防御力は高いが視界を激はげしく制限する。前だけ見えていればいい集団戦せん闘とう中の壁役タンクならともかく、街中でまでこんなものを被かぶっているプレイヤーはそうそういない。

　軽装スピード型の俺ことキリトがグレートヘルムを装備している理由は、防御力を上げたいからではなく、もちろん変装のためだ。三日前にアスナのウインドフルーレ強化を依頼した時、俺はネズハに素顔を晒さらしてしまっているため、いつものバンダナだけの変装では「あの時の男だ」と認識される怖おそれがある。

　だからといってこの格好はどうなのか。と思ったが、コーディネートしたアスナは平然と言った。兜だけならおかしいけど、全身統一すれば《そういう趣味のヒト》で押し切れるでしょ、と。

　ゆえに現在俺は、グレートヘルムだけでなく分厚いプレートメイルを全身に着込み、とどめに戸板めいた寸法のタワーシールドを背負っている。全すべてＮＰＣショップ売りの安物なので、装備重量はぎりぎり超過せずに赤くならずに済んでいるが、この息苦しさと圧迫感が半日も続けば閉所恐怖症にでもなってしまいそうだ。

　ボス攻略レイドで壁タンクを引き受けてくれる重装戦士たちに内心で感かん謝しやしつつ、俺はネズハがおずおずと剣──これだけは本物のレア武器であるアニールブレードを受け取るのを待った。

「プロパティ、拝見します」

　俺が何も言わないので、鍛冶屋は小声でそう断ってから柄つかをタップした。浮き出た窓を一いち瞥べつして、下がり気味の眉まゆをぴくっと跳ねさせる。

「アニールの＋６……試行二回残し、ですか。しかも内訳が……Ｓ鋭さ３、Ｄ丈夫さ３。使い手を選ぶでしょうけど、凄すごい剣ですね……」

　言いながら、唇をわずかに綻ほころばせるネズハの様子に、俺はこれまで彼に抱いていた印象が間違っていないことを再認する。この鍛冶屋は、根っからの悪人ではないのだ、という。

　だが、わずか一秒後、ネズハの感かん嘆たんの笑みは跡形もなく消える。代わりに浮かんだのは、鋭するどい痛みを堪こらえるような強こわ張ばりだ。

　俯うつむけたままの顔の、ひそかに食い縛しばられた口くち許もとから、低い声が押し出される。

「………………強化の種類は、どうしますか？」




　十二月十一日、日曜日、夜八時少し前。

　しんしんと冷えるタランの村・東広場は夜のとばりに包まれ、他ほかのプレイヤーどころかＮＰＣの姿もない。存在するのは、店仕じ舞まい寸前だった鍛か冶じ屋やネズハと、謎なぞの依頼人たる俺おれだけだ。広場を取り巻く建物の一室からアスナが俺たちの様子を見守っているはずだが、分厚い金属装備のせいかその視線を感じることはできない。

　第一層ボスが倒され、二層主街区の転移門が開通したのが先週の日曜だったから、今日で早くも一週間が経過したことになる。俺がウルバス東広場でアスナと遭そう遇ぐうしたのが三日前、そしてこのタランの村で、ネズハの強化詐さ欺ぎの仕組みを見破ったのが二日前。

　正しくは《見破ったという確信を得た》に過ぎないのだが、こうして直接その当否を確かめるのに二日も待ったのには理由がある。ネズハが武器をすり替えるのに利用している、とある《技》を俺も習得する必要があったからだ。

　もちろん、大前提としてネズハが俺の強化依頼を受けてくれなくては話にならない。そのための全身フルプレ変装がどうやら功を奏したことにこっそり胸をなで下ろしつつ、俺は鍛冶屋の問いにぼそりと答えた。

「スピードで頼む。素材は料金込みで、九十パーぶん使ってくれ」

　ネズハは三日前の夜に俺の声を聞いているはずだが、顔を完全に覆おおうグレートヘルムがかなり強いボイス・エフェクトを発生させるせいだろう、ウインドフルーレ強化を依頼した女性フェンサーの連れだとは気付かなかったようだ。

「……解わかりました。確率ブースト九十パーセントだと、料金は……手数料と合わせて、二千七百コルになります……」

　張り詰めた声で説明するネズハに、俺は極力平板な調子で「それでいい」と応じた。

　だが、分厚い胸甲の下では心臓がどっくどっく言っているし、ガントレットの中は冷や汗で湿っている。もし俺の推測が全部──最初から何もかも間違っていて、ネズハは強化詐欺師などではなく、強化失敗ペナルティの中に《武器破は壊かい》が追加されたのだとしたら、数分後に俺の愛剣アニールブレード＋６は跡形もなく砕け散ってしまうかもしれないのだ。

　────いや。

　いや、それだけはない。なぜなら、砕けたはずのアスナのウインドフルーレは、《所有アイテム完全オブジェクト化》コマンドによって戻ってきた。最悪、トリックの仮説が間違っていても、一時間以内に同じコマンドを使えば剣は回収できるはずだ。

　だから、俺がするべきは、落ち着いて全すべてを見、適切なタイミングでアイコンを一つ押すこと。それだけだ。

　俺は左手を振ってメニューウインドウを開き、トレードタブに移動すると、ネズハに言われたとおりの額を支払った。普通ならここで窓を消すが、トップ画面に戻しただけで放置しておく。幸いネズハはこの行動も不ふ審しんに思わなかったようで、

「……二千七百コル、確かに頂きました」

　ぽそりと答えると、小柄な体を奥の携行炉フオージに向けた。ごく自然な動きで、左手に握られた俺おれの剣は、カーペットに処ところ狭せましと並ぶ商品の数センチ上にぶら下げられる。

　ここからだ。

　俺は、前回はネズハが操そう作さ中の携行炉に吸い寄せられてしまった視線を、意識して彼の左手に固定し続けた。グレートヘルムの狭い覗のぞき窓のせいで視界がかなり制限されるが、むしろそのお陰で携行炉──ミスディレクションの仕掛けを見ずに済んでいる。

　ネズハが、商品棚から取り出した強化素材を炉にくべたのだろう。視界右上のほうで、眩まばゆい緑色の光が生まれた。もし炉を注視していたら、一いつ瞬しゆんにせよ視界を眩げん惑わくされずにいられない、強いライトエフェクトだ。

　刹せつ那な──。

　ネズハの左手の人差し指がすっと伸び、カーペットに並ぶ剣と剣の隙すき間まを軽くつついた。

　握られたアニールブレードが、ほんの一瞬だったが、確かにふっと明滅した。

　これでもう、武器のすり替えは完了している。なんと鮮あざやかで、見事なトリックだろう。これなら真っ昼間、百人が見守る中で実行しても誰だれも気付くまい。

　俺は無骨なヘルメットの中で、剣のプロパティを見た時のネズハとよく似た感かん嘆たんのため息をそっと漏もらした。だが今はそれ以上何も言わず、鍛か冶じ屋やが進行させる強化プロセスを黙だまって見守る。

　グリーンの光が、炉の中に液体のように溜たまったところで、ネズハは左手にぶら下げていた剣を持ち上げ、右手で抜いた。刀身は、アニールブレード特有の少し黒みがかった鋼色に染まっている。しかし輝きが、俺の記憶と比べるとわずかに鈍にぶい。

　なぜなら、今ネズハが握っている剣は、俺が渡した＋６品ではなく──三日前、三本ヅノのリュフィオール氏から買い取った＋０エンド品だからだ。これは単なる推測だが、まず間違いあるまい。

　鍛冶屋が剣を携行炉に横たえると、緑色の輝きがすうっと刀身を包み込む。それを隣となりの鉄床アンビルに移動させ、スミスハンマーで叩たたき始める。カン、カンという澄すんだ音は、アスナのフルーレを強化した時と何ら変わらない。

　あの時俺は、フルーレを砕き、手数料の返金を申し出たネズハに言った。『大丈夫、あんたは一生懸けん命めいハンマー振ってくれたんだから、その必要はないよ。プレイヤー鍛冶屋の中には、回数叩けば同じだろって、適当にカンカンやる奴やつもいるからさ』と。

　彼の鎚つち音おとに、こうも心がこもって聞こえる理由はしかし、強化の成功を念じているからではなかった。きっとネズハは心の中で悼いたんでいるのだ。詐さ欺ぎを成功させるために、意図して砕かれてしまう剣を。

　試行回数を使い切ったエンド品は、それ以上強化しようとすると必ず砕ける。一昨日おとといの夜、鼠ねずみのアルゴがもたらした情報だ。そして今、俺おれの目の前で、まさにその現象が起きようとしている。

　……八回、九回、十回。

　最後の鎚つち音おとがカァーンとひときわ高く響ひびき。

　鉄床アンビルの上の剣が、儚はかなく砕け散った。

[image: ]

　ネズハの背中が震え、小さく縮こまる。右手のハンマーがゆるゆると下がると同時に、剣本体の付属物バインドである左手の鞘さやも消滅する。

　深く項うな垂だれたまま体をこちらに向けたネズハが、大きく息を吸い込み、顔をくしゃりと歪ゆがめ、わななく口から「すみません！」の叫び声が迸ほとばしる──その直前、俺は静かに言った。

「いや、謝あやまる必要はないよ」

「…………え…………」

　呆ぼう然ぜんと凍り付く鍛か冶じ屋やの眼前で、俺はまず、表示させたままの装備フィギュアを下から順に操そう作さした。スキーブーツめいた巨大なグリーブ、プレートメイルの下、ガントレット、プレートメイルの上、ヒーターシールド……変装用の金属防具が次々に消滅していく。

　グレートヘルムが消えた途と端たん、ぱさりと垂たれ下がってくる前髪を一振りしてふうっとため息。最後に《コート・オブ・ミッドナイト》を装備すると、漆しつ黒こくの裾すそが大きく翻ひるがえる。

　途と端たん、ネズハの細い眼まがまん丸く見開かれた。

「…………あ、あ…………あなたは…………あの時の…………」

「悪かったな、変装みたいな真ま似ねして。でも、顔を見られたらあんたが依頼を受けてくれないと思ったんだ」

　俺おれにしては最大限穏おだやかな口調で発したつもりの台詞せりふだったが、それを聞いた途端、ネズハの顔を彩いろどる驚きよう愕がくに怖おそれの色が混ざり込んだ。彼も悟ったのだろう。俺が《強化詐さ欺ぎ》の存在とそのロジックにまで辿たどり着いていることを。

　中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢で固まったままの鍛か冶じ屋やから視線を外さずに、俺は体の前に表示されたままのメニューウインドウ下部にあるひとつのアイコン──武器スキルＭｏｄの発動ボタンを左手の人差し指で押した。

　しゅわっ！　という控えめなサウンドとともに、右手の中に一本の剣が出現する。黒革の鞘さやに包まれた、どっしりと重い片手用直剣。このデスゲームが始まった直後から、俺の相棒として共に戦い抜いてきた、アニールブレード＋６。

　ネズハの顔が、大きく歪ゆがんだ。

　その表情を痛ましい気分で見つめながら、俺は言った。

「まさかこんなに早く、しかも鍛冶屋が《クイックチェンジ》のＭｏｄを習得してるなんて、誰だれも思わないよな……。その上、発動に必要なメニューウインドウを、カーペットと売り物の間に隠すアイデアも見事なもんだ。この手口を考えた奴やつは、正直天才だと思うよ……」

　俺の言葉が続くあいだ、徐々に肩を落としていったネズハが、やがてがくりと深く項うな垂だれた。




　スキルＭモｏツｄドとは、Ｍモｏデｄイｉフｆアｙイの略で、各種スキルの熟じゆく練れん度どを上げていくと一定の数字ごとに取得チャンスを与えられる、いわば《スキルの強化オプション》のようなものだ。

　たとえば索敵スキルを鍛きたえると、熟練度50で最初のＭｏｄを取ることができる。複数の選択肢から一つを選ぶわけだが、《同時索敵数ボーナス》とか《索敵距離ボーナス》とか《応用能力：追跡》とか有用なＭｏｄが山ほどあって、何を取るべきか悩むのは、悩ましくも楽しいものだ。

　そしてＭｏｄはもちろん、数多あまたある武器スキルにも設定されている。

　問題の《クイックチェンジ》はその一つだ。ほとんどの片手武器で初期から習得できる共通Ｍｏｄだが、最初にこれを取るプレイヤーはごく少ない。なぜならアインクラッドの五層あたりまでは、クイックチェンジが必要となる場面はほとんど訪れないからだ。

　俺もセオリーに則のつとり、第一層の攻略中に片手直剣スキルが熟練度50になった時は、さして悩まずに《ソードスキル冷却クールタイム短縮》のＭｏｄを取った。そして予定では、次の取得チャンスである熟練度１００で《クリティカル率上昇》を、１５０でようやくクイックチェンジを取るつもりでいた。

　アクティブＭｏｄであるクイックチェンジの効果は、メニューウインドウトップに配置できるショートカット・アイコンを押すだけで、装備武器を瞬しゆん時じに変更すること。

　本来、武器を変更しようと思ったら、①ウインドウを開き、②装備フィギュアの右手（または左手）セルをタップし、③表示されるオプションから《装備変更》を選び、④更に表示されるストレージ窓から目的の武器を探し出し、⑤選択してＯＫボタンを押す。という長ったらしい手順が必要となる。スナッチ技を使うモンスターに武器を奪われ、予備の武器を装備しようという時にいちいちそんな操そう作さをしていたら、無防備状態で最低一回は敵の攻こう撃げきを喰くらってしまう。

　しかしクイックチェンジのＭｏｄを取得していれば、武器変更は①ウインドウを開き、②ショートカットを押す。の二段階で済む。操作に慣れていればそんなものはコンマ五秒だ。武器を奪われた次の瞬間には予備を握って戦せん闘とうを継続できる。

　その上、クイックチェンジは、《アイコンを押した時どちらの手にどんな武器を装備するか》を多様なオプションから事細かに設定可能なのだ。装備対象を特定の武器に指定することも、素手に戻すことも──そして、直前に装備していたものと同種の武器をストレージ内から自動的に選択することも可能。

　これこそが、ネズハの武器すり替えトリック最大の肝きもだ。

　彼は、強化を依頼する客から預かった武器を左手に握り、まずこの段階で一時的な《左手装備状態》を作り出す。もちろん武器の所有権は客にあるが、戦闘中に仲間と武器を貸し借りした場合の《武器手渡しハンドオーバー状態》と同じで、システム的にはソードスキルを発動させることも……そしてクイックチェンジを使うことも可能だ。

　次にネズハは、武器を握った左手の人差し指で、びっしり並べた売り物の下に隠したメニューウインドウのショートカット・アイコンを押す。その瞬間、預かり物の剣は彼のストレージに格納され、ストレージからは同種の剣が自動でオブジェクト化されて、左手に収まる。しかしその剣は、強化されれば必ず砕けてしまうエンド品というわけだ。

　これほど大掛かりなトリックなのに、外見的な現象としては、ほんの一瞬剣が明滅し、同時にしゅわっというかすかなサウンドが響ひびくだけだ。その時、右手で強化素材を投入された炉がより大きな音と光を発生させているので、最初からそうと疑っていなければ絶対に気付けないだろう。

　その上──。

　仮に依頼人がすり替え現象に気付き、咎とがめたところで、ネズハはもう一度クイックチェンジを発動させればいいだけだ。剣は再びすり替わり、依頼人が手渡したものに戻る。また、すり替えた品が鉄床アンビルの上で砕けたあとなら、もう何を言っても証拠がない。

　つまり、俺がネズハの強化詐さ欺ぎを証明するためには、この場で《所有アイテム完全オブジェクト化》コマンドを実行して全所有物を足あし許もとにぶち撒まけるか──あるいは、俺もクイックチェンジを使って、剣をネズハのストレージから有無を言わさず引っ張り出すか、しかない。

　トリックに気付いてからこうして検証するまでに二日もかかった理由は、俺おれが後者を選んだからだ。昨日と今日、俺は二層迷宮区で半裸牛男ことトーラス族相手にひたすら戦せん闘とうを繰くり返し、片手剣の熟じゆく練れん度どをむりやり１００に上げ、予定より相当に早くクイックチェンジのＭｏｄを取得した、というわけだ。

　その副産物として、ちょっとしたレア武器がドロップしたり、二十階建ての塔のマッピングがかなり進んだりもしたので、マップデータのほうはアルゴに無む償しよう譲じよう渡としたのだが、おかげで前線攻略集団をまとめる青組のリンドと緑組のキバオウが少々ぴりぴりしているらしい。

　何せ、自分たち以外の誰だれかが常に一、二階上を先行しているのだ。今のところ、その誰かが《悪の黒ビーター》ことキリトであるとは気付いていないようだが、バレるのは時間の問題だろう。まあ、バレたからと言ってこれ以上彼らとの関係がこじれようもないのだが。

　ともあれ──。

　丸二日間の苦労の甲か斐いあって、ついにネズハの《強化詐さ欺ぎ》トリック解明に成功した俺は、鉄床アンビルの隣となりで俯うつむいたままの鍛か冶じ屋やを見ながら小さく息を吐いた。

　これで、目的は一応達成である。正規のクエストではないのでもちろん報酬もボーナス経験値も入らない……それどころか手数料＋素材代の二千七百コルが持ち出しになっているが、俺にとって重要なのは、ネズハがこれ以上危険な詐欺に手を染めないことだ。

　トリックは確かに見事なものだが、しかし今のペースでレア武器の詐取を続けていれば、いつかきっと俺以外の誰かも気付く。その相手いかんによっては、ネズハが大勢の前で吊つるし上げられ、何らかの《刑罰》を科せられることも充分考えられる。

　想像し得る最悪の事態は、その刑罰がプレイヤーの総意による処刑で、しかもそれが判例として固定化してしまうことだ。

　俺とて、ネズハが無罪放免されていいと考えているわけではない。愛剣を奪われたリュフィオールやシヴァタたち……そして剣は返ってきたにせよ、いっときは強化失敗で砕けたと信じて涙を流したアスナのことを思えば、何らかのペナルティは科せられるべきなのだろう。

　だがその罰が、プレイヤーによるプレイヤーの殺害であってはいけない。いちどそれを許す空気が生まれれば、いずれは狩場でのトラブルやアイテムドロップにまつわるもめ事を話し合いではなく力で解決する時代が訪れかねない。そんなことになったら、ビーターという蔑べつ称しようを甘かん受じゆしてまで、非ベータテスターによる元テスターたちの粛しゆく正せいを回かい避ひしようとした俺の努力が水の泡ではないか。

　ゆえに俺は、トリックを暴あばかれたネズハが、今後はまっとうな鍛冶屋として営業するか、あるいはスミスハンマーを置いて戦闘職に転向するならそれでいいと考えていた。無論、アスナと相談して決めたことだ。詐欺行為からの収入がなくなれば、彼の仲間である《レジェンド・ブレイブス》の面々もいずれ本来あるべき立ち位置に収まるだろう……。

　右手に愛剣をぶら下げたまま、そんなことを考えていた俺おれの耳に、不意にぽそりと小さな声が届いた。

「…………謝あやまって、許されることじゃないですよね」

　発言者は、もちろん俯うつむいたままのネズハだ。まるでこの場で消滅しようとしているかのように、小柄な体をいっそう縮めながら、掠かすれた声で続ける。

「…………せめて、騙だまし取った剣を皆さんにお返しできればいいんですが……それも無理です。ほとんど全部、お金に換えてしまいましたから……。僕にできることは……あとはもう、これくらいしか……！」

　最後は半なかば叫ぶようにそう言うと、ネズハはふらりと立ち上がった。右手からスミスハンマーが滑すべり落ちたが、それに眼めもくれずにいきなり走り出す。

　だが、ダッシュはほんの数メートルしか持続しなかった。彼の行く手に、いきなり真上から新たなプレイヤーが降ってきたからだ。ウールケープの下で街灯の光を受けて煌きらめくロングヘアはもちろん、細剣使いフエンサーアスナのものだ。

　建物二階の窓から飛び降りるという離れ業をなんなく成功させたアスナは、ネズハの進路を塞ふさぎつつ毅き然ぜんと言い放った。

「あなた一人が死んでも、何も解決しないわ」

　その声と、フードの下に覗のぞく顔で、ネズハは今度こそすぐに気付いたようだった。相手が、三日前にウインドフルーレを（一時的にせよ）騙し取った女性剣士であることに。

　再び、ただでさえ気弱そうな顔がくしゃくしゃに歪ゆがむ。基本的に鈍感人間である俺にも、彼の中に渦巻く罪悪感と絶望、自暴自棄が痛いほど感じられる。

　アスナの視線から逃げるように、限界まで右下に顔を背そむけたネズハは、張り詰めた声を押し出した。

「…………もし、誰だれかが僕の詐さ欺ぎに気付いたら……その時は、死んで罪を償つぐなおうって、最初から決めてたんです」

「今のアインクラッドでは、自殺は詐欺よりも重い罪よ。強化詐欺は依頼人への裏切りだけど、自殺はこのゲームをクリアしようとしているプレイヤー全員を裏切る行為なんだから」

　細剣使いの舌ぜつ鋒ぽうは、得意技の《リニアー》もかくやという鋭するどさだ。ネズハの体が一いつ瞬しゆん震え、ぎゅうっと縮こまり──そして弾はじかれるように顔を上げる。

「どうせ！　どうせ僕みたいなノロマはいつか必ず死ぬんだ！　モンスターに殺されるのも、自殺するのも、早いか遅いかだけの違いなんだ!!」

　この台詞せりふに──。

　俺はついつい、堪こらえきれずにふふっと小さな笑い声を漏もらしてしまった。

　アスナがじろりと俺を睨にらみ、続けてネズハもくしゃくしゃの顔をこちらに向ける。俺は慌てて両手を上げ、焦しよう慮りよの中にも傷ついた表情を浮かべかけた鍛か冶じ屋やに謝しや罪ざいした。

「ごめん、君の言葉を笑ったわけじゃないんだ。そっちのお姉さんも、ほんの一週間前に、いまの君とほとんど同じこと言ったもんだからさ……」

「え…………」

　ネズハは虚を突かれたように眼めを見張り、改めてアスナに向き直った。何度か息を吸い込んでから、おずおずと訊たずねる。

「あの……あなたは、前線攻略集団のアスナさん……ですよね？」

「え…………」

　今度はアスナがぱちぱちと瞬まばたきし、気持ち上体を引きながら訊きき返す。

「何で知ってるの？」

「そりゃ、フーデッドケープの細剣使いフエンサーと言えば有名ですから……最前線でたった一人の女性プレイヤーですし……」

「…………そ、そう……」

　実に複雑そうな声を出しつつ、フードをいっそう目ま深ぶかに被かぶるアスナに、俺おれは数歩近寄ると言った。

「その変装が早くも記号化しちゃってるみたいだな。《灰ずきんちゃん》みたいな通り名がつく前に外したほうがいいんじゃないか？」

「大きなお・せ・わ、よ！　わたしはこれが気に入ってるの！　あったかいし！」

「そ、そうですか……」

　なら春になったらどうするのか、とは訊かず、俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くすネズハに眼を向けた。どうしてもこれを訊いておきたいという衝しよう動どうを抑え切れなかったからだ。

「ええと、その……俺のことも、知ってたりするのかな……？」

　別に自分の有名人度を確かめたいというわけではなく、《ビーター第一号》の話が攻略隊の外にどの程度浸透しているのかをリサーチするために発した問いだったが、

「え、ええと……いえ、知りません、すみません……」

　という返事には、正直なところ、安あん堵どとショックを同時に感じずにいられなかった。微妙な表情になる俺の肩を、先ほどのお返しとばかりにアスナがぽんと叩たたく。

「ほら、前から言ってるでしょ。気にしすぎだって」

「お、俺だってあのバンダナ気に入ってるんだよ」

「ならわたしが通り名つけてあげるわ。《ウクライナ侍ザムライ》でどう？」

「……な、なんでウクライナなんだよ」

「あのバンダナ、青と黄色の縞しま々しまじゃない。ウクライナの国旗カラーでしょ？　気に入らなければ《スウェーデン侍》でもいいわよ」

「……すんません、どっちもカンベンしてください……」

　俺とアスナのやり取りを、鍛か冶じ屋やネズハは啞あ然ぜんとした顔で聞いていたが、やがておずおずと口を挟んだ。

「あ、あの。……さっき言ってたこと、本当なんですか？　アスナさんが……『どうせいつか死ぬ』って……」

　この問いには、さすがに当人は答えにくいだろう。助け船を出すつもりで、俺おれは意識して明るい口調で言った。

「ああ、ホントホント。凄すごかったんだぜ、迷宮区で四日もキャンプ狩りしたあげくに俺の目の前でぶっ倒れてさ。ほっとくわけにもいかないし、さりとてプレイヤー一人抱え上げられるほどのＳＴＲはまだないしで、仕方なく一人用の寝袋に……」

　がすっ。

　と俺の足を踏ふみ付けて黙だまらせたアスナは、表情を改めると静かに言った。

「……正直に言うと、今でもその気持ちは消えてないわ。だってここはまだ二層で、ゴールは遥はるか上の百層なんだから。そこまで辿たどり着いてみせるって気持ちと、きっとどこかで力尽きちゃうんだろうなって気持ちがいつもせめぎ合ってる。でも……」

　フードの奥で、ヘイゼルの瞳ひとみがきらりと光を放つ。迷宮の奥で出会った時と輝きの強さは変わらなくとも、色合いは確かに違うと俺にも思える。

「……でもわたし、死ぬために戦うのはもうやめたの。生きるため、ゲームをクリアするため……って言えるほど前向きにはまだなれないけど、たった一つ、ささやかだけど確かな目標が見つかったから、そのために戦ってる」

「え……そうだったのか？　目標って……《トレンブル・ショートケーキ》ワンホール丸ごと食べること？」

　けっこう本気でそう訊きいたのだが、アスナはなぜかため息をつくと「違うわよ」とだけ言い、もう一度ネズハに向き直った。

「あなたにも、きっと見つかるはずだわ。いえ、きっと、もうあなたの中にもある。目指すべき……そのために戦うべき何かが。だって、あなたは自分の足で《はじまりの街》から出たんでしょう？」

「………………」

　ネズハはすぐには答えず、再び顔を俯うつむけた。しかし眼めは閉じずに、じっと両足を包むレザーブーツを凝ぎよう視ししている。それが街中用のシューズアイテムではなく、ちゃんとした防具であることに俺は気付く。

「…………確かに、ありました。目指したものが」

　ぽつりと答えた声は、諦あきらめの中にも、小さな……しかし確かに燃える種火を内包しているように思えた。だがネズハは自みずからそれを吹き消そうかとするかのように、何度も大きくかぶりを振って続けた。

「でも、もう、消えてしまったんです。この世界に来る前に。それよりずっと前……ナーヴギアを買った、その日に。……僕は……最初の接続テストで、ＦＮＣ判定だったんです……」




　ＦＮＣ。すなわちフルダイブ不適合ノン・コンフオーミング。

　超微弱なマイクロウェーブで脳と直接信号のやり取りをするフルダイブマシンは、本来装着者ごとに細かくチューニングしなければならないほどデリケートな機械だ。

　しかし、何万台と販売される民生用のナーヴギアではとてもそんなケアはしていられない。マシンには自動調整機能が搭とう載さいされ、初回の長く退屈な接続テスト及びキャリブレーションをくぐり抜ければ、二回目からは電源オンで即ダイブが可能となる。

　しかし、ごく稀まれにではあるが、初期接続テストで《不適合》の判定が出てしまう場合もある。たいていは五感のどれかが完全には機能しないとか、脳との通信に微少なラグが出るとかの、クリティカルとまでは言えない障害だが、中にはダイブそのものが不可能な例もあるらしい。

　アインクラッドにいるということは、ネズハのＦＮＣはそこまで重度なものではなかったようだが──しかし、いっそダイブ不可能判定されたほうが幸運だったと言えるかもしれない。それなら、このデスゲームに囚とらわれることもなかったのだから。

　露ろ店てんの商売道具を全すべてカーペットに収納し、場所を広場に程近い空き家の一室に移した俺おれたちは、改めてネズハの話の続きを聞いた。

「…………僕の場合は、聴・触・味・嗅きゆうの四感は正常に機能するんですが、肝心の視覚に異常が出てしまって…………」

　言いながらネズハは、丸テーブルの上にアスナが用意したお茶のカップに手を伸ばした。だが、右側の持ち手を直接摑つかまず、まず手前側からそろそろと指を近づけ、持ち手に指先が触れてから慎重にホールドする。

「見えないわけじゃないんですが、両眼視機能……つまり遠近感、奥行き感がうまく働かないんです。アバターの手と、その向こうのオブジェクトが、どれくらい離れているかがよく解わからない……」

　俺は一いつ瞬しゆん、その程度なら……と考えてしまったが、すぐに考えを改める。

　もしＳＡＯがごくオーソドックスなファンタジーＭＭＯＲＰＧなら、ネズハの機能不全はさして大きな問題にはならなかっただろう。必中の遠隔攻こう撃げき、つまり魔ま法ほうを操あやつるクラスを選べばいいのだ。

　しかし、ＳＡＯには魔法使いメイジも、弓使いアーチヤーすらも存在しない。あらゆる戦せん闘とう職プレイヤーは、手に握った武器で戦わねばならない。

　そして、剣にせよ斧おのにせよ槍やりにせよ、遠近感──言い換えればモンスターとの間合いが摑めないというのは、確かに大きすぎる問題だ。この世界の戦闘の基本は、まず自分の武器の射程を体で憶おぼえることなのだから。

　お茶を一口飲むと、それを再度慎重にソーサーに戻し、ネズハは力なく笑った。

「僕には、鉄床アンビルの上で動かない武器を、ごく短いスミスハンマーで叩たたくことすらも、かなり難なん易い度ど高いんですよ……」

「……君が、強化の手順をものすごく丁てい寧ねいにこなしていたのは、それが理由だったのか……」

「そうですね……。砕いてしまう剣に申し訳ないって気持ちも、少しはありましたけど……。──でも……」

　そこで顔を上げ、俺おれとアスナをかわるがわる見ると、弱々しいながらも微ほほ笑えむ。

「……僕がこんなこと言うのもなんですけど、よく……すり替えのトリックを見破りましたね。しかも今日じゃなくて……三日前、アスナさんのウインドフルーレ＋４を遠隔回収した時にはもう、気付いてらしたんですよね……？」

「あー、まあ、あの時点では『もしかしたら』程度のもんだったけどな。気付いた時点でもう一時間の所有権持続リミットがぎりぎりだったから、宿屋のアスナの部屋に突入して、完全オブジェクト化コマンドを使わせたら……」

　そこで右方向から刺突ピアース属性の視線を感じ、彼女のストレージの中身を詳細に表現してしまうという過あやまちは危うく回かい避ひする。

「……たら、フルーレが戻ってきたからさ。それで、詐さ欺ぎの存在は確信したんだけど……手口、《クイックチェンジ》を使うトリックにまで辿たどり着いたのは一昨日おとといだ。鍵かぎになったのは、君の名前だよ、ネズハ……いや、《ナタク》」

「…………!!」

　俺の呼びかけを聞いたネズハ改めナタクは、鋭するどく息を吞のんだ。

　テーブルの上で両拳こぶしをぎゅっと握り、軽く腰を浮かせる。しかしすぐにもう一度座り直し、恥じ入るように真下を向く。

「…………まさか、そんなところにまで、気付くなんて…………」

「いや、こればっかりは情報屋に頼っちゃったけどな。だって、君の仲間……《レジェンド・ブレイブス》の五人も君をネズオって呼んでたからさ。あれはつまり……彼らも知らないってことだよな？　ネズ……じゃない、ナタクのキャラネームの由来を」

「ネズハでいいですよ、もともとそう読んでもらうつもりでつけた名前ですから」

　そう前置きをしてから、鍛か冶じ屋やはこくりと頷うなずいた。

「……ええ、そのとおりです……」




　[image: な]吒ナタク。正しくはナーザ、またはナタ太たい子し。

　明代中国のファンタジー小説『封ほう神しん演えん義ぎ』に登場する少年の神だ。《宝貝》なる多様な武器を操あやつり、二つの輪に乗って空を飛ぶ。聖騎士パラデインオルランドや勇者ベオウルフに引けを取らない、堂々たる《伝説の勇者》である。

　アルファベットではＮｅｚｈａと綴つづるが、それをナタクと読める人間は筋金入りの神話伝承マニアくらいだろう。検索エンジンの恩恵に預かれないアインクラッドでは尚なお更さらだ。情報屋のアルゴがいったいどんなブレーンを抱えているのか大いに気になるところだが、ともかく彼女が送信してきた《レジェンド・ブレイブス》メンバー情報の末尾に、ずっとネズハと呼んできた鍛か冶じ屋やの真の名を発見した時、俺おれは悟った。

　彼は、最初から生産職を志していたのではない。戦せん闘とう職になるつもりが、何らかの事情によって鍛冶屋たることを強しいられたに違いない、と。

　ならば可能性はある。鍛冶屋でありながら、武器スキルを上昇させている可能性が。その思考を経て俺はようやく、武器すり替えトリックの鍵かぎとなるのが、純粋に戦闘用のスキルＭｏｄである《クイックチェンジ》なのではないかという推測に至ったのだ。




「……《レジェンド・ブレイブス》はもともと、ＳＡＯ正式サービスの三ヶ月前に出た、ナーヴギア用のアクションゲームで組んでたチームなんです」

　もう一口お茶を飲んでから、ネズハはゆっくりと語り始めた。

「ダウンロード専用のロープライスソフトで、一本道のマップに押し寄せてくるモンスター群を剣とか斧おので斬きりまくって得点を競きそうだけの単純なゲームでしたが……それでも、僕には荷が重かった。奥行きが解わからないせいで、剣を空振ってはモンスターに接近されてダメージを受けてばっかりで……僕がいるせいで、チームのスコアはなかなかランキング上位には行けませんでした。オルランドたちとは別にリアルの知り合いでもないし、チームを抜けるか、いっそそのゲームを辞めるべきだったんでしょうけど……でも……」

　ネズハはもう一度拳こぶしをきつく握り、震える声で続けた。

「……皆が抜けてくれと言わないのをいいことに、僕はチームに留とどまり続けた。そのゲームが好きだったからじゃありません。三ヶ月後に、チーム全員でナーヴギア初……いや世界初のＶＲＭＭＯ、ソードアート・オンラインに移住することが決まっていたからです。僕は……僕はどうしてもＳＡＯを体験したかった。でも、ＦＮＣ判定のこともあって、一人きりでゲームを始める勇気もなかったんです。甘え……ですよね。ＳＡＯでもオルランドたちのパーティーに入れてもらえれば、まともに戦えなくても……強くなれるんじゃないか、って……」

　痛々しい告白を、俺おれもアスナも黙だまって聞くことしかできなかった。

　気持ちは解る、と言うのは簡単だ。俺だって、ＳＡＯの第一弾ＰＶをネットで観みたその瞬しゆん間かんから、何が何でもこの世界に行くのだ、と固く心に決めてしまったのだから。たとえネズハより重度なＦＮＣ判定が出ようとも、ダイブさえ可能だったら俺はＳＡＯにログインしていただろう。

　しかしそれを言葉にすることはできない。なぜなら俺は、ある意味ではネズハとまったく同じように助けを求めていた、この世界で最初の友人をはじまりの街に見捨ててきたからだ。

　俺の沈ちん黙もくをどのように解したのか、ネズハは何度目かの自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべ、言った。

「……僕は、前のゲームでは違う名前を……オルランドやクフーリンみたいな、誰だれもが知ってる英雄の名前を使ってたんです。それをＮｅｚｈａに変えたのは、言ってしまえばオルランドたちへの追従、おべっかです。みんなみたいな英雄の名前は使わないから、仲間のままにしておいてくれっていう。由来を聞かれた時は、本名のもじりだって答えました。もちろんウソです。みんなにネズオ、ネズオって呼ばれながら、内心では僕の名前だって英雄なんだぞって思ってたんです。ほんとに……どうしようもないですよね……」

　どこまでも内罰的なネズハの言葉を、俺おれは無論のこと、アスナもまた否定も肯定もしなかった。代わりに、室内でも被かぶったままのフードの奥から、静かに訊たずねる。

「でも、ＳＡＯがデスゲームになって、状況が変わったのね？　あなたはフィールドに出るのをやめて、生産職になった。鍛か冶じ屋やなら、戦わなくても仲間のサポートはできるものね。けど……なんでそこから強化詐さ欺ぎにまで飛ひ躍やくしてしまったの？　そもそも、詐欺は誰のアイデアだったの？　あなた？　それともオルランド？」

　神速フェンサーの本領発揮とばかりにずばっと核心に斬きり込む問いに、ネズハはしばし口をつぐんだ。

　やがて返ってきた答えは、意外なものだった。

「僕でも、オルランドでも……他ほかの仲間でもありません」

「え……じゃあ、誰が……？」

「……僕は、実際には最初の二週間くらいは戦せん闘とう職を目指してたんです。この世界には、たった一つだけ、飛び道具を使えるスキルがありますから……それなら、遠近感がなくても戦えるんじゃないか、って……」

　やや的まと外はずれとも思えるその言葉には、アスナの代わりに俺が反応した。

「なるほど、《投剣》スキルか。……でも、あれは……」

「ええ……。はじまりの街で、一番安い投げナイフを買えるだけ買ってスキルの修行をしたんですけど、ストックを投げ切っちゃうと何もできないし……と言って、フィールドで拾える石ころじゃダメージが低すぎて、とてもメインに使えるスキルじゃなくて……熟じゆく練れん度どを50まで上げたところで諦あきらめたんです。しかも、ブレイブスのみんなを僕の修行に付き合わせちゃったせいで、最前線集団に乗り遅れて……」

　レジェンド・ブレイブスがスタートダッシュに遅れたのは、ネズハの投剣修行のせいばかりではなく、俺を含む元ベータテスターがデスゲーム初日から猛烈なラッシュをかましたせいだとも思うが、今それを言いだすとまたアスナに睨にらまれてしまいそうなのでやめておく。

「……僕が投剣スキルを諦めるって決まった時の話し合いは、かなり険悪な雰囲気でした。誰も口には出しませんでしたけど、ギルドに僕を抱えてるせいで出遅れたって、みんな思ってたはずです。鍛冶屋に転向するって言っても、生産スキルの修行にはお金がかかりますから……いっそこいつをはじまりの街に置いていこうって、みんな誰かが言いだすのを待ってるような状況でした」

　軽く唇を嚙かんでから、すぐに続ける。

「……ほんとは僕が自分で言うべきだったんですけど……どうしても言えなかった。怖かったんです、一人になるのが……。──そうしたら、話し合いをしてた酒場の隅すみにいた、それまでずっとＮＰＣだとばっかり思ってた人が近寄ってきて、言ったんです。『そいつが戦せん闘とうスキル持ちの鍛か冶じ屋やになるなら、すげえクールな稼かせぎ方があるぜ』って」

「…………！」

　俺おれとアスナは思わず顔を見合わせた。よもや、クイックチェンジを使った強化詐さ欺ぎのアイデアが、《レジェンド・ブレイブス》以外のプレイヤーの発案だとは思いもしなかったのだ。

「だ、誰だれだ、そいつ……？」

「名前は……解わかりません。武器すり替えのやり方だけ話して、すぐ行っちゃったんです。それ以来、一度も見かけなくて。でも、なんだか……妙な感じの人でした。しゃべり方も……格好も。黒エナメルの、雨あま合がつ羽ぱみたいなフーデッドマントをすっぽり被かぶってて……」

「……アマガッパ……？」

　俺とアスナは声を揃そろえて繰くり返した。

　フードつきマントという装備は、ＳＡＯを含むファンタジー系ＲＰＧでは決して珍しくない──どころか定番と言ってもいいアイテムだ。隣となりに座るアスナからして、丈は短いが同種の装備であるフードつきケープをすっぽり被っている。

　先刻は『あったかいから』などと言っていたが、もちろん本当の理由は防寒でも防雨でもなく顔を隠すこと、のはずだ。

　そして恐らく、レジェンド・ブレイブスに接触してきたという黒い雨合羽ポンチヨ男も同じ目的で……。

　という俺の思考を読んだのだろう、アスナはふんと小さく鼻を鳴らすと灰色のフードを後ろに払った。灯あかりがランプ一つしかない空き部屋の中でも、栗色のロングヘアと透明感のある白い肌が、まるで自みずから発光しているかのように強く煌きらめく。

　アスナの素顔を見たネズハが、いっぱいに見開いた両眼めをすぐ眩まぶしそうに細めた。プレイヤーの名前がデフォルトで非表示のＳＡＯでは、個人を特定するための最大の要素はまず顔、次いで体格だと言っていい。いずれは武装や戦せん闘とうスタイルも個性の一部となっていくのだろうが、今は誰もが頻ひん繁ぱんに装備を更新し、場合によってはメインの武器スキルさえもまだ変更できる。昨日まで革鎧よろいに短剣装備の盗賊スタイルだった奴やつが、今日はいきなり板金鎧を着込んだ重戦士になっている、ということもないではない。

　ゆえに、体格が平均的なら、あとは顔さえキッチリ隠していれば匿とく名めいのプレイヤーＸとして活動することは可能だ。声という特定要素もあるにはあるが、これは幾つかの手段で（たとえば少し前に俺が被ったグレートヘルムのような）偽ぎ装そうできる。

　だが、ネズハたちに強化詐さ欺ぎの手口を伝授したという男に関しては、これから捕捉するチャンスがあるかもしれない。そう考えた俺おれは、いまだアスナに見とれたままのネズハに訊たずねた。

「その黒ポンチョ男だけど……」

「あ……、はっ、はい」

「そいつ、マージン……つまり強化詐欺で得た利益の分け前の受け渡し方法は、どういうふうに指定したんだ？」

　俺の問いに、アスナがなるほどというように小さく頷うなずく。仮に分配が手渡しなら、その場に張り込むことで男を特定できる。

　──というナイスなはずのアイデアは、しかしネズハの答えに木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれた。

「あの……いえ、そういうことは、特に何も……」

「え……何もって、どういうことだ……？」

「ですから……さっきも言ったとおり、《クイックチェンジ》と《ベンダーズ・カーペット》を使って預かった武器をすり替える手法を説明しただけで、分け前とかアイデア料の要求は、一いつ切さいしなかったんです」

「………………」

　これには、絶句しつつ再度アスナと顔を見合わせてしまう。

　先刻ネズハにも言ったが、今回の強化詐欺のトリックはまったく見事な代しろ物ものだ。ベータテスト期間中にも同じことができたはずなのに、一千人のテスターが誰だれひとり思いつかなかった事実からも、発想者の異才がうかがえる。正直、ネズハが本当にリアルネームをもじった名前を使っていたか、もしくはアスナがアルゴに《ナタク》の情報を調査依頼してくれなければ、俺は絶対にトリックを見破れなかっただろう。

　で、あるからこそ。このトリックを伝授したというポンチョ男が、何の代価も要求しなかったということに曰いわく言い難がたい違和感を覚える。金コルを要求しなかったというなら……そいつは、アイデアをレジェンド・ブレイブスに譲ゆずった代価として、何を得たというのだ？

　無む償しようの善意、などという結構な動機ではないことだけは確かだ。なにせ、ことが詐欺なのだから。

「……つまりその人は、ブレイブスの話し合いにいきなり割り込んで、武器すり替えの方法だけ説明して、すぐに消えた……ってわけなの……？」

　アスナがそう確認すると、ネズハは頷きかけてから、頭を中ちゆう途と半はん端ぱな位置で止めた。

「……ええと……正確には、もう少しだけ話していきました。やっぱり詐欺は詐欺ですから、最初はオルランドたちも否定的な反応だったんです。そんなの犯罪じゃないか、って。そしたら、あいつがフードの下ですごく明るく笑って……わざとらしいってわけじゃないんですけど、なんだか映画みたいに綺き麗れいで、楽しそうな笑い方でした」

「綺麗な……笑い方……？」

「ええ。なんていうのか……それを聞いてるだけで、いろんなことが、深刻じゃなくなっていく感じで……気付いたら、オーさんも、ベオさんも、他ほかの三人も……そして僕も笑ってました。そんな中、あいつが言ったんです。ええと……『ここはネトゲの中だぜ？　やっちゃいけないことは、最初っからシステム的にできないようになってるに決まってるだろ？　ってことはさ、やれることは何でもやっていい……そう思わないか？』って……」

「そ……そんなの、詭き弁べんだわ!!」

　ネズハの口が閉じられる前に、アスナが鋭するどく叫んだ。

「だって、それなら、他人が戦ってるモンスターを横から攻こう撃げきしたり、トレインしちゃったモンスターを押しつけたり、そういうマナー違反もやり放題になっちゃうじゃない！　いえ、もっと言えば、圏外じゃ犯罪防止アンチクリミナルコードは働かないんだから、極論ほかのプレイヤーを」

　言葉は、そこでぷつりと途切れた。

　まるで、その先を口にしたら、それが事実になってしまうと怖おそれるかのように。

　ただでさえ白い肌をいっそう青ざめさせているアスナの左腕に、俺おれは無意識の動作で、指先をごく軽く触れさせた。普段なら八十センチほど身を引かれているだろうが、今は接触点が精神的なアースになったかのように、細剣使いフエンサーはふっと体の力を抜く。

　手を戻し、俺はネズハをじっと見て訊たずねた。

「ポンチョ男が言ったのは、それだけか……？」

「あ……は、はい。僕らが頷うなずくと、立ち上がって、グッドラックって言って……そのまま酒場を出て行きました。以来、二度と会ってません……」

　当時の記憶を探さぐるように視線を彷徨さまよわせながら続ける。

「……今にして思うと、ちょっと不思議なんですが……あいつがいなくなったあと、ギルドの雰囲気が変わってて……みんな、やれるんならやっちゃうか、みたいなノリで盛り上がって。お恥ずかしいですが、僕も、役立たずのお荷物になるよりは、詐さ欺ぎの主役になってお金を稼かせぐほうがずっとマシだって思ったんです。でも…………」

　そこで、ネズハの顔に表情が戻る。ぎゅっと両眼めをつぶり、口くち許もとを強こわ張ばらせて──

「…………でも、初めて詐欺を実行した日……すり替えられたエンド品が砕けた時の、お客さんの顔を見て、ようやく気付きました。こんなこと、たとえシステム的にできたって絶対やっちゃいけないんだ、って。そこで剣を返して、何もかも打ち明ければよかったんですが……そんな勇気はなくて、せめてこの一回で終わりにしようって思いながら、ギルドの溜たまり場に戻ったんです。でも…………でも、そしたら、みんなが、僕の騙だまし取った剣を見て、すごく……すごく喜んで、僕を褒ほめて…………だから…………だから、僕は…………！」

　ネズハはいきなり、自分の額ひたいを激はげしくテーブルに打ち付けた。ガン！　と激しい音が響ひびき、紫色の閃せん光こうが部屋を一いつ瞬しゆん照らし出す。二度、三度、同じ行為が繰くり返されるが、《コード》に保ほ護ごされているネズハのＨＰは減らない。

　きっと彼は、どうしていいか解わからないのだろう。俺おれたちに自殺を否定され、さりとて被害者への弁べん償しようも最も早はや叶かなわず、そして仲間のところにも戻れない。

　唯一、罪を償つぐなえる方法があるとしたら、それは彼が己おのれの行為を広く告白し、謝しや罪ざいすることくらいか。だが、それをしろとは俺には言えない。被害者を含む、アインクラッド解放のために戦っている多くのプレイヤーがネズハを許すとは断言できないし……許さなかった場合、どのような《罰》が彼に与えられるのか、正直想像もつかない。

　結局のところ、現実的な解決法は、ウルバスの転移門からはじまりの街に戻って、広大なあの街の片かた隅すみに姿を隠すことくらいか。いっそその真逆、鍛か冶じ屋やから戦せん闘とう職に転向して、ゲーム攻略に大きな貢献ができれば……とも思うが、ネズハに唯一使用可能な武器である《投剣》は、現状ではタゲ取りくらいにしか使えないサブスキルで…………。

　と、そこまで考えた時。

　俺は、今日の迷宮区での戦闘で、かなりの難なん敵てき《トーラス・リングハーラー》からドロップした、とあるレアアイテムのことを思い出した。レアではあるが高値はつかず、さりとて自分で使う気にもなれない、変則的かつ趣味的な遠隔型武器。

「…………ネズハ」

　俺が呼びかけると、鍛冶屋はテーブルに押し当てていた額ひたいをほんの少し持ち上げた。

　涙に濡ぬれた顔をじっと見つめ、俺は訊たずねた。

「レベルは今幾つだ？」

「……10、です」

「なら、まだスキルスロットは三つだよな。取ってるのは……？」

「……《片手武器作成》と《所持容量拡張》、それに……《投剣》……」

「そうか。……もし、君にも使える武器があるって言ったら、武器作成を……鍛冶スキルを捨てる覚悟はあるか……？」
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　二〇二二年十二月十四日、水曜日。

　第一層フロアボスが倒されてから十日目、そしてこのデスゲームが開始されてからは三十八日目──。

　俺おれとアスナを含む、いわゆる《前線攻略集団》プレイヤーは、筋骨隆々の牛男共がひしめく広大な迷宮区タワーを突破し、ついに第二層フロアボスの待ち受ける広間にまで到達した。

　ボスモンスター攻略に挑む八連結パーティー、即すなわち《レイド》の人数は、システム的な上限に近い四十七人。騎士ナイトディアベルが命を落とし、それにショックを受けた数名が攻略集団から離脱したにもかかわらず前回のレイドから人数が増えている理由は、聖騎士パラデインオルランド率いる《レジェンド・ブレイブス》の五人が加わったからだ。

　レイドの詳細な内訳は、まず、かつてディアベルの副官だったシミター使い・リンドが指揮する青グループが三パーティー十八人。首尾良く二層を突破し、第三層のギルドクエストを完かん遂すいした暁あかつきには、《ドラゴンナイツ》なる名前のギルドを大々的に結成予定と聞いた。ナイツは騎士たらんとした初代リーダー・ディアベルの遺い志しを受け継いだネーミングだと思われるが、ドラゴンがどこから出てきたのかは不明だ。

　そして、同数の十八人を揃そろえるのが、反ベータテスター主義を錦にしきの御み旗はたとする緑グループ。俺と同じく片手直剣を主武器とするキバオウが率いていて、こちらはもうギルド名が決まっている。その名も《アインクラッド解放隊》だ。

　以上で六パーティー・三十六人。そこに、巨きよ軀くの斧おの使いエギルと彼の友人三人（なぜか全員がエギルと同じタイプの筋力極振り派）、集団でたった一人の女性プレイヤーである細剣使いフエンサー・アスナ、そして悪の黒ビーター・キリトこと俺を加えて四十二人。ブレイブスの五人を足して、レイド上限に一人足りない四十七人となる。

　ボス部屋前の広大な安全スペースでグループごとに固まり、装備の点検やポーションの分配にいそしむレイドメンバーたちを片かた隅すみから見やりながら、俺は隣となりで相変わらずフードを深く被かぶっているアスナに囁ささやき掛けた。

「あと一人いれば四十八人フルレイドだったのにな」

「そうね……。彼、やっぱり間に合わなかったわね」

「ボス部屋到着が俺の予想よりだいぶ早かったからな……。三日じゃ、あのクエストはちょっと厳きびしいよ」

　ため息混じりに言うと、アスナはフード越しにじろりと俺を睨にらんだ。

「何せ、どこかの誰だれかさんでも二泊三日コースだったんですものね」




　三日前。

　迷宮区からほど近いタランの村で、俺おれは鍛か冶じ屋やネズハにとある特殊な遠隔武器と、一枚の地図を譲ゆずり渡した。

　地図には、第二層外周部の岩山に隠れ住むＮＰＣの居所と、そこに至るための隠し通路が記されていた。ＮＰＣとはもちろん、俺の顔を消えない墨で《キリえもん》にしてくれた、エクストラスキル《体術》マスターことヒゲ師し匠しようだ。

　俺はネズハに、苦労して育てた《片手武器作成》スキルを捨て、代わりに《体術》を修行する覚悟はあるかと問うた。なぜなら、俺が二層迷宮区で拾ったレア武器は、投剣スキルのほかに体術スキルも上げていないと扱えないのだ。

　いちど修行したスキルを捨てるのは、たとえ一日二日で取り戻せる熟じゆく練れん度どだとしても大いに躊躇ためらわれる行為だ。ましてや、鍛冶を始めとする生産系スキルの修行は、時間に加えて安からぬ額の金コルが必要となる。他ほかのＭＭＯゲームなら二キャラ目を作るであろう状況だし、必然的に一アカ一キャラ制限となってしまっているＳＡＯでも、次にスキルスロットが上がるレベルまで我慢するのが合理的判断だろう。それ以前に、ネズハはもう一つ、ストレージ容量を増やす《所持容量拡張》スキルを取っていたのだから、そっちを削る選択肢だってあったのだ。

　しかし俺は、武器と地図を譲る条件として、敢あえてネズハに鍛冶スキルの削除を求めた。

　理由は、現状のＳＡＯで、生産と戦せん闘とうの兼職は危険すぎるからだ。フィールドに出るなら、スキルの構成から装備の種類、ストレージの中身に至るまで、全すべてのキャパシティを《生き残る》ことのみに振り向けねばならない。それでもほんのわずかな攻こう撃げき力や防御力、ポーションの一本が足りずに命を落とすプレイヤーが後を絶たないのだ。

　俺の非情とも言える条件を、しかしネズハはたった一度深呼吸しただけで受け入れた。

『この世界で、剣士になれるなら、他の何も要りません』

　彼はそう言ったあと、少し笑って『でもこの武器じゃ剣士とは言えないかもですね』と付け加えた。それに対して、『ゲームクリアのために戦う人は誰もが剣士だわ。たぶん、純生産職でも』と応じたのは、意外なことにアスナだった。

　俺とアスナは、戦闘に不慣れなネズハを隠し通路の入り口まで案内し、そこで別れた。

　レベル的には問題ないし、もし体術スキルの修行が二層ボス攻略戦までに間に合うようなら彼を攻略レイドに誘うことも考えていたのだが、どうやらさすがに三日であの岩は割れなかったらしい。しかし、焦あせる必要はない。ネズハはもう、二度と危険な強化詐さ欺ぎに手を染めることはないのだから。




「……三層の攻略には、きっと参加してくれるさ。あの武器、使いこなせればけっこう強いはずだから、きっとどこかのギルドに入れるだろう。もちろん、ブレイブス以外の……ってことになるだろうけどな……」

「ええ……そうね」

　頷うなずいたアスナと同時に、安全地帯の反対側にいる五人のプレイヤーを見やる。天てつ辺ぺんの尖とがったバシネットを被かぶり、腰に俺おれと同じアニールブレードを吊つるした体格のいい男がオルランド。彼の隣となりに立つ小柄な両手剣使いがベオウルフで、その隣の瘦やせた両手槍やり使いがクフーリン。更に、中ボス《ブルバス・バウ》攻略戦の時にはいなかった盾たて持もちハンマー使いがギルガメシュで、革装備のダガー使いがエンキドゥという名前らしい。

　今朝のミーティング時にも感じたのだが、ブレイブスの五人は一様に不安と不ふ機き嫌げんを混合させた気配をまとっている。その理由はもちろん、六人目のメンバーであるネズハがいきなり消えたからだろう。彼らが正規のギルドだったら位置追跡機能も使えるのだが、二層ではどのギルドも今のところ名前だけの存在だ。

　オルランドたちの不安は理解できるが、それを解消してやる義理はない。なぜなら彼らは、バレた瞬しゆん間かんに圏外に引きずり出され、《処刑》されていてもおかしくなかった危険な詐さ欺ぎを、ネズハ一人に一週間もやらせていたのだから。

「……それはそれとして、キリト君。わたしたち、他ひ人と様のパーティー事情を心配してる状況でもないと思うんだけど」

「へ？　なんで？」

　唐突な言葉に俺がぱちぱち瞬まばたきすると、アスナは呆あきれたように肩をすくめた。

「暫ざん定ていリーダーのリンドさんは、レイドはボス戦直前に組むって言ってたけど、考えてみて。現時点で、青グループが三パーティー、緑グループが三パーティー、ブレイブスが一パーティー、エギルさんのとこもたぶん一パーティーでしょ。これでもう八つよ」

「うっ……そ、そうか……」

　アスナに言われるまで考えもしなかったが、レイドの上限は八パーティーだ。一層ボス戦では人数が少なかったこともあって、俺とアスナは二人だけのオミソパーティーでレイドに参加できたが、今回はそうはいかないのだ。

　ＳＡＯには、他ほかのＭＭＯでは定番の《レイド全体に効果のある治癒ヒール魔ま法ほう、支バ援フ魔法》が存在しないので、仮にボス戦でレイドからあぶれたとしても普通に戦うことはできる。しかし、問題は他のメンバーのＨＰバーが見えないし、こちらのＨＰもチェックしてもらえないことだ。これではＰＯＴローテのタイミング取りが困こん難なんになる。

　かくなる上は、せめてアスナだけでもエギルのパーティーに入れてもらえるよう交渉せねば。と考え、俺が巨漢の斧おの戦士を捜して視線を巡らしかけた、その時。

「よう、久しぶりだな、お二人さん」

　という見事なバリトンが背後から聞こえた。振り向いた先に立っていたのは、まさしくそのエギル当人だ。

　つやつやスキンヘッドの下で厳いかつい顔をニヤリと綻ほころばせ、斧戦士は続けて言った。

「聞けばコンビを組んだらしいな。まずはおめでとうと言っておくよ」

「い……いや、コ……」

　ンビっていうわけでも。

　と俺おれが言うより早く、アスナがびしっと宣言した。

「コンビじゃないわ。あくまで一時的な協力態勢よ。こんにちは、エギルさん」

　するとエギルはもう一度笑い、俺を見て片眉まゆをひょいと持ち上げた。その仕草は実にサマになっているが、なんだか慰なぐさめられたような気がして、とりあえず咳せき払ばらいをひとつ。

「え、ええと、まあ、その……そういうわけなんだ。それで、このあとレイド編成があると思うんだけど、今回は人数的に八パーティーぎりぎりで……」

　だから、アスナをあんたの所に入れてくれないか。と俺は要よう請せいするつもりだったのだが、今回も台詞せりふを最後まで言うことはできなかった。

「おう、そのつもりで声かけたんだ。ちょうどオレたちのとこが四人だから、お二人さんはこっちに入れよ」

　あまりにもサラリと誘うので、逆にこちらが途と惑まどってしまう。

「え……そりゃ有あり難がたいけど、でも、いいのか？　俺はほら、立場的に……」

　すると隣となりでアスナがため息をつき、エギルは肩をすくめつつ両腕を広げる。容よう貌ぼうに加えて、この手のゼスチャーを実に自然にやってのけるところも日本人離れしているが、一方で完かん璧ぺきな日本語を操あやつるので、エキゾチシズムと親しみやすさが混じり合う不思議な魅力が彼にはある。

「アンタのことを、ええと、ビーターだったか？　そんなふうに呼んで非ひ難なんしてる奴やつらはごく一部さ」

《ビーター》という単語も、エギルの口から出ると新鮮に響ひびく。俺を含めた大多数のプレイヤーは《チーター》と同じく平板に発音しているが、エギルはビーにアクセントを置いてターを下げるので、なんだかカッコいい名称に感じられないこともない。

「事実、オレたちの周りじゃあんたのこと、ほかのニックネームで呼んでるしな」

「へえ、どんなふうに？」

　すかさずそう訊きいたのは、俺ではなくアスナだ。そちらに視線を向け、ニッと笑いながらエギルは答えた。

「《黒ずくめ》または《ブラッキー》」

　途と端たん、細剣使いフエンサーはぷっと小さく噴ふき出す。俺としては少々不本意なあだ名だったが──なぜなら、コボルド王からドロップしたロングコートの色は俺が選んだわけではないからだ──それよりもアスナの笑い声のほうが珍しく、ついフードの奥に見入ってしまう。

　するとアスナはたちまち表情を戻し、ついでに俺をひと睨にらみしてからエギルに言った。

「エギルさん、オファーありがとう。じゃあ、遠えん慮りよなくパーティーに入れてもらいます。わたしも、ブラッキーさんも」

「お……おい、まさかその呼び方固定で行くわけじゃないよな」

　思わず口を挟むと、アスナはさらりと言い返した。

「あら、ブラッキーっておプ芝ロ居ンのプ黒タ子ーのことでしょ？　表に出たがらない君にぴったりじゃない」

「…………へ、へえー、そうなのか。……いや、でも、それとこれとは……」

「まあ、どうしても《キリト君》って呼んで欲しいならそうするけど」

「…………いや、だから、それとこれとは……」

　俺おれとアスナのやり取りを、ニヤニヤしながら聞いていたエギルが、そこでとうとうハッハッと笑い始めた。

「それだけ息が合ってるなら、スイッチのタイミングは任せてよさそうだな。俺たち四人は壁タンクに徹てつするから、二人はアタッカー宜よろしく頼むぜ」

　そしてずいっと両方の手を差し出してくるので、アスナは右手、俺は左手で同時に握手した。彼の背後に並ぶ仲間三人にもぺこりと頭を下げると、めいめいに手を振ったりサムズアップしたりしてくる。一層攻略戦ではほとんど話さなかったが、好漢エギルのツレというだけあって気持ちのいい連中のようだ。

　エギルが送ってきたパーティー申しん請せいを受じゆ諾だくし、視界左のＨＰバーが六本に増えたところで、予定時間十五分前となった。安地の前のほうからざわめきが静まっていくので視線を向けると、ボス部屋を閉ざす大扉手前に二人のプレイヤーが進み出るのが見えた。

　一人は、銀色の金属鎧よろいに青いマントを翻ひるがえすシミター使い、リンド。

　そしてもう一人は、モスグリーンのジャケットに黒ずんだアーマーを重ねるキバオウだ。

「うげ、まさか今回もダブルリーダーなのか」

　俺がつい小声を漏もらすと、隣となりでアスナが首を傾かしげた。

「でも、システム上は、レイドリーダーは一人だけでしょ？」

「そう言やそうだな……」

　俺も眉まゆを寄せたが、まるで俺たちの疑問を感じたかのように、リンドが右手を上げると大声で言った。一層ボス部屋前と違って、この場所は安全地帯なので声を聞きつけた牛男が寄ってくる心配はない。

「それじゃ、時間になったのでレイドの編成を始めたいと思う！　いちおう自己紹介をしておくと、オレは今回のリーダーに選ばれたリンドだ、みんな、よろしく！」

　へえ、よくキバオウがリーダー譲ゆずったな、と思った途と端たんに当のサボテン頭が口を挟んだ。

「選ばれたゆうてもコイントスやけどな」

　この茶々にプレイヤーの半分が笑い、半分が不快そうな顔をする。リンドもじろっと隣のキバオウを睨にらんだが、挑発には乗らずに続ける。

「……こうして、第二層開通からたった十日でボス部屋に到達できたのも、トッププレイヤーであるみんなの頑張りのおかげだ！　その力をオレに預けてくれれば、絶対にボスを倒せる！　みんな、今日中に三層まで行こうぜ！」

　リンドが右拳こぶしを突き上げると、先ほどキバオウのツッコミに笑わなかった者たちが、今度はいっせいに「オー！」と叫ぶ。

　十日前までは茶色だったはずの長髪を鮮あざやかな青に染めているせいもあり、演説するリンドはいかにも騎士ナイトディアベルの後継者といった雰囲気だ。しかし言葉の端はし々ばしに、ディアベルは見せなかった生々しい自意識が滲にじみ出ているような気がしてならない。

「よし、じゃあ、レイドを組もう！　八パーティーのうち、Ａ・Ｂ・Ｃ隊がオレたちの《ドラゴンナイツ》、Ｄ・Ｅ・Ｆ隊をキバオウさんの《解放隊》、Ｇ隊が今回から参加してくれるオルランドさんの《ブレイブス》、そしてＨ隊が……」

　リンドはそこで集団の最後方にいる俺おれたちを見た。俺と眼めが合った途と端たん、爽さわやかな笑顔が一いつ瞬しゆん消えた気がしたが、すぐに視線を逸そらす。

「……残りの人たちだ。役割分担は、ＡからＦの六パーティーがボス攻こう撃げき、ＧとＨには取り巻きＭｏｂを……」

　その指示を予想していた俺は、まあそうだろうなあと思っただけだったが、意外なところから声が上がった。

「ちょっと待ってくれないか」

　エギルでも、無論アスナでもない。俺たちとは反対側の壁かべ際ぎわに固まっていた五人パーティーのリーダー、オルランドだ。

　バシネットのひさしの下で、数日前に俺のハイドをもう少しで見破るところだった小さくも鋭するどい眼を炯けい々けいと光らせながら彼は言った。

「我々は、ボスと戦うためにここにいるんだ。ローテーションならともかく、最後まで取り巻きの相手だけしていろという指示には納得できない」

　太い声が、迷宮の壁に反はん響きようしながら消えるや、青と緑のプレイヤーたちが激はげしくざわめく。中には「あいつら何様だ」「新参のくせに」というような囁ささやきも少なからず混じっている。

　そんな中、俺は内心で「なるほどな」と思っていた。

　鍛か冶じ屋やネズハが消え、強化詐さ欺ぎによる超高収入が途絶えることを覚悟したオルランドたちは、ここで一気に攻略集団のトップに躍おどり出る気なのだ。モンスターが落とす金はレイド全体で自動均等分配されるが、経験値とスキル熟じゆく練れん度どブーストはその限りではない。ボスが持つ膨ぼう大だいな経験値は、ボスに与えたダメージ量、または防いだダメージ量に比例して与えられるし、強敵を相手にすることでスキル熟練度がガンガン上がるブースト現象も、もちろんボスと直接戦わなければ発生しない。

　ブレイブスの五人、全身の装備こそほぼ上限まで強化されているが、レベル的にはこの集団の平均をやや下回るはずだ。しかしここでボス相手にボーナス経験値をたっぷり稼かせいで、レベルでも追いつこうという心算なのだろう。

　とは言え──。レイドリーダーの指示に異を唱えるというのは、横紙破りもいいところだ。普通なら怒ど声せいが飛び交かってもいい場面だが、青隊・緑隊のプレイヤーたちは表情と囁ささやき声以上の反応を見せない。

　その理由は恐らく、ブレイブスの五人が醸かもし出す、ある種の迫力だ。

　レベルやステータス、スキル熟じゆく練れん度どは当然ながら外見には表れない。しかし、装備の強化値は違う。試行回数の上限近くまで強化された武器や防具は、いかにも業わざ物ものといった深みのある輝きを放つようになるのだ。

　現状では、俺おれを含めたほとんどのプレイヤーにとって、外見が変わるほど強化できるのは主武器とせいぜい盾たてくらいのものだがブレイブスは違う。彼らはこの一週間で莫ばく大だいな額のコルを稼いだはずで、それを全すべてレア装備の購こう入にゆうと強化に注ぎ込んだのだろう。全身の装備が、丹念にバフがけしたかのような光こう沢たくを帯びていて、それが五人に《只ただ者ものではない》というオーラを与えている。

　もちろん、装備の数値的スペックが強さの全てではない。経験や反応力といった、いわゆるプレイヤースキルがＳＡＯでは何より求められる。だがその一方、これから俺たちが挑むボス──《バラン・ザ・ジェネラルトーラス》との戦いに於おいては、防具の強化値は重要な要素だ。

　なぜなら将軍バランは、トーラス族が得意とする特殊攻こう撃げきの上位版を……

「……解わかった。なら、オルランドさんたちのＧ隊にもボス攻撃に加わってもらおう」

　リンドが少し硬い声でそう言ったので、俺はいつしか俯うつむけていた顔を上げた。すると再び、青髪のシミター使いと眼めが合う。

　爽さわやかな風ふう貌ぼうだったディアベルに対して、髪型は似ていても狷けん介かいさが五割増しといった感じのリンドは、今度は視線を逸そらさずに言った。

「事前情報では、ボスの取り巻きは一匹だけで再湧出リポツプはしない。Ｈ隊だけに任せても問題ないか？」

　なにィ、と思った俺と、なんですって、という顔をしたアスナが同時に息を吸い込んだが、Ｈ隊リーダーのエギルが軽く左手を動かして制した。どこまでも落ち着いた声と態度で、リンドに確認する。

「一匹と言うが、雑ざ魚こではなく中ボスクラスのモンスターだとも事前情報には書いてあったはずだ。その上、今回も一匹だけという確証もない。ワンパーティーでは荷が重いな」

　リンドやエギルの言う《事前情報》とはもちろん、つい昨日タランの村で配布された《アルゴの攻略本・二層ボス編》だ。ボスや取り巻きＭｏｂの攻撃パターンと弱点が事細かに記されているが、表紙裏の但ただし書きにもあるとおり、情報は全てベータテスト時代のデータを基にしている。

　事実、一層ボスのコボルド王はベータ時代には使わなかったカタナスキルを乱発し、そのせいで騎士ナイトディアベルは命を落とした。今回も、ベータテストから何らかの変更が加わっていると考えるべきだろう。最悪、エギルの言うとおり取り巻きの《ナト・ザ・カーネルトーラス》が二匹以上になっていることすら有り得る。

　しかしリンドは、エギルの反はん駁ばくにも軽く頷うなずいただけだった。

「もちろん、第一層の過あやまちを繰くり返すつもりはない。初回の挑戦で、事前情報と異なるパターンが確認できたらその時点で一度退却、戦略を練り直す。取り巻きがワンパーティーでは対処し切れないようなら、もう一隊回そう。それでいいか？」

　そう言われれば、現段階では拒否し切れない。エギルが「了解した」と頷き、俺おれとアスナも吞のみ込んでいた息を吐き出す。

　続けてボスの攻撃パターンの説明と、各隊ごとの動きの最終確認が行われ、予定時刻である午後二時まであと二分となった。

　もちろんこの時間は目安なので、多少前後しても何の問題があるわけでもない。リンドがさっと右手を上げ、

「それじゃ、少し早いけど……」

　と言いかけた、その時だった。

　今まで、予想外と言っては失礼ながらいちおうは大人しくリンドの指示に従っていたキバオウが、一層でも聞いたフレーズで割り込んだ。

「ちょお待ってんか！」

「……何か、キバオウさん？」

「さっきからリンドはんは、例の《攻略本》に頼りっきりや。ゆうたら悪いけど、あれ書いてんのはボス部屋に入ったこともない情報屋やろ？　ほんまにそれで充分言えるんか？」

　この台詞せりふに、リンドが不ふ機き嫌げんそうに口を曲げる。

「充分とは言わないけど、ないものねだりしても仕方ないだろ？　それとも何かい、キバオウさんが事前に一人でボスの偵察をしてきてくれるとでも？」

　すると今度は緑ジャケットの《解放隊》たちが唸うなるが、当のキバオウは不敵に笑って答えた。

「だからや、わいが言いたいんは、この場所に少なくとも一人、自分の眼めェでボスを見た奴やつがおるちゅうこっちゃ。ならそいつに話を聞かん手はないわ、そうやろ？」

　────なにィ。

　ともう一度思った俺は、すすっと左後方にスライドし、体をアスナの後ろに隠そうとした。

　だがキバオウは右手を持ち上げると、びしっとこちらを指差す。集まった数十人ぶんの視線を、アスナは無情にも素早いステップで回かい避ひする。

「どうや、黒ビーターはん！　ボス攻略にあたって、なんぞひと言喋しやべってくれへんか！」

　そう叫んだキバオウの表情からは、内心を即座には読み取れない。

「……どういうつもりなんだ……」

　小声で呟つぶやくが、隣となりのアスナも軽く首を傾かしげるばかりだ。

　キバオウ率いる《アインクラッド解放隊》は、反ベータテスター主義を掲げる集団だと聞いた。リソースの独占にひた走る元テスターに対抗するため、はじまりの街に留とどまる数千人のプレイヤーからも積極的にメンバーを募つのり、金やアイテムを公平分配しつつ数の力でゲームを攻略する……それがキバオウの理念だったはずだ。

　なのに、なぜ今、バリバリの元テスターである俺おれに発言させようというのか。普通に考えれば何かの罠わななのだろうが……意外にも、サボテン頭の片手剣士の眼めには真剣な光がある、ようにも見えないこともない。

　その顔が演技なら、あんさんは大した食わせもんやで。

　と内心で毒づきつつ、俺は腹をくくった。一歩、二歩、三歩前に出て、レイド全員の顔が見える場所で立ち止まる。

「……最初に言っておくけど、俺だってベータテストの時のボスしか知らない。だから、今回のボスは何かが……へタすりゃ何もかもが変わってることだって有り得る」

　話し始めると、ざわめいていたプレイヤーたちが徐々に静かになっていく。口を挟むかと思っていたリンドも止める様子はない。

「でも、少なくとも迷宮区に湧わく雑ざ魚こトーラスの攻こう撃げきパターンはベータと一緒だった。だから、ボスも奴やつらが使う技の延長線上にあるソードスキルで攻撃してくるのは間違いないと思う。さっきも確認したとおり、基本は《モーションを見たら回かい避ひ》だけど、大事なのは一発目を喰くらってしまった時の対処だ。デバフを二重掛けされるのだけは絶対に避さけてくれ。ベータの時は、スタンが麻ま痺ひになったプレイヤーは……」

　ほぼ必ず死んだ。

　という言葉を俺は危うく吞のみ込み、代わりに言った。

「……ともかく、落ち着いてよくハンマーを見れば、二発目は絶対避よけられる。それさえ気をつけてれば、この陣容なら死者ゼロで倒せるボスだ」

　結局、アルゴの攻略本に書いてある以上のことは言えなかったが、俺が口を閉じるとほとんどのプレイヤーたちがぐっと深く頷うなずいた。

　キバオウの表情は相変わらず読めなかったが、リンドは意外そうな顔で俺を一いち瞥べつし、ぱん、と強く手を叩たたいた。

「よし、いいなみんな、二発目は絶対回避！　──それじゃ、そろそろ始めよう！」

　ぐるりと体を反転させ、巨大な両開きの扉に正対する。じゃっ！　と音を立てて腰のシミターを抜き、高々と掲げる。

「……第二層ボス、倒すぞ!!」

　うお──!!

　という喊かん声せいが薄うす暗ぐらい通路を震わせた。

　青い髪をなびかせ、左手を扉に押し当てるリンドの後ろ姿は、一層の同じ場所で見たディアベルのそれととてもよく似ていた。
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　モンスターの、プレイヤーに対する攻こう撃げきは、二つの系統に大別される。

　一つは、ＨＰを減らす、言わば《直接的攻撃》。

　そしてもう一つは、喰くらってもＨＰは減らないが、時としてより大きな危険を招く《間接的攻撃》……すなわち阻害効果デバフだ。

　このデスゲームをデザインした茅かや場ば晶あき彦ひこも、初心者への配はい慮りよというものを最小限持ち合わせていたのか、一層の迷宮区に棲せい息そくするコボルド族はボスを含めてデバフ攻撃をほとんど行わなかった。ディアベルが命を落とす原因となった《行デ動イ遅レ延イ》もデバフと言えばそうだが、あれは大威力の攻撃を連続して喰らえば高確率で発生するので、コボルド王固有の特殊攻撃というわけでもない。

　ゆえに、二層迷宮区に棲息する牛男──トーラス族どもが、プレイヤーが初めて対面する本格的デバフ使いということになる。




「来るぞ！」

　俺おれは、巨大な両手用ハンマーが垂直に振りかぶられるその軌道を見た時点で叫んだ。

　おう、了解、という応答とともにパーティーメンバー五人が大きくバックジャンプ。遥はるか上空で一いつ瞬しゆん停止したハンマーの打だ撃げき面が、鮮あざやかに黄色いスパークを幾重にも帯びる。

「ヴゥゥヴォオオオオオオ──────ッ!!」

　それ自体がちょっとした遠隔攻撃ででもあるかのような雄お叫たけびが空気を震わせ、直後にハンマーが落下してくる。稲妻をまとった金属塊かいが青黒い敷しき石いしを激はげしく叩たたく。トーラス族固有のデバフつきソードスキル、《ナミング・インパクト》だ。Ｎｕｍｂｉｎｇとは、麻ま痺ひする、の意──。

　直接の被ダメージ範はん囲い内にはもちろんもう誰だれもいないが、衝しよう突とつ点を中心として細いスパークが放射状に拡散する。床を走ったその一本が、薄うすれ、消滅する寸前に俺おれのブーツをわずかに舐なめる。

　途と端たん、ピリッと不快な感覚がつま先に生まれる。しかしデバフ効果範囲をぎりぎり避よけているので、ＨＰバーの下にスタンのアイコンが点灯することはない。仲間たちは俺以上に距離を取っているので、みんな無事に回かい避ひできたはずだ。

「全力攻撃一本！」

　再び指示すると、牛男を半円状に取り巻く六人が一気に前ダッシュ。それぞれの武器に設定された最大威力のソードスキルをお返しとばかりに繰くり出す。エギルの両手斧おの、彼のツレ三人の同系武器、アスナのウインドフルーレ、そして俺のアニールブレードが色とりどりのライトエフェクトを引きながらモンスターを直撃。牛男の三段ＨＰゲージの一段目がようやく消滅し、二段目に移行する。

「……行けそうね！」

　いつの間にかコンビ戦での定位置となった俺の左隣どなりで、アスナが低く叫んだ。

「ああ、けど油断するなよ！　三本目まで行くと、《ナミング》を連発してくるからな！　それと……」

　後半は、エギルたちにも聞こえるようボリュームを上げる。

「……一層のことを考えると、ゲージ三本目で未知の攻撃をしてくる可能性もある！　その場合はいったん引くからな！」

「オウ！」

　牛男が行デ動イ遅レ延イから立ち直り、同時にこちらのスキル冷却時間クーリングタイムも終了。次の攻撃が横殴りの範囲攻撃だと見て取ったエギルたち壁タンク部隊が、軌道上でガード体勢を取る。俺とアスナは少し離れ、カウンター攻撃のタイミングを計る。

　第二層ボス攻略戦が開始されてから、五分と少し。

　ここまで、俺たちＨ隊は順調な戦せん闘とうを続けていた。《ナミング》はもちろん、想定外の大ダメージを受けた仲間もまだいない。もちろん壁役となる四人のＨＰは敵の大技を防ぐたびに削られていくが、今のところ一人抜けのＰＯＴローテで充分間に合っている。

　しかしながら──。

　俺おれたちの戦いだけが順調でも、さして意味はないのだ。

　Ｈ隊六名が受け持っている全身真っ青の牛男、その名も《ナト・ザ・カーネルトーラス》は、所しよ詮せんはボスモンスターのおまけ……取り巻きＭｏｂでしかないのだから。

「回かい避ひ！　回避────ッ！」

　広大なボス部屋の反対側から、やや裏返り気味の絶叫が届いてくる。ナト大佐との戦せん闘とうの合間にちらりと視線を向けると、数十人のプレイヤーの頭越しに、ぎょっとするほど巨大な影かげが視認できる。

　隆々たる筋肉を包み込む、短い毛皮の色は深紅。腰回りに豪華な金色の布を巻いているが、上半身はトーラス族の掟おきてででもあるのかやはり裸で、肩からぶら下がる鎖くさりも黄金。おまけに両手で握るバトルハンマーも眩まばゆいゴールドに輝いている。

　それらのカラーリングを除けば、俺たちが相手をしているナト大佐とシルエットはうり二つだが、もう一つ大きな違いがある。サイズだ。第二層ボスモンスター、《バラン・ザ・ジェネラルトーラス》……通称バラン将軍は、身の丈がナト大佐の二倍もあるのだ。

　アインクラッド迷宮区タワーには天井という物理的限界が存在するので、フィールドボスの超大型黒毛和牛《ブルバス・バウ》よりは小さいが、それでも頭高五メートルを上回る人型モンスターには本能的恐怖を覚えざるを得ない。あれほど大きく感じられた一層のコボルド王でさえ、二メートル数十センチというところだったのだ。

　当然、バラン将軍の携たずさえる黄金ハンマーも、頭が大おお樽だるほどもある途と轍てつもない代しろ物ものだ。ぐわっと振り上げられたその打だ撃げき面に、黄色いスパークが発生する。リンドの回避命令に従い、壁タンク部隊も攻撃アタツカー部隊も一いつ斉せいにバックダッシュする。直後──。

「ヴゥオオオオルヴァァルァアアアアアア────ッ!!」

　これもナト大佐より迫力二倍増しの咆ほう哮こうを迸ほとばしらせ、ボスは床面を轟ごう然ぜんと叩たたく。インパクトの衝しよう撃げき波はが遠く離れた俺たちのところにまで届き、それを追うようにスパークの渦が広がる。効果範はん囲いは、部下のスキルより倍も広い。あれがバラン将軍のユニーク技、《ナミング・デトネーション》だ。

　プレモーションは非常に解わかりやすいのに、それでも二人が安全圏まで退避しそこね、足を黄色のスパークに吞のみ込まれた。稲妻はたちまち縄なわのように全身を縛しばりつけ、プレイヤーを硬直させる。数多あまたあるデバフの中でも最もポピュラーで、それゆえに喰くらう回数も多く、しかし決して軽視できない効果を持つ《行動不能スタン》だ。ナミングのもたらすスタンの効果時間はわずか三秒、それだけ経たてば他ほかの多くのデバフと違って自動回復する。

　だが──。弱い雑ざ魚こ相手の余裕の狩りならまだしも、現時点で最強の存在たるフロアボス戦での三秒は途轍もなく長い。遥はるか遠くから横目で見ているだけの俺にも、スタン中の二人を捉とらえる恐怖と焦しよう燥そうが痛いほど感じられる。

　一秒、二秒……三秒がカウントされるその寸前。硬直する一人の右手から、片手用ショートスピアが滑すべり落ち、床面で乾いた音を発した。スタン中に一定確率で発生する付ふ随ずい効果、《ファンブル》だ。直後にスタンが解けかけ、そのプレイヤー……鎧よろいの下に青シャツを着たリンド隊の一人は、しゃがんで槍やりを拾おうとした。

「ばっ……」

　──下がれ、二発目が来るぞ！

　と叫びたいのを俺おれは必死に堪こらえた。遠く離れたここから叫んでも彼には聞こえないし、Ｈ隊の仲間が自分たちへの指示と勘かん違ちがいしてしまう。俺がナト大佐の脇わき腹ばらに渾こん身しんの《スラント》を叩たたき込んでいるあいだに、彼方かなたではバラン将軍が再びハンマーを振りかぶり──

　ズガァン！　と二回連続の《デトネーション》。

　先ほどとまったく同じ位置に炸さく裂れつしたハンマーから、黄色い稲妻が拡散する。それは、ようやく槍を拾ったばかりのリンド隊メンバーをまたしても吞のみ込み、硬直させる。

　だが、さっきは立ったまま固まっていた彼が、今度はどうっと床に倒れる。アバターを包み込むエフェクトは、黄色ではなく薄うすい緑。彼が陥おちいったのはスタンではない。より強力で深刻なデバフ、《麻痺パラライズ》だ。

　トーラス族が操あやつるナミング系スキルの、真の恐ろしさ。それは、デバフを立て続けに喰くらうと、二回目は麻ま痺ひしてしまうことなのだ。

　スタンと異なり、麻痺は数秒で回復したりはしない。さすがに効果永続というわけではないが、切れるまでに最も弱い麻痺でも十分……六百秒はかかる。もちろん戦せん闘とう中にそんな長時間倒れていたら死は避さけられないので、アイテムを使って回復せねばならない。

　主たる回復手段は治ち療りようポーション、もしくは浄化クリスタル。後者はもっと上の層まで行かないとほとんど手に入らないので、現時点ではＰＯＴに頼ることになるのだが、麻痺中は利きき手をゆっくり動かせるだけで、ポーチ類から瓶びんを出して飲むアクションですら一苦労だ。当然、自力でボスの攻こう撃げき圏外に脱出することなどできない。

　──すぐ武器を拾わないで、二発目が来るか来ないかボスのハンマーを確認しろって言ったじゃないか！

　と口の中で叫ぶが、今更何の意味もない。それに、落とした武器を拾おうとしてしまうのは、ほとんど本能的な行動だ。俺だってベータテスト時代には、何度同じことをして手痛い追撃を喰らったか知れない。落ち着いて対処できるようになったのは、ストレージ内の予備を一いつ瞬しゆんで装備できる《クイックチェンジ》Ｍｏｄを取ってからの話だ。

　麻痺したスピア使いを、バラン将軍がめざとくタゲり、右足の踏スみト付ンけプで攻撃しようとした。しかし危うくパーティーメンバーが彼をボスの前から引きずり出し、そのまま後方に移動させていく。

　ほっと息をつきながらその姿を視線で追った俺は、直後ぎょっと眼を見開いた。

　壁かべ際ぎわには、すでに七、八人のプレイヤーが倒れ、自由にならない腕で緑色のポーションを飲んだり、その効果で麻ま痺ひが消えるのを待っているではないか。俺おれたちＨ隊がナト大佐を少しずつプルしている間に、早くもあれだけの人数が《二重ナミング》を喰くらってしまったらしい。

「本隊はジリ貧くさいな……」

　ＰＯＴローテを終え、戦列に戻ってきたエギルが太い声で囁ささやいた。俺は頷うなずき、素早く答える。

「ああ、でも、もう少し戦えばタイミングにも慣れるはずだ。今んとこはベータとの違いはないし、何とか……」

　なるんじゃないか。という楽観的推測を、アスナの張り詰めた声が遮さえぎった。

「でも、キリト君。あれ以上麻痺した人が増えると……一時撤てつ退たいが難むずかしくなるんじゃないかしら」

「…………！」

　思わず体を強こわ張ばらせてしまい、右手のアニールブレードをしっかり握り直す。武器は自分の意志で手を離そうとしない限り（あるいは外的要因によりファンブルしない限り）取り落としたりはしないが、先のシーンを見るとどうしても手に力が入る。

　それより何より、今考えるべきはアスナの指摘だ。

　アインクラッド各層のボス部屋は、今のところはではあるが、戦せん闘とうが始まっても中に閉じ込められたりはしない。それは即すなわち、危険な状況になったら一時撤退が可能ということだ。無論、簡単に逃げられるわけではない。ボスとの戦闘ゾーンから出口までは相当の距離があるので、てんでんばらばらに走るだけでは背後からボスの追い討ちを浴びてディレイ、スタン、そのまま死亡まで有り得る。

　だから、ボス部屋からの撤退は、ある意味攻こう撃げきよりもシビアな連れん携けい行動が求められるのだが……果たして、麻痺した仲間を抱えてそんな真ま似ねができるだろうか？

　そもそも、動けないプレイヤーを両腕で抱え上げて運ぶアクションには、かなりの筋Ｓ力Ｔ値Ｒが要求される。一層迷宮区で気絶したアスナを、俺の華きや奢しやな細腕では持ち上げられず、寝袋を利用した非常手段を採とらざるを得なかったのは記憶に新しい。

　そしてざっと見たところ、リンド隊もキバオウ隊も八割近くがバランス型、あるいはスピード型のプレイヤーで、ＳＴＲ一極振りの純タンクは少なそうだ。確かにアスナの言うとおり、これ以上麻痺プレイヤーが増えれば、ボス部屋からの離脱が難しくなるのではないか……。

「──今のうちに一度仕切り直して、ナミング対策を徹てつ底ていしたほうがいいかもな」

　ナト大佐のハンマー三連れん撃げきをステップで回かい避ひしつつ、俺は言った。隣となりで、ぴったり同期した足捌さばきを見せるアスナも頷く。

「わたしもそう思う。でも……ここから本隊全員に聞こえる声で叫んだら、指揮系統を混乱させちゃうわ。まずリンドさんだけに提案しないと」

　はしばみ色の瞳ひとみが素早く動き、Ｈ隊全員のＨＰと、ナト大佐のＨＰを確認した。

「……こっちは五人でも支えられる。キリト君、リンドさんに話してきて」

「え……だ、大丈夫か？」

「おう、ノープロブレムだ！」

　と背後で叫んだのは、いつの間にか会話を聞いていたらしいエギルだった。

「ガードだけなら俺おれたち四人で回せる！　あんたが二、三分離れるくらい問題ないさ！」

　振り向いた俺は、チョコレート色の肌の巨漢と彼の友人たちがぐっと頷うなずくのを見て腹を決めた。対バラン戦の基本は、麻ま痺ひ者ゼロだ。現状ではレイドの人数が多いことと、平均レベルが高いことでなんとか戦線を保てているが、ベータ時代の陣容だったら今いま頃ごろ壊滅ワイプしていてもおかしくない。

「解わかった、少しだけ頼む！　すぐ戻ってくるからな！」

　行き掛けの駄賃とばかりに、連れん撃げきを空振って硬直するナト大佐の背中に《バーチカルアーク》を見み舞まってから、俺は全速で走り始めた。

　直径百メートル以上もあるコロシアム型広間を横切り、最奥部の主戦場を目指す。現実世界では虚弱なインドア派である俺の百メートル走のタイムはいいとこ十四秒を切れるかどうかだが、ややＡＧＩ型の剣士キリトは十秒で戦列後方の青マントの隣となりに辿たどり着き、靴底をギャッと鳴らして止まった。

　よくよく考えれば──このレイドのリーダーであるシミター使い、かつて騎士ナイトディアベルの腹心だったリンドという男と、至近距離で顔を付き合わせるのはこれが初めてだ。

　十日前、一層ボスが倒された直後、彼は俺に向かって叫んだ。

　────なんで、ディアベルさんを見殺しにしたんだ!!

　────アンタは、ボスの使う技を知ってたじゃないか!!　アンタが最初からあの情報を伝えてれば、ディアベルさんは死なずに済んだんだ!!

　それに対して、俺は謝しや罪ざいでも言い訳でもなく冷笑で答えた。

　────俺は《ビーター》だ。元テスター如ごときと一緒にしないでくれ。

　言い終えるや、まさに今装備しているレア防具《コート・オブ・ミッドナイト》を羽は織おり、一層ボス部屋を後にしたのだ。リンドとまともに接触するのはあれ以来ということになる。

　だから、いきなり真横に出現した俺を見て、リンドの顔が一いつ瞬しゆんにせよ強く歪ゆがんだのも当然と言えよう。細く鋭するどい両眼めが見開かれ、剣先のように尖とがった顎あごが震え、薄うすい唇が真横に引き結ばれる。

　だが、露ろ出しゆつしかけた生の感情はたちまちアバターの裡うちへと沈む。キバオウといいこの男といい、俺への本心を無理やり押し殺し続けているような態度は腑ふに落ちないが──そうまで気を遣つかう理由が見つからない──今はそんなことを考えている場合ではない。

「……あんたには取り巻きの相手を頼んだはずだ。何しに……」

　低い声で言いかけたリンドに、俺は用意した台詞せりふをまくし立てた。

「一回仕切り直そう。これ以上麻ま痺ひする奴やつが出ると撤てつ退たいが難むずかしくなる」

　すると指揮官はちらりと後方で回復待ちをする七、八名を見やり、続いて前線の状況を確認した。俺おれも釣られて、視界上部に表示されるバラン将軍のＨＰバーをチェックする。五段あるそれは、現在三段目が半減──つまり早くも全体の五十パーセントを削っている。

「残り半分なんだぞ。ここで引く必要があるのか」

　そう言われれば、俺も気持ちの二割ほどは『惜しい』と思ってしまわなくもない。開戦からここまで約十分、麻痺者こそ出たがＨＰがレッドゾーンまで落ちた者は居おらず、ボスへの与ダメージペースは予想以上だ。このまま押し切れる可能性も決して低くない……。

　そんな俺の逡しゆん巡じゆんを見抜いたかのようなタイミングで、背後から声が響ひびいた。

「あと一人麻痺したら引く、それでどうや」

　振り向いた先にあったのは、薄うす茶ちや色の髪をトゲトゲに尖とがらせたキバオウの顔だった。彼も内心ではベータテスター中のベータテスターである俺に消えざる反感を抱いているはずだが、今の表情は真剣だ。

「《ナミング》の範はん囲いとタイミングはもうみんな摑つかんだはずや。集中もできとる、士気も高い。麻痺治ち療りようＰＯＴや回復ＰＯＴもようけ使っとるし、ここで引いたら、次は明日になってまうかもしれん」

「………………」

　俺は再び、コンマ五秒ほどかけて全速で思考した。

　チャレンジ回数や必要経費の額より何より、優先されるべきは命。死者をひとりも出さないこと。それが、今のアインクラッドに於おけるボス戦の大前提──。

　しかしそんなことは、リンドもキバオウも理解しているはずだ。その上で、リーダーとサブリーダーが『このまま倒せる』と判断しているのなら、これ以上末まつ端たんパーティーの一アタッカーが食い下がっても、指揮を邪じや魔ますることのデメリットのほうが大きい。そして何より俺自身の勘かんも、現況を維持できればバラン将軍は犠ぎ牲せいゼロで倒せると告げている。

「……解わかった、あと一人だな。それと、ボスのゲージがラス一になったら気をつけろよ」

　俺が早口にそう言うと、キバオウは「わーっとる！」と叫び、自分の持ち場に戻っていった。リンドも、こちらは無言だったが頷うなずき、指揮を再開する。

「よし、Ｅ隊、後退用意！　Ｇ隊、前進用意！　次のディレイで交替するぞ！」

　矢や継つぎ早ばやの指示を背中で聞きながら、俺は再びコロシアムを横断し、Ｈ隊に合流した。すかさずアスナが訊きいてくる。

「どうなったの!?」

「あと一人麻痺ったら撤退するってさ！　でも、今のペースなら押し切れそうだった！」

「そう…………」

　細剣使いフエンサーは一いつ瞬しゆん浮かない顔で彼方かなたの主戦場を見やったが、すぐに頷く。

「了解。なら、この青いのをとっとと片付けて、わたしたちもあっちに合流しましょう」

「ＯＫ！」

　お互い猛烈な早口で意思疎通を終え、ちょうど大技をエギルたちにガードされたばかりのナト大佐に向き直る。ＨＰバーは、すでに残り一本と少し。阿あ吽うんの呼吸で突進し、両脇わき腹ばらにソードスキルを叩たたき込む。

　その攻こう撃げきで三段バーがついにラスト一本に突入し、青い牛男は鼻はな面づらを天井に向けると猛たけ々だけしく吼ほえた。バケツのようなヒヅメで床面を踏ふみ鳴らし、角の生えた頭を屈かがめると、ぐうっと力を溜ためる。今までにない攻撃モーションだが、俺おれは初見というわけではない。

「突進来るぞ！　頭じゃなくて尻尾しつぽを見ろ！　その対角線に来る！」

　直後、牛はぎゅんっと左旋せん回かいし、エギルを狙ねらって猛然とチャージ。しかし軌道を先読みしていた斧おの戦士は危なげなく回かい避ひし、突進終わりの牛の尻しりに両手斧ソードスキル《ワールウインド》を多段ヒットさせる。彼が下がるや、スイッチで飛び込んだ俺とアスナも追い討ち。立て続けの大ダメージに、さしもの大佐も頭の周囲に黄色い光を回転させながらフラフラよろめく。敵のお株を奪うスタン状態だ。

「チャンス！　全員、全力攻撃二本!!」

「うおおっしゃ!!」

　野太い声を響ひびかせて六人全員で牛男を取り囲み、赤、青、緑とカラフルなライトエフェクトを炸さく裂れつさせる。ＨＰバーが気持ちいいほどの勢いで減少し、ついに残り半分のイエローゾーンに突入する。

　フルアタックを成功させた俺たちが距離を取ると、牛男は全身の肌を紫色に変えつついっそう猛り狂う様子を見せた。死に際ぎわの暴走バーサーク状態だが、これもベータと同じだ。攻撃を繰くり出してくるスピードが一・五倍になるものの、落ち着いていれば充分に対処できる。

　その時、コロシアムの反対側で、プレイヤーたちが一いつ斉せいに叫んだ。

　一いつ瞬しゆんぎくりとするが、すぐにそれが意気軒けん昂こうな鬨ときの声であることに気付く。どうやらボスであるバラン将軍のゲージも最後の一本が黄色くなったらしい。西の壁かべ際ぎわに退避している麻ま痺ひ者の数も、増えるどころか少し減って五人になっている。

「良かった、今度はベータからの変更はなかったみたいね」

　エギルたちの後ろでスキルの冷却待ちをするあいだ、アスナが低く囁ささやいた。視線を戻し、頷うなずく。

「そうだな。……でも、コボルド王の時だって、注意深く観察すれば背中の武器がタルワールから野の太だ刀ちに変わってるのに気付けたはずなんだ。あのバラン将軍は、どこをどう見てもベータの時から何も変わってない。だから……」

　そこまで言いかけたところで、俺はアスナの顔がかすかに翳かげったのに気付いた。

「……どうした？」

「ううん……なんでもない。きっと考えすぎ……ただ、一層のボスが王ロードだったのに、二層が……」

　ごごぉん！

　という突然の轟ごう音おんが、俺おれたちの会話を遮さえぎった。揃そろって、弾はじかれたように音の聞こえた方向──コロシアムの中央を見やる。

　しかしそこには何もない。ただ、牛のレリーフが施ほどこされた青黒い石材が同心円状に敷しき詰められているだけ……

　──いや。違う。動いている。三重の円を描く敷石が、少しずつスピードを変えながら反時計回りにスライドしている。見る間に石たちは床面からゆっくりせり上がり、やがて三段のステージを作り出す。

　その上空で、ゆらりと背景が歪ゆがんだ。

「う…………」

　俺は我知らず呻うめく。あのエフェクトは、巨大なオブジェクトが湧出ポツプする前兆だ。その直感を裏切らず、空間の揺らぎは急速に拡大し、内部から漆しつ黒こくの影かげが滲にじみ出す。

　影はたちまち人型の実体を得て、大木の幹ほどもある二本の脚がずずんとステージに接地する。腰回りは黒光りするチェーンメイルに覆おおわれているが、上半身はやはり裸。しかし、ねじくれたヒゲが腹近くまで垂たれ下がっている。頭部はもちろん牛のそれだが、角つのはなんと六本もあり、その真ん中に白金と思おぼしき円形の装身具……すなわち王冠が輝いている。

　墨を塗ったように黒い全身を大きく反そらせ、第三の、そして最大のトーラス族は地じ響ひびきにも似た雄お叫たけびを迸ほとばしらせた。単なる出現エフェクトではあろうが、牛男の周囲に次々と雷かみなりが落ち、コロシアム中を白くフラッシュさせる。

　最後に、ほとんど天井に接するほどの場所に出現した六段ＨＰバー下部の文字列を、俺は呆ぼう然ぜんと眺めた。

《アステリオス・ザ・トーラスキング》。




　──頭を止めるな！　考えろ！

　歯を食い縛しばっていなければ声になっていたであろう強さで、俺は自分を鞭むち打った。

　何が起きたのか……は明らかだ。今の今まで、ビーターたる俺を含む攻略隊の全員が第二層のフロアボスだと信じ切っていたバラン将軍は、ＳＡＯ正式サービスに於おいてはナト大佐と同じく前座モンスターに過ぎなかったのだ。

　出現トリガーは恐らく、バランのＨＰバー最後の一本が黄色くなること。その段階で、真のフロアボスたる漆黒のトーラス、《アステリオス王》が湧出ポツプする設定に違いない。だが最も早はやそんな推測は無意味だ。最重要なのは、これからどうするのか。

　考えるまでもない。ボス部屋からの退たい避ひ。このまま、攻こう撃げきパターンも何も解わからない……そして間違いなく将軍よりも強いトーラス族の王を相手にするのはリスクが大きすぎる。

　しかし問題は、アステリオスの出現位置がコロシアムの中心であり、そしてレイドの本隊は部屋の最奥部で戦っているということだ。出口に向かうには、アステリオスの攻こう撃げき圏を突破せねばならない。唯一、出口の近くでナト大佐と戦っている俺おれたちＨ隊だけは、恐らく今なら安全な退たい避ひが可能だろうが……それをして、仮にＡ隊からＧ隊までが王に壊滅ワイプさせられたならば、このデスゲームをクリアするという望みも潰ついえる。

　レイドの四十七人全員の脱出。

　それを実現するために、いま俺たちが為なすべきは、まず眼前の敵の可及的速すみやかな排除だ。

　ほとんど停止状態にまで圧縮された時間の中でそこまでを考えた俺は、右手の剣を強く握りながら叫んだ。

「──全員、全力攻撃!!」

　三段ステージの上で動き始めたアステリオス王から視線を外し、至近距離でまさに最後の大暴れバーサークを開始せんとしているナト大佐を睨にらむ。振りかぶられるハンマーを追いかけるように、渾こん身しんのジャンプ。

　どちらかと言えばスピード型で、しかも重い金属防具をほとんど装備していない俺は、助走なしでも二メートル近く跳べる。大佐の身の丈は二メートル半だが、剣のリーチを加えれば、充分に頭まで攻撃が届く。

　空中で繰くり出した単発技《スラント》が、黒々と光る角と角の間に命中。大佐は攻撃モーションを中断し、「ヴルモオォッ！」と叫びながら仰のけ反ぞる。二層迷宮区に棲せい息そくするトーラス族は、わずかな例外（分厚い金属兜よろいを装備している《トーラス・アイアンガード》など）を除いて、角の間の額ひたいが弱点なのだ。これまでの戦せん闘とうで敢あえて額を狙ねらわなかったのは、ジャンプ攻撃がリスキーであることと、仮にソードスキルがクリーンヒットしても必ずディレイさせられるわけではないことが理由だが、今は多少強引でもゴリ押すべき時だ。

　俺が着地すると同時に、アスナやエギルたちのソードスキルが立て続けに炸さく裂れつし、ナト大佐のＨＰはついに赤くなる。ここでディレイが終了し、牛男は怒りの咆ほう哮こうとともに《ナミング》のモーションを開始。普通なら後退すべき場面だが、俺は再度床を蹴ける。

「う……おおおッ！」

　雄お叫たけびとともに高々と跳ぶや、渾身の《ホリゾンタル》を繰り出す。仮にこれが額に命中しても、モンスターを連続で仰け反らせることはできないので相手の技は止まらない。だが、俺が狙ったのは額ではなく、ナト大佐が振り下ろさんとしているハンマーだ。タイミングは非常にシビアだが、出始めのソードスキルはソードスキルで相そう殺さいできる──こともある。

　がきゅいいん！　と脳天まで痺しびれるような衝しよう撃げき音が轟とどろき、俺の剣が大きく弾はじき返された。だが、大佐のハンマーもまた上空に押し戻される。一いつ瞬しゆんの隙すきを逃さず、仲間五人が再度のフルアタック。ＨＰバー、残り数ドット。

　通常、ソードスキルにソードスキルを繫つなげることはできない。だが、武器のカテゴリが違う技ならその制限を突破できることは、先日のウインドワスプ狩りの時に確かめている。俺おれは滞空中にぐっと体を丸めると、左足を前に蹴けり出す。後方宙返りしながらの縦たて蹴り、体術スキル《弦ゲン月ゲツ》がナト大佐の額ひたいをぎりぎり捉とらえる。

　激はげしく上体を仰のけ反ぞらせた牛男が、ひときわ甲かん高だかい雄お叫たけびを放ちつつぴたりと停止し──直後、膨ぼう大だいなポリゴン片を振り撒まいて爆ばく散さんした。どうやらただの取り巻き雑ざ魚こではなくいちおう中ボス扱いだったようで、視界にラストアタック・ボーナスの表示が浮き上がるが、俺はそれに眼めも呉くれず、着地と同時に振り向いた。

　まず見えたのは、数十メートル先でも見上げるように高い漆しつ黒こくの背中だ。アステリオス王が移動を開始している。幸い東の壁かべ際ぎわで縮こまる麻ま痺ひ者五人はタゲられなかったようだが、王の向かう先では、三十六人ものプレイヤーからなる本隊がいまだバラン将軍と戦せん闘とう中だ。

　怖おそれていた最悪の展開は、本隊が無秩序な逃走を始めて王と将軍の挟み撃うちになるというものだが、流石さすがにそれは回かい避ひしたらしい。だが、ずしん、ずしんと床を震わせて歩く王は、間もなく本隊を攻こう撃げき圏に捉えるだろう。それまでに将軍を倒せなければ同じことだ。

「……行こう、キリト君！」

　俺の隣となりに進み出たアスナが、張り詰めた声で叫んだ。しかし俺は、頷うなずいていいのか一いつ瞬しゆんにせよ迷った。己おのれの命を惜しんだわけではない。自分でも説明がつかないのだが、いきなり胸中に、この細剣使いフエンサーを生せい還かんできるか解わからない死地に踏ふみ込ませたくないという感情が湧わき上がったのだ。

　アスナの実力は嫌いやと言うほど知っている。正直、一対一のデュエルをすれば勝てないかもしれないとさえ思っている。だが、それでもなお、すぐそばの出口からアスナだけは退避させたいという気持ちを抑えられない。

　このデスゲームが始まった日に最初の友人を見捨て、その数時間後に同じベータテスターに殺されかけて以来、俺は何ものをも恃たのまないソロプレイヤーとして生きると決めたはずだ。この一週間アスナと暫ざん定てい的コンビを組んできたのは、ネズハの強化詐さ欺ぎを止めさせるという共通目的があったからでしかないはずだ。

　なのに、なぜ俺はいまになって、こんな感情……いや感傷に支配されているのか。

　アスナに、絶対に死んで欲しくない、などという──。

「アスナ、きみは……」

　逃げろ。

　という言葉が口からこぼれようとした寸前、俺を見詰めるヘイゼルの瞳ひとみが強い光を放った。

　まるで俺の言わんとしたことを読んだかのように……いや、実際に察したのだろう。アスナは怒りでも悲しみでもない、しかしそれ以上に純粋な感情を両眼めに滾たぎらせ、もういちど囁ささやいた。

「行こう」

　毅き然ぜんと響ひびいたその声は、溢あふれかけていた俺おれの危き惧ぐを押し戻すに充分な強さを持っていた。

「……解わかった」

　頷うなずき、俺はちらりと背後のエギルたちを見た。巨漢の斧おの戦士も、臆おくする様子もなく頷き返してくる。

「右側から回り込んで、まずバランを倒す。その前に王が攻こう撃げきしてきたら、俺たちができるだけ遠くまでプルして時間を稼かせぐ」

「了解!!」

　五人の応答に背中を押されるように、俺は床を蹴けった。疾走がトップスピードに乗る頃ころには、もう迷いは消えていた。

　モンスターの反応圏、いわゆるアグロレンジは、通常眼めには見えない。だが、戦せん闘とう経験を積むと何となく感じられるようになってくる。そんな根拠のない勘かんに従い、俺はゆっくりと前進するアステリオス王の右側を迂う回かいして追い越すと、本隊の戦場に突入した。

　視界に表示されたバラン将軍のＨＰバーは、こちらももう赤くなっている。しかし死に際ぎわのナト大佐と同じくバーサークが発動していて、《ナミング・デトネーション》を連発する将軍を本隊は攻めあぐねているようだ。

　王が攻撃してくるまで、あと三十秒。

　そう読んだ俺は、こちらに気付いて眼を見開くリンドとキバオウの間を駆け抜け、将軍の真ん前に躍おどり出るや地面を蹴った。狙ねらいはもちろん、オレンジ色に赤熱する二本の角つのの間だ。しかし、将軍の体たい軀くは大佐の二倍近い。俺の全力ジャンプに剣のリーチを足しても届かない。

「お……らああッ」

　ジャンプの頂点で、俺は慎重に姿勢を制御し、辛くもソードスキル発動を成功させた。アニールブレードが緑色に輝き、俺の体は見えざる手に叩たたかれたかのように再加速する。片手剣突進技、《ソニックリープ》。

　渾こん身しんの一撃が弱点を捉とらえ、将軍は大きく体を後傾させた。このディレイが最後のチャンス。

　指示せずとも、俺を追ってきたアスナたち五人が全力の追撃を叩き込み、即座に離れる。すかさず本隊メンバーも突進し、色とりどりのライトエフェクトで将軍の巨体を包む。

　しかし、今回もぎりぎり削り切れず、ＨＰバーが一、二ドット残った。

「またかよ……！」

　毒づき、俺は左拳こぶしを握る。大技の直後で崩くずれ気味の体勢から繰くり出せるのはこの基本技だけだ。空中で、唸うなりを上げて放たれた《閃セン打ダ》が、将軍の胸板にヒット。与ダメージがぎりぎり足りたようで、単なる左ジャブに打たれただけの巨体が、ぐうっと膨ぼう張ちようし──破砕。

　再びのＬＡボーナス表示を突き破る勢いで着地した俺は、大きく息を吸い、「全員、壁かべ際ぎわを走って外まで退たい避ひ！」と叫ぼうとした。今ばかりは、一アタッカーが僭せん越えつな真ま似ねを、などと考えている余裕はない。

　だが。

　それを見た途と端たん、俺おれは息を詰まらせた。

　接触まで十秒は余裕があるはずだった漆しつ黒こくのトーラス王が、いっぱいに上体を反そらせ、逞たくましい胸を大おお樽だるのように膨ふくらませている。あのモーションは────

　ブレス。遠隔攻こう撃げき。

　そしてその軌道上に、王に背を向け、じっと俺を見つめている細剣使いフエンサーの姿があった。

　今すぐ動かねば回かい避ひできない。ここで駆け寄っても何の益もない。

　そんな合理的判断を置き去りにして、俺は動いていた。

「アスナ、右へ跳べ！」

　ダッシュしつつ叫ぶ。もちろんブレスの予想軌道には他ほかに多くのプレイヤーがいたのだが、狭きよう窄さくした視野に映るのは、フーデッドケープの細剣使いだけだ。俺の表情と声こわ音ねから、アスナは背後から迫る危機を察したのだろう。振り向いて時間を無駄にすることなく、俺に言われたとおりに床を蹴けろうとする。

　彼女のブーツが青黒い敷しき石いしから離れ始めたところで、俺が追いついた。左腕で細い体を抱えつつ、同じ方向に踏ふみ切る。全力のジャンプなのに、移動速度はもどかしいほど遅い。床のアラベスク模様がゆっくり、ゆっくりと流れ──……

　視界右側が、真っ白に染まった。

[image: ]

　ビシャアァァン！　という乾いた衝しよう撃げき音は、まさしく雷らい鳴めい。アステリオス王のブレスは毒でも炎でもなく、雷かみなりだ。そうと認識した時にはもう、俺とアスナ、そして二十人を超えるプレイヤーは白い閃せん光こうに吞のまれていた。

　このソードアート・オンラインというゲームに、《攻撃、回復、支援魔ま法ほう》は存在しない。しかしだからと言って、魔術的要素の一いつ切さいが排されているわけでもない。たとえば装備するだけでステータスを上げたり、各種支バ援フを与えてくれるマジックアイテムは無数に設定されているし、大きな街にある教会でＮＰＣ神父の祝福を受ければ武器に一時的な神聖属性を付与できたりもする。

　しかし、それら超常の力は、プレイヤーを助けてくれるばかりではない。むしろ障害となる場面のほうが多いだろう。すなわち、多くのモンスターが駆く使しする特殊攻撃スキルだ。毒、炎、氷、そして雷ブレスはその代表格。

　ブレス攻撃の中で、もっとも直接攻撃力が高いのは火炎だが、雷も決して侮あなどれるものではない。まず、異様に速い。発射された直後には、もう最大射程距離まで届いてしまう。更に、喰くらうとかなり高い確率でスタンする。そして、場合によっては、いっそう危険な阻害デバフも──。

　アステリオス王の雷ブレスに下半身を直撃された俺とアスナのＨＰバーが、がくっと二割近くも減った。直後、バーの周囲に緑色の枠が点滅し、同色のデバフアイコンが表示された。

　いきなり全身の体感覚が遠ざかる。着地体勢を取りたくとも、足が動かない。俺はアスナと絡み合ったまま、背中から床に叩たたき付けられる。ただの転倒タンブルではない。これは、自分であれほど気をつけろと言った《麻痺パラライズ》だ。

「アス……ナ」

　胸に覆おおい被かぶさる形で同じく麻ま痺ひしている細剣使いフエンサーに向かって、俺おれは切れ切れの掠かすれ声で指示した。

「ＰＯＴで……治ち療りよう、を」

　言いながら、反応の鈍にぶい右手を懸けん命めいに動かす。右腰に装着されたベルトポーチには、ＨＰ回復用の赤ポーションが二つ、麻痺治療用の緑ポーションが一つ準備してある。緑のほうを手て探さぐりで引っ張り出し、栓を抜き、口に運ぶ間にも、重々しい足音が徐々に接近してくる。

　ミント風味の液体を吞のみ下してから、恐る恐る視線を動かすと、トーラス王の巨体はわずか十メートル先にまで迫っていた。他ほかにも少なからぬプレイヤーが麻痺を喰くらったようで、王と俺たちを結ぶ直線上には十人以上が無力に横たわっている。

　雷かみなりブレスに巻き込まれずに済んだ三十数人は、ゆっくり移動するボスを遠巻きにしているが、どう動くべきか判断できないようだ。その理由は、すぐに解わかった。何たることか、レイドリーダーを務つとめる青隊のリンド、サブリーダー的立場の緑隊キバオウがともに麻痺し、しかも王から最も近い場所に倒れているのだ。二人とも、懸命に指示を出そうとしているようだが、麻痺中は囁きウイスパー程度の声しか出せない。当然、ボスの攻こう撃げき圏外に留とどまるレイド本隊には二人の指示は聞こえない。

　不意に、左耳のそばで、か細くも美しい声が響ひびいた。

「……なんで、来たの」

　視線を引き戻すと、はしばみ色の大きな瞳ひとみがすぐ目の前にあった。俺おれと折り重なるように倒れるアスナは、空になったポーションの小こ瓶びんを右手に握り占めたまま、もう一度繰くり返した。

「……なんで」

　問うているのは、俺がトーラス王のブレス攻こう撃げきに気付きながら回かい避ひせず、アスナの所に走った理由だろう。なんでだろう、と自分に問いかけてみたが、答えは見つからなかった。だから俺は、ただひと言だけを口にした。

「わからない」

　すると、こちらの理由も不明ながら、細剣使いフエンサーは灰色のフードの奥で、柔らかい微ほほ笑えみを浮かべた。眼めを閉じ、頭を俺の左肩に預ける。

　アスナの背中越しにもう一度彼方かなたを見ると、アステリオス王が、右手に握った大金かな槌づちを高々と振り上げたところだった。バラン将軍のそれよりも一回り以上も巨大なハンマーが狙ねらうのは、足あし許もとに倒れるリンドとキバオウだ。

　────ここまでか。

　俺は胸中でそう呟つぶやいた。

　リーダー二人が斃たおれれば、現在フリーズ状態のレイド本隊はボス部屋の外に退たい避ひするだろう。無論、いまだ麻ま痺ひから回復しない俺とアスナを含む十人近くも死は免まぬがれないが……しかし、真のボスたるトーラス王の存在とその攻撃パターンの情報は、いつか行われるであろう二度目の攻略作戦にきっと活いかされる。

　最大の心残りは、俺より遥はるかに大きな可能性を秘めているはずの細剣使いを助けられなかったことだ。一層ボス部屋で別れ際ぎわに言ったとおり、アスナならいつか必ず大きなギルドで頭角を現し、プレイヤーたちを導みちびくような存在にもなれただろうに。光なきこのデスゲーム世界の空に、燃え尽きることなく輝き続けるひと筋の流星のように……。

　柄がらにもなくそんなことを考えていたせいか。

　俺は、ボス部屋の薄うす暗ぐらい天井付近をきらきらと横切る不思議な光を幻視した。

　緩ゆるやかな弧を描く輝線は、しかしいっぱいに眼めを見開いても消えない。やがて上昇から下降に転じ、今まさにハンマーを振り下ろさんとしていたアステリオスの額ひたいの王冠へと吸い込まれるように……。

　その光が幻まぼろしでないことを俺が理解したのは、甲かん高だかい金属音がコロシアム中に響ひびき、巨大なボスがぐらりと上体を揺らした瞬しゆん間かんだった。

　あれは、現状のＳＡＯでは使いこなす者などいないはずの遠隔攻こう撃げき……《投剣》カテゴリのソードスキルだ。しかも、ボスの弱点なのであろう王冠を直撃した投とう擲てき型武器は、普通ならそこで落下するはずなのに、見えざる糸に引かれるかのように後方へと跳ね戻っていく。

　短いディレイからたちまち回復したアステリオス王は、怒りの声を漏もらすや、ぐうっと旋せん回かいを始めた。考えてみれば今のがボスへのファーストヒットなので、たった一いち撃げきでもターゲットが移動したのだ。

　その時、不意に後方から逞たくましい腕が伸び、俺おれとアスナを床から引っ張り上げた。

　プレイヤー二人を同時に抱え上げた豪腕の持ち主は、深みのあるバリトンで叫んだ。

「すまねぇ！　オレとしたことが竦すくんじまった！」

　そのまま、東の壁かべ際ぎわへと俺たちを運んでいくのは、もちろん両手斧おの使いのエギルだ。見れば、彼の友人三人も、麻ま痺ひで動けないプレイヤーを、さすがに一人ずつだが退たい避ひさせ始めている。その動きに触発されたように、青隊緑隊の数人が残りの麻痺者に駆け寄っていく。

　巨漢の小こ脇わきに、荷物のように抱えられた状態で、俺は必死に首を起こした。

　移動するにつれ、ボスの巨体に隠れていたコロシアムの南側が視界に入る。

　出口から十メートルほどのところに、右手に奇妙な武器を握り、迫り来る巨大なボスを必死の表情で見上げる小柄なプレイヤーが存在した。

「……あいつは……!?」

　俺とアスナを壁際の床に降ろしながら、エギルが驚おどろいたような声を出す。斧戦士だけでなく、ボス部屋に突如現れた四十八人目のプレイヤーを視認したほぼ全員が、一様に驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

　その理由は、潰かい走そう寸前のボス戦に飛び入り参加してきたことでも、謎なぞの飛び道具でもない。乱入者が、つい数日前までタランの村でカンカン鉄床アンビルを叩たたいていた生産職プレイヤーだったからだ。すなわち、鍛か冶じ屋やネズハ。

　もちろん、格好は当時とはかなり異なる。茶色の革エプロンの代わりにブロンズの胸当てを装備し、両手に同色のガントレット、頭にはオープンヘルムまで被かぶっている。しかし、小柄だが華きや奢しやではない体型と、いつも困ったような造りの丸顔が醸かもし出す《ヒゲのないドワーフ》といった印象は微み塵じんも薄うすれていない。いや、むしろ装備を変えたせいで更に強化されたと言っていいだろう。

　それゆえ、多くのレイドメンバーが「なぜ鍛冶屋がボス攻略戦に」という驚きに打たれたわけだが、例外も存在する。まずは、ネズハに戦せん闘とう職転向を示し唆さした当事者である俺とアスナ。無論驚きはしたが、それはネズハがわずか三日で《修行》を終えたことと、単身で迷宮区を突破してきたことに対してだ。

　更に、俺たちともまた異なる驚愕を感じているであろう者たちが、この場所にはいるはずだ。

　俺がそう考えたのと時を同じくして、コロシアム中央部に留とどまるレイド本隊から、ばらばらっと走り出た集団があった。ボスの向こう側のネズハが見える位置で、凍り付いたように立ち止まるのは、Ｇ隊……レジェンド・ブレイブスの五人。

「ネ…………」

　リーダーのオルランドが、数日間行ゆく方え不明になっていた仲間の名を呼ぼうとしたが、声はすぐに途切れた。どうやらこの期ごに及んでも、彼らは鍛か冶じ屋やネズハがギルドの一員であることを隠し続けるつもりらしい。

　それ以上何も言おうとしない旧友たちを見たネズハは、一いつ瞬しゆんだけ沈痛な表情を浮かべたが、すぐに毅き然ぜんと叫んだ。

「僕がぎりぎりまでボスを引きつけます！　その間に、態勢を立て直してください！」

　確かに、今のところアステリオス王の移動速度は──たぶんゲージ一本目の間だけだろうが──かなり遅い。直径百メートル超と広大なコロシアムの面積を有効に使えば、ネズハ一人でもしばらくタゲを取り続けることは可能かもしれない。その間に麻ま痺ひ者全員が回復できれば、ボス部屋からレイド丸ごと脱出することも…………

　いや。ダメだ。確かに王の歩みは遅いが、それを補って余りある遠隔攻こう撃げき手段である雷かみなりブレスがある。あれは初見で回かい避ひできるような代しろ物ものじゃない。そしてネズハは、登場のタイミングからして、一度目のブレスを恐らく見ていない。

「……エギル、あいつに、ブレス攻撃の……」

　タイミングを伝えてくれ、という俺おれの台詞せりふは、しかし遅すぎた。立ち止まったアステリオスが、再び上体を反そらせつつ空気をいっぱいに吸い込んだのだ。胸が真ん丸に膨ふくれ、鼻孔からパリパリと細いスパークが漏もれる。ネズハは立ったまま、ボスの頭を見上げている。

「避よけ…………」

　俺が掠かすれ声で呻うめき、

「避けろ!!」

　レイドメンバーの誰だれかがそう叫んだ。だがそれより一瞬早く、ネズハは俊しゆん敏びんな動作で左に跳んでいた。直後、いっぱいに開かれたボスの口から純白の稲妻が迸ほとばしる。雷ブレスは部屋の出口近くまで瞬時に到達したが、ネズハは二メートル以上の余裕をもって回避している。

　──今の動きは……ブレスの回避タイミングを知っている!?

　俺が眼めを見開いた、その時だった。すぐ近くで、聞き慣れた……しかしこの場所で聞こえるはずのない声が響ひびいた。

「ブレスを吐く直前、ボスの眼が光るンダ」

　床にへたり込んだままぎょっと動かした視線の先で、壁かべのタイル模様がぐにゃっと歪ゆがみ、ネズハ以上に小柄な姿が、虚空から湧わき出るが如ごとく出現した。俺は（恐らくアスナとエギルも）眼に続いて口もぽかんと開け、両頰ほおにくっきりと三本ヒゲをペイントしたプレイヤー……情報屋《鼠ねずみのアルゴ》を呆ぼう然ぜんと見つめた。




　これは後に聞かされたことだが、二層迷宮区近くの密林に開始イベントが設定されている、とある連続お使いクエストをクリアすれば、ちゃんと真のボスモンスターたる《アステリオス・ザ・トーラスキング》の情報が手に入ったらしい。ボスの攻こう撃げきパターンのみならず、攻略法……すなわち《額ひたいの王冠を投とう擲てき武器でヒットすればディレイさせられる》ことまでも。

　そのクエストを発見した情報屋アルゴがダッシュで届け物をしまくって、ようやくクリアできたのは、しかしボス攻略レイドが迷宮区に入ってしまった後のことだった。ダンジョンの中にはメッセージが届かないし、さりとてＡＧＩ全振りのアルゴ単独ではボス部屋までの道行きが懸け念ねんされる。

　迷宮区の入り口近くで逡しゆん巡じゆんしている時、やはりソロで、しかも不安そうにタワーに入っていこうとするネズハを発見し、声を掛けた。二人で協力して（と言ってもアルゴの隠蔽ハイデイングスキルとネズハの投擲武器を利用してＭｏｂを避よけ、あるいは誘ゆう導どうし、ほぼ戦せん闘とうなしですり抜けたらしいが）ボス部屋までやっとこ到達したら、まさに真ボスたるアステリオスが大おお暴あばれ寸前だった──というわけだ。




「いつまでへたり込んでンダ。麻ま痺ひ、もう回復してるゾ」

　アルゴにそう言われ、俺おれはようやく、ＨＰバー下のデバフアイコンが消滅していることに気付いた。バネ仕掛けのように跳ね起き、まずはブレスを喰くらった場所に落下したままのアニールブレードのところまでダッシュ、ついでに近くのウインドフルーレも一緒に回収すると壁かべ際ぎわまで駆かけ戻る。アスナにフルーレを渡しつつ、先刻の短い会話について何かコメントすべきかと考えるが、今はそんな場合ではないと思い直す。

　周囲を見ると、俺たち以外の麻痺プレイヤーももうほとんどが回復したようだ。リンドとキバオウも立ち上がっているが、そちらに向かってアルゴがすたすた近づいていくので、俺はネズハがボスを引いてくれていることも一いつ瞬しゆん忘れて息を吞のむ。

　なぜなら、鼠ねずみのアルゴと言えば、黒ビーターたる俺と並び立つほどの元ベータテスター代表であり、いっぽうのリンドとキバオウは反テスター勢力の代表なのだ。予想したとおり、リンドのほうは嫌けん悪お感かんを隠そうともしないが、キバオウはなぜかバツの悪そうな、複雑な顔をしている。

「よう、トンガリ頭。久しぶりだナ」

　リンドを綺き麗れいに無視してキバオウにそう話し掛けたアルゴの台詞せりふを聞いて、俺はようやく思い出した。

　考えてみればキバオウは、アルゴを仲介者として俺のアニールブレード買い取り工作を行ったご当人だ。リーダーとしては外聞がいいとは言えないその過去を、アルゴは誰だれにでも売れる立場なわけなのだ。

　黙だまり込むキバオウに向かって、アルゴは平然と続けた。

「撤てつ退たいするなら、早くするんだナ。だがこのまま戦うなら、ボスの情報を売るゾ。代金は……特別に、タダにしといてヤル」




　リンドとキバオウは、ボスの雷かみなりブレスで麻ま痺ひした瞬しゆん間かん、レイドの誰だれよりも死を間近に感じたはずだ。

　ゆえに、そんな彼らがわずか数秒で戦せん闘とう継続の判断を下したことに、俺おれは少し驚おどろかされた。もちろん、その判断が正解か否いなかは、ボス戦が終わってみなければ解わからない。だが状況は、ボス出現直後とは大いに変わっている。ネズハが実に二分以上もタゲを取り続けてくれたお陰で、レイド全員が麻痺から立ち直りＨＰの回復も完了しているし、何より今はボスの攻こう撃げきパターンの情報がある。

「よし……攻撃、始めるぞ！　Ａ隊Ｄ隊、前進！」

　リンドの指示に従い、重装甲の壁タンク部隊がアステリオス王に突っ込んでいく。彼らの、体当たりにも似た近距離攻撃が足部分にヒットしたことで、ようやくタゲがネズハから外れる。

　途と端たん、緊きん張ちようの糸が切れたかのようによろめく小柄なアバターに、俺とアスナは駆け寄った。

「ネズハ！」

　呼びかけると、顔を上げた元鍛か冶じ屋やは、相変わらず弱々しくはあるが……しかし一本芯しんの通った笑みを浮かべ、右手の投とう擲てき武器を掲げて見せた。

　俺が譲じよう渡としたそれは、やや肉厚な刃やいばを直径二十センチほどの輪に成形した、なかなかのレアアイテムだ。現状での入手手段は、二層迷宮区に稀まれにポップする《トーラス輪投げ男リングハーラー》からのドロップのみ。投剣のサブカテゴリ《円月輪チヤクラム》に分類される武器だが、現実世界の古代インドに存在したというチャクラムとは異なり、輪の一部が革を巻かれたグリップになっている。そこを握って投げることも、あるいは手に持ったままナックル武器のように使用することもできる。

　それゆえ、ＳＡＯ内のチャクラムは《投剣》スキルだけでは扱えない。二層の山奥に隠れ住むヒゲ師し匠しようが伝授してくれるエクストラスキル、《体術》が必要だ。そんな厳きびしい条件つきの武器を、俺がネズハに薦すすめた理由はたった一つ。

　三日前に彼自みずからが言ったとおり、投剣カテゴリの武器ならば、遠近感の機能不全をほぼ無視してモンスターに命中させられる。しかしオーソドックスな投げナイフ系武器は《残弾数》という制限があり、メインアームとして使うのは厳しい。その点、チャクラムは、あたかもブーメランのように投げても手許に戻ってくるのだ。これなら残数を気にすることなく何回でも投擲できる。

　俺の目の前で、ネズハは少しふらつきかけた両足をぐっと踏ふん張ると、右手のチャクラムを構えた。円形の刃やいばが黄色い光を帯びる。専用のソードスキルなのだろうが、武器を譲ゆずった俺も技の名前までは知らない。

「やあっ！」

　なかなか堂に入った気合とともに右手が閃ひらめき、輝くリングが高々と舞まい上がった。コロシアムの天井に鮮あざやかな軌跡を引いて飛び、大型ハンマーを振りかぶろうとしていたアステリオス王の冠かんむりに、見事命中。くわぁん！　と甲かん高だかい金属音が響ひびき、ボスが逞たくましい上体を大きく仰のけ反ぞらせる。その足あし許もとで「ナイス！」と叫んだのは、キバオウ隊のアタッカーの誰だれかだ。

　かなりの猛スピードで戻ってきたチャクラムを、ネズハは危なげない手つきで（と言ってもそこまでシステムアシストが働くはずだが）キャッチし、もう一度俺おれとアスナを見ると、泣き笑いのような顔を作った。

「夢、みたいです。僕が……僕が、ボス戦で、こんな……」

　震え声でそこまで口にしたが、後半はぐっと吞のみ込んで、代わりに叫ぶ。

「……僕は大丈夫です！　皆さんも、前線に加わってください！」

「──解わかった。雷かみなりブレスを優先してディレイで潰つぶしてくれ。任せたぞ！」

　それだけ言って、俺は背後を見た。アスナだけでなく、エギルたちＨ隊の筋力自慢たちもすぐ傍そばで待機している。

　……そういえば、このパーティーのリーダーはエギルだったんだよな。あとで出しゃばりを謝あやまっておこう。

　そんなことを脳裏でちらりと考えつつ、俺は皆に向かって叫んだ。

「俺たちも行こう！」

　おうっ！　と打てば響く返事を背中で受け止め、無数のライトエフェクトが途切れることなく炸さく裂れつする最前線へと身を投じる。

　アインクラッド二層の真フロアボスたる《アステリオス・ザ・トーラスキング》は、ベータ時代のボスだった《バラン・ザ・ジェネラルトーラス》の三割増しの巨きよ軀くと、一いち撃げきパラライズ有りの雷ブレスで一度は全レイドメンバーを恐慌させたが、アルゴの情報を基に攻略パターンが確立されたあとは着実にＨＰバーを減らしていった。

　最大の功労者がネズハと彼の投とう擲てき武器であることは疑いようもないが、この大詰めに来てのＧ隊……つまりレジェンド・ブレイブスの存在感は、主力であるリンド隊やキバオウ隊を上回るものがあった。

　バランと同じく王も広こう範はん囲いスキル《ナミング・デトネーション》を操あやつるのだが、オルランドたち五人は、ナミングをかなりの近距離で喰くらってもほとんどスタンしないのだ。王がハンマーを垂直に振りかぶり、他ほかのパーティーが退たい避ひを余よ儀ぎなくされても、Ｇ隊だけは貼はり付きっぱなしで猛攻撃を続ける。これにはさしものリンドも、彼らに後退命令を出すタイミングを見つけられないらしい。

　ブレイブスが揃そろって高い阻害抵抗値デバフレジストを持っている理由はもちろん、彼らの防具が頭から足までガチガチに強化済みだからだ。その原資となったのがネズハに詐さ欺ぎで稼かせがせた莫ばく大だいなコルだという事実がどうにも引っかかるが、当のネズハが鍛か冶じ屋やを廃業した今、それを糾きゆう弾だんする機会は失われてしまった。

「…………なんだか複雑ね」

　俺おれと同じことを感じていたのだろう、ＨＰ回復のために後退したタイミングで、アスナがぽつりと呟つぶやいた。

「ああ。……でも、少なくとも今後は二度とできないはずだしな……」

　強化詐さ欺ぎを、のひと言を省略して答える。

「……彼らがああやってゲーム攻略に貢献してくれるなら、それで納得するしかなさそうだ。武器を盗とられた人たちには申し訳ないけどな」

「そう……ね」

　頷うなずいた細剣使いフエンサーの顔が尚なおも浮かない様子なので、俺はふとあることを思いつき、少し顔を近づけて言った。

「でも、このまま彼らにＭＶＰ取られるのは癪しやくだから、最後にちょっと抵抗してみないか？　タイミングが合えば、だけど」

「抵抗……って？」

　小さく傾かたむけられたフードを指先で持ち上げ、その奥の耳にこしょこしょと囁ささやく。

　すると、はしばみ色の瞳ひとみにほとほと呆あきれるような光を浮かべつつも、アスナはこくりと頷いた。再び深く引き下ろされたフードの下で、唇にほんのかすかな笑みが浮かんだ──気がしたが再度覗のぞき込むような真ま似ねができるはずもない。

「あのな、キリト」

　不意に背後から、ポーションの空き瓶びんを咥くわえたままのエギルが妙な声こわ音ねで言った。

「……お前たち、コンビ組んだわけじゃないって言ってたよな？」

　途と端たん、アスナがびしっと背筋を伸ばし、左足のヒールを軸に反転。ややきっぱりしすぎな声で宣言する。

「組んでないわ」

　幸い、俺が何らかの反応を求められるより早く、主戦場で大きな歓かん声せいが沸き起こった。見れば、アステリオスの六段ＨＰバーのラスト一本が赤くなっている。対して俺たち六人のＨＰはちょうど全快したところで、これはまさしくナイスタイミング。

「Ｅ隊、後退準備！　Ｈ隊、前進準備！」

　リンドの指示に左手を挙げ、俺は愛剣アニールブレード＋６を強く握った。ローテーションどおりではあるのだが、ここでちゃんと俺たちに出番をくれるあたり、リンドもなかなか公平なリーダーぶりだ。

「よし、行くぞ……ゴー！」

　タイミングを計り、俺たちは一気にダッシュした。

　緑カラーのＥ隊と入れ替わりでボスの左側面に取り付く。巨木めいた脚に、まずは俺とアスナが単発ソードスキルを一いち撃げきずつヒット。ボスが怒りの声とともに繰くり出す薙なぎ払い攻こう撃げきを、スイッチで前に出たエギルたちががっちりガードする。

　アステリオスの巨体は確かに恐ろしいが、モンスターが大きければ大きいほど、同時にアタックできるパーティー数が増えるという利点もある。ナト大佐は一パーティー、バラン将軍は二パーティーが適正だったが、王は三パーティーで攻められるだけのサイズがある。

　左サイドに俺おれたちＨ隊、正面には青カラーのＢ隊、そして右サイドにはオルランドたちＧ隊が貼はり付きっぱなしだ。王はすでに黒い肌のあちこちを石炭のように赤く燃やして暴走バーサーク中だが、恐らくこの三隊で最後のゲージを削り切れるだろう。

「ヴォロロルルヴァラアアア────ッ!!」

　ひときわ恐ろしげな雄お叫たけびを振り撒まき、王が大量の空気を吸い込み始めた。口くち許もとに弾はじけるスパークを見るまでもなく雷かみなりブレスのプレモーションだ。しかし、すかさず飛来したチャクラムが王冠を撃うち、仰のけ反ぞった王の鼻はな面づらでバフッと雷が暴発する。

　──これが普通のＭＭＯだったら、この《チャクラムで十割ディレイ技》は速攻下方修正ナーフされるだろうな。

　ふとそんなことを考えるが、ＳＡＯのフロアボスは一度倒されたら二度と復活しない。もしゲームマスターたる茅かや場ば晶あき彦ひこが、初日の宣言どおりこの戦いを外部から鑑かん賞しようしているのだとしたら、彼は仰け反りまくりで必殺のブレスを吐けない王に歯は嚙がみしているだろうか。それとも、この攻略法を偶然にせよ見つけたプレイヤーたちに拍手のひとつもしているか。

　────茅場……二層は、十日で抜けてやるぜ！

　声ならぬ声で叫び、俺は王のＨＰバーを睨にらんだ。枠の左端はしに残る赤色は、もはや消え去る寸前だ。王はますます荒れ狂い、ストンプを三連発したあとハンマーを高々と振りかぶる。《ナミング》のモーションを見て、正面のＢ隊が悔しげに退たい避ひする。対照的に、右サイドのＧ隊はここぞとばかりに大技ソードスキルを構える。

　ここでラストアタックを取れば、《ブルバス・バウ》戦の時は攻略部隊の補欠だったレジェンド・ブレイブスは、一気に主力へと躍おどり出るだろう。だが、それを黙だまって祝福できるほど俺は善人ではない。何せこちとら、悪のブラック・ビーターなのだ。

「アスナ、今だッ！」

　叫び、俺は思い切り跳んだ。すぐ隣となりで、細剣使いフエンサーもまったく遅れることなく地面を蹴けっている。いや、その跳ちよう躍やくスピードは俺より速い。勢いのあまりかウールケープのフードが脱げ、栗色のロングヘアが眩まばゆく宙に流れる。

「ヴォラ────────ッ!!」

　アステリオスが咆ほう哮こうとともにハンマーを振り下ろした。直撃された床が同心円状に波打ち、それを追いかけるようにスパークの渦が広がる。最後の一撃だからなのか、吞のみ込まれたブレイブスの二人がレジストできずにスタン。《インパクト》ならともかく《デトネーション》はジャンプでは避よけられないので、俺おれとアスナもこのまま着地すれば同じ目に遭あうだろう。

　しかし──。

「セイ……リャアアアアッ！」

　まず、アスナが苛か烈れつな気勢とともに細剣突進技《シューティングスター》を空中発動させた。

「おおお……らあああああッ！」

　続けて俺も、片手剣突進技《ソニックリープ》を発動。水色と緑色の軌跡を引いて、俺たちはほとんど垂直に近い角度で飛ひ翔しようする。狙ねらうはもちろん、アステリオス王最大の弱点である王冠──に守られた額ひたいだ。

　視界の下端で、ブレイブスの三人が繰くり出したソードスキルの光が立て続けに閃ひらめいた。

　直後、切っ先をひとつに合わせたアニールブレードとウインドフルーレが、巨大な王冠ごと額を深々と貫つらぬいた。

　硬質なサウンドを振り撒まいて、まず王冠が粉々に砕け──。

　次いで、アステリオス王の巨体もまたコロシアムいっぱいに広がるほどの規模で爆ばく散さんした。
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「コングラチュレーション」

　並んで着地し、そのままへなへなと床に座り込んだ俺とアスナの背後から、一層ボス部屋でも聞いたネイティブ発音な祝福が投げかけられた。

　体ごとよいしょと振り向いた先にあったのは、もちろん好漢エギルの笑顔だ。逞たくましい右手でサムズアップするので、俺も同じ仕草で応こたえる。さすがにアスナは付き合わなかったが、フードを払ったままの美び貌ぼうに、いつになく明確な笑みを滲にじませる。

　エギルは頷うなずき、手を下ろすと、視線を遠くへ動かしながら続けた。

「相変わらず見事な剣技とコンビネーションだった。だが……今回の勝利は、あんたじゃなく彼のものだな」

「ああ。あいつが来てくれなきゃ、少なくとも十人は死んでたかもな……」

　俺が言うと、アスナもこくりと首肯する。勝利に沸き立つレイド本隊の向こうに一人立ち尽くす小柄なプレイヤーは、もちろん元鍛か冶じ屋やのネズハだ。右手に金属の輪っかをしっかり握ったまま、コロシアムの天井付近にいまだ漂ただようボス消滅エフェクトの残ざん滓しを眩まぶしそうに見上げている。

　その時、ひときわ大きな歓かん声せいが聞こえたので視線を移動させると、本隊の中心でリンドとキバオウが互いの右腕をがっちり絡ませ合っているのが見えた。二人を囲む青隊、緑隊が盛んに拍手するので、俺おれも付き合って手を叩たたきつつ呟つぶやく。

「なんだよ、案外仲いいんじゃないか……」

「どうせ、三層に登るまでのことでしょうけどね」

　アスナの身も蓋ふたもないコメントに思わず苦笑。よいしょと立ち上がり、右手のアニールブレードを胸中で「お疲れさん」とねぎらってから鞘さやに収める。アスナに手を貸して立ち上がらせ、彼女とも軽く拳こぶしを打ち付け合うと、ようやく勝利……いや生せい還かんしたことの感慨が湧わき上がってきた。

　これで、なんとか第二層も突破した。要した時間は十日。ボス攻略戦での死亡者、ゼロ。

　一層には丸一ヶ月もかかり、しかもボス戦でレイドリーダーのディアベルを喪うしなってしまったことを思えば、望外の結果と言えよう。しかし、今しがた自分でも言ったとおり、この勝利は壊滅ワイプと紙一重だった。誰だれも存在を予想すらしていなかった真ボス・アステリオス王に、リンドとキバオウの二人ともが（もちろん俺とアスナも）危うく殺されるところだったのだ。

　二層ボス戦で得た教訓は、二つ。

　一つめは、これからはフロア最後の村や迷宮区周辺に存在するクエストは全すべてクリアし、ボスモンスターの情報を集めねばならないということ。

　そして二つめは、三層以降に立ちはだかる全てのボスモンスターが、ベータテスト時とは何らかの変更を加えられていると考えるべきだということだ。もっとも、ベータ時代にボスの顔を拝おがめたのは九層までだったので、どちらにせよ十層からは俺も初見となるが。

　ゆえに、クエストで情報で集めるのはもちろん、今後はボスそのものの事前偵察も必要になってくるだろう。だが、後者はそう簡単ではない。ほとんどのボスモンスターは、部屋の奥まで踏ふみ込んだり、キーオブジェクトを壊こわしたりしないと湧出ポツプしないので、偵察隊がいつも安全に離脱できるとは限らないからだ。脚力自慢のスカウト型プレイヤーはそれなりにいるが、飛び道具を使える者はかなり少ない。

　三層以降では、情報屋のアルゴのみならず、チャクラム使いネズハの存在もますます重要になってくるだろう。

　そんなことを考えながらボス部屋を見回したが、《鼠ねずみ》はどこかでハイドしているらしく、俺の索敵スキルでも発見できない。やれやれと思いつつ、アスナを促うながしてネズハの所へと移動する。

　元鍛か冶じ屋やは俺たちをみると、まるで憑つき物が落ちたようにすっきりした、どこか透明な笑みを浮かべた。ぺこりと頭を下げ、言う。

「お疲れ様でした、キリトさん、アスナさん。最後の空中ソードスキル、凄すごかったです」

「あー、いや、あれはその……」

　まさかオルランドたちと張り合うためだけの一いち撃げきだったとも言えず、俺おれがぽりぽり頭を搔かくと、代わりにアスナが口を開いた。

「ううん、ほんとに凄すごかったのはあなたよ。手に入れたばかりの武器をああも完かん璧ぺきに使いこなすなんて……練習、大変だったでしょう？」

「いえ、大変だなんて思いませんでした。だって、僕はやっと、なりたかったものになれたんですから。本当に……ありがとうございました。これで、もう……」

　そこで口を閉じ、再び深々と頭を下げてから、ネズハはちらりと部屋の中央方向を見た。

　何気なく視線を追うと、二十メートルほど離れたところに固まって立つ五人が目に入った。横一列に並び、オルランドはリンドと、ベオウルフはキバオウと、ほかの三人も幹部級プレイヤーと固く握手している。全員の誇らしそうな笑顔は、まさしく勇者のそれだ。

　アステリオス戦のリザルト画面を確認すれば、Ｇ隊──レジェンド・ブレイブスの防御スコアと攻撃スコアは全パーティー中でも突出しているだろう。これで彼らは、押しも押されぬ攻略集団の主力に躍おどり出たわけだ。今後はリンドの《ドラゴンナイツ》、キバオウの《解放隊》のどちらかに加入するのか、それとも五人でギルドを結成するのかは解わからないが、しかし──。

「……ネズハ。君もあそこにいていいんじゃないのか？」

　俺が呟つぶやくと、この戦い最大の功労者はそっとかぶりを振った。

「いえ、いいんです。僕にはもうひとつ……やらなきゃならないことがありますから」

「え？　何をだ……？」

　振り向いた俺と、何かに気付いたように眉まゆをひそめるアスナを順に見て、ネズハはもう一度頭を下げた。続けて、チャクラムの刃やいばを左手の指先でいとおしむように撫なでてから、ゆっくり歩き始める。

　そこで俺はようやく、レイド本隊から三人のプレイヤーがこちらに近づきつつあることに気付いた。やっとネズハをねぎらいにきたのか、と思ったが彼らの表情はなぜか険けわしい。先頭に立つ、腰にブロードソードを装備した背の高い男の顔をまじまじと見てから、俺はやっと思い出す。ブレストプレートの下にリンド隊の青ダブレットを着た彼は、五日前に鍛か冶じ屋やネズハに剣の強化を依頼したシヴァタだ。その隣となりを歩くのも青服だが、三人目は緑……キバオウ隊のプレイヤーだ。表情は一様に固い。

　自みずから歩み寄ってきた小柄な鍛冶屋を見下ろし、シヴァタは強こわ張ばった声を出した。

「あんた……何日か前まで、ウルバスやタランで営業してた鍛冶屋だよな」

「……はい」

　頷うなずいたネズハに、更に問い質ただす。

「なんでいきなり戦せん闘とう職に転向したんだ？　しかも、そんなレア武器まで手に入れて……それ、ドロップオンリーだろ？　鍛冶屋でそんなに儲もうかったのか？」

　────まずい。

　言い方からして、シヴァタはすでにネズハを疑っている。武器すり替えのトリックにまでは辿たどり着かずとも、何らかの詐さ欺ぎ行為があったのではと怪しんでいるのだ。

　実際には、ネズハの持つチャクラムは、レアではあるがさして高値がつくものではない。何せ使いこなすのに、補助スキル扱いの《投剣》と、エクストラスキルの《体術》が両方必要なのだ。しかし今それを言ってもシヴァタの疑心は消えないだろう。

　いつしか、勝利に沸いていた他ほかのレイドメンバーも、リンドやキバオウ、そしてブレイブスの五人も沈ちん黙もくし、事の成り行きを見守っている。ほとんどのプレイヤーはただ訝いぶかしそうなだけだが、オルランドたちの顔が激はげしく強こわ張ばっていることは、遠く離れた場所からでも解わかる。

　そしてまた俺おれも、恐らくはアスナも、咄とつ嗟さにどうすべきなのか判断できなかった。

　──そのチャクラムは、俺が譲ゆずったんだ。

　そう口を挟むことは容易たやすい。だが、それでシヴァタの矛ほこ先さきを逸そらし、引き下がらせるのが正しい解決なのか？　シヴァタが手塩に掛けて強化してきた愛剣《スタウトブランド》を、ネズハがクイックチェンジで詐取し、エンド品にすり替えて叩たたき割ったのは事実なのだ。

　あの時シヴァタは懸けん命めいに自分を抑え、ネズハをひと言も責めずに立ち去った。今、彼の腰にあるブロードソードは、スタウトブランドより二グレード下の既き製せい品ひんだ。五日の間に頑張って強化したのであろうその剣で、厳きびしいボス戦を戦い抜いたシヴァタを、口先でごまかす権利が余人にあるのか……？

　俺がそんな逡しゆん巡じゆんに囚とらわれ、立ち尽くしているあいだに、ネズハが先に動いた。

　チャクラムをそっと床に置くと、その隣となりに両膝ひざを突く。続けて手も床に押し当て、深く頭を垂たれて──。

「……僕が、シヴァタさんと、そちらのお二人の剣を、強化直前にエンド品にすり替えて騙だまし取りました」

　ボス戦直前よりも張り詰めた、耳が痛くなるほどに重い静寂がコロシアムを満たした。

　ＳＡＯプレイヤーに与えられた仮想体アバターは、現実リアルの容姿を驚おどろくほどの精度で再現しているが、感情表現に関してはやや大味と言わねばならない。具体的には、喜怒哀楽それぞれの表情変化がオーバー気味なのだ。俺はまだ未経験だが悲しい時はかなり簡単に涙エフェクトが発生してしまうらしいし、楽しい時はくっきり明めい瞭りような笑みが浮かび、そして怒れば顔は赤く染まり額ひたいに血管が浮き出る。

　だから、ネズハの告白を聞いても、眉み間けんに深い谷を刻んだだけのシヴァタの自制心はいよいよ見事というべきだろう。彼の左右に立つ、同じく強化詐欺の被害者らしいプレイヤーたちのほうは激げき発はつ寸前という顔つきだが、二人もぎりぎり自分を抑えているようだ。

　考えがまとまらないままちらりと隣のアスナを見ると、彼女の表情も抑制されているが、顔色だけがいつも以上に青白かった。俺のほうも、きっと似たようなものだろう。

　しんとした沈黙を破ったのは、シヴァタの嗄かれた声だった。

「……騙だまし取った武器は、まだ持っているのか」

　すると、床に手を突いたままのネズハは、頭を左右に振る。

「いえ……。もう、おコ金ルに替えてしまいました……」

　か細い声が流れた途と端たん、シヴァタは一いつ瞬しゆん強く両眼めをつぶったが、恐らくその答えを予期していたのだろう。短く「そうか」とだけ言い、少ししてから続ける。

「なら、金での弁べん償しようならできるか？」

　今度は、ネズハはすぐには答えなかった。俺おれとアスナも鋭するどく息を吞のみ、シヴァタのずっと後方、レイド本隊の左端はしに立つオルランドたちも目に見えて顔を強こわ張ばらせる。

　可能、不可能で言えば──被害相当額の弁償ならば、できなくはないのだ。

　ネズハが、いやレジェンド・ブレイブスが強化詐さ欺ぎを始めてから、まだ十日ほどしか経たっていない。アイテムの相場はそう変わっていないはずなので、騙し取った武器を売って買った装備群を再び売却すれば、ほぼ同額のコルに還かん元げんできる理屈だ。

　しかし、そこには大きな問題がある。

　詐欺で稼かせいだ莫ばく大だいなコルを使ったのは、ネズハではなく、ブレイブスの五人なのだ。彼らの全身を深い輝きで彩いろどる強化防具こそがその行く末だ。詐欺の被害者にコルで弁償するためには、オルランドたちの装備をほぼ全すべて売り払わねばならない。ボス戦で活かつ躍やくし、大きな存在感を示したばかりの彼らが、力の源みなもとたる武器防具を手放すだろうか？　いや、それ以前にネズハは、どうやってこの場を切り抜けるつもりなのか……？

　俺が息をするのも忘れて見つめる先で、小柄な元鍛か冶じ屋やは、額ひたいを床のタイルに擦こすりつけるようにしながら答えた。

「いえ……弁償も、もうできません。お金は全部、高級レストランの飲み食いとか、高級宿屋とかで残らず遣つかってしまいました」

　隣となりでアスナが鋭するどく空気を吸い込んだ。

　ネズハは──切り抜ける気などないのだ。

　詐欺の罪を全てひとりで被かぶり、シヴァタの……いや攻略集団の怒りを自分だけに向けさせるつもりなのだ。自分を邪じや魔ま者もの扱いし、詐欺の実行犯となることを強しいた仲間たちをかばって。

　ここでついに、シヴァタの右に立つ大柄なリンド隊メンバーが、忍耐の限界を超えた。

「お前…………お前、お前ェェ!!」

　きつく握った拳こぶしを振りかざし、右足のブーツで何度も床を踏ふみ付ける。

「お前、解わかってるのか!!　オレが……オレたちが、大事に育てた剣壊こわされて、どんだけ苦しい思いしたか!!　なのに……オレの剣売った金で、美う味まいもん食っただぁ!?　高い部屋に寝泊まりしただぁ!?　あげくに、残りの金でレア武器買って、ボス戦に割り込んで、ヒーロー気取りかよ!!」

　続けて、左側のキバオウ隊メンバーも裏返った声で叫んだ。

「オレだって、剣なくなって、もう前線で戦えないって思ったんだぞ！　そしたら、仲間がカンパしてくれて、強化素材集めも手伝ってくれて……お前は、オレたちだけじゃない、あいつらも……攻略プレイヤーも全員裏切ったんだ!!」

　二人の絶叫が、導どう火か線せんとなったかのように──。

　これまで後方で事の成り行きを見守っていた多くのプレイヤーたちが、一度に激げき発はつした。

　──裏切り者!!

　──自分が何したか解わかってるのか!!

　──お前のせいで攻略が遅れたんだぞ!!

　──今更謝あやまったって、何にもならねえんだよ!!

　口々に叫ぶ数十人の声が合わさり、轟ごう音おんとなって部屋を震わせる。巨大な怒りを受け止めるネズハの背中が、圧力に耐たえかねたかのように縮こまる。

　かつて、一層ボス攻略会議がベータテスター糾きゆう弾だんの場になりかけた時、冷静な発言で鎮しずめてくれたエギルも今回ばかりは為なすすべがないようだ。集団から少し離れたところで、仲間三人と一緒に憂ゆう慮りよの表情を浮かべている。

　沈ちん黙もくしているのは、オルランドたちも同様だった。五人で何かを囁ささやき合っているようだが、飛び交かう怒ど号ごうが邪じや魔まをしてまったく聞き取れない。

　そして、俺おれもまた、立ち尽くすことしかできなかった。

　事ここに至れば、事態を収める魔法のひと言など最も早はや有り得ない。シヴァタたちの武器が奪われたという事実が厳げん然ぜんと存在する以上、それを償つぐなえるのは同額のコルか、もしくは同じくらい重い何か…………

　そう考えた俺の脳裏に、数分前のネズハの言葉が甦よみがえった。

『僕はやっと、なりたかったものになれたんですから。本当に……ありがとうございました。これで、もう……』

　……思い残すことはありません。

　あの時聞き取れなかった最後のひと言が、なぜかくっきりと響ひびいた。

「ネズハ……君は……まさか」

　俺が呟つぶやいた、その時。

　ようやく、この場を収められる可能性のある二人のうちの一人が、右手を高く掲げながら進み出た。ブルーの長髪と、同系色のマント。腰には銀色に煌きらめくシミター。レイドリーダーを務つとめるリンドだ。

　シヴァタたち三人が、進み出てきたリンドに場所を譲ゆずると、ようやく広間を満たす怒りの声も徐々に収まっていった。完全な沈黙は戻らないが、会話ができるくらい静かになったところで、シミター使いが口を開く。

「まず、名前を教えてくれるか」

　それを聞いて、ようやく俺おれはネズハがシステム上はレイドに参加しないままボスと戦っていたことに気付く。情報を渡したら速攻消えたアルゴはともかく、弱点攻こう撃げきという重要な役目を買って出たネズハはちゃんとレイドに入れるべきだったし、人数もちょうど上限に一人足りなかったはずだ。五人だったパーティーは……Ｇ隊、つまりレジェンド・ブレイブス。

　オルランドが、ＳＡＯ以前からの仲間のネズハにパーティー参加オファーを出さなかったことに、ざらついた違和感をおぼえる。しかし今はそれより、リンドがこの場をどう捌さばくかのほうが重要だ。

「…………ネズハ、です」

　平伏したまま、細い声で元鍛か冶じ屋やが名乗ると、リンドは二、三度頷うなずいた。鋭えい利りな風ふう貌ぼうの彼だが、今はボス戦の最中よりも緊きん張ちようしているようにも見える。咳せき払ばらいし、低い声で言う。

「そうか。ネズハ、お前のカーソルはグリーンのままだが……だからこそ、お前の罪は重い。システムに規定された犯罪でオレンジになったなら、カルマ回復クエストでグリーンに戻ることもできるが、お前の罪はどんなクエストでも雪そそげない。その上、弁べん償しようももうできないと言うなら……他ほかの方法で、償つぐなってもらうしかない」

　────まさか。

　俺は歯を食い縛しばり、リンドの顔を凝ぎよう視しした。薄うすい唇が一度引き結ばれ、再び開き……。

「お前がシヴァタたちから奪ったのは、剣だけじゃない。彼らがその剣に注ぎ込んだ長い、長い時間もだ。だからお前は……」

　そこまで聞き、俺は少し肩の力を抜いた。

　リンドはネズハに、今後のゲーム攻略での貢献と、収入からの定期的弁済を要求するつもりだろう。十日前まで青グループを率いていたディアベルも、きっと同じ裁決を下したはずだ。

　しかし。

　リンドが続く言葉を口にするより早く、誰だれかが後方で甲かん高だかい声を上げた。

「違う……そいつが奪ったのは時間だけじゃない！」

　たたっと走り出たのは、緑服のキバオウ隊メンバーだ。瘦やせた体を左右に振り動かし、きんきん響ひびく喚わめき声で──




「オレ……オレ知ってる!!　そいつに武器を騙だまし取られたプレイヤーは、他にもたくさんいるんだ！　そんで、その中の一人が、店売りの安物で狩りに出て、今までは倒せてたＭｏｂに殺されちまったんだ!!」




　再び、主あるじなき大広間がしんと静まりかえった。

　数秒後、掠かすれ声で呟つぶやいたのは、シヴァタの隣となりに立つ青メンバーだった。

「……し……死人が出たんなら……こいつもう、詐さ欺ぎ師しじゃねぇだろ……ピッ……ピ……」

　彼が言おうとして言えなかった言葉を、瘦やせぎすの緑メンバーが、右手の人差し指を突き出しながら叫んだ。

「そうだ!!　こいつは、人殺しだ！　ＰＫなんだ!!」

　浮遊城に囚とらわれて以降、俺おれが公的な場で《ＰＫ》という言葉を聞いたのは、これが初めてだった。

　数多あまたあるネットゲーム用語でも、最も有名なものの一つだろう。ペナルティキックでも、サイコキネシスの略でもない。プレイヤーキル、またはプレイヤーキラー……すなわち、モンスターではなくプレイヤーを殺す行為、殺す者を指す言葉だ。

　このＳＡＯというゲームは、近年のＭＭＯＲＰＧにしては珍しくＰＫが可能となっている。街中こそ、《犯罪防止コード》という絶対のシステムに守られているが、ひとたび圏外に踏ふみ出せばその加か護ごは消える。プレイヤーを守ってくれるのは、己おのれの装備とスキル、そして信頼できる仲間だけだ。

　一ヶ月間のベータテストでは約千人のプレイヤーが協力したり競きそい合ったりしながら《上》を目指したが、最前線では時として競争が闘とう争そうにまで激げき化かし、プレイヤー同士が剣を交える場面もそれなりにあった。しかし、双方合意のデュエルによって相手を殺してもそれはＰＫとは言わない。プレイヤーキラーとは、荒野や迷宮でいきなり他ほかのプレイヤーに襲おそいかかり、殺しを楽しんだ上で金とアイテムを奪う積極的殺人者に与えられる称呼なのだ。

　ベータ期間中、俺はデュエルではない本物のＰＫに何回か襲しゆう撃げきされたが、正式サービスが開始されてからは一度もない。唯一、初日の夜にパーティーを組んだ元テスターに、モンスターを利用する《ＭＰＫ》という手口で殺されそうになったが、あれはクエストアイテム目当ての……生き残るための消極的行為だった。

　序じよ盤ばんのスタートダッシュに伴う混乱が落ち着いた今では、楽しみのために積極的に他人を殺す本物のＰＫなど出現するはずがない。

　なぜなら、ＳＡＯがデスゲームと化した今、ＰＫ行為は現実の殺人に他ならないのだ。ノーマルなＭＭＯならＰＫは一種の役割演技ロールプレイに過ぎないが、ＳＡＯではその理屈は通らない。何より、ここで他のプレイヤーを……しかも圏外に出て戦う意志のある者を殺せば、そのぶんゲームクリアの、つまり解放の日が遠ざかることは自明ではないか。

　主街区ウルバスでアスナと再会した日、一緒にウインドワスプ狩りをすることになった俺は、『麻袋マスクで変装するとＰＫに誤解されそうだ』と言った。そんな冗談を口にできたのは、今のアインクラッドには本物のＰＫなど存在するはずがないと確信していたからだ。それがまさか、こんな形で、忌いまわしい略語を聞くことになろうとは。

　緑隊の瘦せたダガー使いは、人差し指をネズハの頭に突き付けたまま更に叫んだ。

「土下座くれーで、ＰＫが許されるわけねぇぜ！　どんだけ謝あやまったって、いくら金積んだって、死んだ奴やつはもう帰ってこねーんだ！　どーすんだよ！　お前、どーやって責任取るんだよ！　言ってみろよぉ!!」

　ナイフで鉄板を引っ搔かくような、きぃきぃというノイズの混じるその声に、俺おれは記憶が刺し激げきされるのを感じた。焦しよう慮りよで冷たく痺しびれる頭の片かた隅すみで、どこで聞いたんだったかと考え、すぐに思い出す。

　このダガー使いは、十日前に一層ボスが倒された直後、俺にも同様な言葉を投げかけた当人だ。『オレ……オレ知ってる!!　こいつは、元ベータテスターだ!!』という叫び声は、まだ耳の奥にこびりついている。あの時俺は、『俺をテスター如ごときと一緒にするな』と大見み得えを切って相手を黙だまらせた。しかし、ここで同じ手が使えるはずもない。

　ダガー使いの糾きゆう弾だんを小さな背中で全すべて受け止めたネズハは、敷しき石いしの上でぎゅっと両手を握ると、少しだけ震える声で言った。

「……皆さんの、どんな裁さばきにも、従います」

　再び、沈ちん黙もく。

　恐らく、この場の全員が、《裁き》という言葉に込められた意味を感じたのだ。コロシアムの空気が、いっそうぴりぴりと張り詰めていく。不可視のエネルギーはたちまち臨りん界かい点に達し、誰だれかのひとことを誰もが待ちわびる。

　割り込むなら、ここが最後の機会だ。

　そう感じた俺は、何のアイデアもないまま、「待ってくれ！」と叫ぼうとした。

　だが、半秒遅かった。いつの間にかネズハのほうにじりじり近づいていた数十人のレイド本隊から、短い声が上がったのだ。

「なら、責任取れよ」

　ごく短い、それ自体では大した意味も持たないひと言だったが、それは限界まで膨ふくらんだ風船に落ちたピンの役割を果たした。

　途と端たん──うわっ、というような大音おん響きようが部屋いっぱいに広がった。それらはみな、プレイヤーたちの叫び声だ。「そうだ、責任取れ！」「死んだ奴やつに、ちゃんと謝あやまってこい！」「ＰＫなら、ＰＫらしく終われ！」──徐々にボルテージを上げていくそれらの声が、やがてとうとう分ぶん水すい嶺れいを超える。

「命で償つぐなえよ、詐さ欺ぎ師し！」

「死んでケジメつけろよＰＫ野郎！」

「殺せ！　クソ詐欺野郎を殺せ!!」

　口々に叫ぶプレイヤーたちの顔に浮かぶのは、しかし詐欺行為への怒りだけではないように思えた。恐らくは、ソードアート・オンラインというデスゲームそのものへの怒りであり憎しみだろうか。この浮遊城に閉じ込められて、今日で実に三十八日目。突破しなければならない層は、残り九十八。それらの絶望的状況がもたらす抑圧が、詐欺師にして殺人者という明確な対象を得て、ついに炸さく裂れつしたのだ。

　リンドにも、キバオウにも、最も早はやこの状況を収める手だてはないようだった。かくいう俺おれも、ネズハが強化詐さ欺ぎを告白してからずっと、ただ成り行きを見守っていただけだ。彷徨さまよう視線が、本隊の左端はしに固まるブレイブスの五人を捉とらえる。さすがに他ほかのプレイヤーのように叫んではいないものの、全員が深く俯うつむき、ネズハから目を背そむけている。

　──オルランド。いずれ必ずこうなることを……あんたは、予想していなかったのか？

　内心で問いかけるが、もちろん答えはない。いや、それを言うなら、彼らに武器すり替えのトリックを教えたという黒ポンチョの男もだ。タダで詐欺のテクニックを伝授するほど気前がいいなら、その危険性をなぜ説明しなかった──……

　────いや。

　もしかしたら。

　この状況が……攻略集団の面々が、ネズハの処刑を口々に求めるこの光景こそが、黒ポンチョの欲した報酬なのではないか？

　だとすれば、そいつの目的は、ブレイブスの援助ではなくその逆。詐欺の実行役となるネズハを、前線プレイヤーの総意に基づいて殺させること。それによって、《プレイヤーによるプレイヤー殺し》の既き成せい事実を作り、アインクラッドに於おける殺人の心理的ハードルを一段下げること。

　俺の想像が正しければ……問題の黒ポンチョ男こそが、真のＰＫだ。しかも、自分ひとりが手を汚すのではなく、他のプレイヤーをも同じ道に誘い込もうとしている。

　だめだ。そんなことをさせるわけにはいかない。彼の目論もくろんだとおりに、この場でネズハを処刑させるわけにはいかない、絶対に。なぜなら、ネズハに戦せん闘とう職転向を勧すすめ、詐欺の罪をデスゲーム攻略で雪すすぐように提案したのはこの俺なのだ。どんなことをしてもネズハの処刑を止める責任が俺にはある。

　いっこうに収まる気配もない罵ば声せいのなか、ついに動いたのは──リンドでもキバオウでも、ネズハ当人でもなく、レジェンド・ブレイブスの五人だった。

　重装の金属防具を鳴らしながら、ゆっくりと広間を横切り、うずくまるネズハに近づく。バシネットのバイザーが半分まで降ろされていて、リーダー・オルランドの顔は見通せない。他の四人も顔を俯うつむけ、ただ無言で歩き続けている。

　ただならぬ気配を感じたのか、ネズハを半円形に取り囲んでいたリンドとダガー使い、シヴァタたち三人が場所を譲ゆずった。

　がしゃっ、がしゃっ、という重い足音が、とうとう止まった。

　かつての仲間たちの接近を感じているはずだが、ネズハは顔を上げない。両拳こぶしを床に突き、ひたすらに頭を垂たれ続けている。正面に置かれたままのチャクラムを挟んで立ち止まったオルランドが──右手を、左腰へと動かし始めた。隣となりでアスナが小さく息を漏もらす。

　無骨なガントレットが、剣の柄つかを握り、一気に抜き放った。

　オルランドの剣は、俺おれの愛刀と同じアニールブレードだ。強化度合いも似たようなものだろう。仮に、軽装のネズハの、しかも無防備な背中に振り下ろされれば、四……いや三回で充分にＨＰを削り切る。

「……オルランド……」

　数分前、ボスモンスターを協力して倒した聖騎士パラデインの名を、俺は低い掠かすれ声で呼んだ。

　──ネズハと共有した時間は、俺よりあんたのほうが遥はるかに長いだろう。でも、今、あんたがネズハを殺すのを、黙だまって見ていることはできない。その後、俺がどのような立場に陥おちいろうとも。

　オルランドが剣を振り上げた瞬しゆん間かんにダッシュを開始するべく、俺は右足にじわりと体重を乗せた。

　途と端たん、隣となりでアスナも姿勢を変えようとするので、そちらに囁ささやき掛ける。

「アスナ、君は動くな」

　すると、即座にきっぱりとしたひと言が返った。

「嫌いや」

「解わかってるのか、ここで割り込んだらもう攻略集団にはいられないぞ。最悪、犯罪者として追われることになる」

「それでも嫌よ。最初に会った時に言ったでしょ……わたしは、わたしでいるためにはじまりの街を出たの」

「………………」

　そう言われれば、もう説得の材料も時間も残っていない。小さくため息を吐き、ほんの一瞬だけ苦笑してから頷うなずく。

　いつしか、コロシアムに満ちていた怒ど声せいは噓うそのように収まっていた。誰だれもが目を見開き、固かた唾ずを吞のんで、決定的瞬間を待った。

　あまりに精神を集中していたせいか──。

　俺は、オルランドの兜かぶとの奥でかすかに響ひびいた声を、聞こえる距離ではないのに確かに聞いた。

「……ごめんな。……ほんとにごめんな、ネズオ」

　そして聖騎士は、右手の剣を、足あし許もとのチャクラムの隣にそっと横たえた。数歩動き、ネズハの右隣に移動すると、体を同じ向きにして床に膝ひざを突く。バシネットを外し、それも床に置くと、両手も床に押し当てる。

　続いてベオウルフ、クフーリン、ギルガメシュ、エンキドゥの四人もそれぞれの武器と兜を置くと、ネズハを真ん中に挟む形で横一列になり、床にひざまずいた。

　静寂の中、レイド本隊に向かって深々と頭を下げるレジェンド・ブレイブスの五人……いや六人を、誰もが呆ぼう然ぜんと見下ろした。

　やがて、オルランドの、わなないてはいるが毅き然ぜんとした声がコロシアム中に響いた。

「ネズオ……ネズハは、オレたちの仲間です。ネズハに強化詐さ欺ぎをやらせていたのは、オレたちです」
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「まったく……なんでわたしたちが使いっ走りみたいなことしなきゃならないのよ」

　ぶつぶつ言いながら歩くアスナに、俺おれは肩をすくめつつ答えた。

「しょうがないだろ、オミソなんだから」

「違うわよ！　そりゃ一層ボス戦の時は二人パーティーだったけど、今回はちゃんと六人いたでしょ！」

「つっても、エギルが気ぃ利きかせて、パーティーに混ぜてくれたお陰だからなぁ。落ち着いたら、ちゃんと礼言っとかないとなあ」

　何気なく言うと、アスナが小さく眉まゆを持ち上げる。

「……な、何だよ？」

「別に。ただ、あなたの人付き合いスキルも少しは熟じゆく練れん度ど上がってきてるのかしらって思っただけ」

「そりゃこっ……」

　ちのセリフだよ。という言葉を危うく吞のみ込み、咳せき払ばらいでごまかして続ける。

「そりゃもう、エギルに渡す謝しや礼れいの品まで用意してるくらいだからな」

「へえ。何あげるの？　こないだ迷宮区で出た《マイティ・ストラップ》？」

「…………おお、なるほど。そりゃいい考えだ、あれもあいつにやろう」

　俺がぽんと手を打つと、アスナは実に懐かい疑ぎ的な表情になってから、何かに気付いたように口を開けた。

「あっ、解わかった！　あなた、宿屋のチェストに入れっぱなしのアレをエギルさんに押しつける気ね！」

「ご名答」

　アスナの言ったアレとは、鍛か冶じ屋やを廃業して《体術》スキルの修行に赴おもむかんとするネズハが俺に譲ゆずり渡していった大型アイテム──《ベンダーズ・カーペット》のことだ。高価だし便利な品なのだが、純戦せん闘とう職プレイヤーには正直あまり使い道がない。そのうえ自分のアイテムストレージに収納できないので、持ち運ぶには丸めて担かつぐしかないのだ。

「エギルも戦闘職だけどさ、あいつなら将来有望な職人クラスの知り合いがいそうだろ？　その人に使ってもらえれば、きっとネズハも喜ぶ」

「そんなこと言って、エギルさん自身が商売に目覚めちゃったらどうするのよ」

「…………そんときは、お得意様第一号になるさ」

　適当極きわまる応答に対するアスナのため息を聞きながら、ちらりと行く先を眺める。

　俺たちが二人で歩いている、いや上っているのは、第二層ボス部屋から第三層へと続く螺ら旋せん階段だ。だが、どういう設計意図なのか、直径二百五十メートルもある迷宮区タワーの外がい壁へき沿いにぐるりと一周する構造なので、歩かねばならない距離は七百八十五メートル……プラス高さ、にも達する。

　しかし、この階段にモンスターは湧出ポツプしないし、ボス部屋から一階まで降りるよりはずっと早く塔から出ることができる。

　攻略集団の、よく言えば遊ゆう撃げき隊、ありのままに言えばみそっかす部隊である俺おれとアスナが、指揮官のリンドから要よう請せいされた任務は至し極ごくシンプルだ。迷宮区、つまりインスタント・メッセージ使用不可のダンジョンから脱出して、あちこちの街で今か今かと待っている多くのプレイヤーたちに、一刻も早く第二層攻略成功の一報を届けること──。

　本来ならこれはリンドやキバオウの仕事、というか権利だ。しかし彼らを含むレイド本隊は、あと数十分はボス部屋から出られない。別に閉じ込められたわけではなく、突発的な話し合いがまだ続いているのだ。元鍛か冶じ屋やのネズハと、彼の仲間であるレジェンド・ブレイブスの処遇について──。

　しかし、俺はもう、話し合いの帰結については一いつ切さい心配していない。オルランドたち五人が剣を置き、罪を告白した瞬しゆん間かん、状況の行く末はほぼ決したのだ。いかに場がヒートアップしていたとは言え、六人ものプレイヤーをいっぺんに《処刑》するほど皆が血に餓うえていたわけではないし、加えてブレイブスが名乗り出た時点で状況は大きく変わった。シヴァタたちから詐さ取しゆした剣の、弁べん償しようが可能となったのだ。

　強化詐欺にまつわる全すべてを吐と露ろしたオルランドは、剣と兜かぶとだけでなく全身の重装鎧よろいをも解除し、それを床に並べた。ほかの四人も倣ならい、コロシアムの床上には、時価総額幾らになるのかすぐには見当もつかないほどのハイレベル強化装備の山ができた。

　その上で、オルランドは言ったのだ。これらのアイテムを全て換金すれば、詐欺の被害額を上回る（彼らが自力で稼かせいだぶんも含まれるため）コルになるはずなので、それで被害に遭あったプレイヤー全員に迷惑料を足して賠償する、それでも金が残れば、次回ボス攻略用のポーション代として拠出する、と。

　被害回復の目め処どはこれで立ったわけだが、問題は、武器を奪われたせいで戦せん闘とう力が落ちて死んだというプレイヤーの件だ。

　今のＳＡＯでは、幾らコルを積んでも命だけは取り戻せない。オルランドたちは、それでもできる限りのことをするために、せめてそのプレイヤーと仲間に謝しや罪ざいしに行くと言った。そこで、情報をもたらした緑隊のダガー使いに、死んだプレイヤーの名を確認したところ──彼は口ごもりながら「噂うわさで聞いた話だから名前は知らない」と答えた。

　そこで、死亡者の件は情報屋に依頼して追跡調査することになり、以上を以もつてアインクラッド初の強化詐欺事件は血を見ることなくひとまずの決着に向かいかけたのだが、最後に難なん問もんが一つ残った。

　オルランドたちが差し出した数十点にも及ぶ武器防具を、どのように換金するのかということだ。

　もちろん、街のＮＰＣ商人に買い取ってもらうという手もある。しかしＮＰＣの買い取り相場は、通貨価値を一定に保つ文字どおりの《神システムの見えざる手》によって、市場価格よりも抑えられている。最大の金額を追求するなら、全すべてプレイヤー取引で処理するに若しくはない。

　そして、現状のアインクラッドで最もたくさんのコルを持ち、同時に強化装備を求めているのは攻略集団のプレイヤーたちだ。そこでリンドとキバオウは、ボス部屋に数十人が集まっているこの機に処分できるものは処分し、とりあえずシヴァタたち三人への弁べん償しようを完了させてしまおうと考えた。もちろん武器を詐さ取しゆされたプレイヤーは攻略集団以外にもいるので、彼らへの謝しや罪ざいと弁償も、街に戻り次第可及的速すみやかに行うということだ。

　ボス部屋への滞在を長引かせる追加の話し合いとはつまり、突発的オークションなのだった。残念ながら俺おれもアスナも、革防具主体のスピードタイプなので食指の動くアイテムはなく──もしあっても買い取って装備する気にはなれなかっただろうが──、事態の平和的解決にほっとしつつ突っ立っていたところ、リンドが近づいてきて言ったのだ。「あんたたち、もしヒマなら、先にダンジョンから出て新聞屋に攻略成功を伝えてくれないか」……と。

　要よう請せいを断る理由は特になかったので、俺は少々ムッとしている様子のアスナの背中を押し、ボス部屋の奥にある次層への扉へと向かった。エギルと仲間たちには手で「またな」と合図してきたが、思いがけず深く関かかわることになった元鍛か冶じ屋やのネズハとは言葉を交かわすチャンスはなかった。

　なぜなら彼は、オルランドたち五人が自分と並んでひざまずいたその直後から、小さな背中を震わせて嗚お咽えつを漏もらし続けていたからだ。




「詐欺事件はどうにか収まりそうとして……ネズハさんとブレイブスはこれからどうするのかしら」

　緩ゆるい上り階段にこつこつ足音を響ひびかせながら、アスナが呟つぶやいた。

　俺は少し考え、答えた。

「彼ら次第だな。ブレイブスが強化詐欺してたって噂うわさが、前線近くに広まるのは止められないだろう。それを避さけて一層の……それこそはじまりの街に戻るか、踏ふん張って一から出直して、また攻略集団を目指すか。別れ際ぎわにリンドにちょっと確認したけど、もしブレイブスにその気があるんなら、最小限必要な装備を整えられるだけのコルは戻すって言ってたよ。ま……どっちを選ぶにせよ、もう五人がネズハをお荷物扱いすることはないさ」

「ふうん……。──正直、オルランドさんにはまだちょっと複雑なモノがあるけど……でも、前線に戻ってきたなら、その時は一緒にやっていけるよう努力するわ。あなただって、リンドさんやキバオウさんとそこそこうまくやってるみたいだし」

　いきなりそんなことを言われ、危うく階段を一段踏ふみ外しかける。

「お、俺おれはべつに態度変えてないぞ！　むしろあっちがなんかヘンな感じなんだよ。キバオウはがちがちの反ベータテスターだし、リンドだって精せい鋭えい集団育成を目指してる以上ソロの俺は邪じや魔まなはずなのに、二人とも妙にフツーでさ……」

《ソロ》のところでアスナは一いつ瞬しゆん怖い顔になりかけたが、すぐにふうっとため息を吐き、呆あきれたように言った。

「相変わらず人の……いえ、アバターの顔色が読めない人ね」

「へ？　どういう意味？」

「もし攻略集団がリンドさん、もしくはキバオウさん一人がリーダーの一枚岩なら、彼らはあなたをもっとあからさまに排はい斥せきしたかもしれないわ。でも、今は青服の《ドラゴンナイツ》と緑服の《アインクラッド解放隊》が協力しつつ競きそい合ってるでしょ？」

「う、うん……」

「そういう状況だから、二人とも警けい戒かいしてるのよ。自分がキリト君と敵対しすぎたら、ライバル集団に所属されちゃうんじゃないかって」

「俺が？　青とか、緑に？」

　思わず立ち止まり、次いで短く笑いながら否定する。

「はは、それはないよ。入れてくれって言っても速攻で門前払いさ、何せ俺は悪のビーターだぜ。今日だって結局……」

　そこでかちんと口を閉じ、大またに階段上りを再開する。アスナは怪け訝げんな顔で隣となりに並んだが、やがて何かに気付いたように指を一本立てる。

「そうだ、そういえば結局、ボスの……アステリオス・ザ・トーラスキングのＬＡラストアタツクボーナスってどうなったの？　わたしには表示出なかったけど」

「えー、あー、えーっと……」

「考えてみたら、あなたナト大佐と、バラン将軍もＬＡ取ってなかった？　まさか、その上王様まで……」

「うむ、まあ、その、なんだ……おっ、あれ出口じゃないか？」

「ちょっと、何ごまかしてるのよ！　さては取ったのね！　何ドロップしたのよ、教えなさいよ！」

　いつしか俺とアスナは小走りになっていた。緩ゆるく湾曲する階段の突き当たりには、一面にレリーフを施ほどこした分厚い扉が姿を現しつつある。図柄は、節くれ立った古木の中で剣を交差させる二人の剣士。左は肌が黒く、右は白いが、二人ともほっそりと華きや奢しやな体格で、耳が長く尖とがっている。

　第三層の物語を予告する扉の浮き彫りをじっと見つめ、俺は内心で呟つぶやいた。

　──ネズハ。いやナタク。第二層攻略の、真のＭＶＰは君だ。

　──帰ってこいよ。最前線は怖くて、厳きびしくて、危険もたくさんあるけど……でも、君の求めたものが確かに存在する。それに、前線も君を求めている。なぜなら……

「──ある意味、この第三層からが、ＳＡＯの本番なんだからな……」

　声に出してそう言うと、俺おれに追いついてきたアスナが、ＬＡラストアタツクの件を追及する代わりに小さく首を傾かしげた。

「そうなの？　なんで？」

「えっと……それは……」

　この頃ころすっかり板に付いてきた気がする解説台詞ぜりふを口にしながら、俺はアインクラッド第二層最後の十メートルを、一歩一歩踏ふみしめるように上った。










　　　あとがき




　川かわ原はら礫れきです。『ソードアート・オンライン　プログレッシブ１』をお届けします。

　プログレッシブと言うとなんだか映像形式みたいですが、単語としては《段階的に進む》という意味があります。浮遊城アインクラッドを第一層から順に攻略していくシリーズ、という意味を込めてそんなタイトルにしてみました。略称はＳＡＯＰでお願いします！




　さて。まずは、なぜこのシリーズを書き始めたのかを説明させてください。

　ＳＡＯ一巻のあとがきと重複しますが、もともとＳＡＯというお話は電でん撃げき小説大賞に応募するために書いたので、第一部でいきなりゲームがクリアされています。その後から、時間を溯さかのぼって幾つか短編を書いたのですが（それらは二巻および八巻に収録されています）、全すべてサブエピソード的なお話で、本筋であるゲーム攻略そのものには触れておりません。

　なので、私の中にはずっと、キリトたちがどのようにして各フロアを踏とう破はし、ボスを倒していったのかを書きたいという欲求が燻くすぶっていました。しかしそれがなかなか着火まで行かなかったのは、改めて第一層攻略から書くにあたって、幾つかの問題が存在したからです。

　その最たるものが、ヒロインであるアスナの扱いでした。刊行済みの本では、キリトがアスナと親しくなったのはかなり上の層である、という描写がなされています。つまり、第一層や二層の話でキリトのパートナーをアスナにすると、これまでの本と矛む盾じゆんしてしまうのです。

　その矛盾を回かい避ひするためにプログレッシブ編のヒロインはアスナではない新キャラクターにするか、それとも矛盾を承知でアスナを登場させるか、かなり長いこと悩みました。……ですが、私の素直な気持ちとしてはやはりキリトの隣となりにいるのはアスナであって欲しいし、恐らく多くの読者様もそれを望んでくださるのではないか、最終的にはそのように考え、冒頭のシーンでキリトはアスナと出会うことになりました。

　もちろん、既刊との矛盾は容認できないという方も少なからずいらっしゃることと思います。私も、今後の物語で設定をすり合わせるべく最大限の努力をしてまいりますので、ひとまずはこの新シリーズの行く末を見守って頂ければ幸いです。




　──と、恒例のごめんなさいが済んだところで、ざっと各話の解説などを。

　第一層攻略編『星なき夜のアリア』は、ＳＡＯ八巻に収録されている『はじまりの日』の続きとなるお話です。のちに《軍》のリーダーとなるキバオウ、情報屋・鼠ねずみのアルゴといったこれまで名前しか出てこなかったキャラクターや、商人魂だましいに目覚める前のエギル、そしてネットゲーム初心者だった頃ころのアスナが次々に登場するので、私も新鮮なような懐なつかしいような気持ちで書いていました。まあ、キリトは最初からキリトでしたが。

　このプログレッシブ編には、ＳＡＯのゲームシステムをより詳細に描写するというテーマもありまして、『アリア』では《ボス攻略レイド》に焦点を当てています。六人パーティー×八組による集団戦の雰囲気を感じて頂けたなら嬉うれしいです。よくわからなかった！　という方はぜひアニメ版ＳＡＯの第二話をご覧くださいませ（笑）。




　第二層攻略編『儚はかなき剣のロンド』は、新キャラクターが大量に登場しております。その一人、鍛か冶じ屋やネズハを男性にするか女性にするかけっこう迷ったんですが、女の子だとなんだか余計なトラブルが増えそうな直感が働いたので男にしました（笑）。

　システム面では《武器強化》をフィーチャーしているのですが、むしろ《強化詐さ欺ぎ》の謎なぞを探さぐるミステリっぽい話になってしまったのは私の不徳の致すところで……。前半に戦せん闘とうが少なかったぶん、ボス戦をたっぷり書こう！　と思ったら二層にして極悪なボスが出てきてしまいました。もし本物のＭＭＯをプレイしていてあんな展開になったら、心がぼっきり折れる自信があります！




　ＳＡＯＰ一巻には、以上の二編を収録しておりますが、第三層攻略編も『黒こく白びやくのコンチェルト』というタイトルだけは決まっています。システム面のテーマは《キャンペーンクエスト》になる予定です。




　……と、予告っぽいことを書いておいてなんですが、このプログレッシブ編は恐らく一年に一冊が限界かなーと思っておりまして……。ということは、年に二層進んだとして、七十五層に到達するのがいったい何年後なのか……は考えると怖くなるので考えません！　二巻もよろしくお願いします！




　そしてもちろん、ＳＡＯ本編もちゃんと続きます。アリシゼーション編パート３となる十一巻は、十二月の刊行予定です。キリトとユージオがいよいよアンダーワールドの秘密に迫る……はずですので、こちらもどうぞよろしくお願いします。

　そしてそして、ＳＡＯの刊行が続くということは、アクセル・ワールドは一回休みとなってしまいますすみません！　ただ、以前にアクセル九巻十巻が連続したことがあったので、これで刊行月は元に戻ることになります。今後いつまで隔月ペースを維持できるか定かでありませんが（というかそろそろとっても怪しい感じですが）、……頑張れる範はん囲いで頑張ります！




　二冊連続刊行のハードスケジュールを快かい諾だくしてくださったイラストのａｂｅｃさん、この本が五百ページを超えてしまったことを快諾してくださった（多分）担当の三み木きさん、私のメール返信が遅くて毎日胃が痛い（予想）副担当の土つち屋やさん、今回もお世話になりました！　そして分厚いこの本を最後までお読みくださったあなたに感かん謝しやのＬＡボーナスを！





二〇一二年八月某日　　　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン11　アリシゼーション・ターニング』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

最近、「初心を忘れてるなぁ…」を思わせられることがたびたびあるのです。編集部に電話してもあんまり緊張しなかったり（少しはする）、〆切が近づいてもあんまりお腹が痛くならなかったり（少しはなる）。なので、この新たな００１巻を機に新人の心を取り戻そうと思います。

[image: ]




イラスト／abec

あべし？







[image: ]









[image: ]電撃文庫





ソードアート・オンライン プログレッシブ1








川かわ原はら 礫れき





発　行　　　　2015年12月1日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2012 REKI KAWAHARA





※2015年4月7日発行の電撃文庫『ソードアート・オンライン プログレッシブ1』12版に基づき制作








[image: ]



OEBPS/Images/embed0012.jpg
o) TN
il

P





OEBPS/Images/embed0017.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg
o) TN
i

E H O x> F

%ﬁ?ﬁ%jﬁ' 2022412/





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
. |

BT AV ISR
BEET—5

[ ]
TAVOSYRBEHDDBEZER DD 2
AEHSETHOE—EHVSEREL.
(EEFEAC 07 QEEETHOX—R.
ERRIY) \ AR EX—RIERS: 20

Hiﬁ?’églﬁ74—}bl~t13:'c W3, 5F%
JEFEICIRIF D ERVRDILAD. JERISHTLE
ABTEEED. ZNSERIDIEEICEILPS
BHPSEMPSH, ZNENUSHBLLEIR
F—BEEEDE D DIV —%F5REIT

W,
T07 OEFRICIE. [FUEDOESMES
IREOETORDISRIEL THD. K ERXDS
VESBVDBEIK—ILI—F > HRH!
W3, 707 OFRJLHICIE. BREA.
BEEX—NLOFALDUIE—
ERNEVRID,
E—BORRG, KV T7YIH-ih)
O—R>, REHTINT T, ROBER
S ERAG IR E I FER LIV
Ry FRIV>DER=ITHHT D,
WE=E
BEREEFEEAE—BEEDSH, BRESE
ICXEENIY INYFT— VR CDBe T—
TIVRIYFIDHIL . NSTEAEDLIL D
BHDETITIFMTKIRDRNTLB. E=E
BIEVIEERTU7 £V EBEUPD=DIcs
HNTHBD, BOFRGARDFFES RS —
HIEETBBIRIETUT T, ZTERIITSEIC
BIRNBTUT RESICEUNIVOESRY
—h533D\ TS
E-EOEHRSENSDEBFI>
B3 KDIVINZS EFEN BE=EX—
NMUEEDT—TIVRIVFIENERIEITE
LTEFEBTERORNTOLENTLD, 2O,
WIZOEHSERIC=FOFEEMNETS
[CL2OX>EVNSIWETHES Do
FEBORRIR, NSV TITRSIVh—
S (R=57 ZNEDIFHICED) o HERlE
BRICEEFRS) INV\YY— BbEE
BTN A—RILN—FRD>0 B—SRIRIE.
REOMRERF DY —RRFILKFZTVT A
VRIS EEDHLTLRBERESRT—,






OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg
R

1ZAKabec

| [ )
|
J






OEBPS/Images/embed0006.jpg
o) TN
P

& & H DT

%77/"% —/F  2022%F11





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
[woneksp’
Dy NeN2—JECH I
MEEER R8O MeL6 30 |

[EEDHO4
PR BIZREY
SBERD O]

LKTPAVISYR>ETE

FHRLDIVISZA>RIE
S CRTTE EOHRARE.






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
X

| _ﬁgﬁxgtzzziv =

\

—_

#

T —
R HRRERICED,

INT Y g

KTPAVISYR>E_ERE

JO7RAEY AT —o






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
e
3
e
&
h
%
3
n
)
=

KTAVISyR> R
I=zREY






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		奥付









Guide



			Cover


    		本編








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
EC

=t






OEBPS/Images/embed0024.gif





OEBPS/Images/embed0022.jpg
Kawahara





OEBPS/Images/embed0021.jpg





OEBPS/Images/embed0025.gif
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
AF A abec

bkt ==






